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			モンスターのご主人様⑬

			日暮眠都

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			01　護衛任務

			02　考える少女　～加藤真菜視点～

			03　来訪者

			04　メッセンジャー

			05　勇気のない少女　～加藤真菜視点～

			06　変わりゆく日々

			07　妖精の輪

			08　世界の変容

			09　少年の迷いと少女の言葉

			10　魔王の傷

			11　硝子細工

			12　帝都への旅路

			13　到着前　～加藤真菜視点～

			14　帝都への到着

			15　思いがけない再会

			16　霧の女が抱く想い

			17　喪失の黒、回帰の白

			18　思い出

			19　探索隊との接触

			20　刻まれる溝

			21　仇

			22　彼女への想い

		

	
		
			[image: p002-003.jpg]
		

	
		
			　

			01　護衛任務

			　

			　イーレクス帝国の最大都市、帝都に鎮ちん座ざする大聖堂は、この世界を救ってきた歴代勇者の偉業を今日に伝え、人々を教え導く聖堂教会の本部である。透明感のある美しい彫ちよう刻こくを施ほどこされた石造りの建物は、ここが神聖な場所であることを示していた。

			　大聖堂でも教会関係者だけが足を踏み入れることを許される区画。吹き抜けのアーチの廊下を、黒い肌をした禿とく頭とうの大男が歩いていた。

			　ゴードン＝カヴィル。聖堂騎士団副長と第二部隊の隊長を兼任する男だった。

			　廊下は花と緑に溢あふれた中庭に面しており、天気が良ければ、神聖さすら感じさせる美しい光景を見ることができる。しかし、生あい憎にく、ここのところは曇天の日が続いていた。

			　それがまた気分を重くするようで、ゴードンは足早に歩を進めた。

			　やがて目的地の扉に辿り着いた。ノックをして、応答の声を得て部屋に入る。太い眉がかすかに寄った。正面にある執務机に、目的の人物がいなかったからだ。

			　動きをとめたゴードンに、応接用のソファとテーブルから声がかかった。

			「こちらだ、ゴードン」

			　呼び掛けたのは、この部屋の主、聖堂騎士団の団長であるハリスン＝アディントンだった。２メートル近い巨きよ躯くが、ソファに沈んでいる。

			　部屋には先客がいた。

			　ひとりは細身の老人だった。神官の服に身を包み、ぴしりと背筋を伸ばしている。大神官ゲルト＝キューゲラー。聖堂教会で最高位にある男だった。この世界で最も権威を持つ組織が聖堂教会である以上、この世界で最も高い地位にあると言って過言ではない人物である。

			　そして、並んで座るハリスンとゲルトの対面には、ふたりの少年の姿があった。

			　そのふたりが何者であるのかに気付き、ゴードンはかしこまった。

			「申し訳ありません。勇者様方との大事なお話を邪魔してしまいましたか」

			「いえいえ。そんなことありませんよ。おれたちはちょっと、話を聞いてもらっていただけですんで。それも、もういい時間でした」

			　にこにこと愛想よく、少年のひとりが言った。

			「それじゃあ、河こう津づさん。おれらはそろそろ行きましょうか」

			「……そうだな、蛇へび岩いわ」

			　もうひとりの少年が頷うなずき、ソファから立ち上がった。

			　やや元気のない様子ながらも、口許に笑みを浮かべて頭を下げる。

			「お話に付き合ってもらってありがとうございました」

			「いいえ。迷いを払う助けになれたのならなによりです」

			　ゲルトは聖職者らしい静かな口調で答えた。

			「わたし以外にも、この神殿にはお力になれる神官が多くおりましょう。御心が安らかになるように、彼らにお手伝いをさせてください」

			「ありがとうございます」

			　壁際に控えていた世話役の女性に先導されて、ふたりの少年が退室していく。

			　それを立ち上がって見送ってから、ゲルトはハリスンに謹きん厳げんな顔を向けた。

			「それでは、わたしも行こう。勇者様がたのお心の慰い撫ぶについては、我々の職分だ。お前は戦いにおいて勇者様をよく支え、お力になれるよう努めるように」

			「承知しております」

			　ハリスンに言い聞かせてから退室していくゲルトを、ゴードンは頭を下げて見送った。

			　思わぬ先客だったが、なんとなく状況は把は握あくできていた。

			　先日までゴードンは、帝国南部を騒がせた『偽勇者』捜索の任務に就ついていた。しかし、偽勇者とされていた者たちは、実は大きなミスを犯した転移者だった。そうした何人かの転移者を聖堂教会は保護し、精神的なケアを行っている。先程の一幕は、その一環に違いなかった。

			　勇者の犯した大失態。それは、世せ情じように不安を与えかねない情報であり、ごくごく一部の者以外に事実は伏せられていた。ゴードンもまた、知らなかったうちのひとりだった。

			　けれど、現在は知っている。そして、事実を知ることになったのは、ゴードンだけではない。そうした状況こそが、目もつ下かの問題のひとつでもあった。

			「さて。待たせたな、ゴードン」

			　ハリスンがゴードンに声をかけた。

			「例の報告だろう。聞かせてくれ」

			「はい」

			　ゴードンは頷うなずき、報告を始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……そうか。状況はかんばしくないな」

			　ゴードンが報告を終えると、ハリスンは眉を寄せた。

			　報告内容は、現在の帝国における人々の生活状況に関するものだ。各地にモンスター討とう伐ばつに赴おもむいたゴードンの部下が、当地の教会に聞き込みを行った結果をまとめたものになる。情報量が物足りない部分はあるにせよ、おおよその状況を測るには足りていた。

			　現在の帝国では、各地で人心に動揺が広がっている。直接の原因となったのは、過去に例のない規模の転移者によって構成された組織、探索隊が１ヶ月ほど前に出した声明だった。

			　声明の内容は、転移者のひとり真ま島じま孝たか弘ひろを『偽勇者』として討伐の軍を出したマクローリン辺境伯に対する抗議だった。それ自体、帝国中に大きな波紋を及ぼすものではあったのだが、そのうえ、彼らは真ま島じま孝たか弘ひろが『偽勇者』ではないと主張する際に、そもそも、『偽勇者』とはなんであったのか、各地で転移者が起こした不ふ祥しよう事じについて説明していた。ゴードンが先程の少年の事情を察することができたのは、これが理由であり、聖堂騎士団が伏せていた事実は、いまや衆目の下に晒さらされるところとなっていた。

			　また、この声明が帝国中に広がったところで、北域五国のひとつアケルが呼応した。

			　自国が真島孝弘と協力関係にあることを、広く世界に宣言したのだ。その声明のなかで、アケル王家は真島孝弘が辺境伯領軍による執しつ拗ような攻撃を受けたことを報告し、辺境伯領軍と聖堂騎士団第四部隊による襲しゆう撃げきから国民を守った彼と協力関係に至った経緯を詳つまびらかにした。

			　普段であれば、帝国の属国であるアケルはそれほどの影響力を持たない。しかし、今回の宣言は探索隊の声明に呼応したものであり、世界を揺らすだけの力を持っていた。

			　現在、マクローリン辺境伯には、帝国各地の領主から非難が集まっている。帝国南部の雄である辺境伯に対して、南部の貴族からも責任を問う声があがっているといえば、その影響の大きさがわかるだろう。

			　その一方で、辺境伯に味方をする声もあがっている。これは異例なことだった。

			　というのも、思想や立場の近い貴族が辺境伯を応援するのは当然のことだが、それも平時の話だ。絶対の正義である勇者の声明に対して、反論の声があがるのは極めて異例と言えた。

			　どうしてそのようなことになったかといえば、その原因はひとえに聖堂騎士団第四部隊の存在にあった。

			　辺境伯領軍による真島孝弘の討とう伐ばつに際しては、聖堂騎士団第四部隊トラヴィス＝モーティマーが協力関係にあった。勇者が正義の象徴であるのなら、聖堂騎士団もまた同じである。その両者の主張が食い違ったものである以上――少なくとも、事情を知らない者の目から見て、そのように見える以上――貴族たちの対応は混乱したものにならざるをえなかったのだ。

			　なにより、素そ朴ぼくな生活を続け、純粋に勇者と聖堂教会を信じていた人々の戸惑いは大きなものだった。

			　少なくとも記録にある限りでは、勇者と聖堂教会の両者の主張が食い違うような事態は、これまでになかった。正義は絶対のものだったのだ。しかし、いまはそうではない。

			　いったい、なにを信じればよいのか。

			　そんなことを考えなければいけなくなるのは、この世界の住人にとって生まれて初めてのことだ。動揺が広がるのはやむをえないことと言えた。

			「モンスターによる被害も懸け念ねんされるか」

			　ハリスンは手にしていた書類を机の上に置いた。一番上には、モンスターによる各地の被害状況について報告がある。当地に赴おもむいた騎士の所感として『おり悪くモンスターの活動の活発化が確認され、昨さつ今こんの世情の不安が対応に悪い影響を及ぼすことが懸念される』とあった。

			「世界は大きく揺れているな」

			　ハリスンのつぶやきには無念の色があった。ゴードンは拳を握り締めた。

			「……トラヴィスの一件がなければ、このようなことには」

			　現在の状況の直接の原因は、真島孝弘の存在と、彼を擁よう護ごする探索隊の声明、協力体制を取ったアケルの証言などが挙げられる。しかし、それらは本質的な原因ではない。彼らはただ生きるために抗い、同どう胞ほうに手を差し伸べ、正当な権利を要求しただけだからだ。

			　原因の大元は、マクローリン辺境伯にある。そして、状況をややこしくしたのはトラヴィスだ。特に、正義感と善意で動いた前者と異なり、功名心でしか動いていない後者の罪は重い。

			「このようなことになるのなら、いっそこの手で……」

			　聖堂騎士団第四部隊隊長トラヴィス＝モーティマーの存在は、心ある騎士たちにとって、腹に据すえかねるものだった。だが、どのような悪行も、糾きゆう弾だんするに足る証拠がなければ、裁くことはできない。その点、トラヴィスは狡こう猾かつだった。公正であろうとする限り、十分な成果をあげるトラヴィスの栄達をとめることはできなかったのだ。

			　とめる方法は、殺すしかなかった。

			　無論、そんなことをすれば身の破滅だ。騎士の名誉も命も失い、死罪となっただろう。

			　しかし、そうとわかっていても行動すべきだったとゴードンは悔やんだ。少なくとも、そうすれば、なんの罪もないエルフたちが殺されるようなことはなかっただろう。

			　拳を震わせるゴードンに、ハリスンは声をかけた。

			「よせ。そのようなことで、お前を失うわけにはいかなかった。トラヴィスの勝手を許してしまったのは、わたしの責任だ。わたしこそが、あの男を殺してでもとめるべきだった」

			「ハリスン様！」

			　とんでもないとゴードンは声をあげた。

			「そんなことはありません！　あなたは聖堂騎士団にとって、なくてはならない存在なのですから！」

			　世界を維持するために、己のすべてを捧げた偉大な騎士。ハリスン＝アディントンの存在なしに、いまの聖堂騎士団は立ち行かない。実際、手段を選ばないトラヴィスが第四部隊の隊長どまりだったのは、さすがの彼もハリスンを引き摺ずり下ろすことは不可能だったからだ。

			「ゴードン。お前がそう言ってくれるのは嬉しい。わたしは団長として、現状を打破するために責任を果たそう」

			　ハリスンは好ましげに笑い、表情を引き締めた。

			「お前もそのように悔やむくらいなら、己の責務を果たすために尽力してほしい。忘れるな。転移者の末まつ裔えいたる我らは、本来、この世界を構成する一員ではない。我らにとって、世界の安定を担うことこそが務つとめなのだ」

			「無論です」

			「それでは、早速だが、命令だ」

			　机の引き出しからハリスンは書類を取り出した。受け取ったゴードンは、内容に目を通すと、驚きの声をあげた。

			「……『帝都に招待する真島孝弘様の護衛任務』ですか」

			「ああ。こうなれば、もはや我々が介入しなければ事態は収まらない」

			　重々しい口調でハリスンは告げた。

			「強情な辺境伯も、探索隊と聖堂教会の連名であれば、会談を拒否できまい。これはゲルト様とも話し合って決めたことだ。あとは、孝弘様に会談に出ていただけるかどうかだが……アケルの主張を聞く限りでは、彼は誠実なお方だ。誠意を見せれば来てくださるだろう。説得には、すでに動いている。だから、お前には彼を迎えに行ってほしい」

			　強い眼光がゴードンを見据えた。

			「お前であれば任せられる。頼まれてくれるな？」

			「無論です！　この命に代えましても、任務を無事に果たしましょう！」

			　どんとゴードンは自分の胸を叩いて請け負った。

			　これは、世界の安あん寧ねいを守るために重要な任務だ。必ずや遂行してみせる。己の責務を果たすために、ゴードンは部下たちのもとへと向かった。

			　世界が動き出そうとしていた。
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			02　考える少女　～加藤真菜視点～

			　

			　マクローリン辺境伯領軍の手を逃れて１ヶ月以上が経った。

			　現在、わたしたちは協力関係にあるアケルの王宮に滞在している。

			　フィリップさんをはじめとしたアケル王家との関係は良好だ。自国の人々を助けた真島先輩を、彼らは高く評価している。先輩が認められるのは、わたしにとっても嬉しいことだ。

			　帰る場所を失った開拓村のみなさんも、しばらくの間は一緒に滞在することを許してもらった。怪け我が人は別にしても、動ける人たちは城下町での仕事を斡あつ旋せんしてもらい、元気に働き始めている。聞くところによると、辺境伯領軍を退けた『英雄』に保護されている彼らは、非常に好意的な扱いを受けているらしい。

			　この『英雄』に関する話を聞いたとき、先輩はとても微妙な顔をしていた。

			　顔には勘弁してほしいと書いてあった。

			　もっとも、そうした風評がエルフたちにとって良い影響を及ぼすのであれば、それは悪いことではないとも考えているのだろう。口に出してはなにも言わなかった。

			　あの人は、そういう性質だ。

			　そういうところも、わたしは――ああ、いや。話が逸それた。

			　ともあれ、アケルでの生活はひとまずの安定を確保できた。けれど、それで安心するわけにはいかない。

			　マクローリン辺境伯の敵意は収まっていないだろう。

			　聖堂騎士団も出方が読めない。

			　今後どうなるかはまだわからない。良い方向に進むかもしれないし、悪い方向に転がるかもしれない。守るための力は、どれだけあっても足りるということはない。

			　真島先輩たちは、みんなとても強くなった。

			　ひるがえって、自分はどうか。考えると、少し気分が暗くなる。

			　マクローリン辺境伯領軍からの逃避行で、わたしはあまり役に立てなかった。

			　いや。もちろん、なにもしていなかったわけではない。逃避行の間はずっと『霊薬』に侵された先輩の治療の一端を担になってはいた。ただ、それはあくまでリリィさんの手伝いであって、貢献としては大きなものではなかった。

			　これまでだって、そうだ。

			　本質的に、わたしができるのは誰かを手伝うことだけだ。ありとあらゆる事態を想定して、助けになれるような意見を捻ひねり出してきたけれど、それはやはり手助けでしかない。

			　力がありさえすれば、もっと直接的に先輩たちを守ることもできた。

			　わたしは弱い。

			　敵を真っ向から迎え撃って戦うどころか、ひとりでは満足に町を出歩くことさえできない。

			　これが、この世界の一般人の話であれば『仕方がない』で済ませるしかなかっただろう。

			　けれど、わたしは転移者だ。本来なら強い力を得られるはずの存在なのだ。

			　にもかかわらず、わたしは無力だ。無力であり続けている。

			　それは、どうしてなのか。前々から疑問だった。

			　わたしたち転移者の力は、心の底からの望みによって発現する。とはいえ、全員が発現できるわけではない。望みがないか、あったとしても相当の強さで願っていなければ、力を発現させることはできないのだ。

			　

			　だからこそ、おかしい。

			　

			　望みがない？　あっても、願う重みが足りていない？

			　ありえない。

			　実のところ、もうずっと前から、わたしは自分の望みに気付いている。

			　気付かないはずがない。狂おしいほどに、それを願っているのだから。

			　その望みの重みは、他の誰かの願いに劣るものではないと確信している。

			　それなのに、わたしは力を発現できずにいる。

			　本当に、どうしてなのだろうか。

			　どうしてわたしは。

			　……いいや、よそう。

			　ただ疑問視していたところで、現実は変わらない。解決の兆きざしがあるならともかく、これまでずっとその糸口さえ掴めなかったことだ。いたずらに考えたところで、答えに辿り着くとも思えない。そもそも、わたしたちのこの力にしたところで、まだわからないことは多いのだ。

			　そうだ。この力にも疑問がある。

			　チート能力。あるいは、恩おん寵ちようの力。どうしてわたしたちはこのような力を手に入れられるのかと、この世界に転移してきた当初、疑問を抱いた人たちは多かったはずだ。

			　ただ、時間が経つにつれて、そういうものなのだろうとみんな納得していった。

			　わたしもそうだし、実際にあとになって、それはこの世界の法則だと知ることにもなった。

			　――この世界では、強い願いが叶かなう。

			　それがこの世界の法則であるのならかまわない。

			　世界がそういうものだというのなら、そこに疑問を挟む余地はない。どれだけ不思議に思ったところで、林りん檎ごが地面に引かれる現実は変わらないのだ。法則とは、そういうものだ。

			　ただ、法則に疑問はなくとも、目の前の現実には違和感がある。

			　一言でいえば――この世界の現実は、法則に沿っていないように思えるのだ。

			　多分だけれど、これには意味がある。なにか、重要な意味が。

			　けれど、わたしの頭では、疑問に辿り着くことはできても答えは出せない。

			　視点をちょっと変えればわかる気がするのだけれど、どこがおかしいのかわからない。

			　これがわたしの限界だ。

			　ローズさんあたりは本気で勘違いをしているけれど、わたしは考えに考えて結論を導き出しているというだけのことで、殊こと更さらに優秀というわけではないのだ。こんなあやふやなことでは、誰かに助言を求めることさえできない。困惑させてしまうだけだろう。

			　ああ。もどかしい。考えがまとまらない。

			　違和感がある。

			　おかしい。

			　この世界は、そもそも、なにかおかしい気がする。

			　だけど、なにが？

			　

			　勇者を讃たたえる聖堂教会。

			　勇者の末裔によって成る聖堂騎士団。

			　勇者の力を再現する恩おん寵ちようの愛し子。

			　勇者を心の支えにする人々。

			　勇者がいなければ成り立たない世界。

			　

			　これまで見聞してきた限り、それはどうやら事実らしい。

			　けれど、そうだとすれば、どうして――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――真ま菜な？」

			　声をかけられて、はっとわたしは我に返った。目の前の机には、紐で綴とじた紙束。手のなかには、握り締められたペン。書き付けていたメモは、途中から乱れがちになっている。

			　顔を上げれば、作業の手をとめたローズさんが、こちらを見詰めていた。

			「どうかしましたか。怖い顔をしていました」

			　心配そうな顔で尋ねてくる。

			「先程からなにか作業をしているようでしたが」

			「あ。いえ。作業というほどのことじゃありません」

			　慌てて、首を横に振った。

			「日記というか、雑記帳みたいなものです。ちょっと考えを書き出して、纏まとめていたんですけど……集中し過ぎたみたいですね」

			　自分の頬ほおに触れると、ローズさんのいう通り、返ってくる感触は硬いものだった。

			　これはいけない。わたしは固くなった筋肉をほぐすようにぐりぐりこねた。

			　気持ちのほうも、そのうちに落ち着いてくる。

			　そうしていると、ローズさんがなにやら感心したような様子で言った。

			「真菜は賢い。わたしにはわからないことにも気付くのでしょうね」

			　うんうんと頷うなずき、続ける。

			「ですが、あまり考え込み過ぎるのはいけません。真菜は体がそう強くないのですから」

			　気遣う様子で言って、ローズさんは立ち上がった。

			「ちょっと休憩にしましょうか。ご主人様も帰ってくる頃ですし、お茶の準備をしましょう」

			「あ。待ってください、ローズさん。わたしも手伝いますよ」

			　気遣われてばかりもいられない。椅子から腰を浮かせた。

			　ローズさんのあとについていこうとして、ふと思い出して振り返る。

			「……」

			　広げたままの雑記帳。結局、些さ細さいな違和感の正体は掴めないままだ。

			　これは、ただの気のせいなのか。それとも、いつかなにかに辿り着く日が来るのだろうか。

			　なんにしても、いまはどうしようもない。雑記帳を閉じて、わたしはローズさんのあとを追った。

		

	
		
			　

			03　来訪者

			　

			「孝弘様」

			　リリィとロビビアのふたりと一緒に兵士たちの訓練に参加したあと、王宮に借り受けている区画に戻ってきたところで、おれは声をかけられた。

			　一緒にいたロビビアが、先に反応する。

			「エラ！　戻ってたのか、おかえり！」

			「ええ、ただいま」

			　末の妹の呼び掛けに、エラは柔らかな笑顔で応える。その身は旅装に包まれていた。

			　１週間ほど前から、彼女と姉妹のうちの何人かは王宮を離れて、壊滅した竜りゆう淵えんの里に向かっていた。亡くなった家族の弔とむらいをするためだった。

			　姉妹のなかでエラだけは、帰還の報告をするために、すぐこちらに顔を見せたらしい。彼女の隣には、護衛の騎士を連れたフィリップさんの姿があり、こちらも旅装だった。

			「ただいま帰りました、孝弘様。なにか不都合などございませんでしたか」

			「ああ。大丈夫だ。おかえり、エラ。フィリップさんも、無事な姿が見られて安心しました」

			　現状、竜淵の里のドラゴンたちは、おれの仲間としてアケルに受け入れられており、いくらかの便べん宜ぎを図はかってもらっている。その一環として、フィリップさんが竜淵の里に戻るエラたちに同行していたのだった。

			　フィリップさんには、アケルの第二王子という人間社会での立場がある。また、護衛の騎士として、索敵能力を持つエルフの精霊使いを随ずい伴はんさせてもいた。もしもトラブルが起きても、これなら大抵は避けられるだろうという態勢を用意してくれたのだった。

			　フィリップさん本人は、第二王子の自分は身軽なのだと笑っていたが、ここまでしてくれるのは、厚意の部分が大きいのだろう。

			　１ヶ月と少し前、マクローリン辺境伯領軍に捕まっていた彼は、おれの霧きりの魔法とドラゴンたちの応援によって生じた混乱に乗じて逃げ出した。この際には、かなり危ない目にも遭っており、混乱に巻き込まれて一度は意識を失いさえしたらしい。さいわい、大事なく目を覚ました彼は、拘こう束そくが外れていることに気付くと、混乱する辺境伯領軍からひそかに逃げ出した。

			　そうした経緯があるため、自身が逃げ出す切っ掛けを作ってくれたドラゴンたちに、彼は感謝の念を抱いているようだった。おれとしても、アケル王家とドラゴンたちの関係が良好なのは喜ばしい。まだ状況が予断を許さない以上、味方の結束を固めることは重要だった。

			「孝弘様、お話をしたいことがあるのですが、時間はおありですか」

			　挨あい拶さつを交わし合ったあとで、エラは話を切り出してきた。

			「かまわないが、なにかあったのか」

			　尋ねると、エラの顔が曇った。フィリップさんの表情も冴さえないものになる。どうやらあまり良い話ではなさそうだった。

			「ご主人様。なかで落ち着いて話をしたら？」

			　リリィが促うながしたのを切っ掛けに、おれたちは場所を変えることにした。

			　みんなで建物の扉をくぐる。アケル王家から借り受けている区画は、フィリップさんが手を回してくれたものだ。入ってすぐの談話室では、エルフの幼い子供たちが遊んでいた。そのなかに、大きな白い蜘く蛛もの姿が混じっている。こちらに気付くと、ぶんぶん手を振ってきた。

			「おお、主殿。みんな、帰ってきたのだな」

			　王宮内は場所によっては人の往来が激しいため、ガーベラをはじめ、いかにもモンスター然とした眷けん属ぞくたちの行動は多少制限されている。とはいえ、このあたりの区画については人の出入りのほうを制限してもらっているので、不自由はせずに済んでいた。

			「ガーベラ。それに加か藤とうさんも。来てもらえるか」

			「わかりました、先輩」

			　ガーベラと一緒に子供たちの相手をしていた加藤さんにも声をかけて、部屋へと向かう。

			　気を利かせたリリィがローズたちも呼んできた。

			　いないのはあやめくらいで、彼女は同じく不参加のベルタと一緒にいるということだった。

			　王宮に滞在中、ふたりはお気に入りの日向ひなたぼっこポジションによくいる。もっとも、あやめは話し合いに参加しても理解できないし、ベルタは部外者だ。いなくても問題はない。

			　城に仕える侍女が飲み物を用意して下がると、エラは口を開いた。

			「まずはご報告を。里には無事に辿り着きまして、ほぼすべての兄弟の亡なき骸がらを見付けることができました」

			　テーブルの向こうから、こちらに視線を向けてくる。

			「予定通りに、弔とむらいはその場で済ませました」

			　里に向かったエラたち数人だけで、弔とむらいは行われた。ドラゴンの亡骸は巨大で移送が難しく、時間も経っていて腐敗も進んでいるものと予想されたため、そうするほかなかったのだ。おれは状況が落ち着き次第、ロビビアを連れて墓参りに行くつもりでいた。

			「そうか。何事もなかったんなら安心した」

			　当初から懸け念ねんされていたのは、転移者との遭そう遇ぐうだ。そうしたトラブルはなかったようなので、おれは胸を撫なで下ろした。しかし、エラは表情を曇らせた。

			「いえ。それが、ひとつ問題がありました」

			「と言うと？」

			「……長おさの亡骸が見付からなかったのです」

			　思わぬ事実を聞かされて、おれは困惑した。

			「というと、マルヴィナの？」

			　竜淵の里の長である甲こう殻かく竜りゆうマルヴィナは、体長50メートルを超える最大のドラゴンで、里に住むすべてのドラゴンの母だった。

			　彼女は里を襲しゆう撃げきした転移者相手に壮絶な戦いを繰り広げたすえ、亡くなったと聞いている。

			　その亡なき骸がらが見付からないというのは、どういうことなのか。

			「それはつまり……転移者たちが持って行ったということか。たとえば『凱がい旋せんの際に手柄を示すため』というのなら、理解できなくもないが」

			「いえ。それはないかと思われます」

			　思い付いたところを口にすると、フィリップさんはこれを否定した。

			「我々は竜淵の里に向かうにあたり、里の襲撃に関わる情報を集めました。結果、昏くらき森の主の討とう伐ばつに乗り出したのは、ロング伯爵領のとある町から依頼を受けた勇者様方であることがわかっています」

			「最初は『霧きりの結界』のせいで攻略できずにいたところに、おり悪く『竜人』の神じん宮ぐう司じ智とも也やが合流したことで『霧の結界』が破られたという話でしたか」

			　このあたりは、すでにエラたちが里に出発する前に聞いていた話だった。

			　フィリップさんが首しゆ肯こうを返した。

			「その後、勇者様方は戦死者を出しながらもドラゴンを討伐し、町に戻られたのだそうです。我々は里にはもう勇者様はいないものと判断し、エラ殿と一緒に出発しました」

			「仲間を失いながら勇敢に戦った転移者たちの『英雄譚たん』は、ロング伯爵領内外で大々的に喧けん伝でんされていて、情報収集はスムーズにできたって話でしたね。……ああ、そういうことか」

			　相あい槌づちを打っている間に、おれも気付いた。

			「凱旋のためにマルヴィナの亡骸を持ち帰ったのであれば、その話が広まっているはずだということですね」

			「その通りです。しかし、収集された情報のなかに、そのような話はありませんでした。それに、甲殻竜マルヴィナは非常に大きなドラゴンであったと伺っております。勇者様方であっても、持ち帰るのは容易なことではなかったでしょう」

			「確かにそうですね」

			　付け加えれば、竜淵の里を襲撃した転移者たちには、そのような余裕はなかったはずだ。

			　それなりの人数で徒と党とうを組んでいたあたり慎重ではあったようだが、彼らは本質的に、東の小貴族領で『偽勇者』とされた転移者たちと変わらない。強大な力で敵を薙なぎ倒し、挫折を知らずに歩んできた。思いがけない仲間の死は堪こたえたはずだ。山のようなドラゴンの巨体を凱旋のためにどうやって持って帰ろうか……なんて話になるとは考えづらい。

			　だが、だとすれば、どうしてマルヴィナの亡骸はなくなっていたのか。

			「孝弘殿」

			　そこで、シランが声をあげた。

			「どうした。なにか気付いたことでも？」

			「はい。ひょっとすると、マルヴィナ殿は……」

			　その目が気遣わしげに、エラやロビビアに向けられる。

			　やや言いづらそうにするシランに対して、エラが頷うなずいた。

			「ええ。恐らくですが、わたしの考えもあなたのものと同じです」

			「どういうことだ？」

			　おれが尋ねると、彼女は憂ゆう鬱うつな溜め息をついてから、覚悟を決めた様子で口を開いた。

			「長おさはアンデッド・モンスターになった可能性があります」

			「……っ！」

			　がたんと椅い子すが音を立てた。

			　ロビビアが体を強こわ張ばらせたのだ。母親がアンデッドになったと聞かされては、ショックを受けて当然だ。そちらの様子を気にしつつ、おれは口を開いた。

			「そんなことが……いや。十分にありえるのか」

			　放置された死者の亡なき骸がらが、魔力によってモンスターになるのがアンデッドだ。樹海のような魔力の濃い土地では、特にアンデッドの発生は多い。また、人やモンスターの死により魔力が大気中に放散されると、さらにその傾向は強くなる。今回の現場は、樹海の飛び地である昏くらき森。死んだのが転移者とドラゴンなら、十分に条件は満たしていると言えるだろう。

			「戦場となった場所を調べましたところ、アンデッド・モンスターの瘴しよう気きとも呼べる魔力が残っておりました。アンデッドになってしまったのは、ほぼ間違いないと考えております」

			　その場を訪れたエラが言うのだから、信しん憑ぴよう性せいは高いと見るべきだろう。

			　おれはふと思い当たることがあって尋ねた。

			「なくなっていたのは、マルヴィナの亡骸だけだったのか？」

			　さっきエラは『ほぼすべての兄弟の亡骸を見付けた』と言っていた。

			　逆に言えば、全員ではないとも取れる。

			「お察しの通りです。兄弟では、あとひとり。レックスの亡骸も見付かっておりません」

			「レックスも……」

			　脳裏に魁かい偉いな大男の顔が思い浮かんだ。

			　レックスは里の守護者を自任していたロビビアの兄だ。里での滞在中は、ロビビアの――レックスはかたくなに『パトリシア』と呼び続けていたが――ことについて、ずいぶんと突っかかられた。けれど、おれのなかで、あの不器用な男の印象は決して悪いものではなかった。

			　レックスは里を守るために必死だったのだ。

			　実際、彼は里を襲った転移者と勇敢に戦い、死んだのだという。

			「アンデッド・モンスターとなったふたりが人々を襲う可能性があります」

			　エラの声は十分に抑制が効いていたが、語尾にはかすかな震えがあった。

			　愛する家族が無残な屍しかばねを晒さらして徘はい徊かいしているというのだ。その心中は察するにあまりある。

			　幼いロビビアに至っては、蒼白な顔をしていた。

			「ロビビア」

			　見ていられずに呼び寄せてやると、彼女は素直に椅子を降りて抱き着いてきた。

			　体温が低い。血の気がひいていた。

			「孝弘。ごめん、おれ……」

			「いいよ。しばらくこうしていろ」

			　立て続けにいろいろなことがあって、本来なら意地っ張りなロビビアは相当に参っている。泣き出さないだけ気き丈じようだろう。胸に額ひたいを押し付けたまま、くぐもった声で問い掛けてきた。

			「……なあ、孝弘。シランみたいにはいかないのか」

			　シランの体はアンデッド・モンスターのものだ。

			　以前、おれはグールに堕ちた彼女の意識を拾い上げたことがあった。

			　とはいえ、いまとは状況が違う。

			「あのときでも、タイミングはぎりぎりだったからな」

			　チリア砦とりででのことを思い出しながら答える。

			「魂たましいは砕けてしまう寸前だった。残念だが、あまりに時間が経ち過ぎている」

			　シランのときは、奇跡的に条件が揃っていた。けれど、奇跡はそうそう起こるものではない。

			「悪い。お前の望みは叶かなえられない」

			「……ううん」

			　頭を押し付けるようにして、ロビビアは首を振った。

			「おれ、無理言った。ごめん」

			　それきり口を噤つぐんでしまう。

			　部屋に落ちた沈黙を破ったのは、フィリップさんだった。

			「申し訳ありませんが、孝弘様。わたしは立場上、国民の安全を考慮しなければなりません」

			　静かな義務感を帯びた声で彼は言った。

			「もしもアンデッド・モンスターと化した甲殻竜マルヴィナが町に攻撃を仕掛けたなら……」

			「わかっています」

			　おれは頷うなずいた。

			「マルヴィナもそんなことは望んでいないでしょう」

			「ご理解いただきさいわいです」

			　フィリップさんが言うと、その横でエラが口を開いた。

			「我々、竜淵の里のドラゴンも責任を果たすつもりです。なにより……長おさを眠らせてあげなければいけませんので」

			「そうだな。そのときは、おれたちも手伝おう」

			「ありがとうございます。ですが、孝弘殿は他にやることがおありでしょう。ロビビアにも、そちらのお手伝いをさせてください」

			　エラは頭を下げた。

			　恐らく、ロビビアのことを考えてそう言ったのだろう。幼い彼女に、関係をこじらせたまま亡くなった母親の亡なき骸がらと戦わせるのは、いかにも荷が勝ち過ぎていた。そのあたりは察せられたから、おれは頷うなずきを返した。エラが続けた。

			「それと、『霧きりの結界』を維持していた魔法道具『世界の礎そ石せき』ですが、見付けられませんでした。壊されたのか、持ち去られたのかはわかりませんが、『霧の結界』が消えてしまったのはこのせいでしょう」

			　これでドラゴンたちが保有する残りの『世界の礎石』は、里を出ているサディアスが持つひとつだけになった。サルビアがいても、すぐに『霧の結界』は張り直せない。

			　一応、竜淵の里襲しゆう撃げきの件を伝える目的もあって、以前に教えてもらった連絡ルートでサディアスにコンタクトは取ったのだが、まだ返信はない。もともと、すぐに相手に便たよりが届くような手段ではないし、サディアスの現在位置によっては余計に時間もかかるので、これは仕方なかった。もっとも、この状況でもう一度『霧の結界』を張り直して引きこもるのもリスクが高いので、どっちにしろドラゴンたちはアケルに身を寄せるのが一番安全だろう。

			「報告は以上になります」

			　話を終えると、エラはひと仕事終えた様子で吐と息いきをついた。

			　入れ替わりに、フィリップさんが水を向けてきた。

			「孝弘様はいかがでしたでしょうか。わたしたちがいない間に、なにかありましたか」

			「そうですね。話し合わなければいけないことがひとつあります」

			　今度はこちらの番だった。お茶で喉のどを潤うるおしてから口を開く。

			「ひょっとしたら、ここに来るまでの間に耳に挟んでいるかもしれませんが……聖堂教会から連絡が来ました」

			「聖堂教会から？」

			　フィリップさんが表情を引き締めた。

			「いえ。わたしたちはここまで真っ直ぐ帰りましたので、聞く機会がありませんでした。話というのは、どのようなものでしょうか」

			「おれたちを帝都に招待したいというものです。辺境伯との停戦についての話し合いの席を設もうけたいと言ってきました」

			　ローズを奪だつ還かんしたあと、マクローリン辺境伯領軍は壊滅している。

			　おれたちのもとにその情報が入ってきたのは、開拓村のエルフたちと一緒にアケルの軍に保護された直後のことだ。辺境伯領軍への対応を協議している最さい中ちゆうだったので、話を聞いたときには耳を疑ったものだった。

			　わずかな生き残りからアケルの軍が話を聞き出したところ、トリップ・ドリルの大群に襲われたらしいことがわかっている。

			　とはいえ、辺境伯がそれで討とう伐ばつを諦あきらめたかといえば、そんなことはなかった。

			　実際、辺境伯は探索隊から抗議を受けたあとも『偽勇者』討伐の主張を撤てつ回かいしていない。

			　あれだけの数の兵士を失ったいま、さすがに辺境伯が動かせる余剰戦力はそう多いものではないだろうが、それでも油断はできない。辺境伯に賛同する貴族たちも相当数いる以上、彼らが兵士を集めて第二次討伐軍が組織されるようなこともありえるからだ。

			　さらに問題なのは、彼らが勢力を十分に増やし、アケルへの制裁に踏み切るケースだ。物資調達をとめられるだけでも、小国のアケルは苦しい生活を強いられることになる。

			　他の同盟国、特に北域五国に属する国々にはアケルに味方する動きが見られるので、どうにかやりくりはできるにしても、それはそれで泥沼だ。最悪、このあたりの地域が――あるいは、世界中が敵と味方に分かれて冷戦状態に陥る羽目にもなりかねない。

			　聖堂教会からの申し出には、そんな状況を解決できる可能性があった。

			　フィリップさんもそれはすぐに理解した。

			「それは……悪くないお話のように思えますが」

			「はい。おれもそう思います。いつまでも辺境伯と敵対しているわけにもいきませんから」

			　同意して、付け加えた。

			「ただ、聖堂教会が信用できるのであればの話ですが」

			　フィリップさんは一瞬、息を詰めた。そうした反応は、予想できたものだった。

			「……聖堂教会が信じられるのかどうか、ですか。そんなこと考えたこともありませんでした」

			「この世界の住人なら、大半がそうでしょう」

			「ですが、孝弘様はそうではないのですね」

			　おれが理解を示すと、フィリップさんは息をついた。

			「ご自身の大切なものを守るために、目の前のものが信じられるかどうか常に判断されてきた。我々もそうする必要があるのでしょうね。いまや世界はそういうものになってしまった。なにを以もつて信じるに足りるのか、我々もしっかりと考えなければなりません」

			　語る口調には、確かな決意が込められていた。

			　見た目はあまり似ていない兄妹だが、こうしたところは、かつてチリア砦とりでで肩を並べて戦った同盟騎士団団長さんのことを思い出させた。

			　このような人物を味方にできたことは、この世界で得られた幸運のひとつなのだろう。

			　そこで、部屋の扉がノックされた。会話は一時中断される。

			「失礼いたします」

			　やってきたのは、この区画の警備をしてくれている兵士だった。

			「お話し中に申し訳ございません。ご来客がありましたので、お連れしました」

			「来客？　孝弘様、ご予定がおありでしたか」

			　フィリップさんが尋ねてくる。おれは眉を顰ひそめた。

			「いえ。ないはずですが……」

			　今後のことも考えて、アケル国内の要人とは会う機会を設けてきたので、来客自体はそう珍しいものではない。けれど、今日、その予定はなかった。

			「先輩」

			　加藤さんが声をかけてくる。すでにリリィは警戒して腰を浮かせていた。

			　そこで、廊下から声がした。

			「ああ。もう大丈夫です。あとはわたしが話しますから」

			　少女の声だ。その涼やかな響きに、聞き覚えがあった。

			「……まさか」

			　長い髪をなびかせて、細身の少女が部屋に入ってくる。その顔を見て、おれは目を丸めた。

			「飯いい野の？」

			「……久しぶりね」

			　驚くおれに、ぎこちなく『韋い駄だ天てん』飯野優ゆ奈なは言葉を返したのだった。

		

	
		
			　

			04　メッセンジャー

			　

			「なんでこんなところにいるんだ」

			　咄とつ嗟さに口に出たのは、疑問の言葉だった。まさかこんなところで、飯野の顔を見るとは思わない。不審も露あらわに尋ねると、飯野はむっとした顔をした。

			「ご挨あい拶さつね、真島。わたしがここにいたら悪いのかしら」

			「そういうわけじゃないが……」

			　これが仲の良い友人であれば、思わぬ再会に喜び合う場面かもしれないが、おれたちは別にそんな関係ではない。

			　とはいえ、さっきのは少しぶしつけな言い方だったかもしれない。

			「悪かった。他意はない。それで？　探索隊に戻ったんじゃなかったのか？」

			「戻ったわ。だからここにきたのよ」

			　飯野はまだ少し機嫌を損ねた様子だった。つんけんしている。

			　……いや。思い返してみれば、いつもこんなものだったか。

			　だったら、こちらとしても気を遣っても仕方ないか。

			「よくわからないな。どういうことだ？」

			「ご主人様。とりあえず、座って話をしたら？」

			　尋ねたところで、リリィが口を挟んだ。

			「立ち話もなんでしょ。飯野さんのこと、他の人にも紹介しなくちゃだし」

			　おれと飯野は顔を見合わせた。

			「それもそうだな。座れよ」

			「そうさせてもらうわ」

			「それでは、こちらに」

			　おれの正面に座っていたエラが席を譲ゆずった。

			「えっと、ありがとうございます」

			　飯野がお礼を言うと、エラは無表情のまま一礼して別の席に移った。

			　そうする間に、飯野を連れてきた兵士に、フィリップさんが追加でひとつカップを準備するよう手配を命じていた。普段は気さくだが、こうしたところは実に慣れていて王族らしい。

			　飯野は譲られた席に着いた。そして、怪け訝げんそうに瞬またたきをした。

			「えっと、なにかな？」

			　おれに抱き着いたままのロビビアに向けた言葉だった。

			　視線を向けてみると、妙に無表情なロビビアの顔があった。

			「……なあ、孝弘。そいつなんだ？」

			　そういえば、ロビビアは飯野と面識がないのだったか。

			　飯野を見詰めるロビビアの目は、かすかに見開かれていた。尻尾しつぽがゆらりと揺れて、皮膜の破れた竜の翼がわずかに広がっている。おれに寄り添い、服を掴んだ指先が硬い。なにがあってもいいように、少しだけ竜化しているのだった。

			　それ自体は用心ということでかまわないのだが、いまのロビビアの雰囲気はちょっと危うい。下手をすると、こちらから襲い掛かりそうな感じだった。

			　最近の出来事のせいでちょっと神経質になっているところに、飯野が不機嫌そうにしているのを見て、必要以上に警戒心を呼び起こされてしまった……というところだろうか。飯野とのやりとりはこれが普通で、ぞんざいな態度はお互い様だ。気にするようなことではなかったのだが、そのあたりを知らなければ無理もなかった。

			「大丈夫ですよ、ロビビアちゃん」

			　おれが状況を把は握あくし、なにか言おうとしたところで、先んじて加藤さんが口を開いていた。

			　こういうところは、やはり如じよ才さいない。

			「この人は飯野優奈。わたしや先輩と同じ世界から来た転移者です。前にいろいろあって、先輩とは仲が良いんだか悪いんだかわからない関係というだけで、敵じゃありません」

			「仲良くなんてないわよ。変なこと言わないで」

			　飯野が即座に一部の発言を修正する。ロビビアは迷うような顔をして、こちらを見上げた。

			「……敵じゃないのか？」

			「ああ。大丈夫だ」

			　おれは頷うなずいてやり、加藤さんも笑顔を向けた。

			「ほら。真島先輩もこう言っているでしょう」

			　その目がちらりと飯野に向けられる。

			「少なくとも、いきなり攻撃を仕掛けてきたりはしないですよね？」

			「……しないわよ」

			　ちくりと言われると、前科のある飯野は弱った顔をした。

			　あるいは、加藤さんが苦手というだけかもしれないが。

			　そんな飯野の様子を見て、ロビビアも納得してくれたらしく、こくりと頷いた。

			　もっとも、おれの傍そばから離れることはなかったが。

			　そこで、先程フィリップさんが手配した飯野の分のカップが届いた。

			　話し合う準備が整ったところで、改めておれは彼女に水を向けた。

			「それで、飯野。わざわざこんなところに来たんだ。なにか用事があるんだろう」

			「……ええ、そうね」

			　さっきのやりとりで気勢を削そがれたのか、飯野は素直に応じた。

			　ただし、口から飛び出したのは、刺激的な単語だった。

			「わたしがここに来たのは、聖堂教会に頼まれたからよ」

			「……聖堂教会に？」

			　部屋の空気が張り詰めた。先程まで、どう対応をするべきか話し合っていた組織の名が出てきたのだから、この反応も当然だ。飯野もまた真剣な表情になっていた。

			「ええ。あんたを説得するように頼まれたのよ」

			「……飯野が？」

			「なにか文句あるの？」

			「いや。別に。確認しただけだ」

			　むっと飯野がこちらを睨にらんでくる。正直、人選ミスではないだろうかと思っていると、加藤さんが「ひょっとして」とつぶやいた。

			「どうした、加藤さん？」

			「……どうして探索隊が辺境伯に抗議する声明を出してくれたのか、不思議に思っていたんですけど」

			　口元に折った指を当てつつ、加藤さんは尋ねる。

			「探索隊を動かしたのは、飯野さんですか？」

			「なに？」

			「だって、そうした経緯があるなら、飯野さんがここにやってくるのもわかりますし」

			　おれが視線を向けると、飯野はかすかに笑った。

			「半分正解よ。真島に関する情報を探索隊に伝えたのはわたしだけど、動くと決めたのはリーダーね。……わたしはなにもできなかったもの」

			　最後は、ぽつりと言った。

			「飯野？」

			　おれは怪け訝げんに思って飯野の顔を見詰めた。

			　彼女の浮かべている笑みが、らしくもなく苦いものを含んでいるように見えたからだ。

			「どうかしたのか？」

			「……なんでもないわ」

			　飯野はかぶりを振った。

			　なにかあったのかもしれないが、それをここで語るつもりはないらしい。

			「とにかく、リーダーに感謝することね」

			　すぐに調子を取り戻して、彼女は素そっ気けなく告げた。

			「真島のことを知ったら、すぐに動くと決めてくれたのよ。あの人は他の転移者を見捨てたりする人じゃないし、真島のことは前から気にしてたみたいでね」

			「リーダー……っていうと、中なか嶋じま小こ次じ郎ろうか？」

			　少し戸惑った。探索隊のリーダーが、自分を気に掛ける理由に心当たりがなかったからだ。

			「おれのことを、どうして？」

			「さあ？　ただ、あの人は頑張っている人間が好きだから、そのあたりが理由だと思うけれどね。そういう人なのよ。みんなを信じて、前に向かっていくような」

			　飯野はどことなく誇らしげな様子だった。

			　曲がりなりにも１０００人という大所帯を、異世界転移なんてトラブルのなかでまとめ上げていた人物なのだ。おれは当時、その他大勢のひとりでしかなかったから面識はないが、直属の探索隊メンバーには慕したわれているのだろう。

			「まあ、確かに辺境伯に抗議をしてくれたことはありがたかったけどな」

			「そうそう。リーダーに感謝なさい。あとは、あんたの危機を知らせた『謎の男』にもね」

			「なんだそれは」

			　尋ねると、飯野は肩をすくめた。

			「わたしもわからないわよ。バン子爵領の村で会って、真島が辺境伯領軍に狙われてるって教えてくれた人がいたの。あんたの知り合いなんじゃないの」

			「……そんな少ない情報じゃなんとも言えない。そもそも、バン子爵領ってどこだ？」

			「東のほうにある小貴族領のひとつよ。それに、情報もなにもね。あいつ、顔も見せなかったし。ああ。そういえば、槍やりを使っていたわね」

			「それだけじゃな」

			「あとは、いけ好かない感じだったわね」

			　だったら、嫌われている者同士、おれとはウマが合うかもしれない。

			　というのは冗談だが、なんにしてもよくわからない話だった。

			　飯野はそのあたりとっくに割り切っているのか、気にせずに続ける。

			「とにかく、わたしはそのあたりに関わっていたから、こうしてあんたを説得する役目を頼まれたというわけね」

			「大体、事情はわかった」

			　おれはひとまず頷うなずき、疑問を口にした。

			「しかし、頼まれたって、具体的には誰にだ。聖堂教会と言っても、いろいろあるだろう」

			「聖堂教会大神官のゲルト＝キューゲラーさんと、聖堂騎士団の団長のハリスン＝アディントンさんのふたりよ。帝都に呼ばれて、わたしはこのふたりに会ったの」

			「……これはまた、ずいぶんと大物の名前が出てきたな」

			　どちらもこの世界の地位ある人間であれば、知らない者がいないほどの人物だった。

			　聖堂教会には６人の大神官がいるが、その筆頭がゲルト＝キューゲラーだと聞いている。

			　聖堂騎士団の団長であるハリスン＝アディントンについては言うまでもない。

			　この世界の最高の『権威』と、最高の『武力』の象しよう徴ちようが、このふたりなのだ。その彼らが動いているということは、本気で事態を収拾しにきていると考えてよいのだろう。

			　問題は、それがどういうかたちであるかということだが……。

			「トラヴィスのことは聞いたわ。あんたが聖堂騎士団を信じられないのも無理ないと思う」

			　飯野はこちらの事情に理解を示してみせた。

			　その表情は悔しげだ。トラヴィスに騙だまされるようなかたちで、おれを襲しゆう撃げきしたことを思い出しているのかもしれない。引き結ばれた唇が言葉を紡いだ。

			「ただ、ゲルトさんとハリスンさんは違うわ。この状況をどうにかしないといけないと考えてる。だから、今回の会談の席を設けるように動いたのよ」

			「ありがたい話だ……と言いたいところだが、わからないな」

			　おれは眉を顰ひそめた。

			「聖堂教会なら、マクローリン辺境伯に戦いをやめるように命令できるんじゃないのか。どうしてそんな回りくどい手段を取る？」

			「いうことを聞かせることはできると言っていたわ。ただ、聖堂教会が問題視しているのは、そこではないの」

			　飯野は静かに首を振った。

			「辺境伯の主張には、たくさんの人間が賛同してる。事態はもう辺境伯だけの問題じゃなくなっているのよ。ややこしいのは、そうした人たちが探索隊の……勇者の抗議があるにもかかわらず辺境伯を支持しているのは、そこに正義があると考えているからだってことね」

			「……トラヴィスの件か」

			「そういうこと。あれが独断かどうかなんて、みんなわからない。辺境伯の主張は、聖堂騎士団、ひいては教会勢力に支持されたものだと考えられているわ。そこに探索隊が抗議をしたことで、現状は『勇者と聖堂教会とのいがみ合い』の形になってしまっているのよ。だから、ゲルトさんたちは会談の場での和解を望んでる。『真島孝弘とマクローリン辺境伯の和解』は『勇者と聖堂教会の和解』でもあるわけね」

			　意外なくらいにすらすらと、飯野は答えた。恐らく、こうした問答は想定していたのだろう。時間をかけて、きちんと答えられるよう準備していたに違いなかった。

			「なるほどな。話はわかった。しかし、辺境伯がそれを呑のむか？」

			「さっき『いうことを聞かせることはできる』って言ったでしょう。ゲルトさんたちは、辺境伯に停戦を呑ませるって約束したわ。あとは、見た目だけでも和解の形に持っていく。それで十分だわ」

			「んーっと、それってさ」

			　と、発言したのはリリィだった。

			「聖堂教会は辺境伯を抑えてくれるけど、その代わりに、会談っていうパフォーマンスに付き合えってこと？　そのために、帝都に来てほしいと」

			「そういうことになるわね。この場合、会談はある種の儀式でもあるから、帝都で行うのが一番効果が高い。だから真島を帝都に招待したわけね。代わりに、交渉の場を設けるだけじゃなく、停戦についても聖堂教会が責任を持って請うけ負おう。悪い話ではないと思うのだけれど」

			「んー。物は言いようというか、そもそも、こんなややこしいことになったのは聖堂騎士団の不始末だよね。後始末に付き合わせてるとも言えるんじゃないかな」

			　リリィの口調には、試すようなものが含まれていた。

			　責任の所在をはっきりさせることは重要だ。下手をすれば、恩を着せられて不利な条件を呑のむことにもなりかねない。言い換えれば、これは『今回の一件について聖堂教会がどういうスタンスでいるか』ということを尋ねているのだった。

			「……そうした側面もあることは、ゲルトさんたちも認識しているわ」

			　さいわい、聖堂教会側はここで恩を着せるつもりはないらしかった。

			　飯野にも言い含めておいたようで、あっさりとリリィの言い分を認めた。

			「だから、会談をするにあたって条件があれば伝えてほしいとも言われているわ。もちろん、持ち帰って検討はするにしても、余程の無理難題でなければ呑むつもりでいるみたい」

			「ふーん。聖堂教会はそういうスタンスなんだね」

			　相あい槌づちを打って、リリィがこちらを見る。どうするの？　とその目が尋ねていた。

			　正直なところ、聖堂教会の対応は思った以上に誠実だ。こちらの足元を見たり、高圧的に出たりすることなく、損なった信頼を回復させようとしているように思える。

			　こちらとしても、いつまでもマクローリン辺境伯と敵対関係ではいられないのは、先程も話し合った通りだった。信頼できると判断さえできれば、応じるにやぶさかではない。

			「話はわかった。こちらの提示する条件が整えば、帝都へ向かってもいい」

			「そう。それはよかった」

			　応じる言葉には、安あん堵どの色が濃かった。

			　飯野もこちらが話を呑むかどうか、気が気ではなかったのだろう。

			「それじゃあ、これから先の予定を話すわね」

			　一口、お茶を飲んでから、彼女は改めて口を開いた。そして、携帯していた道具袋から紫色の宝玉のようなものを取り出した。ころころと３個の球体が転がり出る。

			「……瞬間移動の魔法道具か？」

			「あら。知ってたの」

			「トラヴィスたちが使っていたからな。ただ、詳細は知らない」

			「これは過去の勇者の遺物で、聖堂教会が所蔵している貴重な魔法道具よ。ふたつでひとつの魔法道具で、片一方からもう一方へと人ひとりを飛ばす力があるの。一度使ったら終わりの消しよう耗もう品だけど、今回は緊急ということで教会が提供してくれたわ」

			　魔法道具の効果は、大体は予想していた通りのようだ。

			　もっとも、一度は痛い目を見せられた道具だけに、その詳細が知れたことはありがたい。

			「で、それをどうするんだ？」

			「明後日あさつてにはこれを使って、島しま津づさんがここに来てくれることになってるわ」

			「島津……というと、『妖精の輪』の島津結ゆ衣い、探索隊の瞬間移動能力持ちか」

			「そうよ。島津さんの能力は、自分の行ったことのない場所には飛べないから、ここまでは魔法道具の力を使って来てもらうわけね。そうすれば、戻る道は『妖精の輪』で飛べる。実際、セラッタまではこの力で連れてきてもらったのよ。そこからは走ったけど」

			　それにしたところで、普通なら１ヶ月以上かかる道程なのだが、飯野に関しては今更だ。彼女が説得役に選ばれたのには、『韋駄天』の圧倒的な移動力も理由のひとつなのだろう。

			　そして、限定条件付きの移動力では『妖精の輪』は『韋駄天』を凌りよう駕がする。

			「『妖精の輪』はセラッタにいるのか。それじゃあ、この魔法道具はセラッタからここまで飛べるってことか？」

			「ううん。それは無理。飛べる距離には限界があるから。聖堂教会からもらった魔法道具は五対あってね、わたしはこれを、ここに来るまでのポイントポイントに預けておいたの。一対は予備だったから、四対分ね。ここにあるひとつをＡとすれば、Ａの対が前のポイントに。そこには別のＢが一緒に預けてあって、その対のＢはそのまた前のポイントにって具合にね」

			「四対も。貴重な魔法道具じゃなかったのか」

			「それだけ聖堂教会も本気だってことよ」

			　それだけ現状を危惧しているとも言い換えられるかもしれない。実際、時間が経てば経つほど、世情は不安定になる。たとえば、どこかの貴族が独自に挙兵してしまったりすれば、混沌はさらに深まる羽目にもなるだろう。事態の収拾は早ければ早いほうがよいのだ。

			「島津さんの能力にも限界はあるけど、魔法道具と違って飛ばせるのはひとりだけじゃないし、何度でも飛べるわ。もちろん、人が増えたり距離が延びれば、消しよう耗もうは激しくなるけどね。ただ、それでも普通に移動するのよりは、ずっと早い。20人くらいで飛ぶとして、帝都まで７日で着く計算になるわね」

			　ちなみに、アケルから帝都までは、通常なら４ヶ月以上かかる距離だ。

			　まったく冗談のような性能だが、固有能力持ちに言っても仕方ないことだった。

			「予定としては、島津さんが来たら、まずはわたしひとりを連れて帝都まで戻ってもらって、真島の要求を伝えるわ。ふたりで飛ぶなら負担も少ないし、一日に飛べる回数も多いから時間はかからない。片道３日くらいね。いま聖堂教会は辺境伯を帝都に呼び出しているところで、到着にはまだ１ヶ月くらいかかるわ。その間に、聖堂教会はあんたの提示した条件に応じる。その結果を持って、改めてわたしと島津さんはアケルに戻ってきて、あんたを帝都に移動させる。帝都への移動中には、聖堂騎士団から護衛も出す手て筈はずになっているわ。どう？」

			「やり方については理解した。特に文句もない」

			「ならよかった」

			　言い終えると、飯野はうーんと伸びをした。

			「とりあえず、わたしの話はここまでね。質問がなければ、今夜の宿を取りにいかなくちゃだから失礼するけど」

			「ひとつだけ。こちらから提示する条件については、相談したあとでかまわないか」

			「ええ。どうせ島津さんが来るのは明後日あさつてだもの。ゆっくりと考えて頂戴」

			　飯野がひと仕事終えた様子で肩の力を抜いたところで、フィリップさんが口を開いた。

			「宿をお探しとのことでしたが、よければ、滞在中は王宮にお泊りになりませんか。部屋を手配いたしますので」

			「本当ですか。助かります。ここまで走り詰めでへとへとだったので」

			　その言葉は嘘うそではないらしく、飯野は疲れた顔をしていた。

			　珍しい。人目のあるところでは気を張っているタイプのはずだが、相当に疲労が溜まっているのだろうか。表情にも覇は気きがなかった。

			「それでは、滞在用の部屋に案内させましょう」

			「よろしくお願いします」

			　フィリップさんが腰をあげ、飯野はそれに続いた。

			「飯野」

			　その背中を呼びとめた。振り返った彼女に告げる。

			「ありがとうな。正直、助かった。わざわざ探索隊におれの危険を伝えて、こんなところにまで来てくれて」

			「……別に。礼なんて要らないわよ」

			　そういう飯野の目には、本来の鋭さが戻っていた。

			「わたしはただ、正しくないことが許せないだけ。それだけよ」

			「知ってるよ。お前は誰にだって公平だ。嫌ってるおれにさえな。今回のは、そういうことだ」

			　苦笑する。

			　ここにいるのがおれでなくても、飯野は同じように力を尽くして助けようとしただろう。

			　おれのためにやったわけではない。彼女はただ、いつものようにしただけなのだ。

			　それが、おれの知っている『韋駄天』飯野優奈だった。そこには自分が諦あきらめたなにもかもがあって、だから羨うらやましくて、気に喰わなくて、認めずにはいられないのだ。

			「わかってる。だけど、助かったことには違いない。礼を言っておきたかったんだよ」

			「……」

			　数秒の沈黙のあとで、飯野はふんと鼻を鳴らした。

			　嫌われたものだが、いつもの調子に戻ったことは、どこかほっとした。

			　あとはもうなにも言わず、飯野はフィリップさんに連れられて部屋を出て行った。

		

	
		
			　

			05　勇気のない少女　～加藤真菜視点～

			　

			　唐突な飯野さんの訪問から一夜が明けた朝。

			　わたしはローズさんと一緒に、朝食の席に向かっていた。

			「寝不足ですか」

			　わたしがあくびを噛み殺していると、ローズさんが声をかけてきた。

			「昨日は少し寝つきが悪かったようですが」

			「はい。少しだけ……帝都に向かうに当たって、提示する条件に見落としがないかどうか、考えていたら寝付けなくて」

			　昨日はあれから一日かけて、みんなで十分に話し合った。聖堂教会に提示する条件は揃えてある。あとはこれを飯野さんに伝えて、聖堂教会側の対応を待つだけだ。

			「あ」

			　そんなことを考えながら廊下を歩いていると、ばったり飯野さんに会った。

			　どうやら朝から話し合いにやってきたらしい。

			「……加藤さん」

			　わたしの顔を見た瞬間、微妙に飯野さんの歩調が乱れた。

			「お、おはよう」

			「おはようございます」

			　ぎこちなさには気付かなかったことにして、こちらも挨あい拶さつを返した。

			「会談の条件について聞きに来たんですか」

			「ええ、そう。ひょっとして、まだ固まってない？　だったら、出直すけれど」

			「大丈夫だと思いますよ。昨日のうちに話し合ってありますので」

			「あ。そうなんだ」

			「飯野さんが来たら、真島先輩から話すことになっています。これくらいの時間だと、真島先輩は訓練を終えて、朝食に向かっている頃ですね。わたしたちも行くところなんですけど、ご一緒しますか」

			「そうね」

			　やりとりをする飯野さんの表情は、少し硬いものだった。

			　前から感じていたことではあるが、どうも彼女はわたしが苦手らしい。

			　まあ、一度はナイフを足に突き立てたことがあるので、当然といえば当然だった。

			　こちらとしても、そうした相手にあえて立ち話をする趣味はない。

			「それでは行きましょうか」

			「あっ。ちょっと待って」

			　さっさと移動しようとしたのだが、そこで飯野さんに呼びとめられた。

			　意外に思いつつ、振り返る。

			「なんですか」

			「あ、あのね。訊ききたいことがあるんだけど」

			「わたしにですか？」

			　珍しいこともあったものだった。

			　これまでほとんど、わたしと飯野さんとの間にやりとりはない。せいぜい、高たか屋やくんを攻略しようとしたときの作戦会議と、足をナイフでザクリといったことくらいだ。

			　そのわたしに質問なんて、どうした風の吹き回しだろうか。

			　訝いぶかしく思って見返すと、飯野さんが切り出してきた。

			「真島のことなんだけど」

			「……真島先輩の、ですか？」

			　思わず、わたしは目を細めた。警戒心が頭をもたげていた。

			　わざわざ、ほとんど関わりのないわたしに声をかけて、真島先輩についての質問をする――なにか探りを入れようとしているのではないかと思ったのだ。

			　昨日の感じだと、飯野さんは聖堂教会に頼まれて動いているものの、第三者的にわたしたちとの橋渡しをしようとしているようだった。聖堂教会がマクローリン辺境伯と手を組んでよからぬことを考えていて、彼女も加担しているという感じでは決してなかった。

			　とはいえ、絶対にそういうことがないという保証はない。

			「……なんですか」

			　とりあえず、ここは相手の出方を見るのがよいだろう。

			　そう考えて、細心の注意を払いつつ応じる。すると、なぜか飯野さんは視線を逸そらした。

			　はきはきと喋しやべる普段とは打って変わって、たどたどしくも早口に尋ねてくる。

			「その、昨日、あいつに抱き着いてた女の子がいたでしょう。真島とどういう関係なのかなって思って」

			「……はい？」

			　予想の斜め上の質問内容に、思いっきり怪け訝げんな声が出てしまった。

			　そんなこちらの反応を気にすることもなく、飯野さんは続けた。

			「ずいぶんと親密そうだったから。ほら、そんなことはないとわたしも思うんだけど、ひょっとしてって思ってね」

			「男女の関係にあるんじゃないかと？」

			「そ、そう！」

			　飯野さんが勢い込む。このあたりで、わたしにも事情が呑み込めてきた。

			　どうやらこれは、懸け念ねんしていたようなことではないらしい。

			　……ないらしいが、しかし、これはなんというか。

			「そんなわけないでしょう」

			　溜め息混じりに答える。真面目に身構えていたぶん、脱力してしまっていた。

			「羽と尻尾しつぽは隠れてなかったので察しはついていると思いますが、ロビビアちゃんは真島先輩の新しい眷けん属ぞくです。詳しいことは省はぶきますが、半分は人間でもあります。先輩は保護者みたいな立場で、よく懐かれてます。それだけです」

			「それだけ？」

			「はい。そうです」

			「……そっか。ならいいんだけど」

			　胸を撫なで下ろした様子の飯野さんに、わたしはつい胡う乱ろんな目を向けてしまった。

			「なんでちょっと、ほっとした感じなんですか」

			「べ、別に、ほっとしてなんてないけど」

			　つっこむと、飯野さんはぎくりとした。わかりやすい。

			「本当よ。もしもそんなふうに見えたとしたら、それは……そう。きっと、あいつが小さな子に手を出していないことがわかったからね」

			　取り繕つくろうように言う。しかし、そこは実際に気にしていたポイントだとは思えなかった。

			「……」

			　胸の奥に、ちりちりとしたものを感じた。普段なら抱くことのない稚ち拙せつな感情だった。

			　もちろん、表には出さない。

			　そうしてわたしが自分を制御していると、隣でローズさんがこくりと首を傾げた。

			「真菜の言う通り、ご主人様と結ばれたのはロビビアではありませんよ。ガーベラやシランさんです」

			　まったくわかっていない様子で、善意１００パーセントの返答をする。

			　そんなローズさんも可愛かわいらしい。

			　それはそれとして、飯野さんは固まっていた。

			「……え？」

			　ぽかんと開いた口から、間の抜けた声が零こぼれ落ちる。

			　確認を求めて、こちらに視線が向いた。

			「え？」

			「本当ですよ」

			　わたしも頷うなずいた。この期ごに及およんで隠せることでもない。

			「ここにいるローズさんもそうです」

			「そ、そうして他人の口から聞かされると、なにやら面おも映はゆいものがありますが」

			　ローズさんが恥じらい目を伏せる。

			　そんな姿もキュートだけれど、これは一種のとどめだったかもしれない。

			「ローズさんも……」

			　よろよろと飯野さんがよろめいた。

			　かと思うと、こちらをばっと振り返った。文字通りの目にもとまらぬ速度だった。

			「ひょ、ひょっとして、加藤さんも……っ!?」

			「飯野さん、飯野さん。振り返る動作に巻き込まれるだけで、弾け飛びそうな感じになってます。そういうの、一般人的に怖いのでやめてください」

			「どうなの!?」

			「違いますよ」

			「……あ。そうなんだ」

			　答えると、あからさまに安あん堵どした顔になった。

			「そっか。だけど、ローズさんのほうは……それに、ほかにも」

			　視線が床に落ちた。ひょっとすると、不潔だのなんだのと怒り出すかもしれないと思ったけれど、そんなことはなかった。

			　それどころではなかったというべきかもしれない。

			　半ば呆けた様子で、ふらふらと飯野さんは歩き出した。

			「飯野さん？　どこに行くんですか」

			「ごめん。ちょっと用事を思い出したわ。あとでもう一回来る……」

			　そう言い残して、行ってしまう。こちらの様子なんて、もう気にもしていないようだった。

			「真菜。あれはとめなくてよいのですか」

			「放っておいて問題ないですよ」

			　ローズさんの問いに、わたしは溜め息混じりに答えた。

			　これはもう、確定だろう。前々からそうなんじゃないかとは思っていたけれど、飯野さんは真島先輩が気になっているらしい。もっとも、彼女自身はそれを認めないだろうけれど。

			　まあ、自分がここにいる理由を忘れるほどではないだろうし、それほど無責任な性質でもない。条件については明日までに伝えればよいし、いまは落ち着くのを待てばいいだろう。

			「真菜がそういうならよいですが」

			　状況についていけなかったのか、ローズさんは不思議そうな顔をしていた。

			「しかし、飯野さんはどうしてしまったのでしょうか。それほど、転移者にとって、さっきの会話は衝撃的なものだったのですか」

			「いえ。そういうわけでは……」

			　転移者が云々というより、彼女が個人的にショックを受けていただけだ。

			　そう否定しかけて、ふと気付いた。

			「……言われてみれば、飯野さんは違ったようですけれど、他の転移者はよく思わないかもしれませんね」

			「そうなのですか」

			「はい。帝都に行くときには、探索隊の転移者とも会うでしょう。わざわざ恋仲にあると言いふらすことはないにしても、女性の同行者が多いというだけで印象は悪いかもしれません。ほら、以前に深ふか津つくんのことがあったでしょう」

			「ああ。そういえば」

			　探索隊の転移者は、全員がチート持ちだ。ひとりひとりが恐るべき力を持っている。

			　飯野さんの話では、リーダーは真島先輩に対して好意的らしいが、彼以外はどうかわからない。そういう状況では、少しでもトラブルの種は減らしておいたほうがいいだろう。

			「面倒事はなるべく避けるべきです。同行するメンバーの男女比を調整したほうがいいかもしれませんね。真島先輩たちとも、あとで相談しましょうか」

			「真菜」

			　そうして今後の予定を決めていると、ローズさんが声をかけてきた。

			「なんですか」

			　なにげなく応じて、視線を向ける。思いのほか、真剣なローズさんの顔があった。

			「飯野さんとなにかあったのですか」

			「――」

			　唐突な問い掛けに、わたしは思考を中断した。まじまじとローズさんの顔を見てしまう。

			「どうして、そう思うんですか」

			「さっき、飯野さんがご主人様についての質問をしている間に、一瞬、眉を顰ひそめかけていたように見えたので」

			　……よく見ている。

			　表に出したつもりはなかったのだけれど、気付かれてしまったらしい。

			　ローズさんはちょっと心配そうな顔をしていた。

			　どうやら気を回させてしまったようだと察して、わたしは小さく笑ってみせた。

			「飯野さんとなにかあったわけではありませんよ。これは、わたし自身の問題ですから」

			「真菜の？」

			「飯野さんには、なんというか、少しばかり思うところがありまして」

			　言いながら、ちょっと頬ほおが熱くなる。

			　誰だって、自分の至らなさを口にするのは恥ずかしい。これはそういう話だった。

			「前に真島先輩と、彼女について話したことがあります。先輩は言ってました。飯野さんは、自分が諦あきらめてしまったものを持っている人間なんだって」

			　高屋くんからリリィさんを取り戻したあと、成り行きで共闘した飯野さんと別れる直前の出来事だった。

			　――自分が諦めたなにもかもを持っている人間を見てしまうと、やっぱり、なにも思わないってわけにはいかないもんだよな。

			　――だから、あいつのことは嫌いなんだけど。

			　――だけど同時に、自分が諦めたものだからこそ……続いてほしい、その道を貫つらぬいてほしいって気持ちも、どこかにあるんだと思う。

			「眷けん属ぞくであるローズさんたちとはまったく別の意味で、真島先輩にとって、飯野さんは特別なんだと思います。だから……」

			「真菜は彼女を意識してしまっている、ということですか？」

			「……子供っぽい、稚拙な感情だとは思うんですけれど」

			　そうとわかっていても、どうにもならないものはある。

			　それが自分にとって大事なことに関わっていれば、尚更だった。

			「恥ずかしいですね」

			　わたしは熱くなった頬ほおをぱたぱたと手で叩いた。そんなわたしのことを、ローズさんはじっと見詰めた。わたしという存在を見通すように、じっと。

			「ご主人様にとって特別な人を意識してしまっている、ですか」

			　納得したようにひとつ頷うなずいてから、こくりと首を傾げる。

			「それは、真菜がご主人様のことを好きだからですか」

			「――」

			　ストレートな言葉に、息が詰まった。

			　ローズさんはひどく真剣な表情をこちらに向けていた。

			　その表情は、いつかチリア砦とりでを見下ろす崖上で交わした会話を思い出させた。

			　あのときと真しん摯しさは変わらず、はるかに成長したローズさんが、そこにいた。

			「真菜はわたしと同じ想いをご主人様に抱いている。そう話したことが前にありましたね。そして、いま、わたしは自分の想いがなんと呼ぶべきものであるのか知っています」

			「……ローズさん」

			「真菜はご主人様に恋をしているのですよね」

			　ローズさんの口調には確信があった。人の心がわからないと言っていた頃からしてみれば、ずいぶんな進歩だった。

			　ずっと見守っていた身としては、なんだか感かん慨がい深くさえあった。

			　ある面では、すでに追い抜かれてしまってもいるのだろうと感じた。

			　そう感じても清すが々すがしいのは、相手がローズさんだからだろうか。

			　不思議と抵抗なく、わたしは頷うなずいていた。

			「ええ。ローズさんの考えている通りです。わたしは真島先輩のことが――」

			　とはいえ、自分の口から言うのは恥ずかしい。

			「――まあ、そういうことです」

			「以前のわたしと違って、真菜は自覚があるのですよね。それなのに、伝えないのですか」

			「ガーベラさんにも以前に同じようなことを言われましたね」

			　正確には、あのときは『どうして押し倒さないのか』と言われたのだったか。まったく、とんでもないことを言ってくれるものだった。

			　だけど、それは本質を突いた言い分でもあった。

			　ガーベラさんには、たまにそうしたところがある。

			　実際、真島先輩はわたしに男性を感じさせないようにしている。男性恐怖症の抜け切らないわたしを、異性として見ないように努めてくれているのだ。

			　である以上、好意は口にしなければ伝わらない。それは、わかっているのだった。

			　それでも動けないのは、怖いからだった。

			「ローズさん。わたしは伝えないんじゃないんです。伝えられないんです」

			「伝えられない、ですか？」

			「以前のわたしはなにもかもを諦あきらめていました。だけど、ローズさんは諦めちゃいけないと言ってくれました。わたしは少しだけ変われて、お陰で真島先輩と別れることなく、いまは仲間のひとりとして信頼してもらっています」

			　わたしは胸を押さえた。

			　そこに確かにある温かなものを感じつつ、続きを口にする。

			「幸せだと思います。それだけに、この幸せが壊れてしまうのが怖いんです」

			　なにもかもを諦あきらめていたぶんだけ、いっそう、手に入れたものは愛おしくて。

			　けれど、告白をしてしまえば、折角手に入れたものは壊れてしまうかもしれない。

			「そうなるくらいなら、いっそ、この気持ちに蓋ふたをしたままでもいいんじゃないかって思うんです」

			「……手に入れたものを失いたくないという、真菜の気持ちはわかります」

			　ローズさんは理解を示した。

			「手に入れたものを大事に思う気持ちもわかります。真菜が小さな幸せを誰より愛おしむことのできる人だということも、わたしはよく知っています」

			　そのうえで、尋ねてきた。

			「だけど、それで真菜はよいのですか」

			「……」

			　ここで『それでもいい』と答えられたのなら、人生は簡単だっただろう。

			　けれど、そうはいかなかった。

			　このままずっと想いを伝えられないでいるのだと思えば、胸がひどく苦しくなった。

			　どうしようもないくらいに悲しく、つらい。

			　この苦しさこそが、ローズさんの問い掛けに対する答えだった。

			　そもそも、そうでなければ、飯野さんを意識するようなことだってなかっただろう。

			「……そうですね。わたしには、それでもいいとは言えません」

			　重い溜め息がこぼれた。

			「この想いを伝えないでいるのは堪たえられない。そのくせ、伝えるだけの勇気もない」

			　どっちつかずの、中途半端。それがわたしの真実だ。

			　情けなくて、自じ嘲ちようの笑みが出てしまう。

			「わたしは弱いですね」

			「……そんな顔をしないでください、真菜」

			　声とともに、手を取られた。

			「ローズさん……」

			　両手で包み込むようにされる。その感触は優しかった。

			　真っ直ぐにこちらを見詰めて、ローズさんは言った。

			「真菜にとってどうするのが一番良いのか、わたしにはわかりません。どうしたほうがいいとか、言えるはずもありません。ですが、これだけは覚えていてください」

			　もう誰も人形のものとは思わない、自然な笑顔で告げる。

			「わたしは真菜の味方です。力になれることがあれば、なんでもします。したいんです。真菜が幸せになることが、わたしにとっても幸福なのですから」

			　かつて、かけてもらった言葉を思い出した。

			　――生きてください。幸せになってください。……真菜が幸せになれないのに、わたしの物語がハッピー・エンドになるはずないではありませんか。

			　――わたしに友人の幸福を祈らせてください。幸せになった真菜を見せてください。真菜のいうハッピー・エンドには、真菜も一緒にいないとわたしは嫌です。

			　わたしが幸せになることが、自分が幸せになるために必要なのだとローズさんは言ってくれたのだ。それでわたしは諦あきらめないでいようと決めた。

			　そして、いまもまた。

			「大丈夫です。わたしの大好きな真菜は、怖くても前に進むことができる人ですから」

			　買いかぶりだった。わたしは強くなんてない。

			　けれど、ローズさんがそう信じてくれているのなら、少しは強くあれるような気がした。

			「……そうですね」

			　気付けば、わたしは頷うなずいていた。

			「少しだけ、頑張ってみようと思います」

		

	
		
			　

			06　変わりゆく日々

			　

			　朝早くに起きたケイは、いつもの鍛たん錬れんを済ませると、部屋に戻ってきていた。

			　汗で少し重くなった稽けい古こ着を脱ぎ捨てて裸はだかになると、準備しておいた水みず桶おけで布を濡らして、汗と汚れを拭ぬぐっていく。手早く済ませたあとは、普段着に着替えてすぐ部屋を出た。

			　ケイの王都での生活は、半分は真島孝弘の従者としてのもの、もう半分は旧ケド村の代表としてのものだ。

			　ケド村と隣のラファ村は、辺境伯領軍に滅ぼされてしまった。樹海では、放置された村はあっという間に木々に呑のみ込まれてしまうため、復興は極めて難しい。聖堂騎士団の襲しゆう撃げきで生き残ったケド村の住人は数少なく、村がなくなったいま、あえて住人を分けて扱う必要もないため、ラファ村のリアがまとめることになった。とはいえ、ケイはケド村の長の家の出であり、なにもかも任せきりにするわけにもいかない。元ケド村の住人を安心させるためにも、手伝いのヘレナと一緒にリアのうしろをついて回っていた。最近では、国から斡あつ旋せんされた仕事の割り振りもようやく終わり、余裕ができつつあった。

			「あ」

			　部屋を出たところでケイは声をあげた。廊下の向こうに、知った人影があったからだ。

			「飯野さん？　……なにしてるんでしょうか」

			　ケイはぽつりとつぶやいた。飯野優奈の歩みが、なにやらふらふらとしていたからだ。酔っ払いか、そうでなければ、ひどくショックを受けて我を忘れているように見える。しかし、なにがあの『韋駄天』にここまで大きなショックを与えられるのだろうか。

			　不思議に思ったが、なんにしてもあのままでは少し危あやうい。

			　声を掛けようかと思ったところで、先に声があがった。

			「おい、飯野優奈」

			　声を出すまでケイは気付かなかったが、廊下に面した中庭にベルタが横たわっていたのだ。呼び掛けられたことで、ぼんやり歩いていた飯野優奈は意識を取り戻したように見えた。

			「あ。ベルタ。お久しぶりね」

			　意外と気さくに、彼女はベルタに挨あい拶さつを返した。

			　珍しい取り合わせだと思って、ケイは思わず足をとめてふたりのやりとりに耳を傾けた。

			　ベルタの主である『魔軍の王』工く藤どう陸りくは、事実上、探索隊とは敵対している。普通であれば、その配下と飯野優奈との間に会話は成立しないだろう。しかし、このふたりだけは話が別だった。というのも、高屋純じゆんからリリィを取り戻すために共闘したことがあったからだ。どうやらお互いに知り合いくらいの認識らしく、いまもベルタは気き遣づかわしげに声を掛けていた。

			「お前、どうしたのだ。ふらふらと危なっかしい。なにかあったのか」

			　その問い掛けに、飯野優奈はひどく動揺したように見えた。

			「な、なんでもないわ。ただ、散歩をしていただけで……」

			　取り繕つくろうように言うが、ケイにはその場限りの言い訳にしか聞こえなかった。ベルタも同じだったのだろう。訝いぶかしげな視線を向けていた。

			　飯野優奈は視線を泳がせたあとで、追及を避けるように口を開いた。

			「本当になんでもないのよ。ただ……そういえば、ベルタは知っていた？」

			「なんの話だ？」

			「真島が、その。ローズさんたちと結ばれたってこと」

			「ああ、それはもちろん……お前、それを聞いて動揺していたのか」

			「え？　い、いえ。そんなはずがないでしょう。なにを言っているのかわからないわ」

			　口早に否定する。

			「それはまあ、あいつがちゃらちゃらと無責任に女の子に手を出しているなら、同じ転移者として思うところもあるけど、あいつがそんな性格じゃないのは、いい加減わかってるし。なにかを思うような理由なんてないもの。だから、なにも思ってなんかないわ。そんなはずない」

			　どう考えても、思うところがある様子だった。

			　だが、当人は自覚がないらしい。ベルタはどことなく気の毒なような視線を向けていたが、彼女がなにかを言うよりも、誤ご魔ま化かすように飯野優奈が口を開くほうが早かった。

			「それよりも、ベルタはなにをしているの」

			「特になにも。やることもないので、子守をしていただけだ」

			　ベルタのおなかのあたりで丸くなっていたあやめが、くぅーと鳴いた。

			　横着をして目だけを開けて飯野優奈を見ていたのだが、なんでもないとわかると、また目を閉じて寝てしまう。耳がぱたぱたと折りたたまれ、時折、鼻がぴくぴくと震えた。それなりに接触する機会の多いケイから見ても、思わずぎゅっとしたくなる可愛かわいらしさだった。

			　同じものを感じたのか、飯野優奈はわなわなと震えた。

			「わ、わしわししてもいいかしら……」

			「やめておけ。あやめはお前を『ご主人様をいじめたやつ』としか思っていないからな」

			「ぱくってされるかしら」

			「これでもモンスターだからな。指を噛み切られても知らんぞ」

			　さすがに噛み切られるのは嫌だったらしく、飯野優奈はそろそろと伸ばしかけていた手を引っ込めた。軽く肩を落とす彼女に、ベルタが苦笑を漏らした。

			　ともあれ、ベルタとあやめはひなたぼっこをしていたということらしい。もちろん、最近の彼女たちがよくそうして時間を過ごしていることを、ケイは知っていた。日当たりが良い場所で、生えた草をベッドにして横になるのは、なるほど、気持ちよさそうだった。

			　意外なことに、巨体と異形の物々しい印象に反して、ベルタにはそうした姿がよく似合っていた。ひょっとすると、彼女には戦いなどより、こうした穏やかな生活のほうが性しように合っているのではないかと、ケイなどは密ひそかに思っているくらいだった。彼女があの『魔軍の王』工藤陸の配下であることを知っていてなお、そのように感じられていた。

			　そこまでを見届けて、ケイはその場を離れた。いつまでも見ていては、用事に遅れてしまう。様子がおかしかった飯野優奈のことは、ベルタに任せれば大丈夫だろうと判断した。

			「……飯野さん、か」

			　歩きながら、ケイは小さくつぶやいた。

			　飯野優奈が聖堂教会からの話を持ってきたのは、昨日のことだ。真島孝弘とアケル陣営にとっては、事態を打開する切っ掛けともなりえる報しらせだった。もちろん、話は慎重に進める必要があるにせよ、この機会は真剣に検討すべきものだと、ケイも認識していた。

			　だから、飯野優奈のアケル訪問は良い報せと言えるものだと理解していた。しかし、そのことを考えると、ケイの口元は自然と引き結ばれた。

			　別に飯野優奈本人に対して、なにか思うところがあるわけではなかった。ただ、ケイは理解していたのだ。事態が動き出そうとしている。状況は変わるだろう。それはつまり、この日々も終わりが近付いているということだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日のリアは、開拓村のエルフたちが割り振られた仕事先を回ることになっていた。

			　国が斡旋した経けい緯いもあって、エルフたちの半分ほどは軍で仕事にありついたが、民間からもそれなりの数の求人があった。たとえば、今日訪ねた酒場兼食堂の店などがそうだった。リアは挨拶をしたうえで、職場環境を確認した。さいわい、とてもよくしてもらっているということで、ラファ村出身の村人の表情は明るいものだった。

			　そうしていくつかの職場を回って帰ってきたのは夕方近くだった。予定よりも時間がかかってしまっていた。もっとも、これは予想されたことでもあった。というのも、行く先々で『アケルの勇者』真島孝弘とその眷けん属ぞくたちの活躍を人々が聞きたがり、引き留められるのはいつものことだったからだ。最近では、そこまで織り込んで予定を立てているくらいだった。

			　一番話をすることになるのは、いつだってケイだった。

			　もちろん、町の人々もすでに開拓村のエルフたちから話は聞いている。しかし、ケイはアケルまで真島孝弘と一緒に旅をしてきて、その目で彼をずっと見てきたのだ。他の仲間たちが迂う闊かつに町に出られない以上、人々がケイから話を聞きたがるのは当然のことと言えた。

			「にしても、ケイもよくやるわよね」

			　一緒に回っていたヘレナが言った。

			「断ることなく付き合いよく。声なんてガラガラじゃない。たいしたもんだわ」

			　特に嫌みというわけではなく、純粋に感心した様子だった。とはいえ、訪問先で捕まる原因となったケイとしては、申し訳ないものを覚えてしまう。

			「ごめんなさい、時間を掛けてしまって……」

			「いいんだよ、ケイ。わたしらは気にしちゃいないからね」

			　リアが肩をすくめた。

			「慣れない職場でみんな少なからず大変だからね。あんたが快こころよく職場で孝弘殿の話をしてくれることで、あいつらの助けになっているところもある。それに、話をしているのは孝弘殿のためでもあるんだろう。だったら、文句なんてあるわけないさ」

			「はい。ありがとうございます」

			　アケルでの地盤を確かなものにするためには、真島孝弘とその眷けん属ぞくの存在を受け入れてもらう必要がある。そのために、彼らの真実の姿を知ってもらう機会は多ければ多いほうがいい。言うなれば、これは地道な草の根活動なのだ。彼の助けになると思えば、何度も何度も同じ話をすることも、ケイには苦ではなかった。

			「それにしても、ずいぶんと話しぶりがうまくなったものだけれどね。ひょっとして、ケイは講談をする芸人になれるんじゃないかね」

			「あ、あはは」

			　冗談を言うリアに、ケイは苦笑いを返した。実際、講談をしてくれないかという話もあったからだ。さすがに、大勢の前で話をするのは素人では難しいのでお断りしたが。もっとも、わざわざケイがそんなことをしなくても、直接話をした人々から芸人たちに話は伝わるだろう。その話をもとに彼らが講談を開くことで、より広い範囲で町に話は広がっていくはずだった。

			　チリア砦とりででの同盟騎士団との共同戦線。チリア砦の生き残りを連れたセラッタまでの護衛行。マクローリン辺境伯の捕ほ縛ばくの手を逃れた『樹海北域最高の騎士』シランを連れて、峻しゆん険けんなキトルス山脈を抜けたアケルへの旅路。聖堂騎士団第四部隊を相手取ってのケド村防衛戦。そして、マクローリン辺境伯領軍から開拓村のエルフを守りきった逃避行と逆襲。

			　真島孝弘がどのように抗い続けたのか。眷けん属ぞくたちはどれだけ献けん身しん的に彼を支えたのか。

			　これまでは身を隠さなくてはならなかったため、彼らは評価されずにいた。だけど、いまは違う。アケル国内に限ったこととはいえ、正当な評価を受けつつあるのだ。そう感じられるのは、ケイにとって、とても喜ばしいことだった。それを思えば、痛いくらい喉のどを嗄からすくらいは、どうってことなかった。だから、そう。それ以上のことだって……。

			「……ケイ。帰ってきたのか」

			「あ、ロビビアちゃん」

			　真島孝弘が借り受けている建物に近付いたところで、横から声を掛けられた。

			　ロビビアは少しそわそわしている様子だった。どうやら待たれていたらしい。

			「すいません。今日はここで失礼しますね」

			　リアとヘレナにそう言って、ケイは別れた。そして、ロビビアに声を掛けた。

			「待っててもらえる？　準備をしてくるから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ケイは同盟騎士団の騎士見習いである。いずれ騎士になるべく研けん鑽さんを続けてきた。

			　チリア砦とりでにいた頃はまだまだだったが、最近では、騎士の端っこに指を掛けられる程度には剣の腕は上がっている。魔法だって扱える。付け加えていえば、他の武術も。

			　騎士は武芸百般を求められる。これは、討伐すべきモンスターが多種多様にわたり、有効な武器も変わってくるからだ。基本は剣か槍やりをメインにしつつ、必要に応じてなんでも扱えるように技術を習得する。変わり種としては、メインの武装を失ったときのために、短剣と絡からめた格闘術の類たぐいなども修得しており――今回のロビビアが求めたのは、その技術だった。

			「はい、これでわたしの勝ちね」

			　ロビビアはぴたりと動きをとめた。ケイの繰り出した拳が、彼女の顎あごの手前で停まっていたのだ。勝負ありだった。

			「……もう一本」

			「うん、いいよ」
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			　アケル王城に移動してすぐのこと。ケイはロビビアに、格闘術を教えてほしいと頼まれた。

			　悪い着眼点ではなかった。人間社会で暮らす以上、ロビビアは普段人間の姿をしている。ドラゴンの姿には強固な甲こう殻かくと巨大な体躯があるが、変化するには一拍の時間が必要であり、不意の襲しゆう撃げきには対応がしづらい。武術を学ぶことで、そうした事態にも備えられる。

			　また、モンスターとしての成長には大量の魔力を得る必要があるが、そのためにはモンスターの肉を大量に喰らわなければならない。リリィのように例外的な捕ほ食しよく量を持つなら、短期間での強化も不可能ではないが、そうでないならベルタのように継続的に少しずつ狩りをして強化していくしかない。時間はそれなりに掛かるし、王城暮らしの現状では狩りに出ること自体が難しい。一方で人間の技術を学ぶのであれば、現状でなにも問題は生じない。

			　ただ、一口に人間の武術と言っても、武器の扱いについては、ロビビアはずぶの素人だ。習得には時間がかかるものと予想が付いた。その点、ドラゴン形態でも両腕は武器として扱っているため、格闘術であれば多少の親和性はあった。

			「ま、また負けだ……」

			「まあ、わたしはずっと訓練してるからね。そんなすぐ抜かれたらショックだよ」

			「……もう一回頼めるか」

			「いいよ」

			　数日に一度、格闘術でも一流のシランが顔を出して指導をするものの、彼女もいまはアケルの護国騎士団や軍に引っ張りだこなので、基本的に訓練はケイとロビビアのふたりきりだ。

			　訓練では、ロビビアは魔力による身体能力強化を意識的に切っている。それでも素の身体能力が高いのだが、さすがにケイが魔力を使って身体能力を向上させれば互角になる。技術的にはケイのほうが上なので勝ち越しているが、ドラゴンのロビビアはそもそもの戦闘センスが図抜けているので気は抜けない。ケイにとっても良い訓練になっていた。

			「暗くなってきたね。今日はこれで終わりにしよっか」

			「ん。ありがとな」

			　訓練を終えると、日が暮れかけていた。体力的にはロビビアのほうが圧倒的に上なので、勝ち越していてもケイのほうが疲ひ弊へいしている。力尽きたケイが地面に大の字になると、ロビビアは気を利かせて汗あせ拭ぶきと水筒を持ってきた。このあたりはいつものことだ。礼を言ってケイは受け取り、ロビビアがその隣にあぐらを搔かいて座る。むうっと顰しかめっ面をして今日の訓練を思い返しているらしい友人の顔を、ケイはこっそり横目で見上げた。

			　これまでケイが訓練に付き合ってもらうことはあっても、ロビビアのほうからこのように技術指南を頼まれることはなかった。このタイミングからして、母親の死と故郷の喪失が切っ掛けであることは明らかだった。

			　それらの出来事が、彼女にどのような影響を与えたのかは、ケイにも正確なところはわからない。たまに友人がひどく不安定に見えることもある。ただ、だとしても、ロビビアはうずくまっているよりも、前に進むことを選んだのだ。

			　そうした友人の姿が、ケイに勇気をくれたのかもしれなかった。

			「ねえ、ロビビアちゃん。ちょっと、今夜付き合ってもらえないかな」

			「……いいけど、なんだ？」

			「わたしね、精霊との契約に挑んでみようと思うんだ」

			　ロビビアは、吊り上がった目を大きく開いた。竜の尻尾しつぽがぴんと張っている。

			「……なんで」

			　口下手な彼女の短い問い掛けからでは「どうしていま精霊契約をするのか」と訊きいているのか「どうして打ち明けるのが自分なのか」と訊いているのか、判別は付かない。だから、ケイはその両方に答えることにした。

			「条件さえ整えば、孝弘さんは辺境伯との会談のために帝都に向かうことになるでしょう？　それに、わたしも付いていきたいんだ。孝弘さんの力になりたいの。だけど『妖精の輪』での移動は、人数に制限があるってことだった。アケルからも交渉のために人を出すだろうし、なにもできない雑用係なんて連れて行く余裕はないと思う」

			「……孝弘は、そんなふうには言わないだろ」

			「うん。だけど、その場合はわたしから『待ってる』って言うと思う。貴重な一枠をもらうなら、きちんと役に立てないと駄目だもん」

			　飯野優奈の訪問は状況を大きく変えた。無論、それは良い方向での変化だが、変化に追い付けなければ置いていかれてしまうことも事実だった。それが嫌なら、追いすがるしかない。

			「だから、精霊との契約を？」

			「うん。精霊の感知能力は役に立つ。王都に精霊使いは少ないから、アケルとしてもそう出せるものじゃないし、帝都行きのメンバーになっても足手纏まといじゃなくなるもの」

			　数少ない精霊使いは、アケルにとって重要だ。さすがに、帝都行きに随伴させるのは難しい。また、すでにシランは精霊使いの能力を持っているが、複数人いればひとりではカバーできない場面にも対応できるようになる。加えて、ケイ自身の戦闘能力だって向上する。

			「ただし、精霊との契約には危険があるの。必要とされるのは、魂たましいの研けん鑽さんと、最高純度の祈り。失敗すれば死ぬことだってある」

			「そ、そんなに危険なのか？　だったら、シランあたりが一緒のほうがいいんじゃないのか」

			「ううん。逆だよ。きっと、それじゃ駄目」

			　確かに、誰かが傍そばにいてくれたほうが安心できるのは事実だった。不安が雑念となることなく、契約に集中できるようにもなるだろう。けれど、それでは駄目なのだった。

			「姉様がいたら、わたしは心のどこかで甘えてしまうから、契約はできなくなると思う」

			　エルフとして持って生まれた感覚で、ケイはその甘えが精霊との契約において致命的なことを悟っていた。少なくとも、現時点での彼女は、保護者であるシランや真島孝弘が近くにいては精霊契約を行えない。

			　もちろん、もっと自立できた数年後なら話は別だろう。しかし、数年後では遅いのだ。

			「だから、ロビビアちゃんに見ていてほしい」

			　きっとロビビアとこうも親しい友人になっていなければ、ケイは大人しく諦あきらめてアケルに残り、できることをやっていただろう。それが悪いわけでは決してない。

			　だが、可能性があるのなら諦めたくはなかった。目の前の友人がそうしているように、自分も前に進むのだ。そのためにロビビアはケイを頼ったし、ケイだってロビビアを頼んだ。

			「……本気なんだな？」

			　ロビビアは短く問い掛けると、じっとケイを見詰めた。

			　鋭い目付きが険を増して、獰どう猛もうな目に変わった。この訓練の間は抑制されていた竜の魔力さえ励起されて、重圧がケイを襲った。

			　そんな優しい友人のことを、ケイは正面から見返した。覚悟は固く、覆くつがえることはない。だからこそ、試練に挑むに相応ふさわしい強度を備えていた。やがてロビビアの口元が緩んだ。

			　その夜、ケイは精霊との契約を成功させることになる。

			　

			　世界は動き始めている。状況は待ってくれない。情勢を変えようと走り出す者がいれば、事態を収拾させるために動く者がいて、その力になるために前に進もうとする者だっている。

			　そしてまた、次の変化が訪れる。

			　明くる日、予定通りに『妖精の輪』がアケルに到着した。

		

	
		
			　

			07　妖精の輪

			　

			　飯野の訪問から２日後の昼。

			　おれはリリィたちと一緒に、飯野と部屋で顔を突き合わせていた。

			　これから来る人物を待つためだった。

			「来たみたいね」

			　飯野がそう言って、床に置いた魔法道具に目をやった。黒の混ざった紫色の宝玉が光を発している。転移の魔法道具だ。落ち着いて発動を見るのは初めてだった。

			　その場に集まった全員が見守るなか、甲高い音を立てて、宝玉が砕け散る。

			　なかから黒い影が溢れ出した。

			　黒い影は人型を取ると、まるでシャワーで泥が流されるように消えていく。

			　影の下から、おれより年上と見える少女の姿が現れた。ブレザーの制服を着ており、腰にナイフを下げている。彼女はクールな表情で周りの様子を見回した。

			　その視線が、テーブルに着く飯野のところで停まった。

			「なに、優奈。お茶してるの」

			「島津さんを待ってたんです」

			「そう。じゃ、わたしももらえる？　この移動方法、わたしのと少し違うから違和感があって。ちょっと休きゅう憩けいしたいの。出発するのは、そのあとにしましょう」

			　言うが早いが、あいている席に腰を下ろしてしまう。飯野は苦笑しつつ、お茶を淹いれるために動いた。その一方で、椅子に腰を落ち着けた少女は、こちらに視線を向けてくる。

		

	
		
			[image: p085.jpg]
		

	
		
			「で、あなたが真島孝弘で合ってる？」

			　どうやらマイペースな性質らしい。唐突な問い掛けではあったが、事前に飯野からどういった人物であるかは聞いていたので戸惑うことはなかった。

			「そうです。初めまして、島津さん」

			「初めまして」

			　島津結衣――『妖精の輪』の二つ名で呼ばれる少女は、素っ気なさを感じさせる口調で応えた。もっとも、そうした態度は他意があってのことではないらしく、敵意の類は感じられない。むしろ、こちらに関心を惹かれているらしく、じろじろと見詰めてきた。

			「にしても……ふうん。あなたがねえ」

			　彼女がわざわざこんな遠くにまで来ることになった原因は、おれにある。どんなやつなのかと、興味を持つのは当然だろう。数秒ほど眺めて、気が済んだのか視線は逸それた。

			「あとは、そっちのあなたが加藤真菜ね」

			「はい。島津先輩」

			「それで、そっちは水みず島しま美み穂ほ……じゃ、ないんだっけ」

			　最後だけ、少しペースが崩れた。

			　視線を向けられた少女が、亜麻色の髪を揺らした。

			「いえ。いまは水島美穂ですよ、結衣ちゃん先輩」

			「え……？」

			　意外そうな顔をする島津さんに、水島さんは悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。

			「結衣ちゃん先輩が来るってことだったので、今日は出てきてるんです。あ、わたしの状態は知ってますよね？」

			「うん、それはまあ、知ってるけど。――ありがと」

			　途中、飯野が淹いれたお茶を受け取り、島津さんは続けた。

			「ああ、えっと。元気だった？　って、聞くのも変な話か。ごめん」

			「ふふ。ややこしい感じにはなってますけど、わたしは元気ですよ」

			　戸惑いながら言葉を選んで喋しやべる島津さんに対して、水島さんはあくまでにこやかだった。

			「真島くんと、りーちゃんのお陰です」

			「……ふうん」

			　島津さんが目を細めた。

			　リリィと水島さんの件については、微妙な問題を含んでいる。下手をすると、探索隊の印象を悪いものにしかねない。そのため、率先して水島さんはフォローをしてくれたのだった。

			　島津さんもそのあたりは読み取ったらしく、軽く肩をすくめた。

			「そういうことね。わかったよ」

			「だったら、よかったです」

			　水島さんはにこりとした。

			「あとは、他の探索隊の人たちにも、それとなく伝えておいてもらえるとありがたいです。真島くんは、加藤真菜と水島美穂のふたりを保護しているって」

			「いざこざの種はなるべくなくしておきたいってことでしょ。いいよ。わたしだって、面倒事はごめんだからね」

			「ありがとうございます。結衣ちゃん先輩の、そういう話の早いとこ好きですよ」

			　にっこりする水島さんに、島津さんは小さく息をついた。そうして一拍置くことで、ようやく自分のペースを取り戻したのかもしれない。片目を閉じて、口許を緩めてみせた。

			「なにを言ってるんだか。好きなのは、真島でしょ。ちょっと見ない間に色気づいちゃって」

			「んな……っ」

			　からかわれた水島さんが、頬を林りん檎ごのように染めた。

			　反射的になのか、視線がこちらを向いて、目が合った。彼女はますます赤くなって俯うつむく。

			　そんな彼女の反応を見て、島津さんは肩を揺らすと、自分のコップに口を付けた。

			「とまあ、折角会えて話をしたいのはやまやまだけど、このへんにしとこっか。今日の用事はこっちじゃないしね」

			　そういうと、おれと飯野に交互に視線を向けてくる。

			「それで、どうなの？　聖堂教会に条件を提示するって話だったけど、まとまった？」

			　先程の水島さんの会話のお陰か、多少なり砕けた調子だった。

			　……当の水島さんは赤くなって震えているが。

			　尊とうとい犠牲に感謝しつつ、おれは答えた。

			「はい。飯野にはすでに書面にして渡してあります。島津さんに関わることもあるので、ここで話をしておきましょうか」

			「そうね。折角、こうして時間もあることだし、お願いできる？」

			「わかりました」

			　おれはひとつ頷うなずき、条件について話し始めた。

			「ひとつめは同行するメンバーについてです。『妖精の輪』による移動は20名ほどが上限だと、飯野からは聞いています」

			「疲れるからね。長距離移動は特に消しよう耗もうが激しいし、なるべく人数は少ないと助かる……けど、そうもいかないか」

			「すみません。おれの眷けん属ぞくは全員連れて行こうと考えています。あとは、交渉役としてアケルから何名かと、護衛ですね」

			「20人って数を提示したのはわたしだから、あまり多くなり過ぎなければいいよ。ただ……」

			　島津さんは一度、言葉を切った。興味深そうに、こちらの顔を覗いてくる。

			「アケルの人間はともかく、眷けん属ぞくを全員ね。それが教会への条件ってこと？」

			「はい。聖堂教会には、おれたちのことをわかりやすいかたちで認めてもらいたいと考えています。眷属を帝都に同行させるということは、当然、聖堂教会がその存在を認めたことになりますから。それに、おれの身の安全を確保する意味でも、同行は必要最低限の条件です」

			　ちなみに、竜淵の里のドラゴンたちも何人かを選んで、おれの眷属ということにして同行してもらうことになっている。ロビビア以外はパスが繋がっていないものの、里を失ったドラゴンたちとは一いち蓮れん托たく生しようの関係にあるので、まったくの出で鱈たら目めというわけでもない。

			「へえ。いろいろと考えているんだね」

			　島津さんが飯野に顔を向けた。

			「でも、いいの？　教会側は、呼び寄せるのは真島ひとりのほうがやりやすいんじゃない？」

			「大丈夫です。そのあたりは最低限の条件だろうって聞いてますから」

			「ふぅん。覚悟はしているってことね」

			　鼻を鳴らす島津さんに、おれは付け加えた。

			「聖堂教会には、道中での宿などの手配もお願いするつもりです。帝都まで『妖精の輪』で移動したとしても１週間かかると聞いています。移動している最さい中ちゆうに、現地の人間と思わぬトラブルになってはいけませんから」

			　万が一にもなにも知らない人々にガーベラなどを見られたら大変なことになるので、『妖精の輪』で飛んでいく場所は準備が必要だ。外部との接触がないように、きちんと隔かく離りされていなければならない。島津さんも納得したようだった。

			「眷属を同行させるなら、そうなるでしょうね。わたしの『妖精の輪』で飛ぶ先の場所の確保、休憩所と、宿泊地。全部に対応が必要ね。まあ、そこまで含めて教会側も覚悟はしているでしょうけど」

			「あらかじめ移動の計画を知らせてくれるようにも、お願いするつもりです」

			「そこまで確認するんだ。慎重ね。いや、聖堂騎士団とのこれまでのいざこざを考えれば、当然なのかな」

			　彼女もおれが聖堂騎士団の一部隊とやりあった経緯は知っているのだろう。一度、失った信用を取り戻すのは難しい。ここで確認を取るのは当然の手続きだった。もっとも、そうでなくても、不備がないか確認するのは悪いことではない。なんにだって穴はありえるし、念には念を入れておくに越したことはない。そういう意味で、もうひとつ手を打ってもいた。

			「それと、飯野の同行も条件に入れてあります」

			「ああ、そうなんだ。優奈が護衛をするなら、なにかあっても安心ね」

			　島津さんが言うと、飯野は苦笑した。

			「できる限りのことはするつもりです」

			　少しだけ、彼女らしくない言い方だった。

			　以前に会ったときだったら、自分に任せておけくらいは言ったのではないだろうか。

			　再会したときにも思ったが、やはりなにかあったのかもしれない。

			　もっとも、本人の認識がどうあれ、おれにとって飯野の助力は頼もしいものだ。彼女は探索隊でも最強クラスの異能を備えており、その正義感は誰より強い。一度は勘違いで敵対したものの――いや、そうだからこそ、変な早とちりでおれに攻撃を仕掛けてくることもないだろう。そういう意味では、とても信頼できる相手と言えた。

			「あとは、『聖堂教会が仲立ちをして、勇者である真島孝弘とマクローリン辺境伯の会談の席を設ける』ことを、あらかじめ大々的に公表してもらうつもりです。そうすれば、聖堂教会は威信にかけて会談を成功させなければいけなくなりますから」

			「後戻りができないようにするってこと？」

			「そんなところです。おれたちを帝都に呼び寄せる以上、辺境伯を抑える約束は確実に守ってもらわないと困りますから」

			　あえて島津さんに伝えることはなかったが、これにはもうひとつ狙いもあった。

			　考えられるなかで最悪なのは、聖堂教会が実はおれの命を狙っているというケースだ。

			　疑い過ぎかもしれないが、あながちありえないこととも言い切れない。聖堂教会の目的は現状の世界の混乱を鎮しずめることであり、その目的だけを考えるなら、おれを呼び寄せて『偽勇者』として殺すのが手っ取り早いからだ。

			　とはいえ、探索隊がこちらを擁よう護ごしている現状、おおっぴらにそんなことをしてしまえば、探索隊との関係に深刻な溝みぞが生まれかねない。飯野が同行しているのだから尚更だ。

			　現実的にありえる線としては、騙だまし討ちで『偽勇者として襲しゆう撃げきする』のではなく、自分たちのテリトリーで『何者かにより暗殺されたことにする』パターンだろう。

			　しかし、そうすると、当然、大々的に戦力を動かすことはできなくなる。リリィたちや飯野の護衛を突破することは困難だ。

			　加えて、たとえ暗殺が成功したところで、聖堂教会は自分たちで呼び寄せた転移者を守れなかったことになる。暗殺の疑いも含めて、探索隊は聖堂教会に少なからぬ不信感を抱くだろう。結局、致命的な溝が生まれるのは変わらない。

			　そこでさらに、あらかじめ大々的に会談の話を世間に広めておく。

			　もしもおれの身になにかあった場合、聖堂教会が『勇者と認めた真島孝弘』を『わざわざ呼び寄せておきながら守れなかった』ことを『世界中に広める』ことになるのだ。聖堂教会の権威が大きな傷を負うことは想像にかたくない。世界の安定を目的に動いていながら、そんなことになっては本末転倒だ。そこまでのデメリットを呑のみ込んで暗殺を狙うくらいなら、会談で和解を成立させたほうがいいだろう。

			　逆に、暗殺を狙っているわけではないのなら、このことを広く告知したところで、聖堂教会にさしたる不都合はない……というより、聖堂教会側の意図にも合うはずだった。

			「そもそも、飯野の話では、この会談は一種の儀式、パフォーマンスみたいなものだということです。こちらから言い出さずとも、最初から広く公表するつもりではないかと思います」

			「そう言われてみれば、確かにそうね。特に問題はなさそうか」

			「あとは、被害を受けたアケルへの援助も聖堂教会に頼むことになっています。こちらも問題はないと思います。アケル側からは、適切と思われる額を提示してもらっていますので」

			「そっか。なんというか、ここまで提示している条件は無難な感じだね。もっと無茶な条件を出すんじゃないかと心配してたんだけど」

			「しませんよ、そんなこと」

			　おれは苦笑して、島津さんの懸け念ねんを否定した。

			「これがトラヴィスを抑え切れなかった聖堂教会側の不始末であるにせよ、おれたちとしても、会談が成立しないと困ります。要求するのは必要なことだけです。ただ、だからこそ、最後にあとひとつ条件を提示するつもりですが」

			「あとひとつ？　なにを？」

			「オットマー＝ヴァラハという人物についてのことです」

			　島津さんが眉を顰ひそめた。

			「オットマー……誰？」

			「オットマー＝ヴァラハ。アケルでおれに襲い掛かってきた、聖堂騎士のひとりです。おれは二度、こいつと戦いました。最初が聖堂騎士団第四部隊の開拓村への襲しゆう撃げき、次が辺境伯領軍との戦闘です。最初は聖堂騎士団第四部隊のひとりかと思っていたのですが、そうではないことを、当人から仲間のひとりが聞いています」

			　辺境伯領軍との戦いの最後の場面、オットマーは、力尽きたローズに対して『自分は第四部隊の人間ではない』と語ったのだという。

			　あの場面、ローズは死の間ま際ぎわまで追い詰められていた。オットマーが嘘うそをつく理由はない。

			「辺境伯領軍との戦いのなか、オットマーは行方をくらましました。壊滅した辺境伯領軍と運命をともにした可能性もありますが、確実ではありません。生き延びているものとして、おれたちは警戒しています。そこで知りたいのは、オットマーの正体と、その目的です」

			「目的？」

			「トラヴィスは手柄と栄誉を得るために動いていました。ですが、オットマーはトラヴィスの率いた聖堂騎士団第四部隊の人間ではありませんでした。ということは、そこにはトラヴィス以外の思おも惑わくが働いていた可能性があります」

			「……それはつまり、たとえば、騎士団内部にトラヴィスとは別の利己的な派は閥ばつとか、マクローリン辺境伯と同じ過激派がいて、協力していたかもしれないってこと？」

			「そういう可能性があるという話です」

			　顔を顰しかめた島津さんに、おれは頷うなずいてみせた。

			「オットマーが個人的に動いていたのか、その上に誰かがいて指示を出していたのか。そのあたりを聖堂騎士団に調べてもらったうえで、必要があるなら対処してもらうというのが、最後の条件です。第四部隊の残党についても同様ですね」

			　さいわい、オットマーは『天使人形』というわかりやすい能力を持っていた。

			　所属を突き止めるのは難しいことではないはずだ。

			「調査については、わたしから副長のゴードンさんに頼んでみるつもりです」

			　これは飯野が言った。

			「わたしは一時期、ゴードンさんと同行していました。あの人は信用できます。それと、わたし自身も同行して、この目で確かめるつもりです」

			「優奈も行くんだ？　働き者だね。ああ。それとも、真島のことだから？」

			　からかう口調で島津さんが言うと、飯野はぴたりと動きをとめた。

			「……変なことを言わないでください」

			　こうした冗談は嫌いなのだろう。眉み間けんに深い皺しわが寄っていた。

			「わたしはただ、正しくないことが許せないだけです」

			　ふんと飯野は鼻を鳴らす。ついでに、なぜかおれが睨にらまれた。理不尽だが、いちいち取り合っていては話が進まない。流すことにして、島津さんに話を振った。

			「こちらから提示する条件は以上になります。あとはよろしくお願いします」

			「わかったよ。任せてくれていい」

			　そう島津さんは請け負い、飯野もこればかりは反発することなく頷いた。

			　あとはもう、聖堂教会の対応を待つばかりというわけだ。

			　気を抜くわけではないが、少し肩の荷が下りた気持ちがした。

			　話を聞いていた島津さんも似たところがあったのか、ほっと息をついていた。姿し勢せいもわずかに崩れて、内心をこぼすように言う。

			「それにしても、安心したよ。聖堂教会から今回の話があったときには、どうなることかと思ったからね」

			　お茶を飲んで一息つくと、改めて口を開いた。

			「理不尽に殺されかけた真島が、聖堂教会の話を冷静に聞いてくれるかどうかわからなかったし、下手すると無駄足なんじゃないかって心配してたんだ。だから、いまの話を聞けて安心した。これからも協力して、事態の収拾を進めていきたいところね」

			「そうですね。こちらとしても、探索隊の協力は助かっています」

			「わたしたちは聖堂教会に頼まれて、事態を収拾するために動いているだけよ。それに……これは、わたしたち転移者の問題でもあるからね」

			「転移者の、ですか？」

			「うん。あなたが受けた理不尽な扱いは、ひょっとしたら、わたしたちのものだったかもしれないから」

			　少しだけ、声のトーンが落ちた。

			「なにかがちょっと変わっていたら、そうした可能性もあったかもしれない。ううん。これから先もないって保証はないよね。だから、理不尽な扱いについては断固抗議しなくちゃいけないんだよ。次がないようにね。わたしはそう思ってる」

			　どうやら島津さんはただ探索隊の方針に従って行動しているだけではなく、彼女なりに考えがあるらしい。これから先、聖堂教会が提示した条件を満たした場合、帝都で探索隊と接触するだろうことを考えれば、こうして探索隊のメンバーから意見を聞ける機会は貴重だった。

			「それでは、探索隊のリーダーも、そうした判断で今回のことを？」

			「さあ、それはどうだろうね」

			　踏み込んでみると、島津さんは首を傾げた。

			「あいつは頭がいいから、わたしの思い付くことくらい気付いてるとは思うけど。ほら。自分たちには勇者の立場以外に頼るものがないことをわかっていたからこそ、文句言いながらも、地盤固めをこれまで地道にやってきたんだろうし。とはいえ、わたしみたいに、それが理由で動いたのかどうかはわからないかな。あいつは、あなたみたいなのを応援したくなるタイプだから。損得とは別の線で動いてる気がする」

			　このあたりは飯野と同じ意見のようだ。

			　リーダーの中嶋小次郎は、頑張っている人間が好きなのだと、飯野は言っていたか。

			　面倒見の良いタイプなのだろう。だからこそ、転移直後の混乱を抑えて、１ヶ月の間、コロニーを維持することができたし、いまでも何十人ものチート持ちをまとめている。

			「まあ、リーダーはともかくとして、探索隊には他にもわたしみたいに考えてるのが何人かいるよ」

			「逆に言えば――」

			　そこで、加藤さんが口を挟んだ。

			「――島津さんのような考え方をしているのは、何人かしかいないということですよね」

			「まあ、そういうことになるね。わたしが知る限り、メンバーの７割くらいは、ただ辺境伯の行動は理不尽だって怒ってたり、リーダーの意見だから支持してる感じだと思う」

			「じゃあ、残りの３割はどうですか」

			「……探索隊も、全員意見が一緒ってわけじゃないからね」

			　島津さんは苦笑をこぼし、同じく探索隊の実情を知っているはずの飯野は目を伏せていた。これだけで答えはわかったようなものだった。

			「それはまあ、不満に思っているやつもいるよ。自分たちと関係のないごたごたのために、この世界で一番権威がある聖堂教会に、どうして抗議しなくちゃいけないんだって。まあ、大きな声で反対するとまではいかないけどね」

			　それは、仕方のないことだろう。

			　探索隊のメンバーには、正義感の強い者が多い。そもそも、彼らの大多数が力を得た理由は『英雄願望』だからだ。ただし、その正義感は、飯野のような『なにがあっても悪を討つ』という類のものではない。圧倒的な力を持つからこそ、彼らは正義感に従って英雄のように振る舞える。まず力ありきなのだ。

			　もっとも、それ自体は彼らが基本的に善意の人間であることの表れであり、非難されるようなことではない。力を得たことで好き勝手悪いことをしようとする人間だって、少なくはないだろう。それを思えば、手に入れた力を正しく使おうと考える彼らは立派だ。たとえ、その理由が英雄願望であったとしても。

			　だが、そうした願望が動機である以上、頼りにしている『力』が通用しないかもしれないと気付いたとき、飯野のように正義を貫つらぬけるかといえば難しいだろう。

			　というか、この場合は、むしろ飯野のほうが異常なのだ。普通の人間には、そこまでの強度はない。ひょっとすると、だからこそ彼女は『韋駄天』の異能を得たし、並みいる探索隊メンバーのなかでも単騎白兵戦で最強クラスの力を獲得したのかもしれない。

			　そんなことを考えていると、ふと島津さんがこちらをじっと見ていることに気が付いた。

			「どうかしましたか」

			「真島。あなた、探索隊に合流するつもりはないって本当？」

			　話の流れを無視したように思われる質問に、虚を突かれて息が詰まった。

			　島津さんは、そんなおれに不思議そうな目を向けた。

			「わたしはてっきり、真島はこのまま探索隊に合流するんだと思ってたんだよね。けど、優奈から話を聞いてみたら、そういうつもりはないと思うって。実際のところ、どうなの？」

			　飯野に合流の話をしてみたら、そのつもりはないと言われて驚いたということらしい。それはまあ、探索隊メンバーにしてみれば、合流するのは当然と感じられても不思議はない。

			　ただ、おれにとってはそうではないというだけの話だ。

			「飯野の言う通りです。おれは探索隊に合流するつもりはありません」

			「どうして？　ひょっとして、『天からの声』を警戒してるとか？　だったら、もう探索隊にいないことは確認されてるし、探索隊に入るのを拒否する理由はないと思うけど」

			　確かに『天の声』の存在は、合流を避ける理由のひとつではあった。

			　しかし、それだけが理由でもなかった。

			　こういうとき、おれはどうしても、かつて目の当たりにしたコロニー崩ほう壊かいの光景を思い出さずにはいられない。他の転移者への不信感は、いまだ心に深く根を張っていた。

			　ただ、それをそのまま伝えるのもはばかられた。以前に、襲い掛かってきた飯野と話をしたときとは、状況が違っている。現状の探索隊は、事態を収拾させるために協力し合う関係だ。あなたのことを信用していません、なんて言うことはさすがにできない。

			「……まあ、いまの生活に不満はないですから。アケルには知人だっています。探索隊に合流する理由がありません」

			　合流するつもりのない大きな理由は伏せたが、これもまた理由のひとつではあった。

			　実際、遠征隊に参加したメンバーの半分は、すでに探索隊を離れているわけで、合流する必然性があるわけでもないのだ。

			「それに、おれが探索隊に入るのは難しいんじゃないですか。探索隊が今回の件に関与することに反対したメンバーは、おれを仲間として受け入れることを快く思わないでしょう」

			「そうね。多少の反対意見は出るかもしれない」

			　島津さんは否定しなかった。ただ、引き下がりもしなかった。

			「だけど、積極的に賛成するメンバーのほうが多いと思うよ。わたしも含めてね」

			「島津さんが、ですか？」

			「そう」

			　クールな印象の視線が、真剣にこちらを見詰めていた。

			「これはさっきも言ったけど、あなたとは協力していければいいと思ってる。だけど、一緒に仲間としてやっていけるなら、もっといいとも思ってる。お互いにね」

			「……どうしてそこまで？」

			「自己評価が低いのね」

			　怪け訝げんに思って尋ねると、島津さんはおかしそうに肩を揺らした。

			「エルフを守り抜いた真島の働きは、いまや世界中が注目してる。それを良いものと捉えるか、悪いものと見み做なすか、世界が割れてしまうくらいにね。自覚がないようだけど、わたしたちのなかで、この世界に来て真島ほどなにかを成し遂げた人はいない。わたしはそう思ってる。それくらいあなたを評価してるってこと。ま。別にこれは、わたしだけじゃないけどね」

			「島津さんの言ってることは本当よ」

			　飯野もぶっきらぼうな調子ながら口を添えた。

			「探索隊でも、いまの真島を評価する人間は多いわ」

			「そうなのか」

			　意外な情報は、ただ戸惑いを生むばかりだった。

			　とはいえ、あの飯野がこう言うのだから、事実ではあるのだろう。

			　そのために、島津さんはおれを探索隊に誘っているのだ。

			「真島にとっても悪いことじゃないと思うんだけどね」

			　戸惑うおれに、島津さんは続けた。

			「いまはとても世情が不安定になっているでしょう？　以前なら探索隊を離れていてもよかったし、実際に離れたメンバーもいたけど、いまはなるべく集まっておくべきだと思う。そうすれば、変なトラブルに巻き込まれることはなくなる。それに、今回の件に関わることに反対しているメンバーだって、真島が合流して身内になれば、自分たちと無関係だなんて言わなくなる。逆に、いまのままでもし次になにかあったら、反対する人数がどうなるかはわからない」

			「それは……確かに、そうかもしれませんが」

			「もちろん、無理にとは言わないけどね」

			　島津さんは肩をすくめた。意見を押し付けるつもりはなく、そのほうが良いと思ったから提案しただけなのだろう。

			「ただ、そういう選択肢もあることだけ、覚えておいて」

			　そう言うと、島津さんは席を立った。途端、その身の魔力が励れい起きされた。

			「さてと。それじゃ、そろそろ行こうかな」

			　探索隊の二つ名持ちにふさわしい魔力量。固有能力である『妖精の輪』を発動させるための膨ぼう大だいな魔力を練りながら、島津さんは飯野に歩み寄ると、その肩に手を置いた。

			　とんとんと、踵かかとが独特のステップを踏んだ。魔力が高まり、笑顔がこちらに向けられた。

			「それじゃあ、また会いましょう」

			　その言葉を最後に、島津さんと飯野の姿は掻かき消えたのだった。

		

	
		
			　

			08　世界の変容

			　

			　おれは深いところに沈んでいる。

			　深い深いところに沈んで――けれど、息苦しさはない。

			　暗くもない。温かな光を感じる。違和感を覚えて、目を開いた。

			「……ああ」

			　思わず声が漏れた。目の前に、ひどく懐かしい風景が広がっていたからだ。

			　立ち並ぶマンションの群れ。路肩に停められた車。下り坂の先には広い国道が走り、その向こうには住宅地が広がっている。鼻先をくすぐる良い匂いは、道路の向こうにある小さな定食屋のものだろうか。

			　あまりにも懐かしくて――それだけに、すぐ気付いてしまったことを惜しく思った。

			「……なんだ、夢か」

			　目の前に広がっていたのは、異世界に転移する前に住んでいた町だった。

			　けれど、その風景は記憶にあるそのままではなかった。

			　どうしようもない違和感があった。

			　遠くを見渡すと、不自然に情景が途切れていた。昼なのか夜なのか、空は黒く塗り潰されているのに、不思議と視界は良好だ。ひとつとして人影はなく、国道を走る車も見当たらない。

			　そもそも、現在の自分は北域五国のひとつアケルに滞在しており、帝都に向かった飯野たちが帰ってくる日を待っているはずだ。

			　この世界に戻りたい気持ちがないわけではないが、それが叶かなわないのは知っている。

			　だから、これは夢の産物だ。

			　夢であるために不完全な――夢だからこそもう一度見ることが叶った、懐かしい故郷。

			　そう思って、ふと眉が寄った。

			「……なんだ、これ？」

			　見下ろした先。自分の体に亀き裂れつが走っていた。

			　大きな亀裂は左腕を中心にして全身に走り、細かいひびに至っては、ないところを探すほうが難しい。

			　それだけでなく、二重映しに青白い灯ともし火びが透けて見えていた。

			　見覚えがあった。

			　それは、何度か訪れたことのある灯火の世界での、自分自身の姿だったのだ。

			「……ただの夢じゃないのか？」

			　しかし、これが灯火の世界だとすれば、少しおかしい。

			　おれが知っているあの世界は、ただただ見通せない暗闇が広がるばかりの場所だった。

			　ここは違う。

			　もっとも、灯火の世界の自分を夢で見ているというだけの可能性もあるのだが……。

			「なんとも言えないな」

			　とにかく、まずは状況を把は握あくすることだ。歩き回ってみれば、なにかわかるかもしれない。

			　そう考えて、足を踏み出そうとした。

			　途端に、がくりと視界が落ちた。

			「うおっ!?」

			　踏み出した右足が体重を支えられなかったのだ。ぐにゃりと異様な感覚は、なにか柔らかいものを踏み抜いたか――あるいは、足そのものがとろけてしまったかのようだった。

			　咄とつ嗟さに体勢を整えようとするが、左足もうまく動かない。こちらは、まるで血の通わない人形の足にでもなったかのようだった。

			　このままでは転んでしまう。反射的に地面に手を突こうとした。

			　けれど、その直前、飛び出したものが体を支えた。

			　

			　アスファルトに突き立った蜘蛛の脚だった。

			　

			「……は？」

			　それと同時に、アスファルトの地面に亀裂が走った。

			　亀裂は広がり、あっという間に世界のすべてにひびが入った。マンションも、路肩の乗用車も、広がる住宅地の家々も。それどころか、この空間そのものでさえも例外ではなかった。なにもかもがひび割れ、砕け散る。

			「……ッ！」

			　懐かしく温かな世界が壊れる。悲鳴すらあげられない。最後に、おれ自身さえも砕けて散って――気付いたときには、なにもかもが元通りになっていた。

			「……え？」

			　唖あ然ぜんとした声が出た。

			　何事もなく一歩踏み出したところで、おれは動きをとめていたのだ。

			　一瞬、状況を呑み込めない。あたりをきょろきょろ見渡してしまう。

			　理不尽にさえ感じるくらいに、世界は元の静せい穏おんを保っていた。懐かしい世界は崩れてなんていないし、体に起こったはずの不可解な変異は消えている。どころか、亀裂の入った体も、灯火も見えなくなっていた。

			　次の異変に備えて身構えるが、それ以上の変化は起こらなかった。

			　しばらくして、もう何事もないものと判断して、おれはゆっくりと体から力を抜いた。

			「……なんだったんだ、いまの？」

			　白昼夢のような出来事だった。夢のなかで夢を見るというのもおかしな話だが、そうとしか説明のしようがなかった。本当にあったことなのかさえ、もはや曖あい昧まいになりつつあった。

			　気のせいだったのだろうか。

			　なんだか、そんな気もしてきた。

			　もしもそうなら、それはそれでよかった。

			　あるいは、これがただの夢の出来事であるならかまわなかった。

			　……だけど。

			　これがもしも、夢ではないとするのなら――。

			「ゴシュッ、サマ！」

			「わっ!?」

			　そうして考えているところに声をかけられて、おれはびくりとしてしまった。

			「アサリナ!?」

			　どこか愛あい嬌きようのあるハエトリグサ状の頭部が、ひょこっと視界に顔を出していた。

			「お前もいたのか？」

			「サーマー」

			　驚くこちらの様子を気にすることなく、アサリナはマイペースに鳴くと、機嫌よさげにじゃれついてきた。

			　甘えたがりの彼女に付き合うのはやぶさかではないが、時と場合というものがある。

			「ちょ、ちょっと待て。アサリナ」

			　顎あごのあたりを甘噛みしてこようとするアサリナを、おれは咄とつ嗟さに捕まえた。

			　不思議そうにグネグネしている彼女に尋ねる。

			「アサリナがいるってことは、これは夢じゃないのか」

			「サマ」

			「ここはなんだ」

			「サマ？」

			「わからないのか」

			「サーマー」

			「そうか。なら仕方ないな」

			「サァーマ」

			　まあ、そう簡単にはいかないか。

			　おれは自由になったアサリナに甘噛みされつつ、頭を掻かいた。

			「にしても、アサリナがいるのなら、ほかのみんなもいておかしくない気がするんだが」

			　とはいえ、やはり見える範囲に人の姿はない。

			　眷けん属ぞくたちとの繋がりであるパスも……。

			「……いや。違う。この感じは、いるな」

			「サマ」

			　不思議なことに、パス越しにはリリィたちの存在を感じ取れた。

			　すぐ近くにいる。だけど、姿はない。

			　姿を取れているのは、おれと、アサリナ。そして……。

			「他に誰かいないのか？」

			「サマー」

			「ついて来いって？」

			　アサリナが長く体を伸ばして、ぴょこぴょこと、ある方向を示した。

			　こうしていても仕方ない。歩き出した。

			「サマ！」

			　アサリナが指し示す通りに道を曲がって歩いていく。偶然か、その道は高校の通学路だった。慣れた道ということもあって迷いなく歩ける。なんだか犬の散歩でもしている気分だった。

			「そういえば、アサリナはさっきのを見たか？」

			「サマ？」

			「世界が一瞬で崩れ落ちるような……ああ、いや。わからないならいい」

			「サマッ！」

			　こんなやりとりをしつつ、ご機嫌なアサリナに連れられて、高校への道を歩いていく。

			　その途中に、彼女がいた。

			「あら。旦だん那な様」

			　濃い金褐色の髪を揺らして、サルビアがこちらを向いた。

			　なにをしているのか、道端にかがんでいる。辺境伯との戦いからこのかた出てくることがなかったので、顔を見るのは久しぶりだった。

			　おれが近付いていくと、彼女は立ち上がって到着を待った。

			　柔らかな笑みがこちらに向けられて、次いでアサリナに視線が移った。

			「アサリナ。あなたが旦那様を連れてきてくれたの？」

			「サマ！　サマ！」

			「よしよし。良い子ね」

			　ぶんぶんと元気よく揺れるアサリナに、サルビアは優しく触れた。

			　垂れ気味の目がこちらに向いた。

			「それにしても、旦那様とこんなところで会うなんて思わなかったわ」

			「おれもだ。というか、なんなんだ、ここは？」

			　あたりを見回しつつ尋ねる。

			　サルビアはたおやかな仕草で頬ほおに手を当てると、首を傾げてみせた。

			「なにと言われてもね。むしろ旦那様のほうがよく知っているんじゃないの？」

			「知っているといえば、知っている。ここはおれの元いた世界だ」

			　あたりを見回して、首を振る。

			「ただ、そのものじゃない」

			「そうね。もう気付いていると思うけれど、ここは旦那様が灯火の世界と呼んでいた場所よ」

			「やっぱり、そうなのか」

			　それは先程までの実感に沿うものだったから、すんなりと受け入れられた。

			　思えば、『霊薬』と化したトラヴィスに抵抗しているとき、灯火の世界でおれに干渉することができたのは、サルビアとアサリナだけだった。

			　いま、ここにいるのがこのふたりだけなのも、ここが灯火の世界だからなのだろう。

			　その部分については納得したものの、おれは眉を顰ひそめた。

			「だが、これはおれの知っている灯火の世界じゃない」

			　深く沈んだ先にある真っ暗な世界。人の認識の及ばない場所。

			　灯火の世界の印象は、そんなところだ。だけど、これはまったくの別物だった。

			「変化したってことか」

			　だとすれば、それはなにを意味しているのか。

			　訝いぶかしく思っておれがつぶやくと、それを聞いたサルビアは表情を変化させた。

			「というより、進化と言うべきでしょうね」

			　その声色には、かすかに非難の響きがあった。

			「次の段階に進んだと言い換えてもいいけれど……この世界の変へん貌ぼうは、旦那様の能力と関係しているのでしょうし」

			「……ええと」

			　これはまずいやつだ。

			　そう気付いたときには遅かった。明らかに、サルビアの視線がとんがっていたからだ。

			「旦那様だって、わかっているでしょう？」

			　怒っていますよと、その顔に書いてあった。

			「前回のあれは決定的だった。『霊薬』トラヴィスを破るために、あなたは本当にぎりぎりのところに手を伸ばしてしまった。一度進んだら、後戻りはできないのに」

			　サルビアはずいと一歩近付いてくると、おれの顔を覗き込むようにした。

			「過ぎた願いは身を亡ぼす。わたしはまだ眷けん属ぞくになる前のことだから、実際に見たわけではないけれど、以前にリリィさんを攫さらったという『狂獣』高屋純の話は聞いているわ。わたしは長く生きているから、それ以外の例についても少しは知っている。あなたたち転移者の力は、ときに破滅をもたらす。旦那様も例外じゃない。それはわかっているんでしょう」

			　咎とがめる言葉が重ねられる。場合によっては、わずらわしいお小言とも感じられたかもしれなかった。しかし――。

			「だったら、もっと自分を大事にしないといけないわ。リリィさんたちと一緒に、穏やかに暮らしたいのでしょう？　あともう少し、次の会談がうまくいけば、旦那様の望む未来が手に入れられる。それなのに、その前に破滅してしまっては本末転倒だわ」

			「そうだな」

			　言われることすべて、素直におれは受け入れた。

			　そして、続けた。

			「ありがとう」

			「……」

			「叱しかってくれるのは、ありがたいよ」

			　あれはどうしようもないことだった。

			　あのときは、ああするほかにローズを救い出すことはできなかった。何度同じ場面に行き遭ったとしても、おれは同じ選択をするだろう。恥じることはなにもない。

			　……けれど、それはそれだ。

			　あれは、決して良いことではなかった。それもまた事実だった。

			　必要があるなら躊躇ためらってはならないが、安易に頼っていいものではない。

			　そこを勘違いしてはならなかった。

			　こうして叱ってくれる人がいれば、おれが勘違いをすることはないだろう。

			「……まったくもう、旦那様は」

			　サルビアはなんとも言えない顔をした。困ったようでもあるし、好ましげにも見える。

			　かと思うと、彼女はふっと笑って、こちらにさらに一歩近付いてきた。

			　なんだろうかと考える――そうする間に、正面から抱き締められた。

			「……」

			　驚きにおれは固まってしまった。

			　抱ほう擁ようは恋人同士のそれではなく、ただ親愛だけが含まれていた。

			　ぽんぽんと頭のうしろのほうを撫なでられた。

			　傍そばで見ていたアサリナが「サマー？」と鳴いた。

			「可愛かわいい子。いじらしい子たち。そんなふうに一いち途ずなところを見せられるから、わたしはあなたたちを応援したくなるのよ」

			「……あの、サルビア？　子供扱いされると、少し恥ずかしいんだが」

			　おれがちょっと抗議すると、サルビアは笑ったようだった。

			　笑った振動が、陽ひだまりみたいに温かくて柔らかい体ごしに伝わった。

			「わたしにしてみれば子供よ。この世界に生きている人間なんて誰もね」

			「それはそうかもしれないが」

			　恐らくは、この世界では最長命に近い存在に言われては、反論の余地はない。

			　大人しく子供扱いされるしかなかった。

			「ええ、そうよ。旦那様も含めて、みんな可愛い子供だわ」

			　サルビアは愛おしそうに言って、おれを抱き締める腕に少し力を込めた。

			　抱擁はしばらく続いた。

			　やがて彼女は満足したのか、体に回した腕の力を緩めた。

			「さてと。お説教はこれくらいにしておきましょうか。旦那様もわかっているみたいだものね」

			　そういって身を離した。そして、なんとも残念そうに溜め息をついた。

			「ああ、そろそろ時間みたいね」

			　そういう彼女の声が、少し曖あい昧まいなものになっていた。

			　意識が遠くなりつつあった。目覚めが近いのだ。

			「残念ね。折角、わたしたちだけでもここにいられるのだもの。ちょっと旦那様の世界を案内してほしかったものだけれど」

			「サマー」

			「そうね。また今度。こういう機会があったら、お願いしようかしら」

			　サルビアは胸の前で両手を合わせた。

			「ああ、そうだな。いつか、きっと……」

			　おれが頷うなずいてみせると、サルビアはひどく楽しみな顔を見せた。

			　そうする間も、意識はますます薄れていく。浮上する感覚があった。

			　サルビアがひらひらと手を振った。

			「それじゃあ、旦那様。くれぐれも、好き合った女の子と、好きでいてくれる女の子を悲しませることのないようにね」

			「わかってるよ」

			　なにもかもを擲なげうつとしたら、本当に最後の最後だけだ。

			　おれは頷いて――ふと、サルビアの言い回しに引っ掛かった。

			　好き合った女の子というのはわかる。

			　だけど、好きでいてくれる女の子というのは、どういうことだろうか。

			　しかし、おれがなにか問い掛けるより前に、意識は世界を離れていた。

		

	
		
			　

			09　少年の迷いと少女の言葉

			　

			　辺境伯領軍との敵対と、世界情勢の激動。

			　聖堂教会による事態の介入と、協力態勢の申し出、探索隊の手助けに、合流の誘い。

			　外側の諸々の情勢に対して、考えるべきことは多い。

			　しかし、だからといって、内側の諸もろ々もろを忘れてよいことにはならない。いまや運命共同体となりつつあるアケルとの関係は、決して疎おろそかにはできないものだ。お互いにできることをやっていき、信頼を積み重ね、交流を深める。地盤固めは大事だった。

			「……疲れた」

			「お疲れ様ー」

			　階段を登りつつおれがぼやくと、リリィが労ねぎらいの言葉を口にした。

			「リリィも疲れただろう」

			「わたしはご主人様ほどじゃないよ」

			「妾わらわはちと疲れたの」

			「ふふ。ふたりともすごく目立っていたからね」

			　ガーベラもまじえて話をしつつ、３人で階段を登っていく。

			　丁度、おれたちは近隣に出たモンスターの討伐を終わらせて、帰ってきたところだった。

			　ただ、疲れているのは討伐の肉体的な疲労ばかりが原因ではなかった。

			　というより、肉体的な疲労はそれほどではなかった。今回のモンスター討伐は、あらかじめアケルの護国騎士団による調査が行われていたし、しっかりした計画を立てたうえで、十分な戦力が捻ねん出しゆつされていたからだ。

			　おれたちが中心になって騎士団とともに戦闘を行い、危うげなく討伐は完かん遂すいした。移動も込みで５日かかったが、ずっと旅を続けてきたおれたちにしてみれば、特別に疲れを感じるようなことでもない。大変だったのは、そのあとだった。

			「ふふ。格好良かったよ、ご主人様」

			　腕を取って寄り添うリリィが、下から覗き込むようにして笑顔を向けてくる。

			「いっぱい人が見にきてくれてよかったね」

			「そうだな。折角の凱旋式なのに、人がいないんじゃやった甲か斐いがない……」

			　彼女の笑顔に応えながらも、おれはそのときのことを思い出していた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　当たり前のことだが、アケルでもモンスターに対する感情は悪いものであり、リリィたち眷属が受け入れられるのは簡単なことではない。

			　さいわい、マクローリン辺境伯領軍との戦いが怪け我がの功こう名みようとなって、アケルの世論はおれたちを受け入れる方向に動いてはいると聞く。とはいえ、そこにあぐらを掻かいていてはいけない。この機会をふいにする手はなかった。

			　それでは、どうするか。

			　王宮に出入りしている騎士や兵士たちの一部とは徐々に交流の機会を設けてはいるが、相手が大衆となれば話は別だ。まさかひとりひとりと理解を深めるわけにもいかないし、かといって、このままではガーベラあたりが外を出歩くようなことは、いつまで経ってもできない。

			　受け入れられるためには、大きなマイナスを打ち消すだけのプラスの要素が必要だ。

			　そこで、今回の凱旋式だった。

			　現状、アケルで真島孝弘という存在は『マクローリン辺境伯領軍からエルフたちを守り切ったアケルの英雄』として扱われている。

			　その英雄が、初めて人々の前に姿を現す。それも、アケルのためにモンスターを討伐して、凱旋式を行うというのだ。『噂の英雄』を一目見ようと、大勢の人々が集まるだろう。その前で、眷属たちのお披ひ露ろ目めを行おうというのが、今回の目的だった。

			　もっとも、正直、おれ自身はぴんと来ていないところもあった。

			　この件については、フィリップさんたちと相談をして計画を立てたのだが、根こん本ぽんのところの『英雄の凱旋』――ここのところが、能力の都合上、ずっと人目を避けて旅を続けてきたおれにとっては、どうにもぴんとこなかったのだ。仲間内では唯一、町に出ているケイからは「本当にすごい評判なんですよ！　本当です！」と聞いていたが、どうにも実感が湧かなかった。少なくとも、そのときまでは。

			「……これは、ちょっとすごいな」

			　モンスターの討伐をつつがなく終わらせたあと、騎士団と一緒に城下町に戻ってきたところで、おれは小さく呻うめき声をあげた。

			　現在、おれが立っているのは、三頭立ての四輪馬車の上だった。屋根はなく、周囲から姿が見える構造になっている。当然、乗っている側からも見通しはよく、これから向かう門の先にある大通りの左右に、非常に大勢の人々が詰めかけているのが見えた。

			「……アケルに来て、あれだけの人を見たのは初めてだ」

			「はは。そうでしょうね」

			　隣でフィリップさんが笑い声をあげた。こちらは緊張もない。立場柄、こうしたことには慣れているに違いなかった。

			「いつもこんな感じなんですか」

			「いえ。さすがにここまでの盛り上がりとなると、わたしも覚えがありません。もちろん、普段も多くの民が見物に来ますが、これは異例ですね」

			　アケルに限らず、モンスターの討伐に赴おもむいた軍が凱旋式を行うことは、よく行われていることだという。脅きよう威いを排除したことをわかりやすく示すことで人心の安定を図るとともに、軍の士気向上にも繋がるからだ。そうした催もよおしに参加する機会の多い王族のフィリップさんが「見たことがない」ということは、やはりこれは例外的な状況なのだろう。

			「あれ。みんな、ご主人様を見に来たんだよね」

			　弾んだ声で言ったのは、愛用の黒こく槍そうを片手に立つリリィだった。

			「すごいね。ふふ。ご主人様ったら、すっかり『アケルの勇者』だ」

			　素直に喜ぶ様子を見せる。おれが思わず苦笑を零こぼすと、リリィは腰を屈かがめて、こちらを下から覗き込むようにした。

			「ご主人様、緊張してる？」

			「……それはまあ、あれだけ人がいるとなるとな」

			　視線を向ければ、数えられないほどの人の群れ、高まる期待と熱狂の渦。そこに足を踏み入れることは、敵に立ち向かっていくのとはまた別種の緊張感があった。正直なところ、待っている彼らをがっかりさせてしまわないかどうか、気が気ではない。

			　知らず喉のどが鳴ったところで、リリィが呼び掛けてきた。

			「ご主人様」

			　改めて視線を戻す。息を呑のむほど可か憐れんな笑みがそこにあった。

			　真っ直ぐにこちらに向けられた目には信頼の光があって、はっとさせられる。

			「頑張ろうね」

			「……ああ。そうだな」

			　すっと心が落ち着いていく。自分がなんのためにここにいるのか、改めて思い出したのだ。

			　ああ、そうだ。彼女たちのためならば、なんだってする。彼女たちがいてくれるなら、なんだってできる。そう確信して、覚悟が定まった。

			　おれは静かに口を開いた。

			「行きましょうか」

			「かしこまりました」

			　頷うなずいたフィリップさんが御ぎよ者しやに指示を出して、馬車が動き出した。

			　

			　凱旋式の始まりを、高らかに吹き鳴らされる喇らつ叭ぱの音が告げた。

			　集まった群衆の前に、整列した一団が姿を現した。

			　人々が最初に目にするのは、先頭の馬車に載せられたモンスターの骸むくろだ。今回は、大物としては紅こう玉ぎよく熊ぐまに加えて、繁はん殖しよく期きを迎えた群ぐん青じよう兎うさぎが目立っていた。

			　以前のラファ村がそうだったが、この世界においてモンスターは災害にも等しい身近な脅きよう威いとなっている。それを被害が出る前に未然に取り除くことができた事実が、目に見える戦果として示されると、人々の口からは明るい歓声があがった。

			　そのうしろに、整列した軍の兵士たちが続いた。彼らは槍やりを高々と掲げ、あるいは喇らつ叭ぱを吹き鳴らして、大通りを進んでいく。モンスター討伐に出兵した騎士たちが不在の間、王都を守る役割を果たしていた彼らは、この場では帰還した騎士たちを出迎えて先導役を務めていた。

			　そして、次に現れるのが騎士たちだった。胸を張って歩く彼らの表情は誇らしげで、なにより明るい。これは、今回の出兵で騎士たちに被害が出ていないことが大きかった。

			　フィリップさんが言うには、モンスター討伐においては往おう々おうにして被害者が出るため、全員が無事に帰還した事実自体が、ひとつの大きな成果なのだという。この喜ばしい報せもまた、すでに人々に知らされていた。なにより騎士たちの明るい雰囲気からも、なにか伝わるものがあったのだろう。集まった人々は、ますます盛り上がっていた。

			　そこに、おれの乗る馬車が進んでいった。

			　なんだかひどく奇妙な感じがするのは、これまでずっと『自分は勇者なんかじゃない』と思い続けてきたからだろう。いまだってそうだ。もちろん、シランには『彼女の勇者』になると誓ったが、あくまでそれは彼女との関係に限ったものだった。

			　おれはただ、大事なものを守るために頑張ってきただけだ。なのに、気付けば『アケルの勇者』だ。正直、戸惑いしかなかった。

			　こういうのは慣れる気がしないし、向いているとも思えない。

			　ただ、必要があるのであれば、それが仲間たちのためになるなら、やらない選択肢はなかった。だから、そう。ある意味では、これまで通りなのかもしれない。大事なものを守るために、全力を尽くす。これはただ、それだけのことなのだ。

			　町を囲む高い壁に設えられた門を、馬車が通過した。

			「――ッ！」

			　耳が潰れるかと思うような歓声が押し寄せてきた。

			　声。声。声。場を満たす熱気。感情のうねりに、押し潰されるように錯さつ覚かくする。少し頭がくらくらするくらいだった。

			　けれど、同時に自分がこの国の人々に認められていることも感じることができた。押し寄せる感情は、総じて好意的なものだったからだ。

			　それは素直に嬉しかった。

			　辺境伯領軍や聖堂教会への対応を協議する時間を縫ねってモンスター討伐に参加し、限られた機会でできる限り兵士や騎士との交流の場を設けてきたのは、この日のためだった。英雄どうこうはこの際、置いておくとして、努力が実を結んだことは嬉しかった。

			　なにより、これでようやく仲間たちが受け入れてもらえる可能性が掴める。

			　条件は揃っていた。

			　英雄の凱旋というおめでたい場面。開拓村のエルフを守るために眷けん属ぞくたちがどれだけ奮戦したのかは、もはや誰もが知っていることだ。今回の討伐における彼女たちの活躍も、事前に周知されている。あとは、手筈通りにするだけだ。

			　おれは慎重に魔力を練り上げた。

			　そして、衆目を集めるように、すっと手を前に伸ばした。発動する。

			「魔法『霧きりの仮宿』」

			　さいわい、失敗を許されないプレッシャーのなかでも、きちんと魔法は発動してくれた。

			　途端、爆発的に膨ふくれ上がった霧が、大通りを包み込んだ。

			　あれだけ騒がしかった大通りに、一瞬の沈黙が落ちた。そして――

			「――ッ！」

			　先程を倍する歓声があがった。

			　凱旋式でこの魔法を使ってみせることは、あらかじめアナウンスしてあったのだ。だから、驚きはしても、混乱はなかった。というより、ここに詰め寄せた人々のお目当てのひとつは、これを見ることだと言ってもよかった。なぜなら、魔法『霧の仮宿』は、マクローリン辺境伯領軍を壊乱させた大魔法として、アケルの人々に知られているからだ。

			　王都ではいま、『真島孝弘と辺境伯領軍の戦い』の講談が大人気らしい。もちろん、おれは見に行ったことがないので伝でん聞ぶんだが、特に人気なのは『霧の魔法で辺境伯領軍を壊乱させる場面』なのだという。

			　魔法の霧が敵軍を呑み込んで、援軍のドラゴンたちが宙を舞う。講談に耳を傾ける人々は、きっと心躍らせて、その場面を想像してきたのだろう。

			　だから、すぐに気付いた。

			「上を見ろ！」

			　誰かが叫び、全員が気付いた。

			　仰あおぎ見る先に、大空を悠ゆう然ぜんと飛ぶドラゴンの姿があったのだ。もちろん、アケルに身を寄せた竜淵の里のドラゴンたちだった。彼らには、今回の催しに協力してもらっていた。

			　普段なら、凶暴なドラゴンが町の上空を飛ぶ光景を見れば、人々はパニックになるところだ。あれが危険なモンスターではないと知っていても、受け入れられない者はいたかもしれない。

			　けれど、いまだけは事情が違っていた。彼らはいま『物語のなかにいる』からだ。

			　ドラゴンたちはぐるぐると空を旋回すると、王宮へと飛んでいった。

			　名な残ごり惜しい視線が、そのあとを追っていた。

			　続いて、霧きりの魔法も解けた。けれど、解けない魔法もあった。

			　人々の視線が、こちらに戻ってきていた。その熱は冷めていない。これまで話を聞いて心躍らせてきた光景を実際に疑ぎ似じ体験したことで、次はなにが見られるのかと期待しているのだ。

			　狙い通り。いや、それ以上だった。劇場化とでも言うべきか。いまであれば、普段では受け入れられないものも受け入れられるだろう。この空気こそが、本当の魔法だった。

			　あと、もう一押しだ。

			　視線で合図を送ると、傍そばにいたリリィがくるりと槍やりを回してみせた。

			　講談では、黒こく槍そうを使う眷けん属ぞくについても語られているので、彼女がモンスターであることはすぐにわかっただろう。二手に分かれた辺境伯領軍の一方を相手取って、彼女が槍の投とう擲てきで敵を吹き飛ばして足留めしたエピソードも、痛快で人気があるらしいのだ。

			　リリィが周りに手を振ると、好意的な歓声があがった。打ち合わせにはなかったアドリブだが、この空気ならいけると判断したのだろう。ひゅんひゅんと音を立てて自在に槍を操ってみせると、歓声はますます高まった。

			「よっと」

			　続いてリリィは身軽に馬車から飛び降りると、片手の擬ぎ態たいを解いた。透明な触手がこちらに伸びてくるが、観客と化した群衆はその光景を見ても恐怖しない。

			　おれは目の前に伸ばされた触手を手に取ると、導かれるように馬車を降りた。

			　そこに後続の馬車がやってきた。こちらは、おれたちが乗っていたものとは違って、箱形の大型馬車だ。その横に取り付けられた大きな扉が開いた。

			　そこから巨大な蜘く蛛もの脚が飛び出すと、さすがにぎょっとした空気が生まれた。

			　けれど、それもまた知られているものだった。

			「……ほう。これは、なかなかに壮観だの」

			　怖おじた様子は欠片かけらもなく、ガーベラがあたりを見回した。その姿は堂々としていて、血のように赤いその両目だけが子供のような稚ち気きを宿していた。

			　眷けん属ぞく最強の白い蜘く蛛も。美しきアラクネ。話に聞くその美貌を、想像していた者も多かったのだろう。そして、実際に姿を現した彼女を見て、自分の想像がまるで足りていなかったことを知ったに違いなかった。方々で感嘆の吐と息いきがあがっていた。

			　ガーベラは傍にエルフの子供たちを連れていた。開拓村で彼女が仲良くなった子供たちだ。集まっている群衆のなかには、辺境伯領軍が放った別働隊の執しつ拗ような追撃から、ガーベラが開拓村のエルフたちを守ったエピソードを思い出した者もいただろう。子供たちにまるで恐れる様子がないのを見れば、ガーベラが危険な存在でないことは明らかだった。

			「主殿」

			「ああ」

			　今度はおれが、ガーベラをエスコートするかたちになった。

			　差し伸べられた手を取ると、彼女は「お伽とぎ噺ばなしのお姫様のようだの」と言って、状況抜きで嬉しそうに笑った。まだ残っていた緊張がほぐれて、おれもまた笑みを返した。

			　元の馬車に戻る間も歓声はとまらない。凱旋式は最後まで盛り上がり続けたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……トチらなくて本当によかった」

			　思い返して、おれは大きな安あん堵どの吐息をついた。それを見て、リリィがくすくす笑う。

			　ともあれ、十分な手ごたえは得られていた。すぐにガーベラあたりを外に連れ出してどうこうというのはまだ難しいだろうが、こういうことを何度か繰り返していくことで、少しずつ慣れてもらえばいつかはきっと……と、思うことができたのだ。

			　こうなれば、今度は他の眷属の誰かをお披露目することだって視野に入ってくる。得たものを思えば、精神的な疲労くらいは安い代償というものだろう。

			　そうして話をしているうちに、目指していた場所に着いた。

			　おれたちが王宮で借り受けている区画にある、談話室兼共同スペースだ。ここは区画のなかでも奥まったところにあって、もう少し出口に近いほうを開拓村のエルフたちが利用する一方で、このあたりはおれと眷属たちで使わせてもらっている。

			　他の眷属たちは、まだ戻ってきていないようだった。シランは護国騎士団と夜まで打ち合わせがあると言っていたし、ロビビアはケイの訓練に付き合っているはずなので、まだ帰ってこないだろう。あやめはまたベルタと日向ひなたぼっこでもしているのかもしれない。

			　おれはソファに腰を下ろして、深く息をついた。充足感とともに、普段の訓練の疲労などとはまた違う疲れを覚えていた。

			　一方、傍にいたリリィは座ることなく、ガーベラに声をかけた。

			「それじゃ、ガーベラ。ご主人様のこと、お願いね」

			「うむ？　どこか行くのかの」

			　不思議そうにするガーベラに、リリィはいかにも上機嫌な笑みを向けた。

			「書庫に行こうかと思って」

			「おお、そういうことか。リリィ殿も好きだの」

			「ふふ。折角、お城の書庫に自由に出入りできるようにしてもらったんだもの。それに、ほら、なにか有用な情報も手に入れられるかもしれないしね」

			　アケルの王宮には、かなり立派な書庫がある。おれは眷けん属ぞくたちも含めて、書庫を閲えつ覧らんできるように許可をもらっていた。

			　とはいえ、ガーベラなど眷属たちはもとより、この世界の文字を勉強し始めているおれや加藤さんにしたところで、せいぜい子供向けの本を読めるかどうかといったところだ。書庫を開放してもらっていても、有効活用できているのは、リリィと水島さんだけだった。

			「任せてしまっていて悪いな。リリィも疲れているだろうに」

			「わたしはそれほどでもないから大丈夫だよー」

			　おれが言葉をかけると、リリィはひらひらと手を振った。

			「それに、美穂が本読みたがってるしね」

			　と言ったところで、リリィの下半身がスライムのものに戻った。

			　広がった透明な体から、ひょこっと水島さんが顔を出した。器用に肩から上だけを生やしているのが、まるで水面から顔を出しているように見える。
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			「というわけで、真島くん。りーちゃんのこと借りるね？　折角の機会だし、なるべく読み溜めておきたいんだよね」

			「水島さんは、本当に本が好きなんだな」

			「ふふ。まあ、こんな機会、次はいつあるかわからないからね。りーちゃんには付き合ってもらうことになるけど」

			「別にいいよー。そんなふうに言わなくても。美穂の影響で、わたしもけっこう本は好きだからね。息抜きだよ。ご主人様も、気にしなくていいんだからね？」

			「そうか。ならいいんだが」

			　頷うなずきつつも、仲の良さそうなふたりの姿に口元がほころんだ。ひとつの体にふたつの人格というのは大変そうに思えるのだが、うまくやっているようだ。

			「なにか面白いことは見付かったか」

			「ん？　そうだねえ」

			　視線を落としたリリィと、肩から上だけの水島さんは、鏡合わせに顔を見合わせ思案した。

			「帝都周辺の地理について触れてるものが、いくつかあったのは有用だったかな」

			「あとは、ほら、料理の本があったからレシピをメモさせてもらったじゃない？」

			「あー。りーちゃんが喜んでたやつ？」

			「美穂もお料理すればいいのに」

			　読んだ本の内容はかなり多た岐きにわたるらしい。微妙にふたりの個性が出ているのが面白い。

			　少し考える様子を見せたあとで、リリィが手を叩いた。

			「そうそう、面白いことといえば」

			「なにかあるのか」

			「うん。ほら、この世界、聖堂教会が勇者の伝説を伝えているでしょ。かなり昔のことまで、伝説ってかたちで記録に残ってるみたいなんだよね」

			　ぴんと指を立ててみせる。

			「最初の勇者が現れたときから、歴代の勇者の伝説が残ってるの。とはいっても、１０００年遡さかのぼったあたりからけっこう年代は怪しいっぽいし、都合の悪いことは書かれてないけど」

			「転移者がひとりの例外もなく勇敢に戦っているとか、あとは、エルフに関する記述あたりのことか？」

			「そう。それそれ。たとえば、そのエルフについてだけど、人類の裏切り者だって差別されていた時期があったエルフは、勇者の伝説には出てこないでしょ。シランさんのことなんかを考えても、これまでひとりもエルフが勇者に同行してないとは考えづらい。だから、同行した事実が語り継がれなかったのかもしれないし、伝えられるうちに過去の記録が消された可能性もあるかな。だけど、ここはアケルで、エルフの偏へん見けんの薄い土地でしょう？」

			　そこまで聞いたところで、リリィがなにを言いたいのかわかった。

			「エルフたちの記録が、アケルでは残ってるかもしれないってことか？」

			「うん。そういうこと。まあ、一例としてエルフを挙げたけど、それに限らず聖堂教会とは別の視点がほしかったんだよね。他と比べることで、聖堂教会の考え方、価値観、方針みたいなものがわかってくるかなって、美穂と話してたんだ」

			「なるほどな」

			　水島さんと一緒に、いろいろと考えていたものらしい。

			「それで、どうだったんだ」

			「まだ結論を出すにはちょっと早いかもしれないけど……まず教会についてだけど、アケルの見解でも、基本的に聖堂教会や聖堂騎士団は世界を守るために行動しているみたい。その点に関しては、聖堂教会側が伝える話と矛む盾じゆんはなかったよ。自浄作用がきちんと働いていて、たとえば大貴族の出であっても不正が見付かれば厳しく罰したりとかね。そう考えると、トラヴィスは例外……というか、余程にうまくやっていたんだろうね」

			　言い換えれば、それだけトラヴィス＝モーティマーは才能のある人間だったのだろう。そうして考えてみると、極めて悪い意味ではあるが、現在の情勢に彼の残した影響は大きい。その才能を良い方向に活かしていれば、ずいぶんと状況は違っていただろう。

			「それでね、面白いのはここからなの。もっとも、本題からは逸それちゃうんだけど」

			　そう前置きをしてから、リリィは語った。

			「アケルの歴史書には、エルフの記述はそこそこ出てきたの。ただ、どの文献を当たっても、８００年くらい前までしか記述がないんだよね。というか、そもそも、それ以前の出来事に触れられてる文献が少ないんだけど。どうもそのあたりで情報の断絶があるみたいでさ」

			「断絶？」

			「うん。なんでも、世界的な大災害があったみたい。モンスターの大発生と天変地異が重なったとかなんとか」

			「大災害……初めて聞くな」

			「勇者の伝説では触れられてないんだよね。勇者の絶対性に傷が付くって判断なのかも。ただ、影響は確かにあって、そのあたりより前の伝承が、かなり曖あい昧まいな感じなんだよね」

			　なるほど。確かに書庫を当たったからこそ、得られた見解ではあるようだった。

			　基本的に、おれの知識の大部分はシランに依存している。シランは平民の出身では教養のあるほうだが、義務教育があるわけでもないこの世界、どうしても限界はある。リリィのしているように、書物から知識を得るのは有用なように思えた。

			「いまのところの収穫はこんなところかな。もうちょっと聖堂教会関係の資料とか歴史とか、当たってみるつもり」

			「わかった。楽しんでいるのはわかったけど、根を詰め過ぎないようにな」

			「ん。お夕飯までには戻るから。ご主人様はゆっくりしてて」

			　そう言うと、リリィは腰をかがめておれの頬ほおにキスをした。

			　同時に、逆側の頬にも唇の感触があった。

			　驚いて振り向いたときには、そこにいたはずの水島さんの姿はなくなっていた。

			「もう。美穂ってば、恥ずかしがり屋さんなんだから」

			　リリィが呆れたように言って、くすりと笑った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　部屋を出て行くリリィのうしろ姿が見えなくなると、おれはソファに寝転がった。

			　リリィに言われたからというわけではないが、ちょっと休むことにしたのだ。体を横にすると、ほうと吐と息いきが漏れた。

			「お疲れだの」

			　ソファの背もたれのうしろに回ったガーベラが、ひょこっと顔を出した。

			「妾わらわも……ふわぁ。ちと疲れたの」

			　目をしょぼしょぼとさせて、彼女は背もたれに身をもたれかけさせる。

			　声をかけられたのは、そうしてふたり、なにをするでもなく体を休めていたときだった。

			「――あ。先輩」

			　ちょっと眠りかけていたかもしれない。

			　瞼まぶたを持ち上げて視線を向けると、こちらにやってくる加藤さんの姿があった。

			　そのうしろにはローズもいて、近付いてくると丁寧に頭を下げた。ふたりは討伐には参加せず城に残っていたのだった。

			「おかえりなさいませ、ご主人様。姉様にきいて、こちらに参りました。姉様が席を外している間、ガーベラと一緒に護衛をするようにと言われております。ここで作業をしてもかまいませんでしょうか」

			「おれは気にしないよ」

			「ありがとうございます」

			　リリィは気を利かせて、数日離れていた妹に、おれと一緒にいる時間を作ったのだろう。その判断にはまったく文句はなかった。

			　ふたりは作業をするために、荷物を広げ始めた。床が汚れないように厚手の布を敷しいてから、そのうえに道具を並べていく。布を敷いた位置は、おれが寝転がるソファの前だった。

			「真菜はそのあたりに座ってください」

			「わかりました」

			　作業をするローズは広い空間のある部屋の中央近くに座り、加藤さんはおれの近くに腰を下ろした。ふたつに結ゆわえた髪の間、無防備なうなじが手を伸ばせば届く位置にあった。

			「では、始めましょうか」

			　ローズが作業用のナイフを抜いた。

			　立て続けにあった聖堂騎士団、辺境伯領軍との戦いで、彼女がこれまで製作してきた魔法道具はかなりの部分が消費されてしまった。その補充は急務であり、ここ１ヶ月というもの、用事がなければローズはいつもなにか作っていた。

			　そんな彼女を前にして、いつまでもソファに寝転がっているのもなんだろう。

			　そう思ったのだが、体を起こそうとしたところで、当のローズにとめられてしまった。

			「ご主人様はそのままでいらしてください。お疲れでしょうから」

			「しかしな」

			「ローズさんの言う通りですよ」

			　加藤さんもこちらを振り返って、口を添えた。

			「遠出をして、モンスターを討伐して、帰ってきて大勢の人の前で慣れない凱旋式に参加されたんです。ちょっとぐらい休んでいたって、誰も文句なんて言いません。むしろ休むのを邪魔したみたいで、わたしたちのほうが落ち着きませんよ。ゆっくりしていてください」

			「……まあ、そういうことなら」

			　気持ちが疲れているのは事実だったし、ここで問答をするのすら億おつ劫くうでもあった。

			　ずっと寝食をともにしてきて、今更、寝転がっているのを見られるくらいなんでもない。

			　厚意に甘えることにしたところで、小さな欠伸あくびが出た。

			「本当にお疲れみたいですね」

			　加藤さんが口元に手を当てて笑った。

			「そういえば、遅くなりましたけど、おめでとうございます。わたしも凱旋式を見ていましたけれど、成功したようでよかったです」

			「見にきてたのか？」

			「あ、いえ。見ていたのは、ここからです。望遠鏡があったので」

			「ああ、そういうことか」

			　男性恐怖症が完治したわけでもない加藤さんが、あの群衆のなかに足を踏み入れるのは難しいだろう。納得したところで、加藤さんがくすりとした。

			　なにかと思うと、彼女は視線でおれのうしろを示した。

			「ガーベラさん、寝ちゃったみたいですね」

			「……だな」

			　ソファの背もたれにうしろから寄りかかって、ガーベラは静かな寝息をたてていた。

			　普段は立ち振る舞いからどうも可愛かわいい印象があるのだが、こうしているとやはり美人だ。

			　ぼんやりと見惚ほれていると、ローズが声をかけてきた。

			「ご主人様もひと眠りされたらいかがですか。その場合、ベッドに移動されたほうがよろしいでしょうが」

			「いや。そこまでは疲れてない。大丈夫だ」

			　視線をずらして、今度はローズが作業をしているところを眺める。

			　彼女はなにやら、武器かなにかの柄えのようなものを削り出しているようだった。魔法のナイフを操る手付きは滑なめらかで、それこそ魔法のように器用に動く。見ていて飽きない。

			　床のうえに木き屑くずが溜まってくると、邪魔にならないように加藤さんが集めて袋に入れた。

			　ふと、その目がこちらを向いた。

			「そういえば、先輩。ちょっと訊きいてもいいですか」

			「なんだ、改まって」

			　加藤さんは手にした袋の口を閉じてから、こちらに向き直った。

			「この間、島津先輩が来たときのことなんですけど、探索隊との合流について提案されたじゃないですか」

			「……されたな」

			「先輩、その場で答えなかったですよね。わたしはてっきり、すぐ断ると思っていたんですけど。なにか理由があったのかなって」

			　なにげない口調だった。特別な意図があるわけではなく、単に気になっただけなのだろう。

			　もっとも、問われた側もそのように受けとめられるかは、また別の話だったが。

			　おれは少し考えを纏まとめてから、答えを返した。

			「……まあ、なんというか、そのあたりが理由かな」

			　加藤さんはきょとんとした。

			　もともと、あどけない顔立ちをしているので、そうすると彼女の幼い印象が強まった。

			「と言いますと？」

			「加藤さんも、おれが断ると思っていたんだろう。おれにはコロニー崩ほう壊かいのときの経験があるからな。どうしても、転移者の集団に対しては警戒心が先立つところがある。信用してない相手と合流なんてできない」

			　溜め息が出た。

			「……と、思ってたんだけどな」

			「いまは違うんですか？」

			「いや。いまも同じだよ」

			　否定して、付け加える。

			「ただ、それでいいのかと思ったんだ」

			　思いのほか、島津さんは好意的だったから、ふと思ってしまったのだ。

			　これを即座に断るのはどうなのかと。

			　そうして考えたら、気付いてしまった。

			「自分があの頃の感情に流されていないかって、ふと思ったんだ」

			　気付いた以上は、その可能性は無視できるものではなかった。

			「おれには、みんなを率いる責任がある。常に最善を選ぶことはできないにせよ、最低限、常に最善だと判断したものを選択し決断する義務がある。……だけど、感情で拒絶するのは、その逆だ」

			　選択肢があって選ばないのと、最初からないのとでは話が違う。

			　前者は決断であり、後者はただの拒絶だ。

			「考えたうえで判断を下しているつもりで、感情に動かされていないかって疑問に思ったんだ。だから、あのとき即座に断ることも、受け入れることもできなかった」

			「先輩はちゃんと考えてると思いますけど」

			「……だったらいいんだが。この件については、おれは少し自信がないな」

			　加藤さんはこう言ってくれるが、実際、どうなのかはわからない。確信が持てない。

			　視線が自然と天井のほうに逸それて、苦笑が漏れた。

			「……ああ。悪い。愚ぐ痴ちみたいなことを聞かせたな」

			　話をするつもりではなかったところまで、口にしてしまった自覚があった。

			　こんな弱音が出るのは、やはり疲れているからかもしれない。

			　気を取り直して、おれは自分の発言をフォローした。

			「とにかく、おれが断らなかったのはこういう理由だよ。たいしたことのない理由だから、必要なときまでにはちゃんと決めておく。だからそこは心配しないでいい」

			　頭のなかにあるもやもやしたものを拭ぬぐうように、額ひたいのあたりを押さえた。

			　その手を掴まれた。

			「……加藤さん？」

			　加藤さんが、こちらに身を乗り出していた。

			「大丈夫です」

			　ひょっとすると、それは反射的な行動だったのかもしれない。普段より30センチも顔の距離が近かった。そして、本人はそれに気付いた様子もなかった。

			「先輩なら大丈夫です」

			　加藤さんは、力強く主張した。

			　前のめりになった分だけ近付いた顔が赤い。それだけ声には力が込められていたのか、彼女の言葉はおれの胸を大きく揺さぶった。

			「わたしは、先輩を信じてます」

			　体温が上昇したせいか、少女の匂いが強くなる。どこか甘い匂いだ。それが加藤さんのものだと判別できるくらいには、付き合いは長くなっていた。

			　おはようからおやすみまで。

			　元いた世界で学生のままであれば、ただの友達どころか、親友……あるいは恋人であっても、これほど長く一緒にいることは稀まれだろう。

			　それでいて、彼女は眷けん属ぞくではない。

			　酷ひどい目に遭っているところを助けて、最初は疑って、間違いに気付いて後悔して、一緒にいたいと言われて、これまでずっと時間を共有してきた。

			　リリィたちと同じくらいに大事な仲間で、守りたい人だ。

			　

			　……あるいは、そんな彼女の存在こそが、おれを迷わせているのかもしれなかった。

			　

			　なぜなら、加藤さんは転移者だ。

			　幹みき彦ひこみたいに元の世界にいたときからの知り合いというわけでもない。コロニー崩ほう壊かいのあとに出会い、良いことも悪いことも様々な出来事が積み重なって、いまのかたちに収まった……探索隊と同じ転移者なのだ。

			　彼女と探索隊の違いはなんだろうか？

			　能力を持っていることか？　だったら、彼女が能力を持ったら突き放すのか。

			　そんなことはありえないというのなら、探索隊だって同じではないのか。

			　それとも、加藤さんが例外で特別なのか。

			　だとすれば、それはどういう意味で特別なのか。

			　つまるところ、自分にとって、加藤真菜という少女はなんなのか。

			　疲れているせいか、そんな取り留めのない考えが脳裏に過よぎって――

			「あ」

			　――我に返ったのか、加藤さんが手を離した。

			　ますますその頬ほおが赤くなったのは、先程とはまた別の理由であるように思えた。

			「ご、ごめんなさい」

			　前のめりになっていたのが、わたわたと後ずさる。さっきまでおれの手を握っていた指の先を、火傷やけどでもしたみたいに押さえていた。

			　上気して、わずかに潤うるんだ目がこちらに向けられている。なんだかひどく切なげな、特別な表情。思わずおれは視線を逸らした。

			「ああいや。謝るようなことはないが……」

			　これはよくない。

			　というより、はっきりとまずい。ありえない勘違いをしてしまいそうになる。

			　男性恐怖症の彼女に限って、そんなことはありえないのに。

			　おれたちはふたり揃って沈黙してしまった。

			　なんとなく気まずいような、落ち着かないような空気が満ちて、そのときだった。

			「……主殿、加藤殿」

			「っ!?」

			　声をかけられて、ふたり同時にびくりとした。

			　気付けば、眠っていたはずのガーベラが目を開けていた。

			　もたれかかっていたソファの背もたれから、彼女は静かに身を起こした。

			「どうしたのですか、ガーベラ」

			　これまで静かにしていたローズがそう尋ねたのは、ガーベラの表情がやや険しいものだったからだろう。彼女の赤い目は部屋の入口に向けられていた。

			「……なにか妙な感じがする。気を付けよ」

			　なんのことだと尋ねる前に、部屋に近付いてくる気配があった。

			　即座に思考を切り替えて、おれは身を起こした。

			　ソファに立てかけていた剣を手に取り、いつでも抜けるように握る。

			　そうして数秒。部屋に巨大な狼が姿を現した。

			「……ベルタ？」

			　疑問に思いつつ、おれは呼び掛けた。ここしばらくのんびりしていたはずのベルタの雰囲気が、はっきりと硬かったからだ。どうやらひどく緊張している様子だった。

			　その脇にいたあやめが、ととーっとこちらに走り寄ってきた。

			　普段面倒見のよいベルタが、そちらに目を向けることはなかった。

			「真島孝弘。少し時間をもらえるか」

			　そう告げる声も強こわ張ばっていた。

			　理由はすぐにわかった。ベルタのうしろから少年が部屋に足を踏み入れたからだ。

			「失礼します」

			　その場の空気が凍り付いた。

			「……工藤」

			「お久しぶりです」

			　ベルタの主、『魔軍の王』工藤陸が、にこやかな笑顔を向けてきていた。

		

	
		
			　

			10　魔王の傷

			　

			「突然、訪問してしまって申し訳ありません」

			　談話スペースにあるソファのひとつに、工藤は腰を下ろしていた。

			「なにせ、事前にアポイントメントを取ることも難しい立場ですので」

			　こちらに向けられた笑顔は、彼が魔王としてこの世界の人々に知られつつあることが信じられないくらいに穏やかで、どこか浮世離れして見えた。もともと線が細かったが、さらに痩やせたことで現実感が希薄な印象さえあった。

			　それでいて、弱々しい印象はなかった。泰たい然ぜんとした態度には、ある種の風格が感じられた。

			「……別にそれはかまわないが」

			　おれもまたソファに座って、工藤に対面していた。

			　油断はしていないが、かといって、敵対的な態度を取るつもりもない。

			　ローズたちに作業の荷物を片付けてもらったうえで、客人として応対していた。

			「ただ、確かに驚きはしたな。おれはてっきり、お前は人目を避けているものと思っていた」

			「別にぼくも、常に人里離れた場所にいるというわけではありませんよ。必要があれば、こうして足も運びます。無論、護衛は連れていますけれどね」

			　そう言う工藤のうしろには、『ドッペル・クイーン』アントンが作った、十じゆう文もん字じ達たつ也やの姿を模した分体が控えていた。工藤の影から出てきた『ナイトメア・ストーカー』ドーラと並んで、こちらのガーベラとやや険しい視線を交わし合っている。服の下には『ダーティ・スラッジ』ツェーザーも潜んでいるのだろうし、これまで護衛をしてくれていたベルタも向こう側だ。

			　加えて、工藤はアケルの軍の装備に身を包んだ５人の兵士を連れていた。と言っても、人間ではない。アントンの分体だろう。よく見れば、顔に見覚えがあった。

			「……アントンの分体を王宮の兵士に化けさせて、ここまで手引きさせたのか」

			「その通りです」

			　頷うなずいた工藤が、掌てのひらをこちらに向けた。

			「一応、言っておきますけど、化ばけた当人に危害は加えていませんよ。先輩には嫌われたくありませんからね。ちょっと眠ってもらっているだけです」

			　ある程度は穏当な手段を選んではいるらしい。奇襲じみた来訪は、本人の言葉通り、その必要があったからしただけのことなのだろう。

			「ぼくが帰ればすぐにでも解放します。無論、ぼくの身になにかあればその限りではありませんけどね。あとは、街の外に待機させている配下を、いつでも動かせるようにもしてありますので、そのおつもりで」

			「……そんなふうに脅おどさなくても、お前に危害を加えるつもりはないよ」

			「でしょうね。そこは信頼しています。なにせ以前に、まだぼくのことを諦あきらめていないと伝えられていますからね」

			　工藤は肩を揺らした。本心から楽しそうな様子だった。

			　そうしていると、ただの年下の少年にしか見えない。

			　そんな工藤の姿を、床に伏せたベルタが見上げていることに、おれは気付いた。

			　こちらの視線に気付くこともなく、彼女はじっと主人に視線を注いでいる。嬉しそうな、それでいて切なそうな眼まな差ざしだった。

			　主である工藤に幸せになってほしいと、ベルタが願っていることは知っている。たとえ破滅するのだとしても、絶望ではなく穏やかに終わってほしいと……それが叶かなわないと覚悟したうえで、彼女は願っている。

			　楽しげな主の様子は、彼女にとって嬉しいものなのだろう。その一方で、それがこのひと時だけのものだと知っているだけに、無力感を覚えもするのかもしれない。

			　もっとも、それは一方通行の感情だ。

			　工藤はそちらに注意を向けることもなく、話を続けた。

			「だけど、形式というのは必要なものですからね。先輩は脅されていた。ここは、そういうことにしておきましょう」

			「……脅されていたから仕方がなかった、と？」

			「そういうことです」

			　確かに工藤の言う通り、この状況はあまりおれにとって都合の良いものとは言えない。

			　たとえば、世界を脅おびやかす『魔軍の王』と結けつ託たくしていると見られたら、おれの立場はかなり悪いものになってしまうだろう。下手をすれば、現在の情勢そのものが打撃を受けかねない。

			　だから『脅おどされていた』という言い訳は、この場を成立させるために必要なものだった。

			　もっとも、配下が町の外で控えているというのも嘘うそではないのだろうが……。

			　おれは工藤に疑問の視線を向けた。

			「そこまでして、工藤はなにをしに来たんだ」

			「もちろん、先輩からお話をうかがいにきたんですよ」

			「……話を？」

			「ええ、そうです。聖堂騎士団の助けを借りたマクローリン辺境伯領軍を、先輩が退しりぞけたという話を聞いたときには驚きました。先輩の危機と聞いて急いで駆け付けたのですが、ぼくが来るまでもありませんでしたね」

			　どうやら工藤は、辺境伯領軍がおれの命を狙っていると聞いて、わざわざやってきたらしい。

			　ふと気付いたことがあって、おれは眉を寄せた。

			「そういえば、工藤はいつこの国に来たんだ？」

			　この口ぶりだと、おれたちが辺境伯領軍を撃退した時点から、そう時を置かずにやってきたのだろうと思えた。ということは――。

			「再編中の辺境伯領軍が、モンスターの大群に襲われて壊滅した件。あれはお前の仕し業わざか？」

			「ええ。まあ、そうですね」

			　工藤は肩をすくめてみせた。

			「決定的な場面には間に合いませんでしたから、せめてもの点数稼ぎのようなものですが」

			　どうということのない口調だったが、言っていることはすさまじい。

			「とんでもないな。辺境伯領軍には、まだ何千人も兵士がいたはずなんだが……」

			「と言っても、やつらは先輩との戦いで疲ひ弊へいしていましたからね。そうたいしたものではありませんよ」

			　とはいうものの、同じ芸当がおれにできるかと言われれば無理だろう。恐らく、探索隊の転移者たちのなかでも、単独でできるものは少ないはずだ。

			　だが、工藤自身の意見は違うようだった。

			「本当にすごいのは先輩のほうでしょう」

			「……なに？」

			「ぼくたち転移者に与えられた力は、願いに起因したものですからね」

			　戸惑うおれに、工藤は告げた。

			「あの日、あの時、あの場所で、ぼくは『こんな世界なんて滅びてしまえ』と願いました。言うなれば、戦う力を望んだわけです。ベクトルは違いますが、探索隊の転移者も本質は同じです。強くあることを望んだ者が強いのは、当然の理屈でしょう。ですが、先輩は違います」

			　語る口調は軽やかで、好意的なものだ。本気で言っていることが察せられた。

			「先輩は強くなりました。ですが、それ以上に大きくなったことを自覚すべきです。その結果として、先輩が世界に与える影響力もまた大きなものとなったのですから。いまや先輩は台風の目です。あなたが動けば世界も動く。聖堂教会も、大貴族も、勇者でさえもね」

			「……お前自身もか？」

			「そうですね。否定はしません」

			　穏やかな笑顔のなかに、工藤は真意を隠した。

			　けれど、ここに来たということは、そういうことなのだろう。

			　工藤は今後のおれの動向を探りにきたのだ。そうすることで、これから先、なにが起こりうるのかを把は握あくしようとしている。

			　その結果、工藤が動くのかどうか、動くとしてなにをするのかはわからないが……。

			「ベルタから聞きましたよ。辺境伯との会談を行うために、帝都に向かうことになっているのだとか」

			　あくまで朗ほがらかに、工藤は話し掛けてくる。

			　事情を話してもよいものか、一瞬、迷った。

			　けれど、大体のところは、すでにベルタから聞いているだろう。隠す意味はなかった。

			「ああ。聖堂教会や探索隊と協力して、辺境伯を抑える手筈になっている」

			「そうなれば、およそ懸けん案あん事項はなくなるわけですね。アケルには地盤ができつつありますし、いよいよ先輩の目的が達成されるまであと一歩ですか」

			「首尾よくいけばの話だけどな」

			　とはいえ、目的に着実に近付いているのは間違いない。

			　今日の凱旋式の手応えが、そう確信させてくれていた。

			　以前に工藤と遭そう遇ぐうしたときには、まだ腰を落ち着ける先さえ曖あい昧まいだったことを考えれば、状況はずいぶんと変わったと言えるだろう。

			　時が巡り、歩みは進む。それはきっと、目の前の少年だって同じことで――。

			「お前はどうなんだ、工藤」

			　おれは踏み込む言葉を口にした。

			　考えようによっては、これは良い機会かもしれないと思ったのだ。

			　なにせ、普段はどこにいるかもわからない、接触もできない人物がこうして向こうから来てくれたのだ。

			　おれはまだ工藤のことを諦あきらめていない。これは彼を説得する千せん載ざい一いち遇ぐうの好機とも思えた。

			「これまでなにをしていた？」

			　その目を見据えて質問を投げ掛ける。返ってきたのは、韜とう晦かいする微ほほ笑えみだった。

			「先輩と同じですよ。目的のために動いていました」

			　そう簡単には、話をするつもりはないらしい。

			　もっとも、それくらいはわかっていた。だから、さらに踏み込んだ。

			「『偽勇者』狩りもそのひとつか？」

			　工藤の笑みが、わずかに薄いものになった。

			「……それは」

			　一瞬、言いよどみ、腑ふに落ちた顔になる。

			「なるほど。飯野優奈ですか。そういえば、来ていたのでしたね」

			「ああ。話を聞いておいた」

			　東の地で起きた『偽勇者』に関わる出来事。そこで自分が見たものを、飯野は伝えてくれていたのだ。そのなかには、村を危機に陥れた探索隊離脱組の浅はかな失敗と、彼らを容よう赦しやなく殺した工藤の行いについても含まれていた。

			「お前が『狂獣』高屋純を配下にしていることも聞いている」

			「そこまでご存知でしたか。でしたら、ここに連れてこなかった意味はありませんでしたね」

			　淡々と工藤が答える傍かたわらで、ベルタが居心地悪そうに耳を下げていた。

			　ある時期、彼女がたまにおれたち――特にリリィを避けるような態度を取っていたことがあったが、その理由がこれだったのだろう。立場的に話すこともできないし、かといって、平気な顔で接することもあの性格ではできなかったに違いない。

			　その主はといえば、短い間で調子を取り戻していた。

			「釈しやく明めいしておきますが、彼には同意のうえで配下に加わってもらっていますよ」

			「同意か。それが、お前が『狂獣』を従えられる理由というわけか？」

			「そういうことです」

			　能力の性質上、工藤の『魔軍の王』では、本来『狂獣』を抑えきれない。

			　同意があったというのは本当のことなのだろう。

			「もっとも、いまとなっては『狂獣』に人格はありませんけどね。あれはただの獣です」

			「……そうなんだろうな」

			　おれは溜め息を呑のみ込んだ。

			　工藤の言い分は、口から出まかせとも思えなかった。去り際に『狂獣』が見せた水島さんへの態度は、高屋純という少年の最後のひとかけらだった。それはすでに失われてしまい、残っているのは怪物だけ。元はなんであろうと、いまの怪物には関係ない。

			　このあたりは、高屋純ともっとも縁の深かった水島さんとの共通認識であり、彼女は「仕方のないことだよ」と、陰のある表情で言っていた。言葉ほどに割り切れてはいない様子だったが、事実を呑み込むしかないと考えているようだった。

			　恐らくだが、工藤が従属の同意を得たというのは、狂獣のなかから高屋純が失われきる直前のことなのだろう。それまで工藤と高屋との間に接点はなかったはずだから、どのように同意を得たのかは不明だが……想像できることとしては、水島さんへの執着に付け込んだといったところだろうか。もっとも、これは証拠のない推測でしかないが……。

			　なんにしても、あの『狂獣』を従えた工藤の戦力はますます強大なものになっている。

			　だからこそ、不思議にも思った。

			「お前は世界を滅ぼすと言っていたな。魔王として人間を殺すと。だが、おれにはお前が、そこまで無差別なようには見えない」

			　おれは素直な意見を投げ掛けた。

			「実際、お前が見み境さかいなく配下のモンスターを動かしていれば、今頃、貴族領のひとつやふたつ皆殺しにされているだろう。だが、そうはなっていない。離脱組のチート持ちを殺せるだけの力があり、あの『狂獣』を従えもしながらだ」

			　正直なところ、おれが一番危き惧ぐしていたのは、チリア砦とりでから逃げ出した工藤が力を回復させたあと、人々を襲い始めることだった。

			　けれど、辺境伯領軍を壊滅させるだけの力を蓄えながら、工藤がそうした行動に出ることはなかった。

			　飯野から聞いた話では、離脱組の行動によって危機に陥おちいった村の人々に対して、工藤は無関心に見えたのだという。

			　少なくとも、憎悪に駆られた様子ではなかったと言っていた。

			　それが本当だとすれば、可能性はあるように思えたのだ。

			「なあ、工藤。お前には、どこかに迷いがあるんじゃないのか」

			　迷いがあるから、躊躇ためらっている。

			　工藤だって人の子だ。そういうことだってありえるのではないだろうか。

			「だとすれば、その迷いは否定するようなものじゃない。人は変わる……いや。変われるものなんだから」

			　おれ自身、これまでみんなの助けを借りて、少しずつ前に進んできた。

			　たとえば、あれだけ猜さい疑ぎの目でしか見られなかった探索隊との合流について、考慮しようと思えるようになったことだって、そうした変化のひとつだろう。

			　だったら、工藤だって同じであってはならない道理はない。

			　少なくとも、彼にだってその幸せを願う存在がいるのだから。

			「迷いがあるのなら、一度、立ちどまるべきだ。自分のなかの憎悪に折り合いを付けられるかどうか、考え直してもいいんじゃないか」

			「……」

			　工藤はすぐに返事をしなかった。ただ笑みを薄くして、おれのことを見返してきた。

			　視界の端では、ベルタが息を詰めて主を見詰めていた。

			　しばらくして、工藤は言った。

			「……ああ。先輩は強いですね」

			　わずかに、浮かべている笑みの質が変わっていた。

			「出会った頃から、変わらずに強い。だからこそ、先輩は変われるのでしょうね」

			　それは無意識の表情だったのかもしれない。少し羨うらやましそうな顔に見えた。

			「コロニーを破壊しつくした人獣たちは、たとえどれだけ強大な力を持とうとも、どうしようもなく弱い存在でした。先輩はその逆です。たとえ戦う力で劣ろうとも、あなたは強かった。いまの先輩は相そう応おうの力を手に入れて……けれど、その本質は変わらずに強くあるのでしょう。だからこそ、自分の弱さを見詰めて、変わっていける」

			「工藤……」

			「ですが、誰もがそう強いわけではありません」

			　工藤は力なくかぶりを振った。疲れて倦うんだ老人のような仕草だった。

			「人間なんていうものは、およそ、ただ弱いだけの存在です。それをぼくは、あのコロニーで思い知らされました。他ならぬかつてのぼく自身も、そのひとりでした。いまのぼくは強くなりましたが、だからといって、先輩のような強さを手に入れたわけではありません」

			「そんなことはないだろう。お前だって……」

			「駄目なんですよ。無理なんです」

			　おれの言葉を遮さえぎって、工藤は言った。ぞっとするほど乾いた声だった。

			「憎しみは消えない。恨みは拭ぬぐえない。どうしても許せない。……許せるはずがない」

			　おれの問い掛けは、彼の心の柔らかいところを突いてしまったのかもしれない。

			　取り繕つくろっていた薄皮一枚が剥はがれ落ちて、底なし沼のように暗い声が響いた。

			　内心を覆い隠す工藤の穏やかな笑顔は、一見すると世捨て人のようにさえ見えるが、それは単に表面だけのことに過ぎなかった。

			「ああ、そうだ。立ち止まることなんて、できるはずがない。そんなことは許されない」

			　自分に言い聞かせるような言葉には、強迫観念めいたものがあった。

			　かすかに見開かれて、不安定に揺れる工藤の目を見て、おれは言葉をかけることができなくなった。そこにあったのは、世界を塗り潰すほどにどす黒い怒りと絶望だったからだ。

			　前に会ったときから、なにひとつ変わってなんていなかった。

			　工藤はきっと、過去にあった『なにか』を見ている。

			　あるいは、いつだって見続けているのかもしれない。

			　だからとまれない。

			　具体的になにがあったのかは知らないが、その出来事はずっと彼を苛さいなんでいるのだろう。どんなときも忘れられないのだとすれば、それはきっと地獄だ。普段、曲がりなりにも理性的に振る舞えていることが奇跡に思えるほどの。

			　だが、そのバランスは崩れてしまった。

			　そうなれば、壊れた少年はただただ無残で、危うい。

			　額ひたいを押さえて、工藤はなにかに憑とりつかれたようにつぶやいた。

		

	
		
			[image: p162.jpg]
		

	
		
			「ぼくは世界を滅ぼす魔王で、悪だ。最期の瞬間まで世界を呪い続ける。あのとき、ぼくはそう誓って……だから……」

			　見開かれた目が、ぎょろりと動いた。

			　その先に、ベルタの姿があったのだ。

			「……そういえば、用はもうひとつあったんでしたね」

			　いまのやりとりが、なにかを思い出させたのかもしれない。

			　奇妙なほどに平坦な、感情の抜け落ちた声で工藤は言った。

			　嫌な予感がした。

			　制止は間に合わなかった。

			「ッ、ぎぃ……!?」

			　突然、伏せていたベルタの体が、びくりと跳ねたのだ。

			「がぁあ!?　ぐっ、うぅ……」

			　あっという間に呼吸は乱れ、苦く悶もんの声が漏れた。伏せていた体を丸くして、ベルタは悶もん絶ぜつする。手足が床の上を引っ掻かいた。

			「ごふっ、がぁあ……お、王」

			　絞り出される声を聞きながら、工藤は冷えた目を配下に向けていた。わざわざ説明をされずとも『魔軍の王』の力を行使していることは明らかだった。

			「工藤!?　いったい、なにを……」

			　状況はわからなかったが、とにかく、とめなければならない。

			　だが、おれがなにかするより前に動く者があった。

			　あやめが怒りに毛を逆立てて、敵意のこもった吠え声をあげたのだ。

			「ぎゃおっ！」

			　話し合いの最さい中ちゆうに起こった出来事に面食らって、おれたちはまずなにが起きたか把は握あくしようとしていた。

			　その一方で、話がわからなかったあやめは、単に『仲の良いベルタが攻撃を受けた』とだけ認識したのだろう。おれが座っているソファの隣で丸まっていた彼女は、最小限の動作で火球を吐き出していた。

			　狙いはピンポイント。工藤の顔面だった。当たれば大怪け我がは免れない。

			　しかし、飛来した火球は届かなかった。

			　割り込んだ触手によって受け止められていたからだ。

			「くぅ!?」

			　あやめが驚きの声をあげた。

			　工藤を庇かばうように触手を伸ばしたのは、苦しんでいたはずのベルタだったのだ。

			「……やめろ、あやめ」

			　震える体で身じろぎして、ベルタはよろよろと立ち上がった。

			「余計な……真似を、するな」

			　苦痛を与えられたのは、ほんの数秒のことだ。それでも声には、相当な苦痛が滲にじんでいた。

			　しかし、そんな状態にありながらも、はっきりとベルタは言った。

			「これは、我らの問題だ」

			「……くぅー」

			　あやめが耳を下げた。

			　つぶらな瞳ひとみが悲しげな光を宿していた。まだ幼い彼女には理解できないのだろう。ベルタに拒絶されたようにさえ感じられたのかもしれない。

			　おれはあやめの背中に手を伸ばした。

			　ぽんぽんとなだめてやってから、視線を工藤に向けた。

			「できれば説明をしてもらえるか」

			　なるべく落ち着いた調子を心掛けた。

			　ただ、口調が硬くなるのはどうしようもなかった。

			「これはそちらの問題だと言われてしまえばそれまでだが――」

			　ベルタが言ったことに配慮はしつつ、こちらにも言い分はあった。

			「――それでも、ベルタには世話になっている。いきなり痛めつけられるのを見せられれば、平然としてもいられない」

			　あやめのように爆発こそしなかったものの、ローズも手をエプロンのポケットに突っ込んで武器を握りかけていた。

			　ガーベラもかなり攻撃的な気配を発している。

			　おれ自身、険しい顔をしている自覚はあった。

			　工藤はこちらに視線を向けた。

			　普段の穏やかな笑みはなく、能面のような顔をしていた。

			「ベルタはぼくの命令を破りました。その罰を与えたまでのことです」

			「その命令というのは、ベルタの本当の姿に関わることか？」

			　辺境伯領軍との戦いで、ベルタは人目に晒さらすことのなかった本来の姿を現して戦った。

			　どうもわけありらしいその姿――探索隊の『闇の獣』轟とどろき美み弥やにそっくりな少女の姿は、工藤の命令で秘されていたらしい。

			　主に忠実なベルタが犯した命令違反となると、それくらいしか思いつかなかった。

			　案の定、工藤は「そうです」と頷うなずいた。

			　その場にいなかった工藤がそれを知っているのは、ベルタ自身がこれまでの出来事を報告する際に、自分から申告したのだろう。黙っていればわからなかっただろうに、本当に律りち儀ぎな性格だった。きっと、こうして罰ばつを受けることも覚悟のうえだったに違いない。さっきの様子を見る限りでも、おれたちが工藤を咎とがめることを、彼女は望んでいないだろうと思えた。

			　とはいえ、ベルタが本当の姿を大勢の人間の目に晒さらすことになったのは、おれにも責任のあることだ。口添えくらいはしてやりたかった。

			「言っていることはわかるが、おれのためにやってくれたことだ。いまので終わりにしてやってくれないか」

			　こう頼むと、工藤は少し目を細めた。こちらの全員に、順繰りに視線を向けてくる。その目は、どこか観察をしているようでもあった。

			　最後にもう一度、おれに目を合わせてから、工藤は口を開いた。

			「……そうですね。こちらとしても、少し配慮が足りなかったかもしれません。ここは、これくらいにしておきましょうか」

			　そう言うと、工藤はソファから立ち上がった。

			「行くのか？」

			「人払いはしておきましたが、いまの騒音で誰か来るかもしれませんから」

			「……そうか」

			　本当はもう少し説得を続けたかったし、可能であればベルタが罰を受けた原因である轟美弥との関係についても尋ねておきたいところだった。しかし、こうなっては仕方がない。

			「それでは、ぼくは行きますが、くれぐれも身辺には気を付けてください。この世界はいま、激動のなかにあります。こんな状況では、動き出すのは探索隊や聖堂教会だけとも限りません。最近は大人しくしている『天からの声』あたりも動くかもしれません。また、これは未確認の情報ですが、各地に散らばった転移者にも、なにか動きがあるようですので」

			　最後まで工藤はおれのことを気にする言葉を口にした。

			　ただ、それはあくまでもおれだけに対する気遣いだった。

			　工藤は配下を引き連れて歩き出し、ベルタひとりだけが残された。

			「お、王よ。わたしは……」

			　思わずと言った様子で、ベルタが腰を浮かせた。

			　改めて謝罪でもしようとしたのかもしれない。

			　その横を、工藤は通り過ぎた。一いち瞥べつすら与えることはなかった。

			「命令を守れない手て駒ごまなど、ぼくには必要ありません」

			　ただ冷たい声がかけられると、ベルタは硬直して言葉を失った。

			　そんな彼女の様子をやはり気に掛けることなく工藤は足をとめた。振り返って、こちらに声をかけてくる。

			「ああ、そうだ。先輩が帝都に行くときには、ベルタもお連れください。転移者たちになにか言われるかもしれませんが、そのときには、ぼくが捨てた配下を見かねて拾ったと言ってしまえばいいでしょう。あながち嘘うそでもありませんしね」

			　心ない言いようだった。もともと、使い潰してもかまわないとは言っていたものの、これはもう『不必要なベルタを捨てた』と言っているのと大差ない。

			　罰を下すことはやめても、決して許したわけではないのだろう。

			　かといって、とりなす余地はこれ以上なかった。

			「それでは、お元気で」

			　そう言い残して、工藤は去っていく。最後まで、その目がベルタを見ることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……悪かった」

			　数秒の沈黙のあと、おれはベルタに声をかけた。

			「妙なことになってしまった」

			「……気にするな」

			　ベルタは淡々と返した。

			「別に、お前のせいではない。わたしが命令を守らなかったのは事実で、咎められるのは早いか遅いかの話だった。それに……こういうのは慣れているからな」

			　口にしたことは事実ではあるのだろう。

			　だが、かといって、つらくないわけでもないはずだ。

			　意い気き消しよう沈ちんしているのは明らかだったし、傷付いているのだろうと感じられた。

			「……少し出てくる」

			　ひとりになりたいのだろう。ベルタは部屋を出て行った。

			　溜め息をついたところで、ふとおれは声をあげた。

			「どうした、加藤さん？」

			　加藤さんが少し考え込むような顔をしていたのだ。

			「……いえ。珍しいなと思いまして」

			「珍しい？　なにが？」

			「あれだけ先輩に気を遣っている工藤くんが、先輩を不快にするような真似をしたので」

			　おさげを撫なでつつ、加藤さんは首を傾げた。

			「ベルタも言ってましたけど、早かれ遅かれというなら、それこそ話を聞いたその場で罰を与えてしまえばよかったじゃないですか。それを、あんな見せしめみたいなことをして」

			「それほど、ベルタの命令違反が許せなかったってことか。あの姿を晒さらすことが」

			「かもしれません。あるいは、他になにか思惑でもあったという可能性もありますけど」

			「ベルタをおれに同行させて、なにか悪だくみをさせようとしているっていうのか。さすがにそれは……」

			「そうですね。工藤くんは悪だくみに先輩を巻き込むようなことだけはしないでしょうし」

			　このあたりは考えていたことだったのか、あっさりと加藤さんも認めた。

			「そもそも、ベルタにはその手の行動はできませんものね。それくらいは、工藤くんもわかっているでしょう。そうなると、いまのはむしろそういう悪だくみではなくて……」

			　考える様子を見せた加藤さんが、かぶりを振った。

			「いえ。これ以上は想像が過ぎますね。納得を求めて無理に深読みするのもよくありません。そんなことを考えるくらいなら、いまは目の前のことをやるべきでしょう」

			「目の前のこと？」

			　加藤さんはおれの隣を指差した。

			　その先では、あやめが見るからにしょげた様子で、ぺたりとソファに横になっていた。

			　どうやらベルタに拒まれたことが堪こたえているらしい。自慢の尻尾しつぽも萎しおれていた。

			「おいで、あやめちゃん。ベルタと仲直りしに行きましょう」

			　歩み寄りながら加藤さんが呼ぶと、あやめが頭を上げた。

			　いつものように飛びついたりする元気はないらしい。

			　加藤さんが抱き上げる間もなすがままだった。

			「くー……」

			「大丈夫ですよ、ちゃんと仲直りできます。ふたりは仲良しさんですものね」

			　言いながら目配せをされたので、おれも立ち上がった。

			　いまは目の前のことをやらなければならない。確かに、その通りだった。

			「おれも行くよ。ローズとガーベラも付いてきてくれるか」

			「承知しました」

			「無論だ」

			「あ。でもその前に、アントンの分体と入れ替わりになっている兵士のことについて、報告しないといけないな。もう解放はされているだろうから、すぐにでも戻ってくるはずだけど」

			「だったら、先輩。先にフィリップさんのところですね」

			「そうだな。話をしている間に、ベルタもある程度は落ち着いているだろう」

			　簡単に打ち合わせをしてから、改めてあやめに向き直った。

			「というわけで、あやめは心配するな。ベルタもひとりで落ち込んでるかもしれないしな。みんなで行こう」

			　加藤さんの胸に抱えられたあやめと視線を合わせて、頭を撫なでてやる。

			「くー」

			　あやめは甘えるように鼻を鳴らした。

			　近付けた顔をぺろりと舐なめてくる。下がっていた尻尾しつぽがひょこっと上がった。

			　元気になったらしい。

			　くすりと笑う声が耳じ朶だをくすぐった。

			　視線を上げると、思いのほか近くで加藤さんと目が合った。それで、無遠慮に距離を詰めていたことに気付いたが、彼女は特に気にした様子もなかった。

			　ただ、少し気恥ずかしげな表情で微ほほ笑えんだ。

			「それじゃあ、行きましょうか」

			「ああ」

			　加藤さんの言葉に頷うなずき、おれはみんなを連れて歩き出した。

		

	
		
			　

			11　硝子細工

			　

			「進しん捗ちよくはいかがですか、孝弘殿」

			　話し掛けられて、おれは魔法の道具袋のなかを確認していた手をとめた。振り返ると、床に膝を突いたおれと目線を合わせて、かがみ込むようにしたシランの姿があった。

			「丁度終わったところだ。シランはどうだ？」

			「こちらも終わりました」

			　息がかかるくらい親しい距離で、シランが笑った。

			　最近の彼女は、必要のないときは騎士の鎧を脱いで、腰の剣以外は少女としての装いをしている。前かがみになったことで、ひとつにまとめた金色の髪がブラウスの胸元に流れて、部屋の窓から差し込む陽光に輝いていた。

			「それにしても、いよいよですね」

			　その輝きにおれが思わず目を細めると、シランは続けた。

			「うまく話が進んでいるようなら良いのですが」

			「本当にな」

			　今日は島津さんと飯野が、ここ１ヶ月の成果を持ち帰る予定になっている。首尾よくいけば、明日にでも島津さんの『妖精の輪』の力で、帝都に向かうことになるだろう。そのための準備は進めてあって、いま、おれが見ていたのもその荷物だった。

			　帝都に向かうメンバーも決めてあった。

			　まずは、おれの仲間たち。竜淵の里からは生き残った男性数名とエラ、アケルからはフィリップさんと何人かの文官たちが同行することになっている。

			　そして、ベルタだ。

			　彼女は工藤の訪問のあと、そう時間を置かずに立ち直っていた。ああした扱いには、慣れているということなのだろう。どちらかといえば、あやめに強く当たってしまったことを気にしていたくらいだった。

			　今頃は、仲直りをしたあやめと一緒に、お気に入りの場所で日向ぼっこをしているのだろう。それも、帝都に向かうとなれば今日が最後だった。

			「そろそろ、早ければ島津様や飯野様が到着していてもおかしくない時間ですね。いえ、移動速度が『妖精の輪』の力に依存する以上、魔力の消しよう耗もう具合で１日、２日ほど到着が遅れるかもしれないのは、事前に聞いているのですが」

			　シランが苦笑を漏らした。

			「なんだか落ち着きませんね。気にしても仕方がないのはわかっていても。結果がわかるまではどうしたって……なんですか？」

			　言いかけたシランが、瞬またたきをした。

			　それでおれは、自分がぼうっとシランの顔を眺めていたことに気付いた。

			　失敗だった。はっとして、少しバツの悪い気持ちで手を振った。

			「あー、いや。悪い。なんでもない」

			「誰か別の方のことを考えていましたか？」

			　間かん髪ぱつ入れずにシランが指摘して、おれはぎくりとした。

			　そんなこちらの反応を見て、シランが肩を揺らした。

			「ああ。当たったみたいですね」

			「……なんでわかった？」

			「なんとなくです。これが女の勘かんというやつでしょうか。ふふ。わたしも少し、女の子のことがわかってきたかもしれませんね」

			　花のほころぶように笑う。そうした姿は、どう見ても年頃の少女そのものだった。

			　エルフという種族柄もあるにせよ、以前に増して彼女は綺き麗れいだ。おれが言うのもなんだが、恋する少女は可か憐れんだった。その想いを向けられている事実が信じられなくなるくらいに。

			「別に咎とがめるつもりはありませんよ」

			　知らず知らずのうちに、おれは気まずい顔をしていたのかもしれない。

			　シランはさらりと告げた。

			「ただ、ちょっと気になりましたので。なにかあるなら聞かせていただけませんか」

			「それは……」

			　促うながされて、おれは少し迷った。あまり気の進まない話だったからだ。

			　だが、よく考えてみれば、これは良い機会かもしれないと思い直した。

			「……そうだな。これはシランにしか相談できないかもしれない」

			「わたしにしか、ですか？」

			「ああ。リリィたちだとわからないから……まあ、立ったままもなんだ。座ろう」

			　アンデッドの体のシランには、通常の意味での疲労はないとはいえ、立ったままでいられてはこちらが落ち着かない。シランを促して、ソファに移動した。

			「実は最近、少し困っていることがあってな」

			　並んで腰を下ろしてから、話を切り出す。

			「わからないことがあるんだ」

			「と言いますと？」

			「……変なことを訊きくようだけど、シランは騎士団にいた頃、仲の良いやつがいたよな」

			「え？　ええ。それなりには」

			　虚きよを突かれた顔をしつつ、シランは真面目に答えてくれた。

			「命を預け合う戦友ですからね。わたしは騎士団では割と古株でしたし、親しくしていた方はそれなりにおりましたよ」

			「それはもちろん、相手には男もいたわけだよな」

			「はい。……あ、その。といっても、男女の仲ということではありませんが」

			「それは知ってる。シランが初う心ぶなのは、おれが一番よく知ってるから」

			　シランは、うっと口くち籠ごもった。

			「そ、そういうことを言われるのは、駄目です。その、困ります」

			　抗議するように、二の腕あたりを掴んでくる。あまり彼女らしくない、少し子供っぽい仕草だ。最近はたまに見せてくれる姿でもあった。

			　掴んだ指先には、力はちっともこもっていない。ただ触れて、その分だけ互いの距離を縮めるだけの甘えるような接触、恋人同士の距離だ。

			　そう思う。

			「もう。それで、孝弘殿。結局、なんなのですか」

			　少し拗すねたような上目遣いの目が、こちらを向いた。

			「うん。まあ、なんだ。これはあくまで一般論なんだがな」

			　おれは言葉を選んでから、口に出した。

			「女の子にとって、いまのおれたちみたいな距離感は、親しい男相手であれば普通だと思うか？　恋人ではなくても、ということだが」

			　シランはきょとんとした。

			「真菜殿のことですか？」

			「……」

			　あっさりと言われてしまい、言葉を失った。

			　まったくの図星である。言葉を選んだ意味はなかった。

			「それが孝弘殿の困りごとなのですか。確かに、女の子が普通どうなのか尋ねるなら、モンスターであるリリィ殿たちには訊きけませんが……いえ。わたしもあまり普通の少女の生活を送ってきたとは言えませんけれど」

			　眼帯に隠されて片側だけのシランの目が、不思議そうな光を宿した。

			「それにしても意外です。いつもおふたりとも楽しげで、仲睦むつまじいと思いながら見守っていたのですが。なにかご不快なことでも？」

			「いや。不快なことはないよ」

			　これはきっぱりと否定した。

			「まったくない。ないから困っているんだ」

			「どういうことでしょうか」

			　怪け訝げんそうな顔をされてしまった。

			　少し話しづらいのだが、ここで言葉を濁にごしても仕方がないか。

			「なんというか、おれも男だからな」

			「はい」

			「……無防備に近付かれると、どきりとすることがあるんだ」

			「真菜殿は魅力的な方ですし、当然のことでは？」

			　ますますシランは不思議そうな顔をする。おれは頷うなずきを返した。

			「そうだな。だけど、それは異性に対する反応だ」

			「……ああ。そういうことですか」

			　最後まで説明をする前に、シランの顔に納得の色が浮かんだ。

			「わかりました。孝弘殿は、男性恐怖症の真菜殿に、自分が男である部分を見せたくないとお考えなのですね」

			　チリア砦とりでで出会ったシランは、それ以前に加藤さんの身に起こった出来事を詳しくは知らない。ただ、これまで長いこと一緒に旅をしてきたので、彼女の現状については知っている。事情もおよそ察しは付いているのだろう。理解は早かった。

			「お話はわかりました。しかし、孝弘殿なら大丈夫だと思いますが」

			　続けてシランは疑問を口にした。心の底から不思議そうな声色だった。

			「それだけのものを、おふたりは築かれているでしょう」

			「そう思うか」

			「はい。杞き憂ゆうですよ」

			　そう答える口調には、まったく疑うところがなかった。

			「そうか」

			　おれとしても、それを否定する言葉は持たなかった。

			　パスこそ繋がっていないとはいえ、加藤さんとの間にあるものは確かに感じていたからだ。

			「多分、シランの言っていることは正しいんだろうな」

			「でしたら」

			「だけど、おれは万が一にも加藤さんを傷付けたくないんだよ」

			　なにか言いかけたシランが口を噤つぐんだ。

			「傷付けたくないんだ。もう二度と」

			「孝弘殿……」

			　この件について、本音のところを誰かに話すのは、これが初めてのことかもしれなかった。

			「以前におれは、ひどく理不尽なことを加藤さんにしてしまったことがある。だから、二度と傷付けたくないんだ」

			　後悔があった。

			　いま加藤さんとの間に感じているものが大きければ大きいほど、悔かい恨こんの念は深かった。

			「加藤さんに出会ったのは、コロニー崩ほう壊かいで人間不信になっていた頃だった。あの頃のおれは、どうしても彼女を信じられなかった。きっと一番助けを必要としている時期だったのにな」

			「……ですが、孝弘殿は真菜殿を助けたのでしょう。わたしはそう聞いています」

			「助けた事実を否定はしない。だけど、それはそれだ。おれはもっと、力になってやれたはずなんだ。なのに、そうしてやれなかった。それもまた事実だ」

			　もちろん、こんなのはいまだから考えられることだ。

			　けれど、そう認識してはいても、後悔することはやめられなかった。

			「加藤さんは本当に良い子だから、あんな状況でもおれたちを助けてくれた。自分こそが大変だったはずなのにな。正直、あの状況で彼女が壊れてしまわなかったのは奇跡だと思うし……壊れてしまいかねなかった事実を思うと、心の底からぞっとする」

			　あのときは、ああするほかなかったのは事実だ。自分以外の転移者なんて、あのときのおれにとっては全部敵でしかなかった。あれが精いっぱいの便べん宜ぎだったのだ。

			　だけど、それが足りていたかどうかは、また別の話だ。

			　少なくとも、おれ自身は仕方がなかったと流すつもりにはならなかった。

			「そういうことでしたか」

			　話を聞き終えると、シランはひとつ頷うなずいた。

			「どうにも孝弘殿には、真菜殿に対して及び腰なところがあると思っていたのですが、これで納得しました。孝弘殿にとっては、さしずめ真菜殿は脆もろくて弱い硝がら子す細ざい工くなのですね。危うく壊してしまうところだったから、殊こと更さらに大事にせずにはいられない」

			「そういうところはあるかもしれないな」

			　それはきっと、これまでおれたちを見てきた仲間のひとりだからこそ出てくる言葉だった。的まとを射いた表現だと感じて、おれはその言葉を受け入れる。

			　ただ、苦笑を漏らしたシランの次の言葉は、打って変わって曖あい昧まいなものだった。

			「それにしても『良い子だから』ですか。そのように考えていらしたのですね……硝子細工の芯の部分を伝えていない結果、言わなければ絶対に伝わらない構図になってしまったと」

			「シラン？」

			「いえ。なんでもありません。これ以上は余計なお世話でしょうから」

			　シランは首を横に振った。

			　そして、ふと思い直したように口元に指を当てた。

			「ただ、そうですね。折角、孝弘殿がわたしに相談をしてくださったのです。少しお手伝いをするくらいはよいでしょうか」

			　考える様子を見せてから、ふっと笑う。

			　透き通った蒼眼が、おれの目を覗き込んだ。

			「孝弘殿。先程、真菜殿が親しげにしてくるのを、普通なのかと尋ねましたね」

			「……ああ」

			「残念ながら、わたしには確実なことは言えません。ずっと騎士団にいたわたしは、お世せ辞じにも少女として普通に生きてきたとは言えませんし、そもそも、生まれ育った世界さえ違います。だから、これはあくまでわたしの印象になってしまうのですが――」

			　前置きをしてから、シランは自分なりの意見を口にした。

			「――真菜殿にとって、その距離感はきっと『普通のことではない』と思いますよ」

			　告げられた言葉に、おれは硬直した。

			　そんな反応を予期していたように、気にせずシランは続けた。

			「無論、これはあくまでわたしの印象です。ええ。過去におふたりの間にあった出来事を知らず、真菜殿とは異なった背景を持った、わたしの印象でしかありません。ですからこれは、話半分に聞いてください」

			　シランと加藤さんとの間には、重なるものが少ない。

			　自分の言葉の軽さを、シランは自覚していた。

			　だからこそ、あえて彼女はこの話を口にしたのだとわかった。

			「ただ、もしもわたしが言っていることが正しいとしたら、孝弘殿はどうしますか？」

			　それは、ずっと考えないようにしていたことに、思考を向けさせる言葉だった。

			　錆さび付いていた歯車が動き出したイメージがあった。

			「おれがどうするか……？」

			　促うながされて、仮定する。考えてこなかったことを考える。

			　加藤さんが異性である自分に対して親しげにしているのが、もしも『普通のことではなかった』としたら？

			　特別なことだったとしたら？

			　それはつまり、おれが彼女にとって、とても特別な存在だということになる。

			　そんなことはありえない。そう思ってきた。

			　考えにのぼらせること自体、彼女を傷付けかねない行いだと思い込んでいた。

			　だけど、実のところはそうではなかったとしたら？

			　ずっとおれは思い込みに囚われていただけで、そうしたことを考えずにはいられないくらい距離が縮まっても、そのままでいた。これがそういうことなのだとしたら――。

			「……まいったな」

			　たっぷりと10秒以上、おれは硬直していただろう。

			　そんな自分に気付いて、大きく息を吐いた。

			　ソファの背もたれに体を預ける。気付かされたことがあった。

			「相談をしたら、確かにそういう答えも返ってくるか」

			　そうした答えを想定していなかった。

			　相談をしておきながら、そこまで考えが及んでいなかったことは迂う闊かつだった。

			「孝弘殿の性格で、先程話をされていたような事情があったとなれば、それは仕方のないことでしょう」

			　シランは理解を示す言葉を口にした。

			「ただ、大事なのは真菜殿の気持ちだけではありません。そうなったときに、孝弘殿がどうするのか……どう思い、どう感じ、どうしたいのか。そのあたりも大事だと思います」

			「そうだな。シランの言う通りだ」

			　これが、たとえばリリィやローズが口にしたのであれば、そこには事情を知る者の重みが生まれてしまっただろう。しかし、シランが口にする限り、これはあくまで『もしもの話』だ。加藤さんがどうこうという話は、この際、問題ではない。主体はあくまでもおれ自身となる。

			　もしもそうなったとき、自分はどのように振る舞うのか。

			　いいや。もっとはっきり言えば、おれは加藤さんをどう思っているのか。

			　そこのところを、シランは尋ねているのだった。

			「それで、どうなのですか」

			　重ねてシランが尋ねてくる。

			　ソファの背もたれにもたれかかったまま、おれは天井を見上げた。

			「……」

			　考えることもなかったから、よくわからない。

			　……なんて、これまではそれでよかった。けれど、すでにおれはシランの指摘によって、それについて考えることができるようになっていた。

			　嬉しそうな、恥ずかしそうな少女の笑顔が、脳裏に浮かんだ。

			　過酷な時間を一緒に乗り越えてきた。

			　育はぐくんだ絆きずなは強く深く、誰より近しい存在のひとりであることに疑いようはなかった。

			　触れ合った手。無防備な仕草。あれがそういうことなのだとしたら……。

			「答えは出たようですね」

			　おれの横顔を見上げていたシランが言った。

			　まだなにも言っていないのに。そんなにわかりやすかっただろうか。

			　思わずおれは目元を押さえた。

			「……自分がこれほど気が多い性質だとは思ってもみなかった」

			「気が多い、ですか。ふふ。孝弘殿が？」

			　横でシランが楽しげな声をあげた。

			「それが本当だとすれば、わたしは孝弘殿の移り気なところに感謝しなければなりませんね。なにせ３人目ですから」

			「シラン……」

			「冗談ですよ。ええ。これは、そういうことではありません」

			　シランはくすくす笑うと、おれの手を取った。

			「この世界の現実はあまりに過酷です。死はすぐ傍そばにあります。とりわけ、わたしたちの直面した困難は大きなものでした。それらを乗り越えることで、わたしたちは孝弘殿を中心にして、分かちがたくひとつになりました。追い詰められた者同士が傷を癒いやし、安心を得る拠より所どころとして、絆を育はぐくんだ異性に愛情を求めるようになるのは、ひとつの自然な成り行きです。そして、わたしたちのそうした在り方は、この世界では許されないことではありません」

			　両手におれの手を包んで、愛おしげに撫なでる。

			　そこにあるものを感じ取ろうとするような仕草だった。

			「孝弘殿の真菜殿に対しての想いも同じことです。ましてや、コロニーから落ち延びた当時の孝弘殿たちの状況は、あまりに酷ひどいものだったのでしょう？　でしたら、尚更です。わたし自身、たまにその頃を知らないことが悔しいくらい、特別な絆を感じるのですから」

			「シラン……」

			「元いた世界の価値観を捨てきれないのは理解できます。それでも孝弘殿は、リリィ殿たちは眷けん属ぞくだからと理由を付けることで、なんとか価値観の変化に折り合いを付けてきたのでしょう。だからこそ、眷属ではなく同じ転移者である真菜殿に対しては、特に禁きん忌きの感覚を覚えてしまうというのもわかります。また、真菜殿の境きよう遇ぐうや過去の出来事がやましさを覚える原因にもなってしまっているのかもしれません」

			　状況を十分に把は握あくしたうえで、シランは告げた。

			「ですが、たとえ見なかったことにしたところで、気持ちが消えてなくなるわけではありません」

			「……確かに、その通りだな」

			　おれは頷うなずき、目を閉じた。

			　自分の胸のなかを覗き込む気持ちで、よく考える。

			　正直なところ、いまになっても、おれには加藤さんが異性として自分を慕したってくれているとは思えない。それは、あの山小屋での酷ひどい光景と、その後の死んだような目をしていた彼女の姿を見ているからだ。

			　加えて……そう。シランが言っていたところの『硝子細工』だ。加藤さんの存在を、決して触れてはいけない不可侵のものとしているところもあるのかもしれない。

			　ただ、そうしたすべてが思い違いで、加藤さんが求めてくれるのなら……。

			　それを、彼女が転移者だからという下らない理由で拒絶してはならないだろう。

			「ありがとう、シラン。整理が付いたよ」

			　瞼まぶたを持ち上げて、視界に映したシランに礼を言った。こうして話をしなければ、いざ必要なときが来たとして、おれは戸惑ってしまっていただろう。

			「いいえ。わたしにとっても真菜殿は大事な仲間ですから」

			　シランはちらりと、自分の腰に下がっている剣に目をやった。

			「これで、あのときの恩返しができたならよいのですが」

			　なにかを思い出すように、その目が細められた。加藤さんとの間に、なにかあったのかもしれない。おれはシランの助言に感謝して、ふと口を開いた。

			「ああ、でも。シランはひとつだけ、勘違いをしているぞ」

			「……え？」

			　握られているのとは逆の手を、シランの頬ほおに添えた。

			　さっきの会話で一箇所だけ、聞き逃せない間違いがあったのだった。

			「さっき、おれに会う前のことを知らなくて、悔しいって言っていただろう。特別な絆を感じるからって。それは、間違いだ」

			　驚いた様子のシランは、けれど、抵抗はしなかった。

			「そんなふうに思う必要はない。おれにとっては、シランも特別だよ」

			「孝弘殿……」

			　頬に触れた手で、親指を伸ばして柔らかな唇に触れた。

			　唇の輪郭をなぞるようにすると、ちろりと少女の舌が指先を舐めた。

			　うっとりと細まったシランの目が、こちらを見上げてくる。

			　お互いに目を閉じつつ、距離が近付いて――

			「――孝弘殿！」

			　ばっと離れたシランが、窓のほうを振り返った。

			「ああ、わかってる！」

			　唐突な行動だったが、おれも遅れず動いていた。

			　シランが窓に駆け寄り、外に目を凝こらしているのに追い付く。

			「おい、シラン。いまのは……」

			「見られておりましたね、いつからかはわかりませんが」

			「やっぱりか」

			　あの瞬間、おれも視線を感じた。あるいは、もっと前から見られていたのかもしれない。気配がしたので、気付くことができたのだ。

			　すぐに動いたが、すでに不審な人影はなかった。不審者を見付けるのは諦あきらめるしかない。

			　先に動いていたシランに、おれは問い掛けた。

			「相手を見たか？」

			「……ええ。一瞬ですが、木から飛び降りるのが見えました」

			　ここは２階だ。先程の不審者は、わざわざ少し離れた場所に植えられた木々に登って、窓から室内をうかがっていたらしい。とはいえ、外に比べれば室内は暗い。距離もあるし、まともに見えていたかどうかは疑問だが。

			　ただ、この場合、そんなところからこちらをうかがっていたという行動自体が問題だった。

			「ポニーテールの少女でした。顔立ちからすると、孝弘殿と同じ転移者かと思われました。知らない顔でした」

			「……転移者だと」

			　思わず呻うめき声が出た。

			　転移者といえば、今日来るはずの飯野や島津さんが思い付くが、シランが見たのはそのどちらでもない。それとは別口で転移者が訪問するという話は聞いていないし、もしも唐突な訪問があったなら、アケル王家はその情報をこちらにすぐ回すだろう。

			　それがなかったということを考えると、先程の不審者は侵入者ということになる。

			「みなに伝える必要がありますね」

			「そうだな。急ごう」

			　状況は急を要する。おれとシランは連れ立って部屋を出た。

			　最悪のケースを想定して動く必要があった。

			　もちろん、この場合の最悪とは、不審者が転移者で、チート持ちで、おれたちに敵意を持っていることだ。念のために全員で行動するべきだった。

			「おお、主殿。どうかしたか」

			「話がある。付いてきてくれ」

			　とりあえず、近場にいた仲間と合流した。

			　その場にいなかったのは、書庫を訪れているリリィと、子供たちを見ている加藤さんにローズ、あやめとベルタだ。彼女たちとも合流する必要があった。

			　おれは手短に説明をすると、みんなで借り受けている建物の一階に降りた。

			　そこで、思わぬ顔を見た。

			「あ、真島」

			　飯野がいたのだ。隣には、島津さんの姿もあった。どうやらおれたちのところに来ようとしていたらしく、フィリップさん他数名と連れ立って歩いていた。

			「着いていたのか」

			「ええ。ちょっと前に」

			　言葉を交わしながら、怪け訝げんに思った。

			　こちらに向かってきた飯野が、困ったような、怒ったような顔をしていたからだ。

			「どうかしたのか」

			「ちょっとね。真島にも手伝ってほしいことがあって」

			　こちらに向けられた顔には、苦いものがあった。

			「どうしてもって言って付いてきた子が、目を離した隙すきにいなくなってね。いま探して……」

			「あ！　優奈先輩！」

			　廊下に反響する大きな声がした。振り向くと、そこに少女がいた。小柄な少女だった。飯野や島津さんと同じ制服姿。頭のうしろで、短いポニーテールが揺れている。

			「あ」

			　シランが声をあげ、飯野が怒った声を出した。

			「ああ！　こんなところに！　どこ行ってたの！」

			「ごめんなさいっす！」

			　大声で応えて、少女が駆けてくる。

			　途中、彼女はシランに目をやった。にっと笑う。元気な表情。邪気のない顔だった。

			「さっきぶりっすね」

			「あなたは……」

			「気付かれるとは思わなかったっす。やや。驚かせたのはごめんなさいっすけど」

			　その目がこちらに向いた。

			「いやー。噂の真島先輩がどんな人なのか興味あったんで」

			「ちょっと、葵あおいちゃん？　なにかしたの？」

			　飯野がじとっとした目になった。葵というのが、少女の名前らしい。

			「……って、葵？」

			　おれが引っ掛かるのと、葵と呼ばれた少女が表情を明るくするのが同時だった。

			「真菜ちゃん！」

			　騒ぎを聞きつけたのか、加藤さんとローズが一緒にこちらにやってきたところだった。

			　そちらに少女が駆けていく。

			「葵ちゃん？」

			　加藤さんが驚いた声をあげた。

			　ローズは一瞬、警戒して立ち塞がろうとしたようだったが、加藤さんの知り合いだとわかると足をとめた。結果、少女を邪魔するものはなくなった。

			「真菜ちゃん、久しぶり！」

			「きゃっ!?」

			　駆け寄った少女が、そのまま加藤さんを抱き締める。

			「真菜ちゃん、会いたかったよー！」

			　少女が感極まった声をあげる。おれの隣で飯野が溜め息をついた。

			「おい、飯野」

			「わかっているわ。なんだか、ぐだぐだになっちゃったけど紹介する」

			　飯野がこちらに視線を向けた。

			「あの子は御み手た洗らい葵。『剛腕白雪』の二つ名持ちよ」
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			12　帝都への旅路

			　

			「初めまして！　わたしは、御手洗葵。探索隊では『剛腕白雪』なんて呼ばれてます。どうぞよろしく！」

			　にっこりと笑顔の少女が、おどけた仕草で敬礼をしてみせる。

			　明るい性格の女の子らしい。小さな体に元気いっぱいといった雰囲気だった。

			「あ、葵ちゃん？　本当に……？」

			　抱き着かれた加藤さんが、驚きに満ちた声をあげた。

			　目を丸くして、頬ほおを擦り付けんばかりにする少女の顔を見返している。

			「どうしてここにいるんですか？」

			「そんなの決まってるじゃん。真菜ちゃんに会いに来たんだよ！」

			　御手洗さんは元気よく答えると、きゃーっとかしましい歓声をあげた。

			　加藤さんに抱き着いたまま、その場でぴょんぴょん飛び跳ねている。

			　嬉しいのはよく伝わってくるが、それ以外がいまひとつ要領を得ない。

			　おれが改めて視線を向けると、飯野は説明してくれた。

			「転移前から、葵ちゃんは加藤さんと仲の良い友人同士だったらしくてね。わたしは前に、加藤さんがアケルにいることを葵ちゃんに伝えていたんだけど、それからずっと気にかけていたのよ」

			「ということっす！」

			　ようやく興奮が収まってきたのか、こちらのやりとりに反応して、御手洗さんが手を挙げた。もう一方の手は、加藤さんの手を握ったままだった。

			「ずっと気にしてたんですけど、アケルは遠いですし、なかなか来れなかったんですよね。そんなときに、世界中を駆け回ってた優奈先輩が戻ってきたっす」

			「真島とマクローリン辺境伯領軍との間にあった争いについて、探索隊に情報を持って帰ったときのことね」

			　飯野が補足する。

			「わたしが真島の件について報告して、リーダーが辺境伯に抗議することを決めて……葵ちゃんはその判断に誰より強く賛成したひとりだったのよ。それで、今回もね」

			「無理を言って、連れてきてもらったっす！」

			「無理を言われて、連れてきたよ」

			　移動を『妖精の輪』の力で請け負っている島津さんが、深々と溜め息をついた。

			「負担が増えるっていうのに。まったくもう」

			　そんなことを言いつつも、連れてきてあげているあたり、仲は良いのだろう。

			　……正直なところ、予定になかった人員はあまり好ましいものではないが、あくまで善意の協力者である島津さんに、あまり強いことは言えない。

			　まあ、加藤さんの知人ということでもあるし、細かい文句を付けることもないだろう。

			　状況は理解できた。

			　となれば、次は、本来の予定を済ませなければならない。おれは飯野と島津さんとに頼んで、彼女たちが帝都から持ち帰った話を聞かせてもらうことにした。もっとも、状況が捗はか々ばかしくないのなら、飯野たちは相そう応おうの言動なり態度なりを見せているはずなので、順調だったのだろうということは予想できていた。

			　立ち話もなんなので、おれたちは部屋に移って、ゆっくりと話を聞くことにした。

			　移動している間、御手洗さんはずっと加藤さんに楽しげに話しかけていた。久しぶりに会えた友人との会話に、はしゃいでいる様子だった。

			　加藤さんのほうも、当初は面食らっていたものの、いまは嬉しそうな顔を見せていた。おれとしても、そうした姿が見られるのは嬉しいことだった。『大事な仲間だから』というのが、そう感じる理由のすべてではないことは、シランとの会話のお陰で自覚していた。

			　探索隊との合流に関しては考えるべきことも多いが、こうして親しい友人と再会できることは、手放しで良い出来事と言えるだろう。

			　もっとも、これはおれ自身にも言えることだった。

			　ふと脳裏に、眼め鏡がねをかけた親友の姿が浮かんだ。

			　鐘かね木き幹みき彦ひこ。セラッタ近郊の町で別れたあいつは、チリア砦とりで陥落の件で査さ問もんを受ける団長さんと一緒に帝都に向かった。タイミングにもよるが、ひょっとすると、いまも帝都に滞在している可能性はあった。帝都に行けば、会う機会があるかもしれない。

			　そう考えれば、気を引き締めることばかりの帝都行きも少し楽しみに感じられたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　次の日。おれたちは帝都に向けて出発した。

			　さいわい、こちらが聖堂教会側に提示した条件は、ほぼ満たされていたからだ。

			　提出された移動計画にも不備はなかった。また、島津さんたちもこちらに来るに当たって、移動の際に転移する先の現地を確認しており、問題はなさそうだと言っていた。

			　となれば、帝都に向かわない理由はない。おれたちは『妖精の輪』による旅路についた。

			　それは、そろそろ旅慣れてきたおれたちにとっても、奇妙に感じられる旅路だった。

			「それじゃ、行くよ」

			　島津さんが言い、独特のステップを踏んだ。

			　途端、その身に宿る膨ぼう大だいな魔力が解放され、世界が冗談のように捻ねじ曲まがった。

			　確かに転移者という存在には、世界を左右する力があるのだと――何度体験しても、そんなことを感じずにはいられない。

			　浮遊感が生まれ、世界がずれる独特の感覚のあと、景色が一瞬で切り替わった。

			　とある教会の聖堂から、別の教会の聖堂へと。

			　教会の建物は基本的に同じ建造方式のため、転移しても景色はあまり変わり映ばえしないが、確かに別の場所に移動していた。

			　聖堂教会が準備したということもあり、『妖精の輪』による瞬間移動先として準備されているのは、大抵の場合は教会だった。ある程度の規模の村や町には、まず教会が置かれているため、その点でも都合がよかった。

			　ちなみに、移動を始めてから、もう５日目になる。

			　今日のうちには、帝都の置かれている皇族の直ちよつ轄かつ領りように辿り着く予定だった。

			　普通に旅をしていれば、急いだとしても３ヶ月はかかる道のりだ。

			　まったく実感がない。どこか空そら恐おそろしいものを感じるほどだった。

			「……とんでもない力だな」

			　ぽつりと言葉が漏れてしまったが、これは無理のないことだと思う。

			　飯野もそうだが、探索隊の二つ名持ちの異能は、あまりにも常識を外れ過ぎている。

			　これぞ条じよう理りを覆くつがえす超越者の力と言ったところだ。

			　そんなことを考えていると、島津さんが口を開いた。

			「そうでもないよ」

			　さっきのは独ひとり言ごとのつもりだったのだが、聞こえていたらしい。

			　つまらなそうな口調だった。

			「勇者として重要な戦闘面では、それほど役には立たない能力だからね」

			「役に立たない、ですか？」

			　思わぬ言葉に、おれは眉を顰ひそめた。

			　飯野の『韋駄天』が誰よりも早く敵との距離を詰めるなら、島津さんの『妖精の輪』は距離という概念をなくしてしまう。考えようによっては、それは飯野の完全上位互換のようにも思える。しかし、当人の自己評価は違うらしかった。

			「リーダーは言うまでもなく、他のメンバーに比べたって、わたしのはたいしたことないよ。自分のことだから、そのあたりのことはよくわかってる。便利なのは認めるけどね」

			　自分の能力をたいしたことがないと言い、肩をすくめてみせる。魔力を消費したせいか、どことなく気け怠だるそうだった。

			　クールな印象のある年上のこの少女には、そうした仕草がよく似合った。

			　流し見るように、こちらに視線が向いた。

			「そういう意味では、そうね、あなたのほうが余程すごい能力を持っていると思うけど」

			「……どうでしょうか」

			　おれは曖あい昧まいな言葉を返した。たったいま、世界の条理を捻じ曲げてみせた相手にそんなことを言われても始末に困る。

			「そんなことはないと思いますが――」

			　謙けん遜そんではなく言ったところで、傍かたわらのリリィと目が合った。

			　ふっと笑みが出た。

			「――いえ。おれにとっては、これ以上なく素晴らしい力であることは認めますが」

			「ふぅん。のろけてくれるね」

			　冗談めかしておれが言うと、島津さんは肩をすくめた。

			　からかうような目で、おれとリリィとを見比べてくる。口元には、好意的な笑みがあった。

			　さいわいなことに、この旅の間、島津さんとはそれなりに良い関係を築けていた。

			　こんな情勢だ。合流するかどうかは別にしても、探索隊とは、ある程度の協力体制を築いておいたほうがいい。その点、島津さんと良い関係を築けていることは心強かった。

			　そうして益やく体たいもない話をしている間に、少し離れた場所で転移を待ちかまえていた人々が近付いてくる。

			　恭うやうやしく頭を下げた彼らは、この場所を用意してくれた神官や騎士たちだった。

			「お待ちしておりました」

			　そう島津さんに声をかけた男は、聖堂騎士の装備に身を包んでいた。

			　現地の教会と協力して、おれたちを受け入れる準備を行っていた聖堂騎士だった。

			　実は今回、帝都からアケルまでやってきたときに、島津さんは聖堂騎士団第二部隊の騎士を一緒に連れてきていた。

			　彼らは途中で各地に残り、現地で準備を整えてくれていた。今回の旅路における、影の功労者と言ってもいい。聖堂騎士と聞かされると、どうしても身構えてしまうところはあるのだが、以前に交戦した第四部隊のトラヴィスたちとは違って、嫌なものは感じなかった。きちんと人選がなされているということなのだろう。

			「出迎えどうもありがとうございます」

			　おれとの会話を切り上げて、島津さんが言葉を返した。

			「ちょっと疲れたので、部屋で休ませてもらえますか？」

			　進み出た聖堂騎士に、彼女は部屋への案内を頼んだ。ゆっくり休んで、移動によって消しよう耗もうした魔力を回復させるためだった。

			「もちろんです。部屋は用意してありますので」

			「ありがとうございます。それじゃあ、使わせてもらいますね」

			「大変っすねー」

			　しみじみとした声があがった。

			　島津さんが振り返り、わずかに眉を上げた。その視線の先に、声の主である御手洗さんの姿があったのだ。

			「……あなたね。予定よりひとり増えてることを忘れてないでしょうね」

			「わわっ、やぶへび！　優奈先輩助けてっ」

			「わたしに頼るんじゃないの」

			　飯野のうしろに逃げようとした御手洗さんだが、『韋駄天』の背中が取れるはずもない。

			　同じ探索隊の二つ名持ちでも、速度において『韋駄天』に並ぶものなどいないのだ。

			「いひゃいです、いひゃいですー」

			　あっさりと突き出された御手洗さんが、島津さんに頬ほおをぐりぐりされて悲鳴をあげた。

			　罰を与えているのか、じゃれているのか、黄色い声がきゃいきゃいとあがった。

			　10秒ほど、後輩の頬ほおを思うがままもてあそんだあとで、島津さんはどこかすっきりした様子で御手洗さんを解放した。そこで、こちらの視線に気付いて首を傾げる。

			「なに？」

			「いえ。仲が良いんだなと」

			「そう？」

			　島津さんは肩をすくめた。

			「それじゃあ、わたしはちょっと休んでくるから」

			「はい。お疲れ様です」

			　神官と騎士数人に連れられて、島津さんが歩き出した。

			　残った神官たちがこちらを振り返った。

			「皆様はどうなさいますか」

			　誰にというわけではなく、その場にいる全員に問い掛ける言葉だった。

			　当然、そのなかには、見た目ですぐにモンスターとわかるガーベラなども含まれていた。

			　島津さんに話しかけていたときよりも、神官の表情は明らかに硬い。声をかけてきた以外の神官や騎士たちも、おれと眷けん属ぞくたちに注意を向けているのが感じられた。

			　怖がられているのだろう。仕方のないことだった。

			　アケルでは前提として、歴史的に仲の悪いマクローリン辺境伯領軍の蹂じゆう躙りんから開拓村のエルフたちを守り抜いたという評判があった。そのうえで慎重に交流を深め、状況を整えた。

			　しかし、この土地で移動の途中ですれ違うだけの神官たちには、前評判の助けもなければ、交流を深める時間もない。そのあたりを考えてみれば、むしろよく統制が取れていると評価すべきだろう。

			　硬い表情ながらも、あくまで神官は丁寧な口調で申し出た。

			「部屋をご用意しておりますので、必要があればお申し付けください。無論、ここで時がくるまでお待ちいただいてもかまいません」

			　この旅での『妖精の輪』による瞬間移動は、早朝、昼過ぎ、夕方の３回に分けて行われている。魔力回復のためのインターバルが、どうしても必要だからだ。

			　実際に移動のために費ついやす時間は、島津さんが回復するまでの待ち時間よりかなり短い。具体的には、朝、昼、夕方のそれぞれで、瞬間移動はおよそ４回ずつ。大人数での転移のため、能力の発動には魔力の集中が数分間必要になるのだが、それでも４回合わせて30分もかからない。移動が終われば、次の移動までは待ち時間となる。

			　いまは早朝だから、島津さんが休憩を終える昼過ぎまで時間があった。

			　しかし、だからといって、この教会から外に出るわけにもいかない。一応、敷地内は人払いをされているから出歩いても問題ないはずだが、万が一にも人目につくことを考えれば、ガーベラたちが出歩くのは危険だった。せいぜい中庭に出るくらいだろう。

			　また、おれやリリィなら教会の敷地から外に出ても見み咎とがめられることはないだろうが、それでも、現在の情勢を考えれば、なにかあったときのことを考えずにはいられない。仲間たちと離れる気にはならなかった。

			　さいわい、教会というのはある程度の人間を収容できるように設計されている。アケルまで旅をしていた頃のように、窮きゆう屈くつな思いをするわけでもない。

			　ただ退屈なだけだ。おとなしくしていればいい。

			　こうした事情は、竜淵の里のドラゴンたちも同じだった。また、アケルの文官たちは仕事で来ているし、今後の交渉について打ち合わせることだってある。結局、それぞれが思い思いの時間を教会で過ごすことになっていた。

			　しかし、特に仕事があるわけでもなく、退屈を受け入れる理由のない者にとっては、話は違っていた。

			「わたしは町に出てこよっかな」

			　わくわくとした表情で、御手洗さんが声をあげたのだ。

			　彼女には、教会に閉じこもっている理由はない。ここにいる面々のなかで、彼女だけは少し立場が違っていた。

			　だから、ちょっとした問題が起きたのは、この際、必然でもあったのかもしれなかった。

			「前に来たときに、美味しい出店を見付けたんだよね」

			　にっこりと笑顔で言って、御手洗さんはポニーテールを揺らして振り返った。

			「真菜ちゃん！　今日こそ一緒に行こ！」

			　誘われたのは加藤さんだった。

			　この旅の間、御手洗さんはなにかと加藤さんに声をかけていた。

			　ふたりの会話は、基本的には和わ気き藹あい々あいとしたものだ。学校では親しくしていたということだし、やはり気が合うのだろう。ただ、この一件に関してだけは、話が違っていた。

			「……いえ。わたしはやめておきます」

			　視線を向けられた加藤さんが、困った顔をした。

			「やることもありますから」

			　やんわりと断る。途端、不満の声があがった。

			「えー。そんなのつまんない。真菜ちゃんも一緒に行こうよー」

			　御手洗さんはマイペースに言って、加藤さんの腕を引いた。

			「あ」

			　簡単にその体が引き寄せられた。

			　見た目だけなら両方とも小柄な女の子だが、御手洗さんは『剛腕白雪』の二つ名持ちだ。幼い子供と大人よりも力の差があるのだから、当然だった。

			　いや。そうでなくても、これだけ楽しそうにする友達の誘いを、強くは拒絶できなかったかもしれない。そのまま御手洗さんは、上機嫌で加藤さんを連れて行こうとした。

			「さ、行こ！」

			　笑顔の彼女に悪意はない。

			　少し強引なふうはあるものの、彼女はただ親しい友達を誘っているだけだ。

			　そこには、彼女たちの『普段通り』があった。

			　見知らぬ土地の珍しいものを見て回る――たとえば、ふたりがあのまま高校生活を送り、進級し、修学旅行にでも行ったなら、これとまったく同じやりとりが見られたかもしれない。

			　面倒見の良い加藤さんのことだ。そうなったのなら、仕方ないですねと微ほほ笑えんで、一緒に旅先の街を見て歩いただろう。そして、彼女自身もなんだかんだ気の合う友達との時間を楽しんだに違いない。

			　けれど、そうはならなかった。

			　彼女たちの『普段通り』は、すでに過去のものだったからだ。

			「……っ！」

			　腕を引かれた加藤さんの顔が、かすかに引き攣つった。

			　取り繕つくろってはいたが、近しい人間だけは気付ける微妙な変化があった。

			　基本的に、加藤さんはおれかローズがすぐ近くにいないと外を出歩けない。

			　いや。外に限らずとも、この場にはアケルの使節団の男性もいれば、竜淵の里の生き残りのドラゴンの男性もいるのだ。

			　引かれて歩き出した加藤さんは、すぐ傍にいたローズから離れるかたちになっていた。

			　それだけで、もう駄目なのだ。

			　これでは、教会から外に出た瞬間に倒れてしまうだろう。

			「待った」

			　そうとわかったから、おれは御手洗さんに声をかけた。

			「悪いが、加藤さんにはやってもらうことがあるんだ」

			　御手洗さんのうしろで、加藤さんがほっとした顔をした。

			　対照的に、御手洗さんの顔はたちまちに曇くもった。

			「ええええ……またっすか。ずっとそうじゃないですかぁ」

			　素直な性格なのだろう。不満いっぱいに言って、唇を尖らせる。

			　どうしたものかと思ったところで、思わぬところから援護射撃がきた。

			「こらこら。遊びじゃないのよ」

			　飯野が口を挟んだのだ。

			　どうやら助たすけ舟ぶねを出してくれたらしい。窘たしなめる口調で言う。

			「加藤さんにだってやることがあるんでしょ。邪魔したら駄目よ」

			「そりゃそうっすけど……」

			　御手洗さんの勢いが目に見えて落ちた。

			　同じ探索隊の二つ名持ち同士であり、慕したっている先輩の言葉は大きかったらしい。

			　御手洗さんが振り返ると、目が合った加藤さんは済まなさそうに目を伏せた。

			「ごめんなさい、葵ちゃん」

			「あー。いや。こっちこそごめんね。忙しいのに」

			　御手洗さんは加藤さんの手を離すと、ぱんと音を立てて手を合わせた。少し気ままなところはあるが、我わが侭ままを通すほど自分勝手でもないのだろう。彼女は素直に踵きびすを返した。

			「それじゃ、わたしは行ってくるね」

			　ただ、そう告げた声は、やや残念そうなものだった。

			　ちょっと気の毒ではあった。美味しい出店を見付けたと言っていたが、ひょっとすると、加藤さんと一緒に行くのを無邪気に楽しみにしていたのかもしれない。彼女に悪気はないのだ。

			　もっとも、だからといって、いまのを放っておいたら大変なことになっていたので、とめないという選択肢はなかった。どうしようもないことだったのだ。

			「平気か」

			　御手洗さんを見送ってから、おれは加藤さんに声をかけた。

			「あ、はい。大丈夫です。ちょっとびっくりしましたけど」

			　そうは言うものの、あまり大丈夫ではなさそうだった。

			　表情は硬く、体には少し力が入っている。無理もない。御手洗さんの行動は悪気がないだけに躊躇ためらいがなく、あのままなら本当に外に連れ出されかねなかったのだから。

			　心配になって歩み寄ると、加藤さんのほうからも近付いてきた。

			　親しい知人の距離から、さらに一歩。触れるほどに近くに身を寄せられて、少しどきりとさせられる。そうした振る舞いは安心を求める無意識のものだったらしく、ようやく加藤さんは強こわ張ばっていた体から力を抜いた。

			「……ありがとうございました」

			　緊張していた反動なのか、近い距離でこちらを見上げた顔には、いつもより気の抜けた笑みが浮かんでいた。心の底からほっとした無防備な微ほほ笑えみだ。気を許してくれていることが伝わってきて、気持ちを自覚したおれとしては、どうにも目のやりどころに困ってしまう。

			「ああ、いや。気にしなくても……」

			　そうして視線を彷徨さまよわせたところで、目が合った。

			「……」

			　飯野がこちらを見ていた。なんだかすごい目をしている。

			　なにかと思っていると、無言のまま顎あごでこちらに来いと示してきた。

			　どうやら話があるらしい。

			「それじゃあ、加藤さん。またあとで」

			　さっきのこともあるし、加藤さんには他に男性のいる聖堂よりは、個室で過ごしてもらったほうがよいだろう。そう判断して、おれは神官に話を付けると、あとはローズに任せて飯野のところに向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんだ」

			　尋ねるおれの腕を、飯野の手が掴んだ。

			　掴んだ腕を引っ張って、彼女は問答無用で歩き出す。

			「お、おい」

			「いいから」

			　うしろにはリリィが付いてきていたが、飯野はちらっとそちらを向いただけだった。

			　おれたちはそのまま、みんなから少し離れた壁際の位置に移動した。

			　聞かせたくない話があるということなのだろう。もっとも、この程度離れたくらいでは感覚の鋭いガーベラには聞こえてしまうし、リリィが付いてきてもいる。

			　となると、聞かせたくないのは、特定の誰かだということだろうか。

			　飯野は足を止めると、ぱっと乱暴におれの腕を離した。

			　振り返った顔は、いかにも不満そうだった。

			「ねえ。ちょっと真島。あんた、どうにかしなさいよ」

			「……藪やぶから棒だな。なんの話だ」

			「葵ちゃんと加藤さんのことに決まってるでしょ」

			　言いながら、飯野は視線を聖堂内に走らせた。

			　丁度、加藤さんがローズと一緒に、教会の奥に向かっているところだった。

			「あの子、男性恐怖症のこと、葵ちゃんに話してないんじゃないの？」

			「……みたいだな」

			「やっぱり。さっきのだって、そのせいよね」

			　御手洗さんがおれやローズの存在なしに加藤さんを町に連れ出そうとしたのは、そもそも、それがどれだけ加藤さんにとって負担になるか知らないからだ。事情を伝えていれば、御手洗さんだって誘いはしなかっただろう。確かにそれは飯野の言う通りだった。

			　もっとも、そもそも、事情を伝えることができるかどうかは、また話が別だったが。

			「だけど、それは仕方ないよ」

			　リリィが口を挟んだ。

			「友達だからって、話せないことってあるもの」

			　加藤さんの身に起きたことは、できるだけ他人には知られたくないことだろう。たとえ親しい友達であっても……いいや、むしろ以前の自分を知っている友達だからこそ、知られたくないと感じるところもあるかもしれない。

			　男性が怖いと伝えてしまえば、なにかあったとわかってしまう。だから言えない。

			　それでも加藤さんならどうにかしてしまいそうな印象もあるが、あれで彼女は自分自身のことに限っては不器用なところがある。さっきの出来事はそのひとつの表れだろう。

			　しかし、ふんと飯野は鼻を鳴らした。

			「そんなことはわかっているわよ。そのうえで、なんとかしろって言ってるの」

			　意見を口にしたリリィではなく、飯野はなぜかおれを睨にらみ付けてきた。

			「まさか『自分には関係ない』とか言わないでしょうね。あんた、男でしょ」

			　割と滅茶苦茶なことを言われていた。

			　男だからなんだというのか。

			　だが、その一方で、なにか手を打つ必要があるというのは、飯野の言う通りだった。

			　島津さんもそうだが、やはり探索隊の人間とはできるだけ良い関係を築いておきたい。御手洗さんは探索隊の幹部格であり、下手に関係がこじれてしまうのは好ましいことではない。

			　また、そうした利害関係を無視しても、この件を見て見ぬふりはできない。飯野の言う通り、加藤さんが困っているのに、関係ないなんて言うつもりはなかった。

			「なにかしら用事を先に作っておくか」

			　事前に手を打っておくのはありだろう。誘われて断るより、誘われないようにしておくほうが、まだしも波風は立たない。

			「御手洗さんには、あらかじめ伝えておかないといけないな」

			「仕方がないから、それはわたしがやるわよ」

			　すぐさま、飯野が応じた。

			「さりげなく伝えておくわ。そのほうが角かどが立たないでしょ」

			　いかにも不本意そうな顔をしている。しかし、その割に言動は協力的だった。

			　意外だった。

			「……最初からそのつもりだったのか？」

			「そうだけど、変な勘違いはしないでよ」

			　飯野の不機嫌顔が、ますます酷ひどいものになった。ある意味、こんな顔を見せるのはおれだけなのではないだろうかと思わせる表情だ。嬉しくはない。

			「葵ちゃんは大事な仲間だもの。これくらい当然でしょ」

			「そうか」

			　思い返してみれば、飯野は仲間を助けるために、わざわざ崩ほう壊かい後のコロニーまで戻ったり、世界を走り回ったりしていたのだ。より近い仲間である御手洗さんのことを気に掛けるのは、当然のことなのだろう。

			「まあ、なんにしてもありがたいよ」

			「ふん。礼を言われる筋合いなんてないから。言いたいのはそれだけ。じゃあね」

			　話が終わると、さっさと飯野は離れていった。相変わらず素そっ気けない。

			　もっとも、いまとなってはこうしたやりとりが自然なので、特に腹を立てる気にもならない。ただ、なぜかリリィが「うわあ」みたいな顔で、背中を見送っているのは気になった。

			「リリィ？　どうした？」

			「……あー、うん。別に。なんでも」

			　リリィは首を横に振った。

			　飯野を追っていた目が、気を取り直したようにこちらに向けられた。

			「それより、ご主人様、気付いた？」

			「なにをだ？」

			「飯野さん、多分、ご主人様と加藤さんが恋仲だって思ってるよ」

			「……なんだと」

			　思わぬ言葉だった。

			　だが、思い返してみれば、確かに飯野の言い分にはそんなふしもあった。

			「ああ、だから男がどうのと言っていたのか」

			　あの言葉にはやや唐突な感があったが、そうした誤解があったのなら納得できた。

			「いつにも増して不機嫌だったのも、そのあたりが理由か。潔癖な飯野にしては、抑制が効いていたほうなのかもしれないな」

			「いや、どうだろ。それだけでもないんじゃないかなあ」

			「ん？　なんだそれは」

			「ううん。なーんでも。あれは多分、どうしようもないし」

			　リリィはかぶりを振ると、おれの手を引いた。

			「それより、加藤さんのところに行かない？　ご主人様が顔を出してあげたほうが、安心するだろうしさ」

			「そうだな」

			　加藤さんのことが気になっていたのも確かだ。

			　おれは頷うなずくと、リリィと連れ立って歩き出した。

			　

			　このように多少のトラブルはありつつも、『妖精の輪』による移動は順調に進んでいった。

			　そして、その日の夕方のこと。一夜を過ごすことになった教会で、おれは聖堂騎士団副長のゴードン＝カヴィルと顔を合わせることになったのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あなたがゴードンさんですか」

			　聖堂騎士団副長であるゴードン＝カヴィルとは、皇帝直轄領のとある街で合流した。

			「今回の旅の手配をしていただいたと聞いています。お世話になりました」

			　第二部隊の隊長でもある彼は、部下に指示を与えて今回の旅の準備を整えてくれた人物だ。彼の助けなしには、『妖精の輪』による高速移動があったところで、旅の安全面の確保は難しかっただろう。

			　おれたちは握手を交わし合った。ごつごつとした大きな手だった。

			「いえ、真島様。こちらこそ、ご足そく労ろういただきありがとうございました」

			　落ち着いた調子で、ゴードンさんは返した。さすがは聖堂騎士団副長ということか。眷けん属ぞくたちを見ても、動じた姿は一切見せない。むしろ、こちらに向けられる表情には、敬意のようなものも感じられた。

			　飯野の話では、トラヴィスがアケルの開拓村に対して行った非道な行いについて、ゴードンさんは胸を痛めていたらしい。エルフたちを守ったおれのことは、ある程度、認めてくれるところがあるのかもしれなかった。

			「現在の混乱した情勢は、真島様の協力なしには解決できません。わざわざこのような遠い土地までご足そく労ろういただくのですから、道中の安全を守るのは当然のことです。帝都での滞在中も、聖堂騎士団の名誉にかけて、このわたしが全力で真島様の身しん辺ぺんを守らせていただきます」

			「ありがたい話です。よろしくお願いします」

			　挨あい拶さつを交わし合ったあとで、おれたちは席に着いた。

			「早速なんですが、ひとつ、お話を聞かせてもらってもいいでしょうか」

			　こちらから話を切り出した。まだ帝都に着いていないうちに、ゴードンさんとこうして接触したのは、なるべく早くに話を聞いておかなければならないことがあったからだ。

			「調べてもらっていた件についてなんですが」

			「承知しております」

			　こちらがこう言い出すのは予想ができていたのか、すぐにゴードンさんは応じた。

			「『天使人形』オットマー＝ヴァラハなる人物のことですな」

			「はい。飯野からは、ゴードンさんが調べてくださっていると聞いています」

			　帝都に向かうにあたって、こちらから聖堂教会に提示した条件は、ほぼ満たされていた。

			　言い換えれば、それは『完全ではなかった』ということでもある。

			　それが、オットマー＝ヴァラハについての調査だった。

			　無論、これはゴードンさんの怠たい慢まんによるものではない。オットマーの件に限らず、彼は十分に仕事を果たしてくれている。たとえば、第四部隊の残党に関しては、過去に隊長から下された命令の撤てつ回かい、および任務の無期限停止に加えて、可能な限り早急な帰還命令が出ており、逆らう者は厳罰に処されることになっていた。

			　だが、オットマーと彼が率いていた騎士たちについては、そうはいかない理由があった。

			「真島様には、飯野様と島津様からお伝えされていることと思いますが、聖堂騎士団にはオットマー＝ヴァラハなる人物は所属しておりませんでした」

			　もともと、おれはオットマーの所属を明らかにするように条件を出していた。おれに敵対するように指示を下した人間がいるのであれば突き止めて、とめてもらうためだった。

			　しかし、その人物が聖堂騎士団に所属していないとなれば、どうしようもない。おれにとっては思わぬ展開だったが、聖堂騎士団側にとっても衝撃は大きかったようだ。

			　なにせ会談の成立のために、こちらが提示した条件が満たせない。この事実が判明したときには、騎士団内には憤ふん慨がいする者も出たらしかった。

			　――いもしない人間について、無理難題を押し付けてきたのではないか？

			　――だとすれば、現状の解決に動くつもりなど最初からなかったのではないか？

			　――こちらが条件を満たせなかったという大たい義ぎ名めい分ぶんを得るためのポーズだったのでは？

			　そんな疑惑が噴出したのだ。

			　こちらとしてはそんな馬鹿なという話だが、立場を変えてみれば、そう疑われるのも無理ない状況ではあった。

			　そうした意見を押さえつけたのがゴードンさんであり、おれにそんなつもりはないことを主張してくれたのが、話を持ち帰った探索隊のふたりだった。

			　特に、飯野の発言には影響力があったのだそうだ。これは島津さんが教えてくれたことだが、なんでも偽勇者の件で聖堂騎士団と協力していた飯野は、それなりの信頼を得ているらしい。こうしたところは、世界中を駆け回っていた『韋駄天』の面めん目もく躍やく如じよだろう。

			　こちらとしては、提示した条件はあくまで会談が成立できる程度のものを提示したつもりで、まさかそんな状況になっているとは夢にも思っていなかったので『こちらの吹っ掛けた無理難題であわや和平会談の段取りが崩れる寸前だった』と聞かされたときには、背筋に冷たいものが走ったものだった。

			　ともあれ、すれ違いになるところを危うく回避して、ゴードンさんはおれがこちらにやってくるために必要な様々な手配りをする傍ら、調査のために動き出した。該当する能力を持つ勇者の伝説を調べ上げ、その末まつ裔えいについての情報を集め、どうにかしてオットマー＝ヴァラハに繋がる手掛かりがないものか探したのだ。その結果、ある程度の成果があがっていた。

			「飯野からは『天使人形』に該当する能力を持つ勇者と、その血を引く家系を発見したという話を聞いています。ゴードンさんの精力的な活動のお陰だと」

			「滅相もございません。わたしは自分のなすべきことをなしただけですので」

			「ゴードンさんの尽力には感謝しています。その後、調査に進展はありましたか」

			「はい。わたし自ら、その家に赴おもむいて、家人から話を聞いてまいりました」

			　忙しいだろうに、自分の足で情報を集めたらしい。そういう性格だというのもあるし、飯野から信頼されている自分が動かなければならないという自覚もあったのだろう。

			「結論から申し上げますと、オットマーらしき人物の存在は確認できました。名前は違いましたが、年齢や風ふう貌ぼうからして間違いないでしょう。10年ほど前に、聖堂騎士団に籍せきを置いていた人物です」

			「10年前……過去形ですか？」

			「そうです。改めて調べたところ、確認も取れました。とあるモンスターの討伐の際に、班ごと全滅した騎士のひとりとして記録が残っておりました。我々は騎士団に現在所属している者を対象に、オットマーという名前が偽名の可能性も含めて調査を行っていたのですが、10年前に死亡した者の記録まではさすがに当たっておらず、見落としたようです」

			　これは仕方ないことだろう。パソコンでデータ管理をしているわけでもなし、検索能力にだって限界がある。ちゃんと記録が残っていただけ、管理は行き届いているというべきだった。

			「ここからは推測になってしまうのですが、オットマーはモンスターの討伐任務の際に、逃亡したのではないかと思われます。モンスター討伐の際には遺体が回収できないことも多く、基本的に未帰還者は死亡扱いとなりますので。そこをトラヴィスに拾われでもしたのではないか、というのが現状での見解になります」

			「拾われた？」

			「ええ。聖堂騎士でありながらモンスターを前に逃亡したとなれば、それは非常に不名誉なことです。オットマー＝ヴァラハと思しき人物の生家は、小なりとはいえ貴族でありまして、逃亡の不名誉は家に大きな迷惑をかけることになります。そのあたりをトラヴィスに突かれて、良いように使われていたというのはおおいにありえる話です。そうした弱みを握ることに、トラヴィスという男は長けておりましたので」

			　最後だけ、忌いま々いましそうな口調だった。聖堂騎士団内でもいろいろとあるのだろう。そのあたりは置いておくとして、おれはいまの話について考えた。

			「……つまり、オットマーとその一党は、元聖堂騎士ということですか」

			「無論、経緯についてはこの限りではないかもしれませんが……なんにせよ、なにかしら弱みを握ることで、トラヴィスが私兵じみた部下を抱えていたことが最近になってわかっています。そのなかに、元聖堂騎士がいてもおかしくはありません。勇者様由来の貴重な魔法道具も、そうした人間に持ち出させていたのかもしれません」

			　オットマーは自分のことを『聖堂騎士団第四部隊の所属ではない』と話していたというが、確かにトラヴィスの私兵であれば、発言のつじつまは合った。しかし……。

			「先輩」

			　加藤さんが口を挟んだ。昼の一件からはすでに復調しており、落ち着いた物腰で言う。

			「なんだかちょっと、先輩やローズさんから聞いていた話とずれがありませんか」

			「ああ。おれもそう思っていた」

			　おれたちのやりとりに、ゴードンさんは怪け訝げんそうな顔をした。

			「どういうことですかな」

			「おれたちが遭そう遇ぐうしたオットマーという男には、いかにも軍人めいた印象がありました」

			　それこそ自分自身が人形めいた、無感情な男の顔を思い出す。

			「脅されて動かされているといういまの話が、少し合わないような気がしまして」

			「むう……」

			「もちろん、これはあくまでおれたちの印象でしかありませんが。なにかの証拠があるわけではありません」

			「……いえ。先程のわたしの話も、あくまで推測でしかありません。真島様のおっしゃりたいのは、様々な可能性を考えておくべきということでしょう」

			　この件に関しては、ここで答えが出せる類の話ではない。対策を取るという意味でも、確定した情報がない部分については、可能性を狭せばめないほうがよいだろう。

			　もっとも、オットマーが正規の聖堂騎士でないことを知れたのは収しゆう穫かくだった。

			　正規の騎士でなければ、できることには限りがある。万が一にもまだ命を狙われるようなことがあるにしても、こちらは正規の聖堂騎士団が護衛についているのだ。組織力では比べものにならない。あとは、護衛に就ついている聖堂騎士が信頼できるかどうかだったが、そこも問題はなさそうだと、目の前のゴードンさんを見ておれは判断していた。

			「いまの真島様からの指摘も含めて、部下たちにはよく言い含めたうえで、護衛に就かせることにいたします」

			　ゴードンさんはテーブルの上で、ごつごつとした指を組み合わせた。

			　そこに力が込められる。

			「かくいうわたしも守りに付きましょう。聖堂騎士団の『輝く翼』が、騎士の誇りにかけて皆様をお守りいたします」

			　そう告げた言葉からは、彼の職務にかける意気込みが感じられた。

			　騎士として振舞うシランにも共通したものだった。

			　聖堂騎士もトラヴィスのような者ばかりではない。現状を憂うれい、どうにかしようと奔ほん走そうしている者もいるのだ。これなら、帝都での警護は信頼してもよいだろうと思えた。

			　

			　護衛を加えて、帝都への旅は順調に続いた。

			　目的地まで、あともう少しだ。

			　しかし、そこでおれたちは思わぬものを目まの当あたりにすることになる。

			　帝都を目前にした町で見かけたのは、マクローリン辺境伯に直率された２０００人もの軍勢だった。

		

	
		
			　

			13　到着前　～加藤真菜視点～

			　

			　帝都近くの町で、わたしたちはマクローリン辺境伯領軍をこの目にすることになった。

			　正確に言えば、帝都に向かう途上の辺境伯領軍を追い抜いたのだ。

			　ニアミスだった。

			　これは奇妙な話で、辺境伯領の中心地である鉱山都市ヌルヤスから帝都までかかる時間を計算すると、すでに辺境伯は帝都に着いている頃合いだとわたしたちは聞かされていた。

			　もちろん、この世界での長距離の移動は――『妖精の輪』などの例外を除けば――基本的に徒歩での移動になるので、なにかしらのトラブルがあって、予定通りにいかないことは往おう々おうにしてありうる。ただ、今回はそういうことではなかった。

			　わたしたちは町の外の辺境伯領軍の様子を見るために、教会の高い階に移動して、その光景を目の当たりにしていた。

			「すごい数だな」

			　窓から外を見て、真島先輩が低くつぶやいた。

			　町の外では、辺境伯領軍が野営を行っていた。報告によれば、兵士の総数はおよそ２０００人。これから戦争でも始めようかというような物もの々ものしさだった。

			「あれだけ兵士がいれば、予定より移動に時間がかかるのは当然だね」

			　リリィさんが溜め息をついた。

			「モンスターに襲われることを考えれば、地位のある人間が護衛を連れてるのは当然だけど……さすがにこの数は多過ぎるよねえ」

			「辺境伯領軍は、この間の遠征で兵力を損そん耗もうしているはずです。領内の防備を考えれば、２０００という数は現状で自由に動かせる最大限の兵力でしょう」

			　シランさんが補足をする。こちらの表情も厳しかった。

			「はぁー、すっごいっすね」

			　対照的に、葵ちゃんは暢のん気きな声をあげた。

			「帝都にでも攻め込むんすかねえ」

			「……割とそれ、冗談になってないわ」

			　飯野さんが苦い声で返した。

			「帝都に着いたら、真島に攻撃を仕掛けてくるかもしれないもの」

			「まじっすか」

			「辺境伯ならやりかねないわ」

			　このなかで、辺境伯と直接顔を合わせたことがあるのは飯野さんだけだ。それだけに、危機感は大きいのかもしれない。

			　予想外の事態だった。

			「……まことに申し訳ありません」

			　ゴードンさんが、深々と頭を下げた。

			「まさか辺境伯が、このような大軍を率いてくるとは」

			　辺境伯を抑えてみせるからと、真島先輩に帝都に来るように頼んだ聖堂騎士団としては、冷や汗ものだろう。わたしたちは、最悪、ここで引き返すことも選択肢に入るからだ。

			　なにがあるかわからない以上、そういったケースも当然、想定はしてあった。というか、実のところ、竜淵の里のドラゴンのみなさんについてきてもらったのは、緊急時の移動手段という一面もあったりするのだ。彼らがいれば空路が使えるので、『妖精の輪』ほど高速ではないものの、１ヶ月もあればアケルに戻ることは可能だからだ。

			　真島先輩の表情は厳しいものだった。

			　もっとも、それは現状をきちんと把は握あくしようという真面目さの表れであり、いたずらに怒ったり、冷静さを失ったりしはしていなかった。それが証拠に、口にしたのは聖堂騎士団を責める感情的な言葉ではなく、慎重な疑問の言葉だった。

			「……妙だな。辺境伯はどういうつもりなんだろう」

			　その目がちらりとこちらに向いた。

			　ごく自然に意見を求められている。頼りにされているのだと感じられることが嬉しい。

			「確かに、疑問ですね」

			　胸の高鳴りを感じつつ、わたしは意識的に冷静な思考を保った。

			「こうした事態は、想定していませんでした。そうする必要がないと思っていましたから」

			「加藤様、それは……」

			「いえ。別に、話が違うと責めているわけではないんです」

			　少し焦った様子でゴードンさんが顔を上げたので、彼の懸け念ねんを否定する。

			「単純に、こうはならないだろうと判断していたということです。だって、以前に真島先輩は、５０００の辺境伯領軍とやり合いました。今更、以前より少ない数を出してくるというのは腑ふに落ちません」

			「おれもそこが気になっていた」

			　真島先輩も同意を示した。これまで時間はあったので、先輩とは辺境伯領軍の今後の動きについて何度も話し合っている。認識の共有はできていた。

			「仮に攻撃を受けたとして、今回は、おれたちの戦力は万全だ。エルフたちを守らなければいけないわけでもない。さらに、帝都には聖堂騎士団もいるわけで……」

			　先輩はゴードンさんに水を向ける。

			「突破するには、数が足りないと思います。おれたちの認識は間違っていますか？」

			「……い、いえ。まさにその通りです」

			　話を振られたゴードンさんが、少し慌てた様子で頷うなずいた。

			　こちらが怒り出したりしないことがわかったためか、安あん堵どした雰囲気を見せる。

			　ただ、それも一瞬のこと。その表情は真剣なものに変わった。

			「皇室にも今回の会談については話が通っております。あのような大軍を帝都に入れることは、帝国も教会も許可しません。仮に強引に突破しようと攻めかかってきたところで、帝都には駐留している兵士がおりますし、教会にも動かせる戦力がおります。わたしの部下である聖堂騎士団第二部隊が中核として働けば、たとえあの５倍の兵力であっても、帝都には一歩も踏み入れさせません。真島様の手を煩わずらわせるまでもないでしょう」

			　大たい言げん壮そう語ごというわけではなく、実際にそれだけの戦力はあるだろう。

			　そうするだけの理由もある。

			　今回の会談については、こちらが求めた通りに、すでに広く知らされているからだ。

			　真島先輩の身の安全には、世界を安定させる楔くさびとも言える聖堂教会の権威と信頼とがかかっている。もしも辺境伯が強引な手段に打って出るようなことがあれば、聖堂騎士は全力で対応せざるをえない。また、万が一にも突破されたところで戦力は消しよう耗もうしているはずで、先輩の眷けん属ぞくたちとやりあうことはまず不可能だ。そして、だからこそ腑ふに落ちない。

			「でしたら、ゴードンさん。辺境伯にはどのような意図があるのだと思いますか？」

			　先輩と入れ替わりに、わたしは疑問を投げかけた。

			「もちろん、辺境伯がそうした判断を間違えるような人物なのだとすれば、話は別ですけれど。そのあたりはどうなんでしょうか？」

			「それは……あのお方は、若い頃は自ら軍を率いていらっしゃいました。軍事にも通じておられます。そういうことはないと思われますが」

			「状況はきちんと把は握あくしているということですね」

			　だとすれば、ますますわからない。わざわざあれだけの兵力を率いてきたが、それでは足りない。それがわからないような人間でもない。まさか軍は連れてきたが、攻撃をするつもりはないとでもいうのだろうか。そんなわけのわからないことがありえるだろうか。だって、それだけでは――それだけでは？

			「……あ」

			　違う。それだけでも、この場合は十分なのかもしれない。

			「敵対的な態度を取ること、そのものが辺境伯の狙いという可能性はないでしょうか」

			　わたしが意見を口にすると、真島先輩は怪け訝げんそうな顔をした。

			「敵意を見せて……嫌がらせってことか？」

			「いえ。この場合は、もっと直接的です」

			「というと？」

			「これから行われるのは和平会談です。ですが、その会談に臨のぞむに当たって、片方が敵対的な態度を示せば、周囲はどう思うでしょうか」

			　真島先輩が目を細めた。

			「……なるほど。辺境伯は和平会談を突っぱねることはできない。だが、納得もしていない。だから『自分は納得していない』と周囲に知らしめようとしていると」

			　先輩は少し考える間を置いた。

			「だが、それだと辺境伯は聖堂教会に刃向かうことになる。それは、辺境伯の立場的にまずいんじゃないか？」

			「もっともな疑問だと思います」

			　わたしは頷うなずきを返した。

			「だけど『大軍を連れていくだけ』なら、なんとでも言い訳ができるんじゃないでしょうか」

			「……なに？」

			「だって、別に攻撃をするわけでもないんですから。どれだけ護衛を連れていようと、そんなの辺境伯の勝手でしょう。少なくとも、そう言い張ることはできます」

			　わたしはゴードンさんに視線を向けた。

			「違いますか？」

			「……確かに。実際に敵対的な行動を取らない限りは、追及はしきれないでしょうな。辺境伯はこちらの要よう請せいには応えているわけですから。世間がどう思うかなど、辺境伯に責任を問えるようなことでもありません。むしろ、こちらの言いがかりになります」

			　ゴードンさんは、眉の間に深い皺しわを寄せて唸うなった。

			「というより、辺境伯はそれを狙っているのかもしれませんな。責任を問うてしまえば、こちらから不穏な空気を作り出すかたちになりますので」

			「なんと面倒な」

			　聞き役に徹てつしていたガーベラさんが、げんなりした声をあげた。

			「責めることもできないというのか。やられっぱなしではないか」

			「そうでもありません」

			　わたしは否定の言葉を返した。面倒だと思う気持ちはわかるけれど、相手の意図さえわかってしまえば、これはそう悲観したものでもない状況だった。

			「ここまで好き勝手にやっていた辺境伯が、この程度のことしかできずにいるんです。これは辺境伯にできる精一杯の反撃ということでしょう」

			「視点を変えてみれば、確かに、そうなるのか」

			　真島先輩が相あい槌づちを打った。

			「聖堂教会がどういった手段を使ったのか知らないが、辺境伯は直接行動には出られないんだろうな。そうでもなければ、こんな回りくどい手段で和平会談に水を差す必要はない……」

			　少し考えて、再び口を開く。

			「だが、なんにしても面倒なことには違いない。具体的にはどうすべきかだが」

			「そうですね、思い付くことはないでもないですが……」

			　言いかけて、わたしは首を振った。

			「いえ。わたしなんかがどうこう言うまでもなく、あとはどうにでもするでしょう」

			「というと？」

			「重要なのは『人々があの辺境伯領軍をどう捉えるか』ということですから」

			　不思議そうな顔をする先輩に、説明をする。

			「辺境伯側からすれば『どう捉えさせるのか』というべきですね。より積極的な動きも考えられるでしょう」

			「捉えさせる……積極的に、情報を操作するってことか」

			　先輩は納得した様子で息をついた。

			「なるほど。伝え方ひとつで、物事の印象は変わるからな。だが、だとすれば、やっぱりまずいんじゃないのか」

			「はい。ですけど、そうした戦いであれば、この世界の安定を長く守ってきた聖堂教会の得意とするところじゃないでしょうか」

			　わたしが言うと、先輩はゴードンさんに視線を向けた。

			　ゴードンさんは少し困ったような顔をしたあとで頷うなずいた。

			「否定はいたしません。人心を安定させることこそが、聖堂教会の本分でありますからな」

			　世論を導くことは得意だということだ。

			　その手段のなかには、情報の操作も含まれているのだろう。実際、教会は以前に『偽勇者』の噂うわさ話ばなしをうまく使うことで、失敗した勇者たちの不ふ祥しよう事じを隠すことにも成功している。わたしの思い付かないような手段だって持っているに違いなかった。

			「相手のやり口がわかっていれば、封じることは難しくないでしょうな。恐らく、教会もすぐに辺境伯の意図には気付くでしょう」

			「ええ。わたしが気付いたことくらい、海千山千の教会が気付かないはずがありません。ただ、動いてくれるという確証はほしいところですけど」

			「帝都に着きましたら、わたしが確認を取りましょう」

			「ありがとうございます」

			　対処ができるとわかり、やっと部屋の緊張が緩んだ。

			　先輩が笑い掛けてくる。

			「だとすれば、あとはおれたちが冷静な対応をするだけだな」

			「そうですね。怒って帰ってしまえば、辺境伯の思うつぼですから」

			　この場面、一番まずいのは冷静さを失うことだ。こうして話し合いをすることで、それを回避できたのは、確かな成果と言えるだろう。

			「心遣いに感謝いたします。必ずや、辺境伯の企みは封じ込めてみせましょう」

			　ゴードンさんは力強く請け負い、わたしたちはその町をあとにしたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「真菜ちゃんはすごいねー」

			「え？」

			　今日の『妖精の輪』による移動を終えて夕食を摂とったあと、ローズさんと一緒に部屋に戻る途中で、わたしは葵ちゃんに話しかけられた。

			「なんの話ですか」

			「今日のお昼、辺境伯のとこの軍隊について話し合ってたときのこと。あんなふうに、理路整然と話をしてさ。頭が良いのは前から知ってたけど、びっくりしちゃった」

			「ああ……」

			　辺境伯軍への対応について話をしたときのことを言われているのはすぐわかった。

			「それに、真島先輩との息もぴったりだったね」

			　とても明るい笑顔を向けられた。

			　学校に通っていた頃のわたしは、こうした彼女の可愛かわいらしさを好ましく思っていた。

			　それを思い出して、懐かしく感じた。

			　……それはつまり、そんなふうに感じるくらいには、元の世界にいた頃のことを遠く感じているということでもあった。

			　たった一年足らず。けれど、それはただの一年間ではなかった。

			　この世界に来てからの経験は、わたしという人間を大きく変えてしまった。それはもう、ある種の断絶と言ってしまっても差し支えない。そのため、元いた世界での出来事は、過去のことになってしまっていた。良いとか悪いとかではなく、そうとしか感じられないのだ。

			　正直なところ、葵ちゃんのことは、昔、仲の良かった子という認識のほうが強かった。

			　ただ、だからといって、彼女を軽んじているわけではなかった。こうして言葉を交わして、旧交を温められるのは嬉しい。それに、わたしたちの関係が、先輩と探索隊との仲を良好にする一いち助じよになるかもしれない。

			　そんなことを考えながらも、わたしは葵ちゃんに言葉を返した。

			「先輩とは、これまでずっといろんなことを相談してきてますからね。話し合いは、やっぱりスムーズになりますよ」

			「うん。ぴったりだったよ。なんていうんだっけ、こういうの。ええっと……ああ、そうだ」

			　少し考えたあとで、ぱっと葵ちゃんは表情を明るくした。

			「女房役！　真島先輩にとっての真菜ちゃんって、そんな感じだよね！」

			「……へぁ？」

			　わたしは思わず、変な声を出してしまっていた。

			　もちろん、葵ちゃんが言いたかったのは、単純に『息の合った相棒』的なニュアンスだろう。無邪気に笑う彼女の顔を見れば、変な意図がないことは明らかだった。

			　ただ、それはわかるけれど、そのワードはいまのわたしにとって攻撃力が強かったのだ。

			　絶句して、少し慌ててしまうくらいに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アケルを離れる前のこと、わたしはローズさんに背中を押されて、自分の恋に関して頑張ってみようと決意した。そうしたところが無意識に出ているのか、振り返ってみると、前よりも少しだけ踏み込んだ距離で、先輩と触れ合う機会も増えたように思う。

			　……これまで躊ちゆう躇ちよしてきた好意のブレーキが壊れただけとも思えて、ちょっと恥ずかしくもあるのだけれど。

			　もっとも、まだ自覚的に踏み込むのは怖い。

			　無意識に距離が詰まってどきどきする機会が増える一方で、意識的には踏み込めないというのは、ひどくもどかしいものだった。

			　甘い気持ちは、それだけに苦しく胸を潰して、眠れない夜もあった。

			　また、踏み込めないのはわたしの臆おく病びようだけが理由でもなかった。

			　合流する予定の探索隊のことがあったからだ。

			　コロニー崩ほう壊かいを経験し、この世界で生きていくために価値観を変化させたわたしたちと違い、探索隊メンバーの多くは元の世界の価値観をそのまま保持している。そのうえ、大半が無意識のヒーロー願望で力を発現させている彼らは、善意の人間が多い半面で、考えなしで心が弱く、独善に走る傾向が強い。

			　これは事前に話をしていたことだが、彼らにとっては、先輩と恋仲にあるリリィさんたちの存在は良く思われないリスクが高い。それに加えて、同じ転移者であるわたしまで彼に想いを寄せているとなれば、反感を買う可能性が非常に高いことは予測できた。

			　一応にせよ、先輩が合流を選択肢に入れていることを考えれば、その可能性を潰すような危険のある行動は避けるべきだ。少なくとも、この旅が終わってアケルに戻るまでは、決定的な行動を取るべきではない。そう考えて、加速する自分の気持ちを抑え込んでいた。

			　言うなれば、いまのわたしには、アクセルとブレーキを同時に踏み込んでいるようなところがあったのだ。

			　葵ちゃんから思わぬ言葉を聞いて、変な声が出てしまったのだって、そういうことだ。

			　ちょっと敏びん感かんになっているところがあったのだ。

			　そんなわたしを見て、葵ちゃんは腑ふに落ちたような顔をした。

			　ひょっとすると、これまでもなにか感じるものはあったのかもしれない。

			　素直な疑問の言葉を口にした。

			　

			「真菜ちゃん、真島先輩のこと好きなの？」

			　

			　それは、親しい女の子同士なら普通のコイバナで。

			　いまのわたしにとっては、もうどうしようもない不意打ちだった。

			「あ、う……」

			　適当に「そんなことありませんよ」とでも返せばよかっただけのことだ。

			　頭ではそうわかっていた。だけど、体と心はうまくついてきてくれなかった。

			　最近の出来事のせいで、自分の気持ちに歯止めがきかなくなっていた。

			　いや。真島先輩への恋心だけは、うまく処理することができないのは前からだ。

			　ぼっと火が出るような勢いで、顔が熱くなった。

			　猛烈な勢いで恥ずかしさが募つのった。

			　この世界で仲間として特別な絆きずなを育み、先輩との関係もよく理解してくれているローズさんたちが相手のときとは状況が違う。転移前の学校で仲の良かった友達に、どうしようもなく本気の恋心を知られることは、特別な――あるいは、当たり前の――羞しゆう恥ち心しんを伴った。

			　わたしは咄とつ嗟さに顔を伏せた。けれど、そんなの遅い。真っ赤になった顔は見られただろうし、隠そうとした時点で意味なんてなかった。

			「おわぁ。本気、なんだねぇ」

			「あ、葵ちゃん……」

			　割と真面目なトーンで言われてしまって、顔が見られない。

			　それでもなんとか、言うべきことを口にする。

			「あ、あの、葵ちゃん。このことは……」

			「うん。わかってる。大丈夫だって」

			　さいわい、葵ちゃんはすぐにこう返してくれた。

			　彼女は悪戯いたずらで人の秘密を暴くような人間ではない。それは、転移前の交友で知っていた。

			「あのね、実のところ、わたしは真菜ちゃんを守るつもりで、連れてきてもらったんだよ」

			　まだ顔を上げられないわたしに、葵ちゃんは告げた。

			「だから、なにも心配なんてしなくていいし、真菜ちゃんは安心していていいんだよ」

			　顔を上げてみると、天真爛漫な笑顔があった。

			「葵ちゃん……」

			　自然と気持ちが、彼女と教室でお喋しやべりをしていた頃に立ち戻った。

			　人の弱さと世界の残酷こくさを知る前の自分に。

			　たとえ錯さつ覚かくでも、それは悪い気持ちではなかった。

			「……ありがとう」

			　素直な気持ちで、わたしはお礼を言うことができたのだ。

			　そのときだった。

			「真菜」

			　これまで黙っていたローズさんが呼び掛けてきて、わたしはびくりとした。

			　なにかと尋ねる前に、廊下の向こうから声をかけられた。

			「ああ。加藤さん、ここにいたのか」

			　真島先輩だった。ちょっとどきりとしてしまったのは、さっきまで葵ちゃんとしていた話のことがあったからだ。

			　聞かれていなかったか少し不安になったけれど、どうやら大丈夫のようだ。

			　真島先輩はひとりではなく、リリィさんと島津さんも一緒だった。

			「探していたんだ。少し時間いいか。島津さんが、話があるんだそうだ」

			「話をしている最さい中ちゆうに悪いね」

			　島津さんが言う。葵ちゃんが不思議そうな顔をした。

			「別にいいっすけど、お話っていうのはなんですか？　わたしも聞いてもいいやつですか？」

			「いいよ。というか、葵も無関係じゃないから」

			　そういうと、島津さんはわたしに目を向けてきた。

			「話というのは、前にした提案のことだよ。探索隊に合流しないかっていうね」

			「それですか」

			　特に驚きはない。島津さんが改まって話を切り出してきたことから、そうだろうとは思っていたからだ。

			　一方で、葵ちゃんはこの話を知らなかったのか、驚いた様子だった。

			　ただ、それは『わたしたちが合流すること』への驚きではなかった。

			「え？　真菜ちゃん、これから一緒に行かないの？」

			　これは、ちょっと予想外だった。

			　どうやら葵ちゃんは、わたしが探索隊に合流するものと思い込んでいたらしい。島津さんからも、この話は聞いていなかったようだ。きょとんとした顔をしていた。

			「どうして？」

			「……ええと」

			　どうしてと問われても、困ってしまう。わたしからすれば、合流するのに理由が必要でも、しないことに理由はないのだ。

			　ただ、どうやら葵ちゃんにとっては、その逆だったらしい。わたしたちが合流することは、彼女にとって疑問を差し挟む余地のない当たり前のことだったのだ。

			　認識にずれがあった。

			　とはいえ、相手は昔のお友達だ。自分のほうが変わってしまったというのが負い目のようにも感じられて「それは違う」と突っぱねるようなことを言うのは躊躇してしまう。

			「こらこら。葵。困らせたら駄目だよ」

			　わたしの困惑を見て取ってか、素早く島津さんが口を挟んでくれたのは助かった。

			「ひとそれぞれ事情はあるものなんだから」

			「だ、だけど……」

			「それに、真島たちに合流してもらうために、わたしは動いてる。まだ合流しないと決まったわけじゃないからね」

			　そういうと、島津さんは手にしていた革かわ袋ぶくろから、筒状に丸められた紙を取り出した。

			「なんですか、それは」

			　真島先輩が尋ねると、島津さんは少し得意げに笑った。

			「さっき、みんなが夕飯を摂とってる間に、帝都に行って戻ってきた。そこで、ちょっとね」

			「……さらっとすごいことを言いましたね」

			「わたしの能力は知ってるでしょ。自分ひとりだけなら負担は少ない。もっとも、さすがにこの距離くらいまで近付かないと、たとえひとりでもこの短時間で行って戻ってくるのは難しいんだけど」

			　言いながら、島津さんは紙筒を真島先輩に渡した。

			「それはね、真島が探索隊に合流することに同意しているメンバーのリストだよ」

			　紙筒を受け取った真島先輩が、ぴくりと動きをとめた。

			「わたしは真島を評価しているし、仲間としてやっていきたいと思ってる。そう考えているのは、わたしだけじゃない。これは前に言ったよね。それをわかりやすいかたちで示したのが、そのリストだってこと」

			「……見てみても？」

			「もちろん」

			　先輩に目配せをされたので、わたしはリリィさんと一緒に、先輩が手に持った紙面に目を落とした。ひとつひとつ違った筆跡で、ずらりと名前が並んでいた。

			　人数は40人ほど。探索隊の現メンバーが60人ほどだから、最低でも60パーセントを超える同意が現時点で確保されていることになる。

			　なかには、『光の剣』中なか嶋じま小こ次じ郎ろう、『多重存在』窪くぼ田た陽よう介すけ、『万能の器』岡おか崎ざき琢たく磨まなど、探索隊リーダーも含めた二つ名持ちの名前も並んでいて、なかなかに壮観だった。

			「どう、真島？　そうして名前が並んでいれば、実感が湧くんじゃない？」

			「……そうですね。それに、思ったより多いです」

			「まあね。実のところ、これは事前の根回しってところもあったから、中立派や消極的な反対派を説得はしておいたんだよ。わたしのいない間にも、説得はしてもらってたしね。まあ、わたしがいない間に、思った以上に数が集まっていたから、そこはびっくりもしたけど」

			　島津さんは軽妙に肩をすくめた。ただ、その目は真剣なものだった。

			「実際に真島が合流するとなれば、このリストは力を持つと思うよ。っていうのも、多少難色を示しているやつらも、大半は単に将来を不安に思っているだけのことで、真島に悪感情を抱いて反対しているわけじゃないからね。大多数が賛成に回れば、特に文句は言わないよ」

			　思いのほか本気で、島津さんは手て筈はずを整えているようだった。

			　あるいは、その事実を感じさせることのほうが、主な目的だったかもしれない。

			「いまの情勢は不安定で、先行きが見えない。わたしたち転移者は集まっておいたほうがいい。真島にとっても、わたしたちにとっても、合流するのはいいことだと思う。このリストが、真島の心を動かしてくれることを願ってるよ」

			　真島先輩からリストを引き取ると、島津さんは真しん摯しな口調で告げたのだった。

			　

			　わたしたちは、聖堂教会に、探索隊に近付いていく。

			　帝都への到着は、もう明日だ。

		

	
		
			　

			14　帝都への到着

			　

			　翌日、おれたちはついに帝都に到着した。

			　転移場所は、帝都にある聖堂教会の本拠地、大聖堂の一角だ。

			　さすがに少し緊張しつつ、いつまでも慣れない転移の感覚をやり過ごして――

			「――お待ちしておりました」

			　がらんとした大部屋で待ち構えていたのは、わずかな供とも回まわりを連れたふたりの男だった。

			　ひとりは神官服に身を包んだ細身の老人だった。髪かみも髭ひげも白く、皺しわに包まれた顔は非常に理知的で、老成した眼まな差ざしが印象的だった。

			　もう一方は、壮年の大柄な騎士だった。顔立ちは彫ほりこそ深いものの、おれたちと似たものがあり、刈かり揃えられた黒髪もあって日本でもハーフで通じるかもしれない。分厚い体が発する重厚な雰囲気は、騎士としての格を窺うかがわせた。

			　どちらも話しかけるのに気き後おくれしてしまいそうなくらいに、雰囲気のある人物だった。

			　こちらがなにかリアクションを取る前に、彼らは視線を巡らせると、眷けん属ぞくに囲まれているおれに歩み寄ってきた。

			「失礼ですが、真島孝弘様と、加藤真菜様でしょうか」

			　老神官が尋ねてくる。しわがれているものの、聞き取りやすく深みのある声だった。

			「はい。そうです」

			　応えると、ふたりは会釈をした。

			「お初にお目にかかります。わたしは、大神官のひとり、ゲルト＝キューゲラーと申します」

			「聖堂騎士団で団長を務めております、ハリスン＝アディントンです」

			　……これは驚いた。

			　いきなり聖堂教会、聖堂騎士団のトップが出迎えてくれるとは。

			　今回の一件についてそれだけ本気だということなのだろう。外から来た人間に対応する場で、身辺を守る護衛の数があまりにも少ないことも、こちらに威圧的な印象を与えないようにという配慮のひとつと察せられた。

			　加えて、モンスターである眷属たちを前にしてわずかな護衛しか連れないことは、こちらを信頼しているというポーズでもある。そう考えると、飯野をはじめ護衛で固めているこちらの態度は、アンフェアなものとさえ言えるかもしれない。もっとも、そのあたりはトラヴィスの一件があってのことと、理解はしてくれているのだろう。ふたりに気にした様子はなかった。

			「遠いところを、わざわざご足労いただきありがとうございました」

			「いえ。こちらこそ、道中はお世話になりました」

			「ご不便を感じることがなかったようでしたらさいわいです。現状を打開するために、ぜひとも協力していきたいと考えております。どうかよろしくお願いいたします」

			　そうして挨あい拶さつを交わすと、続けてふたりは島津さんたちにも労ねぎらいの声をかけた。

			　そのやりとりを見る限り、彼らの関係は良好なもののようだ。

			　そのあと、ふたりはアケルの文官たちを引き連れたフィリップさんとも挨あい拶さつを交わし、竜淵の里のドラゴンたちも含めて簡単に紹介を受けた。

			　ひと通り初対面のやりとりを終えると、彼らは改めてこちらに向き直った。

			「お疲れでなければ、荷物を置かれたあとで、会談の段取りについてこちらのハリスンからご説明させたいと考えております。いかがでしょうか」

			「おれたちは大丈夫です。お願いできますか」

			「承知しました。それでは、ハリスン。頼んだぞ」

			　ここで、ゲルトさんは去っていった。

			　どうやら非常に多忙なところを、わざわざ時間を割いて挨あい拶さつだけはしてくれたらしい。とはいえ、さすがに組織のトップふたりが両方いなくては回らないこともあるのだろう。正直、ハリスンさんひとりだけでも十分過ぎる対応なのでかまわなかった。

			「ここからはわたしがご案内いたします」

			「よろしくお願いします」

			　まずは滞在する部屋に案内された。

			「それじゃ、真島。また明日ね」

			　移動のために魔力を使って疲労した島津さんとは、部屋に着いた時点で別行動になった。彼女は部屋で少し休んだあとで、別の場所に滞在している探索隊のところに戻るのだという。

			　探索隊のリーダーには、今回の件でいろいろと動いてもらっているので、落ち着いた明日にでも挨あい拶さつに行く予定だ。島津さんとは、明日、また顔を合わせることになるだろう。

			　飯野は護衛として動いてくれる段取りだったので、探索隊に戻ることなくついてきてくれた。同じく護衛のゴードンさんのことは信頼できそうだと判断はしているが、やはり『韋駄天』の二つ名持ちである飯野の存在は心強い。

			　……これで、いちいち目が合うたびに睨にらんでくるのさえなければ文句はないのだが。

			　まあ、多くは望むまい。

			　御手洗さんもついてきたが、これは加藤さんがいるからだろう。なにかあったら友人である加藤さんを守ってはくれるだろうから、こちらも心強くはあった。

			　おれたちはハリスンさんのうしろをついていった。

			　その途中、廊下の窓から見えた景色に、ロビビアとケイが感かん嘆たんの声をあげた。

			「……すっげぇ」

			「……すごいねぇ」

			　ふたり揃って、ぽかんとしている。視線の先には、遥か天までそびえ立つ尖せん塔とうがあった。

			　帝都の教会の本拠地は、中央にあるドームに六つの巨大な尖塔が連結した非常に広大なものだ。天高くそびえる尖塔は高く、その先端は40階建てのビルくらいはあるだろうか。おれたちがいるのはそのひとつの地上近くの階で、他の尖塔を見上げることができた。

			　なんでもこの建物は、過去と現在と未来に至るまでの、勇者の威光を称たたえるためにあるのだという。長い歴史を感じさせるくすんだ白亜の壁面には、細部に至るまで彫刻が為されており、彫刻の生み出す複雑な陰影が、重々しくも荘そう厳ごんな外観を際立たせていた。

			　また、その周りに広がる帝都の街並みも、これまで見たこともない栄えたものだった。

			　この世界の都市は発展と拡張に伴い、外周を囲む防壁を増設していくのが常だ。最初の勇者が降こう臨りんした土地であり、最長の歴史を誇るという帝都は、七重の頑丈な防壁を備えている。その広大な面積に、所狭しと家が軒を連ねているさまは、息を呑のむほどに壮大だった。さすがは世界最大の都市と言うべきだろう。

			　視線を巡らせれば、高い防壁の外に草原地帯が広がっている。近場には、モンスターの巣窟となりそうな森林の類は見当たらない。遥か遠くに見える山々の麓ふもとにだけ、黒い影のような森があった。帝都の北にはいまだ攻略できずにいる昏くらき森が存在すると聞くので、恐らくはそれだろう。以前に見たトリップ・ドリルの群れが、南の樹海から北へ大移動する先にある森だ。

			　もっとも、これだけ離れていれば、群れに襲われるようなことは考えなくていい。防備の面でも、聖堂騎士団だけでなく、王都を防衛する帝国皇室直属の軍隊が駐留している。これほど安全な土地は、この世界で他にないだろう。

			「へえ。こっちの世界では初めて、あんな大きな建物を見るね」

			「本当に。どれだけの技術と時間を費やせば、あれだけのものが作れるのでしょうか」

			「妾わらわにはいまひとつ宗教とやらの価値がわからぬが、ああも壮大だとさすがに感心するな」

			「ええ。素晴らしいです。まさか名高き大聖堂をこの目にする日が来るとは思いませんでした」

			　みんな口々に感想を口にする。

			　そうしたなか、おれはかすかに目を細めた。

			「……ん？」

			　大聖堂の中央にあるドーム部分を眺めていたところ、魔力を認識する感覚に引っ掛かるものがあったのだ。

			「どうしたの、ご主人様」

			　リリィが気付いて見上げてきた。

			「いや。魔力の気配がすごいなと思って」

			「ああ、そういうこと。確かにね」

			　相あい槌づちを打つと、リリィはあたりを見回した。

			「ちょっと驚いちゃった。さすがは聖堂教会だね。そこかしこに魔法道具があるんだもの」

			　宗教的な儀式においても、魔法道具は用いられる。たとえば、チリア砦とりでの地下霊れい廟びようで見た、祭さい壇だんの魔法道具などが一例だろう。これだけ大きな宗教施設なのだから、その手の魔法道具が無数に蓄えられているのは当然とも言える。

			　リリィの言う通り、さっきから廊下を歩いているだけで、あちこちから魔力を感じていた。

			　あの中央のドームは各種の儀式を行う場所なのだろうし、特にたくさんの魔法道具が備えられているのだろう。権威と戦力だけではなく、財の力まで備えているとは、さすがはこの世界で最大の力を持つ組織だった。

			　そうして目を楽しませているうちに、おれたちは目的の部屋に到着したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今後の予定について、ハリスンさんは丁寧に説明をしてくれた。

			　もっとも、あらかじめ大体のところは、島津さんたちが持ってきた書簡で説明されている。

			　たとえば、会談のために必要な場所や道具は、すべて聖堂教会が揃えてくれる。

			　条件については、事前に決めた通りだ。

			　儀礼的な手順についても説明されている。

			　おれたちは、この世界のこうした物事に関してはまったくの無知なので、フィリップさんをはじめ詳しい人たちに、問題はないかすでに相談してあった。この場では、それらを改めて両陣営が顔を合わせて確認することになっていた。

			　会談は事前に決められた通りの流れで進行するため、実際の場では、おれ自身が能動的にやらなければならないことはあまりない。アケルと辺境伯領との間での交渉事はあるが、素人しろうとが口を出せるようなものではなかった。

			　もっとも、だからといって気は抜けない。失敗のないようにしなければならなかった。

			　肝心の和平会談の日程は、３日後と伝えられた。これはもともと聞かされていた予定よりも遅く、辺境伯の到着が遅れているための措そ置ちということだった。

			　また、辺境伯が連れている軍隊については、聖堂教会のほうでも把は握あくしていた。

			　その意図するところについても、およそこちらと同じ推測に辿り着いており、すでに手は打ってあるとのことだった。

			　ひとつひとつ確認をしながらだったので、説明にはそれなりの時間を要した。気を抜くことなく、おれは話に耳を傾けた。そうして、一通りの説明が終わった。

			「なにかご質問はございませんか」

			　説明を終えると、ハリスンさんが尋ねてきた。おれはみんなと視線を交わした。

			　丁寧で不足のない説明だった。みんなも同じ意見のようだった。

			　特に疑問はない。そう答えようとした。そこで、おれはふと考えを変えた。

			　これは滅多にない、聖堂騎士団のトップと言葉を交わす機会なのだ。このまま終わらせてしまうのは惜しい。訊きけることは、訊いておいたほうがいいだろう。

			「それでは一点だけ」

			「なんでしょうか」

			「あなた方は、モンスターを率いるおれの存在を、どう考えているんですか」

			　尋ねると、ハリスンさんの謹厳な顔がぴくりと動いた。

			「……真島様は我らをお疑いなのですか」

			　鋭い視線が向けられる。チート持ちと対たい峙じしたときとはまた別種の重圧があった。これが世界の安定を担う組織を率いている人間の威厳というものなのだろう。

			　とはいえ、おれも小なりとはいえ集団を率いる人間であり、リリィたちに対する責任を負っている。腹を据えて、その視線を受けとめた。

			「いいえ。それは違います。ここに来たのは、危険はないだろうと判断したからですので」

			　ここでおれが死んでしまえば、聖堂教会の失うものは多い。

			　あともう少しで纏まとまる和平会談はご破算になり、不安定な情勢を是ぜ正せいする大きな機会を失う。大々的に宣言した会談が失敗すれば威信に大きな傷が付くし、アケルは態度を硬化させるだろう。そうなれば、同盟諸国も同調する危険性があり、帝国南部の安定を大きく損ないかねない。加えて、探索隊との信頼関係にだって亀裂が入るに違いない。

			　だから、聖堂教会側は全力でこの会談の間、おれたちを守ってくれるだろう。

			　その点を疑いはしない。

			　ただ、それはあくまで『世界を守る』という共通の目的を持てばこその協力関係だった。

			「現状の不安定な情勢をどうにかしたいという点に関して、教会とは同じ考えだと思っています。ですが、その目的がなくなってしまえば、その限りではないでしょう」

			　冷静さを心掛けつつ言うと、ハリスンさんの目に理解の色が灯ともった。

			「なるほど。真島様は、今回の件のその先を見越していらっしゃるのですな。協力関係にあるうちに、我々の考えを知っておきたいというわけですか」

			「そういうことです」

			　おれの目的は、あくまで眷けん属ぞくたちと穏やかに暮らせる居場所を作ることだ。

			　そして、それはアケルという地盤を手に入れたことで、半ば達成されている。

			　恐らくは今回の騒動が、最大にして最後の障害だろう。

			　というのも、あえて他国の、それも遠く離れた辺境の国に『モンスター使いがいるから』なんて理由で侵攻しようと考えるような人間はそういないからだ。

			　そもそも、そんな余裕は普通ない。辺境伯と彼に賛成する勢力を抑えることで、おれの目的は達成される。長かった旅も、これで終わり。苦労のすべてが報むくわれるのだ。

			　もちろん、それでも小さな問題はたくさん出てくるだろう。けれど、それらはあくまで日常の範はん疇ちゆうであり、みんなで力を合せて解決していけばいいことだ。

			　だから、本当にあともう少しなのだ。

			　……ただし、聖堂教会が絡からんでくれば、話は別だ。

			　この世界の最大勢力である彼らに敵視されてしまえば、情勢なんて簡単に引っ繰り返ってしまう。だから、組織の意思決定を行う立場の人間に、率直な意見を聞いておきたかった。

			　さすがに辺境伯ほど極端になるとどうしようもないが、そうでなければやりようもある。たとえば、眷けん属ぞくであるリリィたちがモンスターであることを危険視しているなら、この場で話をしてもらって、彼女たちにきちんと理性があることを確認してもらうべきだろう。あるいは、モンスターという存在そのものに嫌悪感があり、見るのも嫌だというのなら、今後はなるべく関わりにならないように配慮するつもりだった。

			　なんにしても、考えを知らなければ対応のしようがない。

			　直接話を聞けるこの機会は貴重だった。

			「本音のところを聞かせてもらえませんか。場合によっては、こちらからなにかできることもあると思います。おれたちは、聖堂教会と敵対するつもりはないんです」

			「お話の意図は理解しました。質問にお答えいたしましょう」

			　ハリスンさんは応じて、はっきりと言った。

			「わたしは真島様に対して、辺境伯のような悪感情は抱いておりません」

			「悪だとは思っていないということですか」

			「そうです」

			　つまり、おれの懸け念ねんは不必要なものだということだ。

			　さらに、話は続いた。

			「当然のことですが、トラヴィスのように我欲に走って勝手をするつもりもありません。わたしの望みは、ただ己に課せられた使命をまっとうすることです」

			「使命、ですか？」

			「この世の安定を守ることです。それこそが我らの義務であり、課せられた使命でありますから」

			　その言葉には、確かな誇りと自負が感じられた。

			「わたしは騎士としての生きた歳月のすべてを、この脆もろく壊れやすい世界の安あん寧ねいを守るために費やしてきました。これからもそうあり続けるでしょう」

			　こちらに向けられる視線は真っ直ぐなものだ。これを、おれは知っていた。

			　立場こそ大きく違っているけれど、きっと、この男はシランの同類だ。

			　この世界の安寧を守るために、己のすべてを捧げた高潔な騎士なのだ。

			　なるほど。シランやゴードンさんから聞いていた評判通りだった。おれたちが世界に弓引くようなことがなければ、彼が敵になることは絶対にあるまい。

			　もちろん、おれにはそんなつもりは毛頭なかった。

			「……よくわかりました」

			　安あん堵どの吐息をついて、おれは頭を下げた。

			「答えていただいて、ありがとうございます」

			「いえ」

			　気を悪くした様子もなく、ハリスンさんは短く返した。

			「他にもご質問はございますか。無論、真島様以外の方も。もしも疑問がありましたら、お答えいたしますが」

			　おれたちのひとりひとりに視線を合わせる。そして、ひとつ頷うなずいた。

			「疑問点がないようでしたら、これで説明を終わらせていただきます。先も申し上げました通り、会談は３日後となります。慣れない土地でお疲れになることもあるでしょう。些さ事じは我々にお任せいただいて、ゆっくりとお過ごしください」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　長い説明が終わると、おれたちは用意された部屋に戻った。

			　ハリスンさんにも勧められた通り、休んだほうがいいと判断していた。

			　肝心の当日に体調を崩してしまっては世話がない。運ばれてきた夕食を摂とったあと、おれたちはゆっくりとした時間を過ごしていた。

			「これ、美味しいねー」

			　湯ゆ気げを立てるコップを両手で包むように持ち、リリィがつぶやいた。

			「さすがは聖堂教会の本部。食後のお茶まで美味しい……」

			「それは良かった」

			　リリィはいたく感動した様子だったが、実際、夕食から食後のお茶までとても美味しい食事だった。どうやら味をおれたち転移者好みのものに寄せている気配もあり、こうした細やかな気配りからも、自分たちを賓ひん客きやくとして扱おうという態度が感じ取れた。

			「明日は探索隊に顔を出すんだよね？」

			　まったりとくつろいだ表情でリリィが尋ねてくる。おれは頷きを返した。

			「ああ。向こうも都合があるみたいだから、行くのは午後になってからだけどな」

			　帝都に滞在している探索隊には、貴族や官僚、あるいは神官たちからの誘いがひっきりなしだという話だ。特に、おれが挨あい拶さつに行こうと思っているリーダーの中嶋小次郎は、その手の誘いが多いらしい。探索隊メンバーには、そうした催もよおしに積極的な者も多いのだが、彼はあまり好んでいないのだと飯野からは聞いている。立場上断り続けることもできないことを愚ぐ痴ちっているそうで、それは少し共感できるエピソードだった。

			「なあ、孝弘」

			　そこで、ロビビアが口を開いた。彼女は甘い蜂はち蜜みつの入ったミルクを飲んでいたが、その表情に甘さはなかった。

			「孝弘が探索隊のとこに行くとき、おれたちも行くんだよな？」

			「ああ。万が一のときのことを考えたら、あまり離れないほうがいいからな。竜淵の里のみんなにも付いてきてもらうつもりだ」

			　帝都の守りは堅い。直接おれの護衛にあたっている聖堂騎士団第二部隊の騎士たちも、真面目に任務に勤しんでくれている。安全性は保たれていると言っていいだろう。

			　だが、気を抜くつもりはなかった。慎重であるに越したことはないのだから。

			「探索隊か。妾わらわはちと気が向かんがの」

			　ガーベラが嫌そうな声を出した。

			「転移者はじろじろ見てくるから、あまり気分はよくないのだ」

			　彼女は以前、チリア砦とりでからセラッタに向かう旅の途中に立ち寄った開拓村で、当時同行していた三み好よしさんたちとの間にちょっとしたトラブルがあった。そのときのことを思い出しているのだろう。ぼやくように言ったところで、ふんと鼻を鳴らす音がした。

			「女の子にそんな失礼なことするやつがいたら、わたしが言ってやるわよ」

			　そう言って、自分のぶんのお茶で喉のどを潤すのは、飯野だった。

			　当たり前のように彼女がこの場にいるのはなぜかといえば、護衛を務めるべく夕食をともにしていたためだった。今夜は、すぐ隣の部屋に泊まることにもなっていた。

			　ちなみに、眷けん属ぞくたちと加藤さんはおれと同じ大部屋だ。竜淵の里のドラゴンたちや、フィリップさんたちアケル組も、近くに部屋を準備してもらっている。

			　澄まし顔の飯野を、ガーベラがまじまじと見詰めた。
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			「おぬし、ひょっとして良いやつだったのか」

			「あなたも大概失礼よね」

			「出会い頭に足を半分切り落とされておるからの」

			「……それはごめんなさいだけど」

			「気にするな。妾も主殿との出会いの際にはやらかしておる。他人のことはとやかく言えん」

			「わたしもご主人様の片手齧かじってるし、あやめは群れがご主人様を爆死させかけて、アサリナは養分吸って干乾びさせかけたよね」

			「……真島、よく生きてたわね」

			「おれもたまにそう思う」

			　そんな会話をしていると、ノックがあった。

			　特に約束はしていないが、来客だろうか。フィリップさんや竜淵の里のドラゴンの誰かが、様子でも見にきたのかもしれない。

			「わたしが出るね」

			　すぐにリリィが言って、席を立った。

			　おれはなにげなく、目でリリィの背を追った。

			「はいはーい。誰かな」

			　言いながら、リリィが扉を開けた。扉の隙すき間まから、警護をしてくれている聖堂騎士と――もうひとり、少年の姿が見えた。

			　その瞬間、おれは息をとめていた。

			　時間が停まった。いいや。遡さかのぼったのか。こんなことが、前にもあった気がした。

			「あれ？」

			　とぼけたような声が耳に届いた。

			「ここは孝弘の部屋だって聞いたんだけど、なんで水島さんがいんの？」

			　いつかどこかで聞いたような台詞せりふだった。

			　声には、笑いをこらえるような響きがあった。

			「なんちゃってね」

			　そう言って、浮かべる笑みは悪戯いたずらっぽいものだ。眼鏡の下の目が、こちらに向けられた。

			「久しぶり、孝弘」

			　おれは思わず腰を浮かした。

			「……幹彦？」

			　セラッタ近郊の町で別れた友人、鐘木幹彦がそこにいた。

		

	
		
			　

			15　思いがけない再会

			　

			「……驚いた」

			　なんの前まえ触ぶれもない、幹彦の訪問だった。

			「はは。悪い悪い。孝弘が来てるって聞いたら、いてもたってもいられなくってさ」

			　へらりと幹彦は笑った。

			　もうずいぶんと会っていないというのに、時間を感じさせない笑顔だった。

			「突然来ちゃったけど、大丈夫だった？　用があるようなら出直すけど」

			「……ああいや。大丈夫だ」

			　突然の驚きから回復し、おれは言葉を返した。

			　ようやく、再会の喜びが湧いてきた。

			「本当に久しぶりだ。まだ帝都にいたんだな。会えたらいいと思ってはいたんだ」

			　衝動に逆らうことなく席を立って、幹彦に歩み寄った。

			「まあ、入ってくれ」

			「それじゃ、遠慮なくお邪魔します……って言いたいとこだけど、ちょっと待って」

			　幹彦は親指で、肩越しにうしろを示した。

			「その前に、ちょっと紹介しなくちゃいけないやつらがいてさ」

			「紹介？」

			　なんだろうかと幹彦が示した先に視線を向ければ、数人の騎士が立っていた。

			　聖堂騎士団の装いだが、おれたちの警護をしてくれている騎士とは違った。

			「お初にお目にかかります、真島様」

			　そのうちのひとり、女性の騎士が前に出た。

			「仲間を代表して、ご挨拶させていただきます。わたしは聖堂騎士団第一部隊所属のエリナーと申します」

			「第一部隊の……というと、ハリスンさんの部下の方ですか」

			「はい」

			　戸惑いつつも尋ねると、エリナーさんは首肯を返した。

			　と、そのとき、背後から声があがった。

			「え？　エリナーさん？」

			　振り返ると、飯野がびっくりした様子でいた。

			「なんだ、飯野。知り合いか？」

			「ええ。前にちょっと。偽勇者の件で動いていたときに、顔を合わせる機会があって」

			　聖堂騎士団は、第一部隊と第二部隊がそれぞれ人員を出して、偽勇者事件に対処していたと聞いている。同じく偽勇者を追っていた飯野は、どちらの部隊とも接点があったのだという。そのときの知り合いだということは、すぐに察しを付けることができた。

			「偽勇者の正体が本当は転移者だってことを教えてくれたのがエリナーさんだったのよ」

			「飯野様にはお世話になりました」

			　エリナーさんが言葉を添えると、飯野は苦い感じに笑った。

			「……いや。たいしたことはできなかったと思いますけどね」

			　口にされた言葉は、どこか歯切れの悪いものだった。いつもはきはきした受け答えをする飯野にしては珍しい。あまり思い出したくないような類たぐいの出来事でもあったのだろうか。

			　いや。偽勇者の件は飯野にとって、樹海を一緒に旅した仲間の犯した失敗だから、当然といえば当然の反応なのかもしれないが……。

			　それ以上話をすることを避けるように、飯野はこちらに話を振ってきた。

			「それで、真島。いつまでこんなとこで立ち話をしているつもり？」

			　もっとも、そう言ったときには、いつもの彼女だった。

			　要するに、喧けん嘩か腰ということだ。

			　とはいえ、言っていることはもっともではあった。

			「それもそうだな。幹彦。それに、エリナーさんたちも。まずは入ってくれ」

			「はいはい。それじゃあ遠慮なく。お邪魔しますよっと」

			「お邪魔いたします」

			　おれは幹彦たちを部屋に招き入れた。

			　この人数だと大部屋でも手て狭ぜまだ。

			　幹彦と会ったことのないロビビアを簡単に紹介したあとで――サルビアは出てこなかった――おれは幹彦たちを奥の部屋に通した。

			　同席したのは、リリィとシラン、あとは飯野だった。

			　部屋に入ったところで、ふと幹彦が不思議そうな顔をした。

			「そういや、リリィさんとシランさんはともかく、なんで飯野さんがここにいんの？」

			　問い掛けられて、飯野がむっとした顔になった。

			「同席したら駄目なの？」

			「いや。そういう意味じゃなくて」

			　ぞんざいに手を振って、幹彦は言った。

			「そもそも、なんでこんな時間に孝弘の部屋にって話」

			「飯野はおれたちの護衛をしてくれてるんだよ。ここにいるのも、そういうことだ」

			「ああ。なるほど、そういう」

			　おれが答えると、幹彦は納得した声をあげる。そこで、おれはふと気付いた。

			「そういえば、幹彦は飯野と知り合いなんだな」

			「顔は前から知ってたよ。言葉を交わしたのは、こっちに来てから一言二言かな。エベヌス砦とりでから来た飯野さんたち３人に、団長が挨拶しにいったときも、おれ、傍そばにいたしね」

			　そんな話をしながらも、幹彦は席に着いた。

			　エリナーさんたちがその両脇に座り、おれたちは対面に腰を下ろした。

			　早速、幹彦が話し掛けてくる。

			「それにしても、元気そうで安心したよ」

			　懐かしそうに、目元がほころんでいた。

			「アケルでのことは聞いてるよ。こうして無事に会えて、本当によかった」

			「そういう幹彦も元気そうでなによりだ」

			　セラッタ近郊の町で別れた頃はまだ、幹彦は樹海を彷徨さまよったことで少し痩やせていた。見た感じ、その影響はすっかりとなくなっている。むしろ体つきは一回り大きくなった。

			　身を包む衣服が異世界のものになったのも、印象が変わった一因だろう。丈夫で動きやすそうな革鎧を身に付けていた。腰にはふた振りのナイフの他に、いくつかのホルスターが下がっている。魔石らしきものが付属しているので、恐らくは魔法の道具袋の一種なのだろう。

			「なんだかたくましくなったな」

			「たはは。まあ鍛えたからね。そういう孝弘こそ、前より精せい悍かんになってんじゃん」

			　お互いに、相手の変化を指摘し合う。

			　それはつまり、この世界で精いっぱい生きてきたということだった。

			　もっとも、離れていた間におれの身に起きた出来事を、幹彦は噂話に聞いているようだが、おれは幹彦がどうしてきたのかを知らない。

			「なあ、幹彦。団長さんの査問は、やっぱりまだ終わっていないのか」

			　幹彦が帝都にいるのなら、そういうことになる。

			　確認してみると、頷うなずきが返ってきた。

			「うん。残念ながら。だから団長は、ここには来れなかったんだよね。ほら。チリア砦とりで陥落の責任を追及されているわけで、さすがに自由には出歩けなくてさ」

			「そうか」

			「って言っても、元気にはしてるけどね。あれでアケルのお姫様だから、それなりの待遇は受けてるし」

			　幹彦は明るい声で話した。

			　団長さんの査問という愉快なものではない話題に関して、必要以上に暗くなることを避けたのだろう。実際、同席しているシランは、胸を撫なで下ろす様子を見せていた。

			　そんな彼女の反応に目め敏ざとく気付いて、幹彦は笑みを向けた。

			「シランさんのことも気にかけてたから、元気そうだったって伝えとくよ」

			「ありがとうございます」

			「いいっていいって」

			　律りち儀ぎに頭を下げるシランに、幹彦は手を振ってみせた。

			「ちなみに、同盟騎士団のみんなも似たような感じかな。さすがに退屈はしてるけどね」

			「元気にしているならよかったよ」

			　おれも少しほっとした。同盟騎士団とは、チリア砦とりでで共闘した仲だ。その後のセラッタまでの旅路ではお世話になったし、気になってはいたのだった。

			「それにしても、時間はやっぱりかかるんだな」

			「そうだね」

			　おれが言うと、うんざりした様子を隠さずに幹彦は顔を顰しかめた。

			「帝都までおれたちを連れてきた辺境伯は、すぐに自分の領地に戻っていったから、その後は王城での査問になったんだ。これがまた、責任の所在がどうのこうのって、面倒でさ。あとはまあ、最近は、査問どころじゃなくなったっていうのもあるんだけど」

			「どういうことだ？」

			「いやほら。孝弘と辺境伯の件。あれで各方面忙しくなっててさ」

			「……」

			「団長の査問の日程が遅れがちになってるんだよね」

			　明かされた事実に、おれは思わず無言になった。

			　辺境伯との関係が世界に大きな影響を与えていることは知っていたが、思わぬところに影響が出ていたようだ。

			「なんというか、悪いことをしたな」

			「はは。別に謝る必要なんてないっしょ。孝弘が悪いわけじゃないしね」

			　とはいうものの、当事者のひとりとしては、なにも感じないでいるというわけにもいかない。

			　そんなこちらの心情を察したのか、幹彦は軽い口調で話を進めた。

			「まあ、そんなわけでおれは帝都に足留め喰らってるんだよね。んでまあ、ぼうっとしてるのもなんだろ？　このままじゃ完全にニートだし。だから考えたんだよ。自分にできることはないかってね」

			「できること？」

			「そ。おれにもできるお仕事だね」

			　ぴんと指を立ててみせる。

			「具体的に言うと、モンスターの討伐をしてたんだよ」

			「幹彦が？」

			　ちょっと驚いた。おれの知っている幹彦は、まだモンスターとまともに戦えるレベルではなかったからだ。

			　だが、考えてもみれば、驚くほどのことでもないのかもしれない。

			　おれたちが別れてから、かなりの時間が経過している。それこそ、樹海の深部でおれがリリィたちに出会い、チリア砦とりででモンスターと戦えるようになるまでの、何倍もの時間だ。幹彦だって『エアリアル・ナイト』という固有能力を持っているのだし、戦えるようになっていても不思議ではなかった。

			「言ったろ。おれも鍛きたえたんだって。といっても、ようやくモンスターと一対一で戦える程度だけどさ」

			　幹彦はさらりと言ったが、相当の努力をしたに違いない。そうするだけの理由と熱意が幹彦にはあった。

			　そして、基本的には集団戦でモンスターに対抗するほかないこの世界、ひとりで対抗できるだけの戦力は貴重なものだ。きちんと準備さえすれば、十分に活躍は可能だろう。

			「帝都の近くは当然として、そこそこ遠くまで足を延ばしたりもしてたんだぜ。ほら。団長の査問に口を挟むにしても、実績があるとないとじゃあ、やっぱ話が違ってくるからさ」

			「なるほどな」

			　幹彦は幹彦で、いろいろと考えて動いていたようだ。

			　恐らく、団長さんが査問を受けている間、なにもできずにいるのが我慢できなかったのだろう。想い人のために、自分にできることをしようというのは、まったく幹彦らしい話だった。

			「それで、エリナーさんたちと一緒だったんだな」

			「そーゆーこと。モンスター討伐は勇者と騎士がセットでやるってのがデフォだかんね。そこを外すつもりはないよ。そのへんわかってない元探索隊の一部の馬鹿が偽勇者騒ぎを引き起こしたらしいけど、同じ轍てつを踏むつもりはないしね」

			　相変わらず、探索隊に対しては手厳しい。

			　まあ、おれとしても彼らのせいでマクローリン辺境伯の偽勇者討伐の名めい目もくが立ってしまったところがあるので、擁よう護ごする気にはならないのだが。

			　もっとも、それはおれにとっての話だ。

			　幹彦の目が、ふと他よ所そを向いた。

			「えーと、なに？」

			「……別に」

			　なにか言いたそうな顔をした飯野が、不愛想に返した。

			　幹彦は眉を寄せた。

			「睨にらまれても困るんだけど。事実じゃん？」

			「……だからなにも言ってないでしょ」

			　飯野も弁わきまえてはいるようだった。

			　とはいえ、仲間意識までが消えるわけでもないし、引っ掛かるものを覚えてしまうのは、それはそれで仕方がない。

			　どうやらおれと同じで、幹彦もあまり飯野とはそりが合わないようだった。もっとも、おれと気が合う友人という時点で、飯野と合わないのは当然なのかもしれないが。

			　気を取り直した様子で、幹彦がこちらを向いた。

			「おれのほうは大体、こんなところかな」

			「ああ。おおよそは把は握あくできたよ」

			　団長さんの査問が長引いていることを除けば特に問題はなく、幹彦は自分にできることをやっているということだ。

			　離れていた親しい友人の頑張りを知ることができるのは、嬉しいものだった。

			「頑張ってるんだな」

			「へへ。まあね」

			　照れくさそうに幹彦は鼻の下をこすった。

			　もっとも、ここで黙っていられないのが幹彦なのだが。

			「一度討伐に出ちゃうと、団長に会えなくなるのは寂しいんだけどね。だけどそこは、ほら、たとえて言えば家族のための出で稼かせぎ生活みたいな？　……おお、団長と家族って、なんか素敵な響き！」

			「いや。それはちょっと違うけどな」

			「あれ!?　冷静に返された!?」

			「というか、そもそもなんだが、団長さんとは良い感じになれたのか？」

			「なってないけど！　気持ちだけね！　キモチダイジ！」

			「ああ。やっぱり」

			「くそぅ、納得された！　わかってるけど畜生！」

			　大おお袈げ裟さに悔しがってみせる。

			　そんな馬鹿なやりとりも、なんだか心を落ち着かせてくれるから不思議だった。

			　それから、おれたちも自分たちの身に起こったことを簡単に伝えて、話はアケルでの生活のことに移った。幹彦にしてみれば、団長さんの査問が終われば行く予定の土地だ。興味は尽きない様子だった。そうして１時間くらいは話をしていただろうか。

			「幹彦様。もうそろそろ……」

			　話がひと段落付いたところで、エリナーさんが言った。

			「ああ。言われてみれば、ずいぶんと話し込んじゃったね」

			　幹彦は窓の外を見た。

			　名な残ごり惜しそうに、眼鏡の向こうの目が細められている。その目が、不意にこちらを向いた。

			「そういえば、孝弘は今後はどんな予定なん？」

			「３日後に辺境伯との会談だ。明後日あさつてはそのための準備にあてるつもりで……あと、明日の昼からは、探索隊のほうに寄る予定だ」

			「探索隊のとこに？　へえ、大変だね」

			「そういえば、幹彦は探索隊とは没ぼつ交こう渉しようなんだな」

			　ふと気になって尋ねてみる。

			　飯野も島津さんも帝都に幹彦がいるとは知らなかったので、当然、そういうことになる。

			「まあ関係ないしね」

			　興味の薄い口調で幹彦は返した。

			　こうしたところ、こいつはドライだ。別に間違ったことを言っているわけでもない。

			「海外で日本人同士絶対つるまなくちゃいけない、みたいなルールはないっしょ。孝弘だって、そっちの飯野さんと仲良くならなかったら、探索隊と関わりはしなかったんじゃないの？」

			「……は？」

			　と、これは飯野の口から漏れた声だった。

			「わたしは別に、真島と仲良くなんてないけど」

			「あれ？　そうなの？」

			　幹彦は、抗議する飯野とおれとを見比べた。なにやらひどく不思議そうな様子だった。

			「どうかしたか？」

			「あー、いや」

			　一拍置いてから、幹彦は頬ほおを掻かいた。

			「ほら。だって、こんな時間まで一緒にいるからてっきり」

			「それは護衛だからって、さっき言っただろ」

			「ああ。そうだね。そうだった」

			　幹彦は頷うなずき、話を戻した。

			「ともあれ、明日の昼からは探索隊のところに行くと。じゃあ、午前中は？」

			「午前はあいてるな」

			　あまり気を張り詰めていても本番の前に疲れてしまう。あまり実感はないが、長旅をして環境は激変しているし、体調を崩すことのないように明日は休みにするつもりだった。

			「なにもなければ、リリィやローズあたりに相手をしてもらって、ちょっと体を動かそうかと思っていたくらいだ」

			「そっか。それならむしろ都合がいいかな」

			　幹彦が嬉しそうに笑うので、おれは首を傾げた。

			「なんだそれ」

			「いや。こっちの話」

			　首を振って、幹彦は言った。

			「なあ、孝弘。お願いがあるんだけどさ、その時間、あけておいてもらえないかな？」

			「別にいいが、なにか用でもあるのか」

			「いや。遊びに来たいだけなんだけど」

			　照れくさそうに、幹彦は頬ほおを掻かいた。

			「ほら。折角、こうして再会できたんだし。駄目だったらいいんだけどさ」

			　もちろん、駄目なんてことはなかった。

			　おれだって、ようやく再会できた親友ともっと話したいと思っていたのだ。

			「やった。それじゃあ、孝弘。また明日ね」

			「ああ。また明日な」

			　転移なんてものに巻き込まれる前は当たり前だった挨拶を交わして、笑顔で幹彦は帰っていった。

			　思いがけない再会だったが、気になっていた団長さんの現状を知り、幹彦の元気な姿を見ることもできた。

			　３日後の和平会談に向けて、気持ちを明るくしてくれるひと時だった。

		

	
		
			　

			16　霧の女が抱く想い

			　

			　眠りに落ちて、気付けばまたこの世界を訪れていた。

			　目の前には、異世界に転移してくる前まで住んでいた町並みが広がっている。

			　眠って見ているものではあるものの、これは夢ではない。おれの内面世界――能力の進化に伴って構築されたと思われる場所だった。

			「また来ることになるような気はしていたが……」

			　ひとりごちて、吐と息いきをつく。まさか帝都到着のその日に来るとは思わなかった。

			　場所は通学路にある馴染みのコンビニの駐車場だった。

			　前に来たときの続き……ということなのだろうか。どうだろう、よくわからない。

			　この現象には、まだ答えを出せていなかった。

			「あら。旦那様、また来たのね」

			　と、嬉しそうな声がした。たちまち生まれた霧が、人の姿を形作る。前にも会っているので、ここで彼女が現れることに不思議はない。

			「サルビア。ずっとここにいたのか」

			「ええ」

			　ここ最近は、サルビアは現実世界に顔を出していなかった。

			　ほわほわと笑って答える彼女に、おれは歩み寄った。

			「こんなところでひとりで、退屈じゃないか」

			「そんなことはないわ。アサリナちゃんもたまに来てくれたしね」

			「サマッ！」

			　おれの手の甲からアサリナが飛び出して、元気よく鳴いた。どうやら知らない間に、ふたりはこの世界で過ごしていたらしい。サルビアは微ほほ笑えましげな顔をすると、付け加えて言った。

			「それに、この世界は見たことのないものばかりで、なかなか面白いもの」

			　そう言うと、彼女はその場に座り込んで、アスファルトの地面を指先でつついた。

			「最初に来たときには驚いたわ。旦那様の世界の地面は、大半が石でできているのね」

			「あー、いや。それは違う。これは舗ほ装そうしてあるだけだ」

			「あら。そうだったの？」

			　間違いを訂正すると、サルビアは恥ずかしそうに口許を押さえた。

			「わたしはてっきり。ほら。覆おおわれている部分のほうが多いものだから」

			「このあたりは町中だからな。もっと山のほうに行けば、あっちの世界と同じなんだが。あまり遠くまでは行ってないのか？」

			「……まあ、そうね」

			　サルビアは少し曖あい昧まいな感じに答えた。

			　考えるように一拍の間があったような気がしたが、指摘する前に彼女は立ち上がっていた。

			「ここで旦那様は暮らしていたのよね」

			　あたりを見回して、どこかに感慨を宿した口調で言う。おれにとっては懐かしくも馴な染じみのある光景だが、彼女にとっては違うのだろう。

			「そうだな。毎日、この道を通って高校に通ってたよ」

			「高校？」

			「高等学校。おれくらいの歳の人間が通って授業を受ける学校だ。って言ってわかるか？」

			「学校はわかるわ。わたしたちの世界の人間社会にもあるし、そこに勤める学者さんが、霧きりの世界にやってきたこともあるから。といっても、どんな感じなのか想像はできないけど」

			　顎あごに手を当てて、サルビアは思案する。

			「きっとこう、なんか、すごいのでしょうね」

			「どんな想像をしてるのかわからないけど、多分、違うと思うぞ」

			「あら。だったら、どんなところなのかしら？」

			　微ほほ笑えみがこちらに向けられた。興味があるらしい。おれは少し考えてから、首を傾けた。

			「……言葉ではうまく伝えられる気がしないな」

			　サルビアはこちらの世界の物を知らない。この周辺は見て回っているようだから、見たことはあるかもしれないが、名前までは知らないだろう。そうした相手に言葉で情景を伝えるのは困難だし、そもそも、あえて言葉で伝える必要もなかった。

			「それよりも、興味があるならちょっと見に行ってみるか？　ちょっと歩くことにはなるが」

			　百聞は一見に如しかずだ。

			　普段は自転車通学だったが、歩いていけない距離でもない。

			「それは素敵ね」

			　嬉しそうに、サルビアが胸の前で手を合わせた。

			「でも、いいのかしら」

			「どうせ時間はあるからな」

			　現実世界での自分は眠っているのだ。なにができるわけでもない。その間に、夢のようななにかのなかで学校を案内するのに、なんら支し障しようはなかった。

			「それじゃ、案内してもらえるかしら？　ふふ、楽しみね」

			　ということで、おれはサルビアを連れて歩き出した。

			　ここからだと、歩いて30分ほどの距離に高校はある。少し距離があるので自転車を取りにいってもよかったが、サルビアは歩きがいいと言った。おれはそのリクエストに従った。授業に間に合わないなんてことはなし、特に急ぐ理由はなかった。

			「サルビアとこんなふうにゆっくりするのも珍しいな」

			「言われてみれば、そうね。わたしはあまり表に出られないから」

			　サルビアが現実世界に現れるのには、いずれ『霧きりの仮宿』の異界を構築するために溜め込んでいる魔力を消費してしまう。いつでも外に出てはいられないし、その貴重な機会も、おれの身に降りかかる緊急事態の対応のたびに使ってしまいがちだった。

			「……そう考えてみると、これは良い機会だったかもしれないな」

			「どういうこと？」

			「おれはサルビアに助けられてばかりで、返すことができていないから」

			　まだこうなる前の灯火の世界で『霊薬』トラヴィスに襲われたとき、サルビアはアサリナと一緒になって、おれのことを助けてくれた。また、トラヴィスを撃破した際には、ぎりぎりのところで、自分の願いにすべてを削られそうになったおれを引きとどめてくれてもいる。

			　そもそも、契約したサルビアの力を借りた魔法『霧の仮宿』がなければ、これまでどうしようもなかった場面が何度となくあった。

			　こちらからなにも返せていないことは気になっていたのだった。

			「この機会を少しでもサルビアが楽しんでくれるなら嬉しいよ」

			「ええ。楽しませてもらうわ」

			　サルビアはにっこりした。

			「だけど、そんな心配は要らないのよ？　だって、いつだってわたしは楽しいんだもの」

			「え？」

			「旦那様はひとつ勘違いをしているわ」

			　サルビアは足をとめた。

			　おれも足をとめて振り返ると、穏やかな笑みを向けられた。

			「あなたたちの望みは、本当にとても綺き麗れいだから。応援したいし、見守りたいし、困っていれば手を差し伸べたいと思うの。このわたし『霧きりの仮宿』は、願いを叶かなえる異界を作り上げる魔法で……結局のところ、そういう性しよう分ぶんなんでしょうね」

			　仕方がないとでも言いたげに肩をすくめながらも、彼女はそんな自分の性質に満更でもなさそうだった。

			「だから旦那様やリリィさんたちと一緒にいるのは楽しいのよ。返すものがないなんてことはないわ。……ああ。それにね、これはわたしにとっても、初めてのことだから」

			　目を細めて、なにかを思い出すような顔を見せる。

			「わたしは本当に長い年月を放浪してきたわ。その間に、たくさんの出会いがあった。だけど、わたしは数日限りのかりそめの夢のようなもの。その誰とも、すぐにお別れしなければならなかった」

			　サルビアが世界に現れて力を発揮できるのは、数十年に一度きり。それも、数日のことに過ぎない。

			　ただの魔法現象であれば、それでも問題はなかっただろう。

			　けれど、彼女は意思に目覚めてしまった。そのうえ、他人と接するのを好む性質だった。

			　数十年の孤独が好ましいものであるはずがない。

			　だからこそ、いまはこんなにも嬉しそうに笑うのかもしれなかった。

			「わたしは常に傍ぼう観かん者しや。現れて、叶えて、去りゆくもの。だけど、いまはそうじゃない。わたしは傍観者ではなく、確かにみんなの一員としてここにいる。あなたと同じように、自分の願いのために尽くすことができる。こうして旦那様に契約を結んでもらって、旅に連れてきてもらえて、わたしはとても幸せなの。それだけで、胸がいっぱいになるくらいに」

			　サルビアは胸のなかで高まるものを吐き出すかのように、深く溜め息をついた。

			「今日みたいに旦那様を独占できてしまうのは、だから、ちょっと出来過ぎかしら」

			「……」

			　多分、本気で言っているのだろう。

			　それがわかったから、おれはかぶりを振った。

			「そんなことはない。こんな機会は、これからいくらでもあるだろう。これまでも、これからも、ずっと一緒なんだから」

			「……そうね」

			　サルビアは、ふわりと笑った。

			「それじゃあ、まず今日の案内をお願いできるかしら」

			　答える言葉は決まっていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、おれたちは話をしながら学校に向かった。

			「アサリナはたまにここに来てるんだよな。ふたりでなにをしてるんだ？」

			「大抵は近くを見て回ってるわ。ここだとアサリナちゃんは自由に動けるから……いまは旦那様の手に戻ってるけど、やっぱり居心地がいいのかしら」

			「サマ！」

			「あとは、たまにちょっとアサリナちゃんの頼みを聞いたりもしているわね」

			「頼み？　アサリナが？」

			「そうよ。ふふ。内容は秘密なんだけれどね」

			「なんだそれ」

			「秘密なのよねー？」

			「サマー」

			　こんなやりとりをしつつ坂を下り、信号の灯ともることのない道路を渡った。

			　片側二車線の道路を見て、サルビアが首を傾げた。

			「それにしても広い道ね。こんな広い道が必要なくらい、人の往おう来らいがあるということかしら」

			「ああいや。これは車が走るためのものなんだ。通行人はこっちの歩道を使う」

			　自動車を知らなければ、確かにそうした誤解も生まれうるのだろう。説明を聞くと、サルビアは納得の吐と息いきをついた。

			「ああ。こちらが歩道なのね。さっきから、広い道の端はしっこを歩いていると思っていたのだけど、それでだったのね」

			「……その発想はなかったな」

			　車が走っていれば、サルビアも察しはついただろうが。

			　ここがあくまで、おれの内面世界であるからこそ起こりえた誤解だった。

			「でも、言われてみれば、そうだな。車は来ないから危ないわけでもないし、現実の法律を気にする必要もないんだから、車道の真ん中を歩いてもいいのか」

			　特に疑問もなく歩道を歩いていたが、知らない者からすれば、それは不思議な行動とも見えたかもしれない。

			「どうする？　車道のほうを歩いてみるか？」

			　提案してみると、サルビアは頬ほおに手を当てて考えて、すぐ首を横に振った。

			「いえ。やめておきましょう。旦那様の世界のルールに従ったほうが、きっと素敵だわ」

			「そんなものか？」

			「そんなものよ」

			　サルビアはにっこりして言った。

			　そういえば、普段、彼女はふわふわ浮きながら移動しているのに、いまは道を歩いている。これも、この世界のやり方に合わせているということなのかもしれない。

			　ただ歩いているだけでも、サルビアは楽しそうだった。説明のひとつひとつに、興味深く耳を傾けた。そのため、どうしても歩みは遅くなったし、立ちどまることもあった。

			　急ぐ理由もないので、ゆっくりと移動した。

			　その合間に、最近は外に出てきていないサルビアに、現状について話をした。

			　帝都への到着。聖堂教会との接触。そして、幹彦との再会。

			「ああ、幹彦さん。旦那様の中学校の頃からの友達だったかしら」

			「そうだ。腐くされ縁えんってところでな、高校でもクラスメイトだった」

			「これから行く学校で、ふたりは過ごしていたのよね」

			　サルビアは目を輝かせた。

			「ふふ。楽しみね。旦那様の学校というのは、どんなところなのかしら」

			「授業参観みたいなことを言うんだな」

			　苦笑しながら言ったあとで、伝わらないことに気付いた。

			「授業参観？　なにかしら、それは」

			　案の定、サルビアが尋ねてくる。好奇心をくすぐられた様子だった。

			「ええっと、だな。普段の学校っていうのは、教室……ひとつの大部屋で、生徒たちが先生から授業を受ける場所なんだ。だけど、授業参観の日は保護者を呼んで、生徒が授業に取り組むところを見てもらうんだ」

			「へえ。それが授業参観なのね。確かに、状況は似ているわね」

			　納得したふうに吐と息いきをつき、ふとサルビアが顔を覗のぞき込んでくる。

			「だけど、そのたとえだと、わたしが保護者ってことになるんじゃないかしら？」

			「……」

			「旦那様にそんなふうに言ってもらえるのは嬉しいわ」

			　こちらを見詰める表情は、妙に機き嫌げんが良さそうだった。

			　なんとなく気恥ずかしくなって、おれは彼女から目を逸らした。

			「……あまりからかわないでくれ」

			「あら、残念ね」

			　冗談めかして言って、あっさりとサルビアは引き下がった。

			　ただ、ほんのわずかにだが、そこには本気の色があったようにも感じられて、思わずおれは視線を戻した。

			　サルビアがこちらの視線に気付いて、微ほほ笑えみを返してくる。

			　その一瞬、彼女の双そう眸ぼうになんらかの感情が過よぎったように見えた。

			　……ひょっとして、さっきの発言は、あながち冗談でもなかったのだろうか。

			　そんなふうに感じられたのは、先程、おれたちと一緒にいることに対するサルビアの気持ちを聞いていたからだろう。

			「なにかしら」

			　サルビアが首を傾げる。

			「……いや。なんでもない」

			　そう答えたのは、こういうことを直接尋ねるのも無ぶ粋すいなように思えたからだった。

			　もっと言えば、妙に気恥ずかしかったのだ。なぜそう感じるのかはわからなかった。

			「そこを右だ」

			　だから代わりにおれはそう言って、角を曲がった。

			　そして、足をとめた。そうせざるをえなかったのだ。

			「これは……」

			　曲がった角の先、続いているはずの道が消えていた。

		

	
		
			　

			17　喪失の黒、回帰の白

			　

			　道がない。

			　工事で通行止めなんて、当たり前の理由ではなかった。

			　あくまでここはおれの世界なのだから、そんなことはありえない。

			　だから、これはそういうことではなくて……ただ、道を含めたその一帯が、黒く塗り潰されていたのだった。まるで誰かが誤って、風景画に黒のインクを零こぼしたかのようだった。

			　もっとも、それは黒インクのように、光を吸収する黒ではなかった。世界そのものが欠け落ちたがために生じた、あまりに寒々しい虚うつろな黒色だった。

			「なんだ、これは」

			　文字通りに、世界がここで途切れている。存在しない。

			　そんなはずないのに。

			「ここには確かに……」

			　高校に続く道があったはずだと、そう言おうとして気付いた。

			　……気付いてしまった。

			　毎日、通っていたはずの通学路。

			　なにげなく自転車で走り抜けていたとはいえ、馴染みのある風景。

			　それがどのようなものだったのか、まったく思い出せなかったのだ。

			　だからこそ――これは『そういうこと』なのだと理解できてしまった。

			「……それはそうか。ここは、おれの世界だからな」

			　もとより、そう認識はしていた。答えに行きつくことは、そう難しいことではなかった。

			「記憶にないところは、欠け落ちてしまっているってことか」

			　以前にも忠告されたことだった。

			　人のものだった魂たましいが元のかたちを失って、目減りして、結果として取りこぼしてしまったものがある。

			　おれの固有能力には、元いた世界の思い出を失う副作用があるのだ。

			　その喪失が、この世界には反映されているのだった。

			「旦那様……」

			「サマー？」

			　気遣うように、ふたりが呼びかけてくる。

			　おれは小さく苦笑を零こぼした。笑えたと思う。

			「サルビアは、知っていたんだな」

			　さっき『あまり遠くには行っていないのか』というおれの質問に、サルビアは少し引っかかる反応をしていた。あの反応は、これを知っていたからなのだろう。

			　彼女は遠くに行かなかったわけではない。行けなかったのだ。

			　この世界は、きっと思いのほか狭い。欠けて、失われて、壊れかけている。これまで通って来たのが馴な染じみのある道だったから異変がなかっただけのことで、一歩そこを外れれば、きっとそこにはなにもない。実際、毎日通り過ぎていたはずの通学路でさえ、この有様だった。

			　わかっていたことだった。覚悟していたことだった。

			　ただ、このようにわかりやすく示されてしまえば、まったくなにも感じずにいるほど、おれは強くなかった。

			　喪失された記憶は、黒く世界を塗り潰してしまう。

			　この黒が世界をすべて覆おおってしまったとき、自分はどうなってしまうのか。

			　それを予感してしまうのに、目の前の光景は十分過ぎたのだ。

			「……」

			　だけど、やっぱりそれは覚悟していたことではあった。

			　だから、一拍だ。

			　おれが凍り付いていたのは、たったそれだけの時間のことに過ぎなかった。

			　けれど、その間に動く者があったのだ。

			「大丈夫よ、旦那様」

			　そう言って、サルビアがおれの前に出た。

			　軽やかな足取りだ。目の前の寒々しい光景など、気にも留めていないかのようだった。

			　彼女はその場に屈みこんだ。伸びた女の指先が、失われた地面に触れる。

			「なにを……」

			　尋ねかけたところで、その現象は起きた。

			「霧きりが……？」

			　サルビアの体から霧が生じていた。

			　霧は渦を巻いて広がり、濃さを増していく。それと比例して、魔力の気配が高まっていく。

			　そして、ある程度広がると、今度は逆に集束し始めた。

			　その中心で地面に手を突いたサルビアが、口を開いた。

			「……最高位の幻惑の魔法は世界そのものを欺あざむき、現実を書き換える」

			　失われた地面に触れた彼女の手元に、白い霧が集められていく。

			「それこそが『霧の仮宿』。その権能をここに示しましょう」

			　集まった霧の白色が、黒く失われた世界を埋めていく。

			　それと同時に、霧は景色に置換される。

			　失われたものが再構築される。

			　まるでそれは……夢のように。

			「こんなものかしら」

			　サルビアがつぶやき、立ち上がったときには、道は再構築されていた。市役所裏の広場の前に街路樹が並び、それに沿って道が延びている。そうだ。こんな景色だった。
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			　そう思ったところで、自分の記憶が戻っていることにおれは気付いた。

			「……どうして」

			「こんなことができるのか、かしら」

			　サルビアは両手を後ろ手に組んで、こちらを振り返った。

			「違うわよ、旦那様。わたしはもともと、こういう存在よ」

			　そういえば、さっきもそんなことを口にしていたか。

			　出会ったときに、彼女の性質について説明は受けていた。

			　ありえない願いを現実にする魔法――それこそが『霧の仮宿』の異界だ。

			　だとすれば、これは確かにサルビアの本分であったのかもしれない。

			「なんて、ちょっと格好付けちゃったかしら」

			　サルビアは照れた笑いを浮かべた。

			「白状すると、いつもこんな楽にできるわけじゃないのよ。今回のは旦那様にとって馴染み深い場所だったから、そのぶん簡単だったの。現実の世界だと魔法が解けたら元に戻ってしまうけれど、ここではこうして一度作り直して――ご主人様が思い出してしまえば、世界は固定されるしね。普段は安定するまで待たなくちゃいけないんだけど、今回はそれも必要ないみたい」

			　その告白は、ある事実を示し唆さしていた。

			「……ひょっとして、これまでもこんなことを？」

			　可能性に思い当たって、おれはサルビアに問い掛けた。

			「ここのところ、顔を出さずにいたのはそのせいか」

			　欠けたものを元の形に。

			　失われたものを再生させて。

			　壊れゆくものを喰いとめる。

			　だけど、そのためには相そう応おうの魔力が必要だ。もしも彼女がこの世界の修復をしていたのなら、溜め込むべき魔力なんて即座に消費されてしまっていたに違いなかった。

			「おれのために……」

			「駄目よ、旦那様」

			　言いかけた言葉を、サルビアは遮った。

			　じっとこちらを見詰める眼まな差ざしが、おれの目を優しく縫ぬいとめる。

			「そんなことを言わないで」

			　かけられた言葉には、それ以上を言わせない不思議な力があった。

			　おれが静かになったのを確認して、サルビアは微ほほ笑えんだ。

			「これは、わたしが好きでやっていることなんだから」

			　そう言った彼女の表情があまりに満足そうなものだから、これがさっき言っていた『傍観者ではない』という言葉の真意なのだとわかってしまった。

			「ねえ。アサリナちゃん」

			「サーマ」

			　仲良くアサリナと顔を合わせて、零こぼれるように笑う。

			　おれはなにも言うことができなくて――そのときだった。

			「美しいね」

			　声がしたのだ。

			　それはまるで深しん淵えんから届いたかのように、背筋を凍り付かせる響きを伴っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　完全に油断していた。

			　だって、ここはおれたちの世界だ。他に何者もいるはずなどない。

			　だから、その衝撃は頬ほおを唐突に殴り付けられるようなものだった。

			「互いを想い合う絆きずなの純粋さがゆえの強さ。なるほど。ここまで至れたのも頷うなずける」

			　聞き覚えのない青年の声が届いた。この世界で聞くはずのないものだった。

			「なっ」

			　慌てて振り返ったおれたちを、緑の瞳ひとみが見返した。

			「お前は……？」

			　焦げ茶色の髪をした青年が、サルビアが修繕した道の向こうに立っていた。

			　つい先程まではいなかったはずだった。いたのなら、気付かないはずがない。

			　思いもよらない異常事態に、おれは咄とつ嗟さに腰の剣を抜き放った。

			「どうしてここに、他の人間が!?」

			　この世界に入れるのは、おれの眷けん属ぞくだけだ。

			　いや。厳密に言えば、過去に例外がひとりだけいた。

			　トラヴィス――『霊薬』によって怨おん霊りようと化した男だけだった。

			「お前はなんだ！」

			　誰すい何かの声をあげて、おれは青年に剣の切っ先を突きつけた。アサリナは牙を剥むき出しにして威い嚇かくの声をあげ、サルビアはなにがあってもいいように霧きりを漂わせた。

			　目の前の青年は、あのときの腐って溶けたようなトラヴィスとは様子が違っている。だが、だからといって、警戒を解けるわけもなかった。

			　現時点で、こいつはおれたちの内側に土ど足そくで踏み込んでいるのだから。

			　けれど、青年はそんなこちらの態度をまったく無視した。

			「お前はここまで来た。なんの助けもなしに。短い間に、これでふたり目だ」

			　話し掛けてくる口調は平静なものだ。

			　こちらの緊張とは対照的に、青年は自然体だった。

			　だからこそ、どこかが噛み合っていないように感じられた。その感覚が気味悪い。ますますおれは警戒心を強めるが、やはり青年は頓とん着ちやくしなかった。

			「まったく、驚くべきことだ」

			　一方的に語り掛けてくると、青年は初めて表情を変化させた。

			「お前は面白い」

			　笑ったのだ。

			　だからといって、もちろん、友好的な感情なんて湧いてくるはずもなかった。

			「……お前は、なんだ？」

			　おれはかまえたままで、青年を睨にらみ付けた。

			　青年は笑顔を引っ込めた。

			「いずれわかる」

			「なにを……」

			「いまは、まだ」

			　そう言うと、青年の姿が掻かき消えた。

			　狐につままれたような気持ちで、おれは立ち尽くした。

			　わけがわからない。なにをされたわけでもないが、薄気味の悪さだけが残っていた。

			　そして、ふっと意識が遠くなった。

			「時間ね」

			　サルビアがつぶやき、世界が遠ざかる感覚があった。

			　それはつまり、この世界からの離脱を意味していて――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――目覚めた瞬間、おれは上半身を跳ね起こした。

			「先輩？」

			　声が聞こえた。

			　顔を上げてみれば、ベッドの脇に立った加藤さんがこちらを見詰めていた。

			「大丈夫ですか、先輩。うなされていたようですけど」

			　どうやら眠っているおれがうなされているのを見て、様子を見に近付いたらしい。

			　あたりを見回せば、次々と起き出したみんながこちらを心配そうに見詰めていた。

			「どうかした、ご主人様？」

			　一緒に寝ていたリリィが身を起こすと、伸ばした手を額ひたいに当ててきた。汗で少し湿った額に、掌てのひらの低い体温が心地良かった。

			「悪い夢でも見たの？」

			「……」

			　そうだと言えたらよかっただろう。

			「サマー」

			　そこで、手の甲から顔を出したアサリナが鳴き声をあげた。

			　おれは溜め息をついて、口を開いた。

			「サルビア？」

			「……ここにいるわ」

			　白い霧きりからサルビアが現れる。目が合うと、彼女は頷うなずいた。

			　やはりあれは、ただの夢というわけではないらしい。溜め息をついて、おれは告げた。

			「みんな、少し話がある」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今回の件については、すぐに情報を共有した。そして、対策を話し合った。

			　おれの内面世界に対する侵入者――トラヴィスのことがあるので思い当たるのは『霊薬』だが、使われた心当たりはないし、体調も悪くなってはいない。そもそも、あのときとは違って、おれは自分の内側に何者かを感じていなかった。確実なことは言えないにせよ、『霊薬』の効果というよりは、一時的な接触と考えたほうが納得できた。

			「精神に干渉するような能力持ちによるなんらかの介入……といったところでしょうか。チート持ちの転移者なのか、恩おん寵ちようの愛し子なのか、あるいは勇者の遺物によるものなのかはわかりませんが」

			　というのは加藤さんの意見だったが、おれも同意だった。

			　一応、あの場で顔を合わせたのは異世界の住人らしい青年だったが、その容よう貌ぼうが現実のものと同じだとも限らない。

			　ただ、精神干渉能力といえば、最初に思い付く存在があった。

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げき事件に関わり、高屋純にも接触していた能力者『天からの声』だ。

			「だけど『天からの声』が能力を発揮するためには、対象への接触が必要なはずだよね」

			　リリィが意見を述べる。

			「少なくとも探索隊の話ではそうだったと思うけど」

			「ええ」

			　これは飯野が請け負った。

			「岡崎くんの証言ね」

			「信用できるの？」

			　リリィの問い掛けに、飯野は当然のごとく頷うなずくと、さらりと告げた。

			「岡崎くんの能力は他人の異能を扱えるってものだからね」

			「『万能の器』ねえ」

			　リリィが少しうさんくさそうな声をあげた。おれも気持ちは理解できた。

			　岡崎琢磨の『万能の器』は、なんでも他人の異能を扱えるというものなのだという。

			　あまりにも滅茶苦茶過ぎて、にわかには信じられない類たぐいの能力だ。とはいえ、当然、探索隊と接触するにあたり『万能の器』を含めた探索隊の二つ名持ちの固有能力について、飯野はもちろん島津さんにも話は聞いている。それが事実であることは揺るぎなかった。

			「岡崎くんには、他の異能者の能力が扱える。『天からの声』もね。だから能力の詳細についてもわかるのよ」

			「とは言っても、それと岡崎琢磨が本当のことを言っているかどうかは、また別の話ではあるけどね」

			　リリィが冷静に指摘すると、飯野は少しむっとした顔をした。

			　彼女がなにか言う前に、おれは口を開いた。

			「まあ、そこは信じるとしても、コロニー時代、まだなにも知らない頃のおれが『天からの声』と接触していなかったかどうかもわからないからな。どっちにしろ、可能性はあるだろう」

			　そして、もしもあれが『天からの声』だったのだとしたら、一方的に話された内容も解釈はある程度可能だった。

			　――互いを想い合う絆の純粋さがゆえの強さ。なるほど。ここまで至れたのも頷うなずける。

			　つい昨日、おれはようやく帝都に到着したばかりだ。

			　場所という意味でもそうだが、眷けん属ぞくたちと一緒に穏やかに暮らすという目的に至る道程は、遠く険しいものだ。多くの障害を乗り越えて『ここまで至れた』のは、みんなのお陰だった。

			　あれがそういう意味だとすれば、言っていることは理解できた。

			　――お前はここまで来た。なんの助けもなしに。短い間に、これでふたり目だ。

			　こちらは意図が取りづらい。

			　だが、たとえば『転移者の助け』のことを言っているのならわからなくもない。飯野や島津さんの協力はおおっぴらにしていることではないので、もし『天の声』が探索隊の外に出ているなら知らないだろうからだ。最後の『ふたり目』というのはよくわからないが、あの不審者が注目している何者かが帝都にすでに来たのかもしれない。

			　――お前は面白い。

			　そして、この最後の台詞せりふだ。

			　チリア砦とりで襲しゆう撃げきを手引きし、高屋純をそそのかした『天の声』の手腕は、どこか愉快犯的なものが感じられた。そういう点で言えば、あの謎の人物とは共通点があった。

			　無論、そうではなくて、最悪、なにか適当な言葉を並べ立てていただけという可能性もあるが……なんにしても、警戒をしておくに越したことはない。

			　おれはみんなと相談したうえで、聖堂騎士団にも今回の件について報告することにした。

			　とはいっても、なにか実害が出たわけではない。眠っている間の出来事ということもあり、悪い夢でも見たのではないかと思われても仕方のない状況だった。まともに取り合ってくれるかどうかは五ご分ぶと考えていたし、注意を喚起できれば御おんの字じくらいに思っていた。

			　だが、思いのほか、騎士団の反応は良かった。

			「ご安心ください。ただちに対処いたしましょう」

			　早朝からやってきてくれたゴードンさんは、おれの言うことを信じてくれただけではなく、即座に動き出してくれた。

			「精神干渉を妨ぼう害がいする魔法道具をお出しいたします。お部屋に設置することで、外部からの精神干渉を遮しや断だんすることができるでしょう」

			「そんなものがあるんですね」

			　さすがは世界最大の宗教機関。様々な魔法道具を持ち合わせているらしい。

			「手続きが終わり次第、夕方には運び込みます。加えて、警備体制の見直しも行いましょう」

			　ゴードンさんはこう請け負ってくれた。

			　むしろ安全性については、より確固たるものになったと言えるだろう。できることをやって、おれたちはようやく一息つくことができたのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「さて。それじゃあ、朝食にしませんか」

			　ゴードンさんが帰ったところで、加藤さんが提案した。

			「腹が減っては戦いくさはできないと言いますし、考え込んでばかりいても仕方ありません」

			「そうだな」

			　不可解な出来事ではあったが、あまり気にし過ぎていても仕方がない。というのも、あの青年になにかされたわけでもないし、これからなにかをされる可能性も低いからだ。

			　おれには、あのトラヴィスが宿った勇者の遺産『霊薬』を打ち破った実績がある。あの灯火の世界でおれに害を与えようとすれば『霊薬』トラヴィス以上の侵食能力が必要ということになるが、そこまでの脅きよう威いとなると、勇者でもほとんどありえないレベルだ。

			　実際、あの青年からそんな脅威は覚えなかった。あれが『天からの声』なのだとすれば、甘かん言げんに惑わされるようなことがないようにだけ心掛けておけば十分だった。

			　……まあ、ちょっかいをかけられたのだとすれば不快ではあるが、聖堂騎士団のお陰で対策も打てている。嫌がらせをされたのだとしたら、気にしていればそれこそ思うつぼだ。予定通りに英気を養うべきだろう。

			　そう決めて朝食を摂とり、ゆっくりすることにした。

			　ロビビアがちょっとぴりぴりした様子だったので、かまってやりながら時間を過ごしていると、エリナーさんたちと一緒に幹彦がやってきた。

			「聞いたぜ、孝弘。なにか変なことがあったみたいだけど、大丈夫か」

			「ああ。問題はないよ」

			「そっか。孝弘がそう言うなら大丈夫そうだな。良かった」

			　幹彦はまずおれを気遣い、問題がないと知ると屈くつ託たくない笑みを見せた。

			「それじゃ、午前中は空いてるって話もまだ生きてるかな？」

			「そっちも大丈夫だ。幹彦が来るって聞いてるから空けたままだ」

			「よしっ。だったらさ、ちょっと付き合ってくんない？」

			「いいけど、なにに？」

			　尋ねると、幹彦はにやっとした。

			「ほら。昨日、なにもなければリリィさんとかローズに相手してもらって、体を動かそうかと思ってたって言ってたじゃん」

			　ちょっと駅前まで遊びに誘うような口調で言う。

			「その相手、おれがやるってのはどうかな？」

		

	
		
			　

			18　思い出

			　

			　幹彦の提案は唐突なものだった。

			　とはいえ、断る理由はない。

			「にしても、なんでまた」

			　おれが尋ねると、幹彦は軽く笑って手を振った。

			「御ご大たい層そうな理由なんてないよ。遊びに来たって言ったじゃん」

			「遊びに？」

			「そう。遊びに」

			「……そうか」

			　まあ、言っていることはわからないでもなかった。

			　おれはアケルにいる間、よく騎士や兵士と模も擬ぎ戦せんをしていた。充実した時間だったし、楽しくもあった。それを幹彦と……というのは想像していなかったので戸と惑まどいはしたものの、そういうことなら理解はできた。

			「わかった。やろうか」

			「よっし。それじゃあ、レッツゴー」

			　警護の騎士に話を付けて、おれたちは場所を変えることにした。

			　ここ大聖堂は宗教施設だが、同時に聖堂騎士団にとっての本拠地でもある。訓練のためのスペースがあるということで、幹彦はエリナーさん経由でそのひとつを確保していた。

			「それにしても、よかったのか。付き合わせて」

			　おれが尋ねると、幹彦は肩を揺らした。

			「なに言ってんだか。誘ったのはおれだよ」

			「それはまあ、そうなんだが」

			「孝弘こそ悪かったね。相手してもらっちゃって」

			　こちらに向けられた顔に、ちょっといやらしい感じの笑みが浮かんだ。

			「本当なら、彼女さんとの楽しい時間だったのにさ」

			「まあそれはそうだが」

			　からかうように言われたが、否定はしない。事実だからだ。

			「だけど、幹彦と折角会えたことだしな。これも楽しい時間には違いない。さいわい、そのことを理解もしてもらえているし……もちろん、ちゃんと埋め合わせはするつもりだが」

			「照れもせずに普通に返された！」

			「と言われても、実際、普通のことだからな。恋人なら大事にもするだろう」

			「むしろ甘い関係がうかがえておれに大ダメージ！」

			　自業自得だった。

			　幹彦は大おお袈げ裟さに胸を押さえてみせたあとで、すぐに立ち直った。

			「まあ、それはそれとして、始めますかね」

			「だな」

			　幹彦が手配していたのは、同じ建物内にある室内の訓練スペースだ。道中の人払いもされていたので、ガーベラなども移動が可能だった。このあたりは、幹彦が事前に聖堂騎士団側に話を付けておいたということだった。

			　いまは、みんな椅子を用意してもらって観戦モードになっている。護衛の聖堂騎士や、竜の一族もついてきているので、ちょっとした観覧席みたいだった。さいわい、アケルで模擬戦をしていたときには、もっとギャラリーがいたこともあるので、さほど気にはならない。

			　おれは訓練用の木剣と盾を手に取った。幹彦も木剣を握った。ただ、おれが片手剣を選んだのに対して、幹彦が手にしたのは両手剣だった。

			「あれ？　幹彦は短剣の二刀流じゃなかったか？」

			「ああ、あの頃はそうだったね」

			　くるくると手首で木剣を回して、調子を確かめるようにしながら幹彦は答えた。

			「だけど、あれはリーチのある武器を振るだけの腕力が足りていなくて仕方なくだったかんね。いまは違うよ」

			　そういえば、そうだったか。

			　言い換えれば、いまは両手剣を扱えるだけの力を身に付けたということだ。

			　それは果たして、どれだけのものなのか。

			　おれたちは適度な距離を取ると身構えた。対峙する幹彦を正面から見据える。

			　その体をしっかり魔力が巡っているのが感じられた。モンスターと戦えるレベルだと言っていたのだから当然だが、魔力による身体能力の強化は、実戦に耐えるレベルで身に付けたのだろう。それは、見積もるにチリア砦とりで到達時のおれよりも上であり――

			「――ちぇ。あんだけ頑張ったのに、魔力の扱いではやっぱ追い付けてないか」

			　と、幹彦が言う通り、いまのおれには届いていなかった。

			　まあ、当然のことではあった。

			　魔力を扱うためには、本来なら相そう応おうの時間がかかる。そこのところを、おれは魔力欠けつ乏ぼうで死にかける異常な経験を切っ掛けに突破した。そのあとも、リリィたちの魔力の一部が流れ込んでくるのを無駄にしないように、こつこつ制御と掌握に勤いそしんできた。言うなれば、育はぐくんできた絆と泥臭い努力、死と隣り合わせの環境が作り出した結晶だ。そう簡単に追い抜かれてはたまらない。

			　もっとも、あくまでそれは魔力による身体能力強化に限った話だ。身体能力の優劣は戦闘における大きな要素ではあるが、それだけでなにもかもが決まるわけではない。

			　そうして観察をしている間に、幹彦が動いた。

			「そんじゃまあ、行くよ！」

			　両手剣をかまえて地面を蹴る。魔力による身体能力の上昇込みの素早い動きだった。

			　いや。予想していたよりも、さらに少し速い。

			　とはいえ、対応が不可能なほどではない。油断なく迎え撃った。

			「たあぁ！」

			　幹彦は距離を詰めると、すかさず一撃を繰り出してきた。

			　大上段から繰り出された一撃を、おれは盾で受けとめた。それなりの衝撃が盾越しに伝わってくる。けれど、危うげなく防ぐことができた。力も、速度も、こちらが上だった。

			　そのうえで気付いた――技術の面では、話が別だと。

			「はぁああ！」

			　幹彦は両手で握った木剣を引き戻すと、間かん髪ぱつ入れずに叩き込んできた。切り返しが速い。再び防ぐが、かまわず連続で斬り込んでくる。

			「まだまだぁ！」

			　息もつかせぬ速攻だった。左右上下。いずれから打ち込む攻撃にも澱よどみがなく、それゆえに速い。技術がしっかりとしている証拠だった。

			　叩き付けられる剣に盾を合わせながら、ほうとおれは吐と息いきをついた。

			　シランの剣ほどではないものの、十分に綺き麗れいな太刀筋だ。

			　……はっきり言って、おれより巧うまい。

			　身体能力はこちらが明確に上であるにもかかわらず、剣で打ち合えば互角の戦いに持ち込まれるだろう。そんなレベルだった。身体能力の強化と違い、どうやら剣の腕のほうは追い抜かれてしまったらしい。

			　もっとも、これは不思議なことでもない。転移から１年近く経ったいま、たかだか１ヶ月程度早く戦闘訓練を始めていたことは、さして大きなアドバンテージにはならないからだ。あとは研けん鑽さんと、才能の差になってしまう。それが現実だった。

			　正直言えば、少しだけ悔しい。

			　けれど、それ以上に感嘆の念が大きかった。

			　おれと違って、幹彦には才能があったのだろう。そのうえで、死に物狂いで努力してきたに違いない。そういうやつなのだ。表面上はひょうきんな態度だけれど、必要なところでは力を尽くしている。これは、その成果に違いなかった。

			　……もっとも、おれだって負けてばかりではいない。

			「おいおい」

			　幹彦がうめいた。息を切らして苦しそうながらも、どこか楽しげに叫んだ。

			「孝弘、ちょっと堅すぎっしょ！」

			「……得意分野だからな」

			　基本は盾で、間に合わないときには剣で。

			　繰り出された攻撃のすべてを捌さばいていく。

			　おれは別に剣士というわけでもなし、剣の腕で負けていようがかまわない。ガーベラに散々打ちのめされて鍛えた成果、防御の技術に限っては自信がある。ましてや、この場合はこちらのほうが身体能力は明確に上なのだ。おくれを取る理由がなかった。

			　これが実戦であれば、防御を固めている間にリリィたちが駆け付けてきて、こちらの勝ち。

			　この場においても、勝敗は明白だった。

			「ここだ！」

			　シランほどの達人であればともかくとして、攻撃の間に隙すきがまったくないなんてことはありえない。連撃のほころびに一撃を差し込んだ。

			「うおっ!?」

			　幹彦は咄とつ嗟さに反応して、危うく攻撃を受けとめた。

			　だが、無理に回避をしたために、体勢が崩れてしまう。

			「っぐ、まだまだ！」

			　そこから立て直してみせたのは見事だった。踏ん張りがきくのは、地力のある証拠である。

			　だが、そのぶんの皺しわ寄せは生まれてしまった。

			　攻撃のほころびが多くなる。それだけ付け入る隙が大きくなる。あとはもう、その繰り返しだった。おれは油断なく隙を突いていく。

			　かんっと音がして、木剣が宙を舞った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……参った」

			　武器を失い、幹彦が両手を上げた。

			　幹彦が喰い下がったために時間は多少かかったが、勝敗の天てん秤びんは終始こちらに傾いていた。それだけ、戦闘力に差があったということだった。

			「勝負ありだね」

			　幹彦は潔いさぎよく続けた。

			「おれの負けだ」

			　ひとつ溜め息をつく。悔しそうな、だけど、どこか清すが々すがしそうな表情をしていた。

			「負けた負けた。完封だ。強くなった気でいたんだけど、駄目駄目だなあ」

			「なにを言ってるんだか」

			　かまえを解いて、おれは返した。

			「まだ幹彦には『エアリアル・ナイト』があるだろう」

			「はは。それを言うなら、孝弘だってアサリナと一緒に戦ってなかったっしょ」

			　確かにそうだ。今回はあくまでも模擬戦。技術を高めるためのものだったので、趣しゆ旨しに反することはお互いにしていない。そのうえでの、この結果だった。

			「孝弘は強いなあ」

			　幹彦は言った。どこか奇妙なくらいに、嬉しそうな物言いだった。

			「なんだか思い出しちゃったな」

			「なにを？」

			　不思議に思って尋ねると、幹彦は笑顔を向けてきた。

			「ほら。中学の頃、昼休みによくバスケをして遊んだじゃん？」

			「……」

			　懐かしそうに告げられた言葉に、おれは不意打ちを喰らった気持ちで沈黙した。

			　もちろん、幹彦にそのつもりはないだろう。問題はこちら側にあった。

			　昨夜の内面世界でも実感したことだが、おれは元いた世界の記憶をかなり失っている。普段はあまり気にしないようにしているが、こんなふうに思い出すようなことを言われると、実感せずにはいられなかった。

			「……それは」

			　無論、自覚していることではあるから、動揺を抑え込むことはできた。対処することも。

			　おれはうすら寒い感覚を振り払って、記憶を探った。欠落した箇所は大きい。特に『霊薬』トラヴィスを粉砕したときの変化は、あまりにも真島孝弘という存在を損ない過ぎていた。

			　とはいえ、まだすべてが失われたわけではない。

			　それほど時間が経ったわけでもない中学の頃の、それも日常のことだ。本来なら思い出のページはまだ新しく、刻まれた記憶は克こく明めいだ。たとえ急速にページが風化してしまっても、目を凝こらせば読める文字はあった。

			「……ああ。そうだったな」

			　数秒程度かかったものの、思い出すことには成功した。

			「南校舎の脇にあったバスケット・ゴール。みんなで遊んでた」

			「それそれ」

			　幹彦は顔をほころばせた。

			「たまに１ｏｎ１をしたりもしたじゃん。なんだかそれ、思い出しちゃったんだよね」

			　言われてみれば、確かにシチュエーションは似ているかもしれない。

			「懐かしいな」

			「ずいぶん遠くまで来ちゃったもんね。なにもかも変わった。でも変わらないものもある」

			　幹彦は言いながら、飛ばされた木剣のところに歩いていく。

			　拾い上げたところで、こちらを振り返った。

			「もう一戦どう？」

			　にっと笑うその顔は、いつかのままだ。おれも笑顔を返した。

			「もちろん。まだ時間はたっぷりあるしな」

			　口にした言葉が懐かしかったのは、かつてもこんなやりとりをしたからかもしれない。

			　遠い場所。変わってしまった環境に立場。やっていることだって違う。けれど、それでも同じものを感じられる。それはきっと、なににも代えられない貴重なことに違いなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから何度か模擬戦をしたあとで、幹彦とは別れた。

			　リリィたちを連れて、部屋に戻る。

			　昼食を摂とったあとは、探索隊への挨拶だ。

			　その前に一息ついていると、リリィが幹彦との模擬戦のことを話題に挙げた。

			「鐘木くん、強くなってたねー。びっくりしちゃった」

			「そうか？　あやつ、もともと才はあったであろ」

			　ガーベラが返した。

			「セラッタまでの道中で見ておる限り、才能はありそうだったしの」

			「そうなの？　……ああでも、言われてみれば、チリア砦とりでの騒動のときは、うまくご主人様のフォローをしてたっけね。あのときは、戦闘経験なんてまともになかったはずなのに」

			「魔力の扱いさえ覚えれば、伸びるだろうと思っておったよ。もっと伸びておっても驚きはせんかっただろう」

			「へえ。そんなに」

			「うむ。本人にもそんな話をした覚えがある。もっとも、妾わらわは人間の尺しやく度どではモノを測れんから、それが実際にどの程度のものかはわからんが」

			「いや。きっと、あいつは強くなるよ」

			　首を傾げるガーベラに、おれは請け負った。

			「あいつには才能があるみたいだし、なにより努力する理由があるからな。今回はおれの勝ちだったけど、それもいまだけだろう」

			　そう遠くない未来、ああした純粋な個の力を競う試合であれば追い抜かれるだろう――なんでもありの実戦であれば、また話は別だが。

			　そんなことを考えていると、ロビビアが不思議そうな声をあげた。

			「孝弘、追い抜かれるのに嬉しそうだな」

			「嬉しそうにしてたか？」

			「ん」

			「……そうか」

			　少し照れくさい。おれは頬ほおを掻かきつつ、ロビビアの疑問に答えた。

			「前に幹彦が言っていたんだけどな。あいつは騎士になりたいんだそうだ」

			　――目指すは武芸百般。おれは団長の騎士になりたいかんね。

			　チリア砦とりでで再会したばかりの頃、幹彦はこんなことを言っていた。おれと同じで、あいつはこの世界で大事なものを見付けたのだ。

			「樹海を彷徨さまよっていたのを助けた団長さんに惚ほれ込んで、彼女を助けられるような騎士になるために、あいつは頑張ってた。その努力が実を結ぼうとしているんだなって思ったらな。悔しいよりも、嬉しい気持ちのほうが大きいんだと思う」

			「そんなもんか」

			「友達だからな」

			　ロビビアの頭を撫なでてやってから、おれは立ち上がった。

			　朝から気が滅め入いることもあったが、いまはすっきりした気分だ。体を動かしたことばかりが、その理由ではないだろう。幹彦には感謝しなければいけなかった。

			　みんなに声を掛ける。

			「さて。それじゃあ、そろそろ探索隊のところへ行こうか」

		

	
		
			　

			19　探索隊との接触

			　

			　探索隊との接触はあくまで挨拶ということで、アケルの人々は不参加となった。

			　もちろん、竜淵の里の生き残りのドラゴンたちは別だ。彼らは護衛としてここにいるし、そもそも、加藤さんの提案であえて男性を多めに選出してあるのは、探索隊側との初対面での印象を悪くしないようにという意図があったからだ。

			　指定された部屋に早めに着いたおれは、みんなと言葉を交わしながら探索隊のことについて思いを巡らせていた。

			　正直なことを言えば、探索隊に対する感情には複雑なものがあった。

			　第一次遠征隊として彼らが出発したことで、残された転移者たちは統制を失った。コロニー崩ほう壊かいの切っ掛けを作ったのが彼らであることは間違いない。

			　しかし、彼らが悪意を持っていたわけではないこともわかっている。

			　探索隊のメンバーの行動原理は、基本的には善意によるものだ。いまになっても、そうした方向性は変わらない。コロニー崩ほう壊かいを経験していない彼らは、元いた世界での価値観を変質させることなく、ごくまっとうな道徳観に従って、モンスターの脅きよう威いから人々を救っている。

			　無論、追い詰められてしまえばその限りではないことは、帝国南部の小貴族領で起きた偽勇者騒ぎや、十文字が起こしたチリア砦とりで襲しゆう撃げき事件のことを思い返せば否定できないが……探索隊という集団で行動している以上は、まずその心配をする必要もない。

			　コロニーから旅立ったときだって、そうだ。

			　強力な戦闘能力を備えていたからといって、遠征が安全である保証はなかった。たとえば、探索隊の力が通用しないような危険が存在する可能性だってあったのだ。それでも彼らは、この世界の人間たちに接触するために、樹海に挑んだ。そこには確かに、コロニーで待つ力ない生徒たちを助けたいという願いがあったのだ。

			　遠征隊に参加したメンバーの多くは楽観的であり、危険をさして認識していなかったという面はあるにせよ、その行いが善意によるものだったことだけは間違いない。

			　加えて、その行動には一定の理りがあった。

			　実際、あのままなにもせずにいれば、コロニーに未来はなかっただろう。ただ先細っていっただけだ。

			　かといって、足あし手で纏まとい７００名を引き連れた大集団で、危険なモンスターが跋ばつ扈こする森を踏破するというのは、まったく現実的ではなかった。だから、３００人ほどの探索隊メンバーから、なにがあるかわからない未踏の地に精鋭１００人が立ち向かう一方で、幹部２名を含めた残りのメンバーがコロニーを守るというのは、いたって妥当な判断だったのだ。

			　無論、実際にコロニーが崩ほう壊かいした以上、見通しが甘かったという意見はあるだろう。

			　けれど、だったらどうすればよかったのか。

			　その答えを持たない以上、彼らを責めるのはフェアではない。

			　……と、思っているのは本当だが、同時にそうした判断はあくまで理性によるものだ。

			　コロニー崩壊の際、思い出したくもないような悲ひ惨さんな目に遭った人間のひとりとしては、感情面ではどうしても引っ掛かるものがあるし、そのために警戒心が先立ってしまうのは、少し前にもシランに語って聞かせた通りだった。

			　島津さんが主導で提案された探索隊との合流に関しては、それらの感情は置いておいて、正確な判断を下す必要がある。今日の中嶋小次郎との接触は、そのあたりを見極める良い機会になるだろうと考えていて……だから、少なからず面食らった。

			「おっ？　お前が真島孝弘か」

			　待っていたおれたちのところに、用事を終えた探索隊がやってきた。

			　数は男女合わせて４人。先頭に立って部屋に入ってきた背の高い青年が、屈くつ託たくのない笑みをこちらに向けた。テレビでしか見ないような、とても魅力的な顔立ちの青年だった。

			「おれが探索隊のリーダー、中嶋小次郎だ。会えて嬉しいぜ」

			　あながち社交辞令でもないらしい興奮した口調で言って、握手を求めてくる。おれは立ち上がって応えた。

		

	
		
			[image: p328.jpg]
		

	
		
			「真島孝弘です。辺境伯との件については、いろいろと動いていただいてありがとうございました」

			「礼なんていいって。好きでやったことなんだからさ」

			　笑って肩を叩かれる。飯野から聞いてはいたが、気さくな性格のようだった。

			　この世界で最大クラスの武力を率いている人間であり、ここまでの旅では常に英雄として下にも置かない扱いを受けていただろうに、偉ぶったところはかけらもない。それでいて、誰も軽々しく扱えないような独特の存在感があった。目鼻立ちが整っているとか、上うわ背ぜいがあって均整の取れた体をしているとか、そうした表面上のことだけではなくて――内側からにじみ出るものが、青年の存在を際きわ立だたせているのだ。多分だが、これは転移したことで絶大な力を与えられたこととは関係ない、青年生来の気質だろう。

			　そのうえ、転移者のなかではトップクラスの戦闘能力を持ち、転移初期にみんなをまとめあげたリーダーシップと、果断な判断力を併あわせ持っている。

			　これが、探索隊のリーダー。並み居るチート持ち連中を率いていたというのも納得だった。

			　ただ、彼がそんな人物であればこそ、こちらに向けてくる態度に戸と惑まどいを覚えた。

			　隣に座ったリリィも同じことを感じたらしく、こそっと耳打ちをしてきた。

			「なんだか、すっごく友好的……というか、嬉しそうな感じだね？」

			　そうなのだ。

			　単なる社交辞令以上に、探索隊のリーダーを務める青年がこちらに向ける態度は、純粋な好意に満ちていた。そして、それは眷けん属ぞくであるリリィたちに対しても同様だった。

			「そっちが真島の眷属だよな。話は飯野から聞いてるよ」

			　席に着くと、中嶋さんはリリィたちひとりひとりに目をやりつつ、屈託のない笑顔で語りかけてきた。

			「これまで大変だっただろう。この世界でモンスターが仲間っていうのは、どうしても偏へん見けんの目で見られるだろうからな」

			　口にされた言葉には労いたわりがあり、心からの共感があった。ちょっと戸惑ってしまうくらいに。

			　以前に飯野が探索隊に戻った際、中嶋さんがおれたちに興味がある様子だったという話については、聞いたことがあった。だが、実際の関心のほどまでは知らなかった。

			　妙な話だが、いまの彼はまるで好きなアーティストかアスリートでも前にしているかのようだったのだ。この世界で英雄として扱われてきたはずの彼がこんな態度を取るというのは、なんだかあべこべな感じがした。

			　しかし、そうした感覚はこちら側だけのものらしい。やや前のめりになって、中嶋さんは続けた。

			「ずっと会いたいと思っていたんだ。これまでの旅の話について、ぜひとも今日は話を……」

			「ちょっと、リーダー？　落ち着いてください。真島さんが驚いていますよ？」

			　と、そこで冷静な声が割り込んだ。

			「真島さんに会えて嬉しいのはわかりますが、少し抑えてください」

			　声の主は、怜れい悧りな印象の女性だった。

			「しかしだな、萌もえ子こ……」

			「あなたは探索隊のリーダーなんですよ？　落ち着きは必要です」

			　なにか言いかけた中嶋さんにぴしりと言って、女性がこちらに向き直った。

			「はじめまして。わたしは栗くり山やま萌子と言います」

			　にこりともしない、愛想のない表情だ。しかし、別にこちらに隔かく意いがあるというわけでもないらしく、当たり前の挨拶をしてきた。愛想がないのは、単にそういう性格だというだけのことなのだろう。

			「ああ。あなたが……話は聞いています」

			　こちらからも返した。

			「はじめまして、栗山さん。確か探索隊でリーダーの補佐役をしているんですよね」

			「そこまでたいしたものではありませんが」

			　とは言うものの、明らかに有能そうな雰囲気だった。実際、およそ探索隊の外部との折衝は、リーダーである中嶋さんと彼女が請け負っていると聞いている。とっつきにくい感はあるが、そのあたりは中嶋さんが緩和しつつ、うまいこと探索隊を動かしてきたのだろう。

			　しかし、あくまで栗山さんは控えめだった。

			「わたしはただの事務方ですよ。二つ名持ちではありませんしね。ですが、ここにいるわたし以外のメンバーは、全員が二つ名持ちです。まだ来ていないメンバーも何人かいますが、おいおい来るものと思います」

			　探索隊には現在、７人の二つ名持ちがいる。

			　

			　――『光の剣』中なか嶋じま小こ次じ郎ろう。

			　――『多重存在』窪くぼ田た陽よう介すけ。

			　――『妖精の輪』島しま津づ結ゆ衣い。

			　――『万能の器』岡おか崎ざき琢たく磨ま。

			　――『韋駄天』飯いい野の優ゆ奈な。

			　――『堅けん忍にん不ふ抜ばつ』石いし田だ哲てつ男お。

			　――『剛腕白雪』御み手た洗らい葵あおい。

			　

			　彼らに加えて、所在が不明の二つ名持ちが４人だ。

			　

			　――『闇の獣』轟とどろき美み弥や。

			　――『絶対切断』日ひ比び谷や浩こう二じ。

			　――『疾しつ風ぷう怒ど濤とう』柚ゆず木き園その瑠る衣い。

			　――『竜人』神じん宮ぐう司じ智とも也や。

			　

			　栗山さんは探索隊の一員である以上チート持ちではあるが、二つ名持ちではない。どちらかというとおれに近いタイプらしく、影の魔法で武器を生成できる固有能力を持つが、本人の戦闘能力は高くないと聞いている。遠征隊に参加したのも、あくまで補佐役としての能力を買われてのことらしい。

			　世界の行く末を左右できる圧倒的な戦闘能力こそが、二つ名持ちの条件なのだ。

			　そんな二つ名持ちのうち、この場にいるのは、中嶋さん、窪田さん、島津さん、飯野、石田の５人だった。

			　御手洗さんがこの場に来ていないのは少し意外だったが、そもそも、これは探索隊へのメンバーへの挨拶が目的なので彼女には必要ないものではある。むしろ来ることになっていた岡崎がいないほうが気になるが、こちらは性格に難があるようなことを聞いている。こういうことはよくあるのかもしれない。

			　探索隊の面々もあまり気にしていない様子で、残りふたりの初対面の挨拶に移った。

			「おれは窪田だ。よろしく頼むぜ」

			「石田哲男です」

			　窪田さんはぞんざいに手をあげて、石田のほうは朴ぼく訥とつとした口調で言って頭を下げた。

			　中嶋さんほど好意的ではないものの、彼らも特におれや眷けん属ぞくたちに対して思うところはないようだ。あるいは、島津さんあたりが言い聞かせておいてくれたのかもしれないが。

			「にしても、悪いな」

			　挨拶を終えると、窪田さんが話し掛けてきた。

			「リーダーのやつ、はしゃいでて驚いただろ。許してやってくれ」

			　くっくと喉のどの奥で愉快そうに笑う。

			「なにしろ、ずっとお前に会いたがってやがったからな」

			「そんなにですか」

			　さっき栗山さんもそんなことを言っていた。

			　おれが目を向けると、中嶋さんは人好きのする笑みを返してきた。

			「それはもう。おれは真島のファンみたいなもんだからな」

			「ファ、ファンですか……？」

			「はは。なにを驚いているんだか。お前はそれだけのことをしてきただろう」

			　肩を揺らして笑う。ファンという言葉自体は冗談なのだろうが、こちらに向けられる好意は本物だった。

			「さっきも言った通り、モンスターを眷属にする真島にとって、この世界は生きづらかったはずだ。逆境のなかで信頼できる相手を探して、居場所を作って、降りかかってくる火の粉を払って旅を続けてきたんだろう。そして、いまではアケルの英雄だ。本当にたいしたもんだよ」

			「……成り行きですよ。おれはただ、自分の大事なものを守っていただけですから。結果として、そういうことになってしまったというだけのことで。本当の英雄というのは、中嶋さんたち探索隊のような人を言うんだと思います」

			　別におべっかというわけではなく、本心からの言葉だった。

			「探索隊は各地でモンスターを退治していたと聞いています。助けを求める見も知らぬ誰かを、わざわざ助けに行っていた。助けた人間の数は、おれの比ではないはずです」

			「その活動を否定はしないよ」

			　中嶋さんは頷うなずいた。

			「だが、おれはこれまで逆境を覆くつがしてきたわけじゃない。お前と違ってな。逆境。苦境。艱かん難なん辛しん苦く。困難に行く手を遮さえぎられたときに、それを乗り越えるだけの意志。そのあたりを、おれは評価しているんだよ」

			　会話を楽しむ笑顔で言って、両手を広げてみせる。

			「単純な話さ。おれはな、真島、お前みたいな気合いの入ったやつが大好きなんだ」

			「……」

			　その言葉に嘘うそは感じられなかった。

			　探索隊の二つ名持ちたちは、またかとばかりに苦笑を浮かべている。

			　とはいえ、彼らのリーダーへと向けられている感情は、好意的なものだった。

			「暑苦しいぜ、リーダー」

			　窪田さんが茶化して、みんなが笑う。これが普段の彼らのやりとりなのだろう。

			「悪かったな、暑苦しくて」

			　中嶋さんも苦笑して、肩をすくめた。改めて、その目がこちらに向けられる。

			「とにかく、そういうわけでおれはお前の味方だよ、真島。だから、これからも辺境伯のことに限らず、協調していければいいと思ってる」

			「それは……ありがとうございます。そう言ってもらえると、心強いです」

			　こちらから言わなければならないと思っていたことも言ってくれた。

			　予想以上の感触だった。これならば、探索隊とは友好な関係を保っていけそうだった。

			　そうなると当然、話は特定の方向へと流れていく。

			「そういえば、真島は探索隊に合流するって話が出てるんだよな」

			　言い出したのは窪田さんだった。

			「島津が熱心に話を進めてただろう。署名まで集めてたよな」

			「ええ」

			　話を振られると、島津さんは頷いた。

			「あれ、どうなったんだ」

			「現時点で６割同意ね。このぶんだと、７割、８割もすぐだと思う」

			「ほう。そりゃすごい。よくやったもんだ」

			「わたしだけの手て柄がらじゃないから……というか、わたしの手柄は微び々びたるものよ。実際、真島たちを迎えに帝都を離れた時点では、まだ３割くらいだったし」

			「ふうん。ある程度、名前が集まったから考えを変えたやつもいたってことかね。それじゃ、これで真島もおれたちの探索隊の一員になるわけか」

			「いや。それはまだわからないけど」

			　先走る窪田さんの言葉を、島津さんは否定した。

			「それは、真島次第」

			「……そうなのか？」

			　窪田さんが意外そうな顔をした。

			「え？　だけど、なんでまた。合流すればいいだろ」

			「真島さんにだって、アケルでの生活があるでしょう」

			　と、口を挟んだのは栗山さんだった。中嶋さんも頷うなずく。

			「ま。別に、合流しなければいけないわけじゃないしな。これまでだって、離れていった連中はいただろ。おれは個人の意思を尊重するよ」

			「まあ、お前はそういうやつだよな」

			「もちろん、合流するというならおれは歓迎するぜ」

			　ここで中嶋さんはこちらに水を向けた。

			「それで、どうなんだ？」

			　眼まな差ざしに期待の色があった。

			　意思を尊重するというのは確かなのだろうが、それはそれとして、合流してほしいという気持ちはあるらしい。

			　全員分の視線がこちらに向いている。返答を求められていた。

			　探索隊とは接触した。感触は得た。判断材料は十分だろうか。

			「おれは……」

			　数秒考えてから、おれは言いかけて――けれど、その直前のことだった。

			　部屋の扉が音を立てて開いたのだ。

			　大きく開け放たれた扉の向こうに、全員の視線が向けられた。

			「ちょっと待ってほしいっす」

			　険けわしい表情をした『剛腕白雪』御手洗葵が、その視線を受けとめていた。

		

	
		
			　

			20　刻まれる溝

			　

			　険しい表情を顔に貼りつけたまま、御手洗さんが部屋に足を踏み入れた。

			「……葵ちゃん？」

			　小さな声が部屋の空気を震わせた。

			　加藤さんの声だ。その語尾に震えがあった。聡そう明めいな彼女は、ほんのわずかな間に、これからなにが起こるかを予期したのかもしれなかった。

			　無論、そうでなくても不穏な空気は誰しもが感じていたものだろう。二つ名持ちのひとりである『剛腕白雪』の放つ刺とげ々とげしい雰囲気に、リリィたちは警戒レベルを跳ね上げていた。

			　もっとも、御手洗さんが襲いかかってくることはなかった。ただ、硬い声で言った。

			「真島先輩の合流についてですけど、わたしは反対です」

			「ちょっ、葵ちゃ……」

			「優奈先輩は黙っててください」

			　飯野が慌てふためいた様子で口を開くが、御手洗さんはにべもなかった。

			　強い口調に飯野は衝撃を受けたように硬直し、入れ替わりに中嶋さんが返した。

			「どういうことだ？」

			　二つ名持ちの険悪な気配を前にしても、平然とした態度だった。

			　探索隊リーダーである彼は、こうした事態にも慣れているのだろう。あるいは、単純に絶大な戦闘能力を誇る余裕によるものなのかもしれないが。

			「意見を言うのはいいが、理由を聞かせてもらえないことにはな」

			「理由ですか。簡単です。真島先輩の人間性に疑問があるからっすよ」

			「つまり、探索隊に相応ふさわしくないと？」

			「そういうことです」

			「根拠を聞いてもいいか？」

			　問われた御手洗さんが、こちらを振り向いた。

			　瞳ひとみのうちには、これまで見せることのなかった強い敵意があった。

			　続いて、視線はおれのうしろに逸れた。

			「真島先輩は、そっちの騎士の女のヒトと恋愛関係にありますよね。あと、そっちの水島先輩の姿をしたヒトも」

			「……」

			「蜘く蛛ものヒト、メイドのヒトもそうですね」

			　ひとりひとり視線を向けては指摘したのは、竜淵の里のドラゴンの人選を考えてまで、探索隊の反感を買うまいと伏せておいた事実だった。

			　そのすべてが明かされた。

			　これで詰きつ問もんされているのでなければ、鮮やかにさえ感じたかもしれない。

			「否定しますか？」

			　挑戦的に、御手洗さんは尋ねてきた。

			「……」

			　ここまで確信を持った様子でいるのなら、そう簡単には引き下がるまい。下へ手たに誤ご魔ま化かしてしまえば、むしろこの場にいる人間の印象を悪くする結果になりかねなかった。

			「いや。事実だ」

			　そう答えた途端、一部の人間のこちらを見る目が変わった。

			　そちらはとりあえず放っておく。いまは、目の前の少女のことだった。

			「よく気付いたな」

			「なんとなく、目線とか表情とか距離感とかでわかるものっすよ」

			　御手洗さんは鼻を鳴らした。

			「人目があるところで隠してたっぽいですけど、観察してましたし」

			「観察？」

			「わたしが結衣先輩についていったのは、真島先輩がどういう人間なのかを確かめるためだったんです」

			　……そういえば、初めて会ったときも、シランとの逢おう瀬せを見られていたのだったか。

			　あれは、単に好奇心で出で歯ば亀がめをしていたわけではなく、目的があったということらしい。

			　あのときほどは決定的ではなくても、ここに来るまで同行していたのだ。疑っていれば関係に気付くくらいのサインはあったのだろう。

			　そして、彼女はここで告発に踏み切った。

			　こうなってしまった以上、懸け念ねんされるのは探索隊からの反応だった。

			　果たして、口を挟んだのは栗山さんだった。

			「しかし、彼女たちはモンスターなのでは？　厳密に言えば、女性とは言えないでしょう」

			　どうやら彼女はおれを庇かばってくれるつもりらしい。

			　あるいは、組織を動かす人間のひとりとして、単に諍いさかいを嫌っただけかもしれないが。

			「そもそも、この世界でそれは許されないことではないのではありませんか？」

			「わたしはそういう話をしているんじゃありません」

			　だが、御手洗さんは頑かたくなだった。

			「この世界のことは、この世界のことです。わたしたちは、この世界の人間じゃありません」

			　いや。これは頑なというよりも、当然のことだと思っている態度だろうか。こうした考え方は、彼女にとって――『良識ある探索隊の面々』にとっては、ごく当たり前のことなのだ。

			　栗山さんの指摘はむしろ、御手洗さんを頑なにさせたかもしれない。

			　そして、そんな彼女に対して賛同の声もあがった。

			「まあ、確かにそうだわな」

			　同意の言葉を口にしたのは、窪田さんだった。

			「御手洗の言うこともわかるぜ。咎とがめられないからって言って、ぽんぽん何人も同時に女を作っているとすれば、人間性を疑われても無理ねえよ」

			　彼は御手洗さんほど敵意を剥むき出しにしているわけではなかったが、それでも少し不愉快そうな顔をしていた。

			「でもって、相手が女じゃないってのも頷うなずけない。おれも、こうしてじかに会うまではモンスターなんてどいつも同じだろうと思ってたが、姿形が違うだけで真島の眷けん属ぞくは人と変わらないみたいだしな」

			「そういうことっす」

			　窪田さんの言葉を受けて、御手洗さんは我が意を得たりとばかりに頷いた。

			「誠実じゃない人間と一緒になんて行動できないっすよ。これは、同意していたみんなだって同じだと思います。……というか、そもそも、結衣先輩が集めていた同意の６割だって怪しいもんですけど」

			「え？」

			　島津さんが声をあげた。

			「ど、どういう意味？」

			　彼女はさっきから、思わぬ展開を前にして、どう仲ちゆう裁さいしたものか口を出しあぐねていた様子だった。しかし、さすがにいまの発言には黙っていられなかったらしい。身を乗り出した。

			「実際、６割の署名は集まって……」

			「いま、その同意をしてきた子に話を聞いてきたんです。おかしいなって思って」

			「お、おかしい……？」

			「あのリストのなかに、わたしが知ってた限り、反対派だった子の名前があったんですよ」

			　どうやら御手洗さんは、今回の合流の一件について、他のメンバーに話を聞きに行っていたらしい。この場に最初から顔を出していなかったのは、そのためだったのだろう。

			「その子、真島先輩が合流したら危ないんじゃないかって言っていたはずだったんで、おかしいなって。もちろん、結衣先輩が嘘うそ付くと思ってたわけじゃないですけど、気になったので確認に行きました。なんで同意したんだって聞いてみたんです。そしたら、とある話を聞いて、同意することにしたんだって言ってました」

			「とある話？」

			　問われた御手洗さんが、視線を転じた。

			「真島先輩の連れてるスライムは、死者蘇生ができるんじゃないかって話です」

			　その視線の先に、目を丸くするリリィの姿があった。

			「え？　わたし？」

			　ここで話が回ってくるとは思っていなかったのだろう。リリィが戸惑いの声をあげた。

			「わたしが、なに？」

			「あなたのその姿は美穂先輩のっすよね。それだけじゃなくて、あなたのなかに死んだはずの美穂先輩がいるって聞いてます。それはつまり、死者が蘇よみがえったってことでしょう？」

			「それは……」

			　御手洗さんの言っていることは、一面の真実を突いていた。

			　水島さんは一度死んでいる。しかし、確かにここにいる。

			　本来であれば、たとえチート持ちであっても死者蘇生を行うことはできない。これは転移後のコロニー時代にはわかっていたことだった。

			　どれだけ力があったところで、できないことはある。

			　それだけに、降ってわいた話は魅力的に思えたのかもしれない。

			「コロニー時代には、探索隊から死者が出ました。偽勇者騒動のときだって、そうっすよね。みんな不安がないわけじゃないんです」

			　御手洗さんの言葉には実感があった。

			　ひょっとするとそれは、彼女自身の経験でもあるのかもしれなかった。

			「自分も死ぬかもしれない。仲間が死ぬかもしれない。そんなふうに思って、不安になることってあったと思うんです。だけど、真島先輩に協力をしてもらえたら？　そんな期待をして、あの子は署名したって言ってました。もちろん、リリィさんはもう美穂先輩と同化してますから、実際に使うのは子供とかになるんでしょうけど」

			「お、おい。御手洗。さすがにそれは……」

			　と、窪田さんが口を挟んだ。その目がちらちらとリリィの様子をうかがっていた。

			　リリィは恐ろしく険しい表情になっていた。

			　おれ自身、不愉快さを覚えずにはいられなかった。それはつまり、自分たちの子供を死者蘇生のために使われるということだったからだ。

			　……もちろん、そうした意見を口にした人間は、別にそんなことは考えていないだろう。別に彼らだって、悪意があるわけではないのだ。

			　探索隊メンバーの多くは、ただのモンスターしか知らない。眷けん属ぞくを知らないのだ。実際、さっき窪田さんも『じかに会うまではモンスターなんてどれも同じだろうと思っていた』と言っていた。意思なく、自我なく、ただ人に対する害悪として牙を剥むくのがモンスター。それをうまく道具として使っているのが、真島孝弘という能力者だと認識している。だから、先のような発想にも至ったのだろう。

			　……そう。理解はできるのだ。

			　もっとも、そうした発想をこちらがどう感じるのかということは、また別の話だ。悪意があろうとなかろうと、不快なものは不快だった。

			　さすがに御手洗さんも気が引けたらしく、たじろいだ顔になった。

			「あ。いや。これはわたしが言ってるわけじゃないですよ。そういう話になっているってことで。どうも言い出しっぺは岡崎先輩らしいっすけど」

			「……あいつか。得意げに提案してる姿が目に浮かぶな」

			　窪田さんが溜め息をついた。

			　島津さんの集めた署名リストのなかには『万能の器』岡崎琢磨の名前もあったから、ここでその名前が出てくるのはおかしなことではなかった。

			　その一方で、署名の発ほつ起き人にんである島津さんは蒼あお褪ざめていた。

			「な、なに、それ。わたしはそんなの知らない」

			　縋すがるような目で、彼女はこちらを見た。

			「待ってほしい、真島。本当にわたしは、そんなつもりじゃ……」

			「……わかってますよ。島津さんはおれに対する善意でやってくれたんでしょう」

			　この件に関しては、本当に彼女は気の毒だった。

			　彼女はこうするのがお互いにとって最良だと信じて、骨を折ってくれていた。

			　ただ、それが途中でねじ曲がってしまった。恐らくは、島津さんが帝都を離れている間の出来事だろう。思い返せば、彼女自身も『思いのほか署名の集まりがよかった』と言っていた。その理由が、先程、御手洗さんが暴ばく露ろした話なのだろう。

			　そもそも、島津さんが帝都を離れて署名活動から目を離した理由は、おれを迎えに来るためだったのだから、この展開について彼女を責められるものではなかった。

			　ただ事実として、あのリストはそういうものだったということだ。

			　御手洗さんが問題にしているのは、そこだった。

			「……葵。つまり、お前が言いたいのはこういうことか」

			　これまで黙っていた『堅忍不抜』石田哲男が口を開いた。

			「死者蘇生ができるかもしれないという言葉に流されただけで、それは本来の意味での合流への同意じゃない。そして、実際に真島先輩の誠実さには信じられないところがあると」

			　御手洗さんと石田は幼馴染おさななじみだという話を聞いている。それだけに、簡潔にまとめてみせる手際は慣れたものだった。

			　探索隊に伏せておこうとした事実は、これですべて伝わってしまったことになる。

			　結果、御手洗さんと窪田さんは不信感を露あらわにしていた。このぶんだと、どうやら石田も幼馴染の意見に賛成だろう。

			　中嶋さんと栗山さんは特に表情を変えていないが、それでもこの場にいる半数くらいが悪い反応をしていることになる。

			　もっとも、それ自体は理解できることだった。というより、他ならないおれ自身が、抵抗のあったことなのだ。印象が悪いのなんて当たり前だとわかっていた。

			　ほいほいと手を出した、などと思われるのは心外だが、そんなことは互いに相手のことを知らない彼らにわかることでもない。

			　ましてや探索隊に所属する人間は、以前の価値観をそのまま保持している。正義感が強いということは、潔癖だということでもある。交流を深めて人となりを互いに把は握あくしたうえでならともかくとして、初対面で知られるのは非常にまずいとわかっていた。

			　予想はできていたから、覚悟もできていた。なんらかの事情でこうなってしまった場合、どうしようもないと諦あきらめはついていたのだ。だから、状況をすんなりと受け入れられた。

			　……おれ自身は、そうだった。

			　ただ、それでは済まない者がいた。

			「ちょ、ちょっと待ってください！」

			　ガタンと音がして、加藤さんが立ち上がったのだ。

			　余程、慌てていたのか、椅子が大きな音を立てた。

			「……加藤さん？」

			　この反応だけは予想外だった。

			　なにか考えがあるのかと思ったが、どうやらそういう様子でもなかった。

			「違うんです！　葵ちゃんは誤解してます！」

			　加藤さんの顔には、混乱がありありと現れていた。

			「真島先輩はそんな人じゃありません！」

			　御手洗さんを見詰めて、強い口調で言った。

			　そこには狼ろう狽ばいがあり、怒りがあり、困惑があった。けれど、相手を説き伏せる特別な理ことわりはなかった。これでは、ただ思ったことを言っただけだ。

			　なにかがおかしい。彼女らしくない。

			　普段であれば、彼女はこんなふうには絶対に動かないはずだった。

			　……けれど、思い返してみれば、御手洗さんの前で彼女はいつもそうだったかもしれない。

			　加藤真菜という名の少女は、この世界で一度粉々に壊された。おれが知っている冷静沈着な少女は、あくまでその後に構築されたものだ。

			　それより前の友人である御手洗さんとの再会は、いまは失われたものを加藤さんのなかに立ち戻らせていたのかもしれない。

			　ひどく傷付けられることもなく、平穏に日々を過ごしていた頃の少女を。

			　そこに、ときに冷徹でさえある少女はいない。

			　おれの目から見て、そうした変化は好ましいものに思えた。なにより、加藤さんは嬉しそうにしていた。自分にとっての幹彦が、彼女にとっての御手洗さんになるならいい。そんなふうに思っていたし、期待していた。

			　けれど、いまのこの状況で、それは良い方向には働かなかった。

			「真菜ちゃん！　なんでわからないの！」

			「わからないのは葵ちゃんのほうでしょう！」

			　感情的な意見には、感情的な反はん駁ばくがあるだけだ。

			　感情は跳ね返り、そのたびに熱を増していく。ただでさえ、普段の計算高さを失っているところに、よりにもよって自分の友人がことを荒立てたことで、もともと、突発的な事態に強くない加藤さんは、焦って言葉を重ねてしまった。

			　それを聞いた御手洗さんの顔が赤くなった。

			「ここまで言って、まだわからないの!?」

			　そう言ったときには、彼女は完全に平静を失っていた。

			　加藤さんのもとに駆け寄ると、その肩を掴んだのだ。

			　力加減を間違えたのか、加藤さんが小さくうめいた。

			　その間に、御手洗さんは口を開いていた。

			「目を覚まして！　真菜ちゃん！」

			　少女の表情は、友達のことを想うものだ。その想いが本物であることだけは確かだった。

			　……というより、だからこそ、こんなことになったと言うべきだろうか。

			「あの人は、いろんな女の人に手を出してるどうしようもないやつなんだよ！」

			　御手洗さんは視線を加藤さんに向けたまま、おれを指差して叫んだ。

			　そして、決定的な台詞せりふを口にした。

			　

			「あんな人、好きになっても真菜ちゃんが不幸になるだけだよ！」

			　

			　それこそが、御手洗さんがことを荒立てた理由。

			　これは友達のことを思えばこその行動だったのだ。

			「……ぁ」

			　時間が停まったかのように、加藤さんは凍り付いていた。

			　みるみるうちに、頬ほおが赤くなった。

			　そしてすぐに蒼あおくなった。

			　冷や水を浴びせられた頭が普段の冷静さを取り戻し、状況を正しく理解したのだろう。御手洗さんがどうしてこんなことをしたのか、ことを荒立てたのがなんのためだったのか、その原因がわかってしまった。これからどうすべきかも、導き出せてしまっていたのだ。

			　そして、気付いたからには躊ちゆう躇ちよしないのが、おれの知っているいまの加藤真菜という名の少女だった。

			　次の瞬間、加藤さんの顔から、一切の表情が消えた。

			「……なにを勘違いしているんですか」

			　恐ろしく冷たい声だった。

			　瞳ひとみは冷たく目の前の相手を見据えている。それはまさしく、敵に対して向ける表情だった。

			「ま、真菜ちゃん……？」

			　加藤さんにこんな冷たい態度を取られたのは、初めてなのだろう。その豹ひよう変へんを前にして、御手洗さんは戸惑いの声をあげた。けれど、もはや加藤さんはそれを意にも介さなかった。

			「真島先輩はあなたの言うような人ではありません。実際、わたしはこれまでずっと先輩と一緒にいましたけど、手を出されたりはまったくしませんでした」

			　肩を掴んだ御手洗さんの手が緩んだ隙を見逃さずに、加藤さんは振りほどいた。

			　数歩の距離を取って、かつて友人だった少女を見据える。

			「先輩は誠実にわたしを守ってくれました。恩人を悪あしざまに言われるのは……非常に不愉快です」

			「真菜ちゃん……」

			　責める側から責められる側へ。

			　状況の変化についていけずに、御手洗さんが狼狽うろたえる。

			「だ、だけど、真菜ちゃんは真島先輩のことを……」

			「そこが、そもそも勘違いなんですよ」

			　加藤さんは冷たく言って、息をついた。

			　ちらりと視線がこちらを向いた。一瞬、その口元が泣きそうに歪ゆがんだ気がした。

			　いや。ただの気のせいだったかもしれない。

			　何事もなかったように、加藤さんは告げたのだ。

			「わたしは先輩のことを好きなんかじゃありません」

			　温度のない声で断言する。いまの彼女の姿を見て、その言葉を疑えるものはいないだろう。

			「勘違いをされるのは迷惑です」

			「……」

			　御手洗さんは言葉を失い、立ち尽くした。

			　もはやこの場の空気は、まったくおれを責めるようなものではなくなっていた。

			　こうした流れこそが、加藤さんが狙ったものなのだろう。人の印象なんて簡単に変わるものだ。勘違いをした御手洗さんが、こちらに迷惑をかけたというふうに印象を誘導したのだ。

			　しかし、その代だい償しように、ふたりの少女の間には決定的な溝みぞが刻まれてしまっていた。

			　そうして部屋に沈黙が落ちた。どうしようもなく重い空気が立ちこめる。

			　そのときだった。部屋の扉が再び、大おお袈げ裟さな音を立てて開いた。

		

	
		
			　

			21　仇

			　

			「少し遅れてしまいました。お待たせしてしまいましたかね」

			　そう言って現れたのは、どこか仕し草ぐさに気取ったところのある少年だった。

			　彼が岡崎琢磨であることは、すぐにわかった。かつて通っていた学校では、学年も同じだったので、顔に見覚えがあったからだ。

			　ようやくやってきたらしい。彼は室内を見回すと、わざとらしく片眉を上げてみせた。

			「なにかありましたか」

			　明らかに気まずい空気の流れるこの状況を見て、特に気にした様子もなく尋ねてしまえるのは……まあ、そういう性格なのだろう。もっとも、そうした空気を読まない言動は、この場面においては好都合だった。御手洗さんの告発からこのかた、妙なものになってしまった空気をゼロに戻すチャンスと思えたからだ。

			　……そう考えたこと自体は、誤った判断ではなかったはずだった。

			　だが、そうした思惑は、思わぬところから覆くつがえされた。

			「貴様は……」

			　護衛として壁際に立っていたエラが、ぽつりと声を漏らしたのだ。

			　信じられないものを見る目をしていた。

			　そして、その双そう眸ぼうに痛ましいまでの負の感情が宿った。

			「貴様は――ッ！」

			　憎悪に満ちた叫び声があがった。

			　それは、エラだけに限った反応ではなかった。その場にいる竜淵の里のドラゴンたち全員が、殺意を放ちながら戦闘態勢に移行していたのだ。

			「エラ……!?」

			　これはまずい。

			　先程の加藤さんと御手洗さんの口くち喧げん嘩かとはわけが違う。こんなところで戦闘になったら、なにもかもが滅茶苦茶になってしまう。どうして岡崎を見て取り乱したのかはわからないが、争いを起こさせるわけにはいかなかった。

			　だが、どうする？

			　ガーベラや、リリィ、シランに指示を出して、とめさせるか？

			　いや。ドラゴンたちは数がいるし、それなり以上に力がある。それでは間に合わない。

			　どうすれば――と、思ったところで、ぞっと背筋が粟あわ立だった。

			　あまりにも膨ぼう大だいな魔力の気配が、室内を満たしたのだ。

			「な……っ!?」

			　それだけでも膝ひざを屈くつしてしまいそうになる、あまりにも重々しい魔力だった。

			　次の瞬間、視界を白い光が焼いた。

			　飛び出しかけたドラゴンたちと、岡崎との間を、白い輝きが遮さえぎっていた。

			「こ、れは……」

			　白い輝きの正体は、光を固めて作ったような美しい剣だった。

			　部屋を横断するほどに刃渡りは長く、真っ直ぐに伸びている。

			　しかし、その美しさとは裏腹に、すさまじいまでの力を感じた。常人が指先で触れれば、肩まで吹き飛んでしまいかねない圧倒的な力だ。憎悪に駆られて我を忘れていたエラたちでさえも凍り付いていた。そうさせるだけのものが、その剣にはあった。

			「そこまでだ」

			　中嶋さんが口を開いた。

			　彼は座ったままで、輝く光の剣を突き出していた。

			　さっきまではあんなもの、どこにも持っていなかった。ということは……あの一瞬で、これだけの代しろ物ものを形成したとでもいうのだろうか。

			　別におれが切っ先を向けられたわけでもないのに、喉のどがごくりと鳴った。

			　これが『光の剣』――探索隊最強の力。

			　竜淵の里のドラゴンたちは、気力を挫くじかれた様子で立ち尽くしていた。

			「ひっ……ひぃいっ！」

			　一方の当事者である岡崎は、腰を抜かして床にへたりこんでいた。みっともない姿ではあったが、なんの心構えもなく、部屋に入った途端に目の前に銃口を……むしろ大砲とかミサイルレベルの脅きよう威いを突きつけられたようなものだから仕方なかった。

			　あまりに大きな重圧は、容よう易いに死の感覚を想起させてしまう。誰もが固かた唾ずを呑のんで動きをとめていた。

			　……だからこそ、率先して動く必要があったのだ。

			「エラ。どういうことか話をしてくれないか」

			　場を収めるには、このタイミングしかない。そう感じた瞬間には口を開いていた。のしかかる重圧は、この場をどうにかしなければという使命感と気合いで押しのけた。

			　そんなおれを見て、光の剣を握る中嶋さんが「ほう」と小さくつぶやいた。

			　整った容よう貌ぼうに、いかにも楽しそうな笑みが浮かんだ。

			　その手から光の剣が消えた。もう必要ないと判断したのだろう。それでようやく、他の面々も重圧から解放されて話ができるようになった。エラも、そのひとりだった。

			「孝弘様……」

			　さすがに我に返った様子だった。状況を思い出したのだろう。普段はおっとりとした顔に、ひどくいたたまれない表情が浮かんでいた。

			「あ……う。その、申し訳ありません、孝弘様。護衛の任を受けておきながら……」

			「安心してくれ。エラが理由もなく、あんなことをするとは思ってない。なにがあったんだ」

			　改めて問い直すと、エラの表情に再び憎悪が宿った。

			　冷静さを取り戻しても、抱いた感情が変わるわけではない。よろよろと立ち上がる岡崎を睨にらみ付けて、エラは告げた。

			「……あれは、我らの家族を殺した人間のひとりなのです」

			　ぎょっとした顔で、その場の全員が岡崎を見た。

			　岡崎本人もひどく驚いた様子だった。

			「は、はあ!?　なにを言ってるんだ、お前」

			　心当たりがないのだろう。だが、なんとなくおれには状況が掴めてきていた。

			「岡崎」

			　呼び掛けると、岡崎がこちらを向いた。

			「な、なんだよ。というか、お前、誰だ」

			「真島孝弘だ。今日会うことになっていただろう」

			「ああ。お前が、いや。きみがそうなのかい」

			　ようやく余裕が戻ってきたのか、言葉遣いが取り繕つくろわれる。

			　だが、そんなことはどうでもいい。かまわずおれは問い質ただした。

			「質問がある。お前、ドラゴン討伐と聞いてなにか思い当たることはないか」

			「……どうして、きみがそれを」

			　岡崎が少し驚いた顔をした。思った通り、心当たりがあるらしい。

			　彼は驚きを引っ込めると、わざとらしく肩をすくめてみせた。

			「まあいいか。どういうことかわからないけど、知られているのなら仕方がないね。そうさ。『竜人』の神宮司くんに頼まれてね、ぼくはドラゴン討伐に協力したことがあるよ。なかなか強いやつらだったし、犠牲も出た。まあ、ぼくの力がなければ危なかっただろうね」

			　聞いていないことまでもべらべらと喋しやべってくれる。

			　どことなく得意げなのは、これが彼にとって『誇るべき成果』だからだろう。

			「いつの間に……」

			　栗山さんがつぶやいた。どうやら探索隊でも、岡崎のこの行動は把は握あくしていなかったらしい。おれとしても、帝都に向かっているはずの彼らのなかから、まさか竜淵の里の襲しゆう撃げきに関わっている人間がいるとは思っていなかった。

			　ただ、そういえば、岡崎の能力『万能の器』は、他人の能力を使うことができるのだった。島津さんの『妖精の輪』や飯野の『韋駄天』あたりを組み合わせることで、遠方まで向かうことは決して不可能ではないだろう。探索隊が立ち寄った町に数日滞在することはよくあったと聞くから、時間もあったはずだった。

			　モンスターの討伐に参加することも、探索隊のメンバーであれば珍しいことではない。

			　だが、この場合は相手が悪かった。

			「それで、いったい、そんなことがどうしたって言うんだい」

			　肩をすくめる岡崎に、再びドラゴンたちが殺気立った。

			　それでも襲い掛かることなく抑えてくれていることに感謝しつつ、おれは口を開いた。

			「お前が滅ぼした集落が、ここにいる彼女たちの故郷なんだよ」

			「は？」

			　岡崎は、なにを言っているんだという顔をした。

			「だから、彼女たちはドラゴンなんだ」

			「……なに？」

			　ここまで言っても、まだ呑のみ込めない顔をしていた。

			　もっとも、現在のエラたちの姿は人間と変わらないし、遅れてきた岡崎は紹介もされていない。まさかその正体がドラゴンだとは思っていないのだろう。そんなとぼけた仇かたきの姿を見て、エラは怒りに身を震えさせながら言葉を紡いだ。

			「わたしたちの集落は、転移者に攻撃を受けました。あのとき、あの場にいたドラゴンが、わたしたちなのです。あなたがレックスの……弟の頭を魔法で叩き潰すのも、わたしはこの目で見ていましたわ」

			　言いながら感情が昂たかぶったのか、エラの容姿が変へん貌ぼうする。

			　顔面を鱗うろこが多い、眼球がトカゲに似たものに変わったのだ。伸びた牙はがちがちと音を立て、両手は竜のものに変わり、竜の翼と尻尾しつぽが伸びた。

			　異形に睨み付けられた岡崎が、びくりと肩を揺らした。

			「そ、そんな……まさか、本当に？」

			　さすがに、状況を把は握あくせずにはいられなかったらしい。

			　彼は引き攣つった顔で、エラとその周りにいる竜淵の里のドラゴンたちの顔を見返した。

			　そして、首を横に振った。

			「し、知らない……」

			　その口から最初に出たのは、状況を拒絶する文句だった。

			「なんだよそれ！　そんなの知るもんか！　ドラゴンに化けられる人間だって!?　だったら、そういえばよかったじゃないか！」

			「問答無用で攻撃を仕掛けてきたのはそちらでしょう！」

			　エラが叫び返した。

			「魔法で集落を吹き飛ばされたあと、生き残った兄弟のひとりはあなたたちに話しかけようとして、人間の姿のまま殺されたのよ！　そもそも、言葉も通じなかった！」

			　竜淵の里の襲しゆう撃げきの経緯とその顛てん末まつについては聞いている。

			　転移者たちの一団は、まずドラゴンだけが抜けられる霧きりの結界を突破した。これは恐らく『竜人』神宮司智也のドラゴンに姿を変える能力によるものだろう。彼らは勘かん付づかれることのないようにまず少数で里に侵入し、霧の結界を解くと魔法による奇襲を行った。

			　奇襲による混乱を引きずりながらも、里のドラゴンたちは襲しゆう撃げき者との交戦に突入した。しかし、戦っているうちに増援の転移者たちが到着し、形勢は決してしまった。レックスは惨ざん殺さつされ、エラたちもあわや全滅するところで、マルヴィナが参戦。身を挺ていして転移者を足留めすることで、からくもエラたちを逃がしたのだった。

			　エラが言った『言葉が通じなかった』というのは、襲撃の間に翻ほん訳やくの魔石が発動されていなかったことを意味している。転移者だけでモンスターを討伐するに当たって、翻訳の魔石は必要なものではなかったからだろう。そのうえで、恐らく襲撃の第一陣は、人の姿をした竜淵の里の住人を見て、人間に化けたモンスターだと判断した。実際、ドッペル・ゲンガーのような例もあるので、そうした能力を持つものと考えても不自然ではない。

			　もっとも、里での営いとなみを見れば、彼らがただのモンスターかどうか疑いを持ってもおかしくないように思うのだが……いきなり魔法で全部吹き飛ばしたということだから、きちんと見ていなかったのかもしれない。

			　残念ながら、そのあたりの実際の事情は聞けそうになかった。

			「知らない！　そんなのぼくは知らない！」

			　岡崎が金かな切きり声ごえをあげた。

			「岡崎、お前は……」

			「うるさい！」

			　声をかけてみるが、取り付く島もなかった。

			　ただ、知らないとわめく姿は嘘うそをついているようにも思えないので、岡崎は襲撃の第一陣には参加していなかったのだろう。里の住人たちがドラゴンの姿になり、本格的な戦闘に突入したあとで、こいつは戦いに参戦したのだ。だったら、それ以前の状況なんて知るはずもない。訊きいても仕方がないものと思えた。

			　というより、話にならなかった。

			「知らない！　知らない！　ぼくは悪くない！」

			　実際、岡崎は知らなかったのだろう。自分が正しいことをしたと思い込んでいたのはよくわかった。だから、状況が反転してこれほど慌てふためいているし、現実が直視できていない。

			　しかし、それにしてもこの態度は、被害者の気持ちを蔑ないがしろにし過ぎていた。

			「貴様……」

			　エラが殺気立つのも無理はない。

			「エラ」

			　そんな彼女に声をかけたのは、ロビビアだった。

			　直情的なところがある彼女は、意外なことに、今回、一度も岡崎に襲いかかる素そ振ぶりを見せてはいなかった。

			　それどころか、事態を抑える側に回っていた。

			「そんくらいにしとけって」

			　ロビビアは抑えた低い声で言った。

			「だけど、パトリシア……」

			「あいつを責めたって意味なんてない。責めるほどの価値もない。ましてや、ここで戦ったりしたら、孝弘に迷惑がかかる。それは、絶対に駄目だ」

			　そう言ったロビビアは、別に平気でいるわけではなかった。

			　その目は射殺さんばかりに岡崎を睨にらみ付けていたし、強く唇を噛んでいた。

			　当然だ。幼い彼女は、母親を奪われたのだ。

			　確かく執しつはあったけれど、お互いを想っていた彼女たちが和解する機会は、永遠に訪れない。

			　そんな彼女が堪たえているのだ。他の者はなにも言えない。

			　そうして、沈痛な空気が流れた。

			　……もう十分だろう。

			「中嶋さん。残念ですが、今日はこれくらいで失礼させてもらいます」

			　おれが声をかけると、中嶋さんは頷うなずいた。

			「そうだな。そのほうがよさそうだ」

			「それと合流の件ですが、やっぱりなしにさせてください」

			「……それも、確かにそうするしかないだろうな」

			　中嶋さんはひどく残念そうに同意した。

			　彼が悪いわけではなかった。構成員のひとりが、それも集団の行動とは関係なく勝手にやったことだ。探索隊に責任を問おうとも思わない。だが、この状況で合流は考えられなかった。

			「中嶋さんは、おれの合流に賛成してくれていたのに、すみません」

			「それがお前の意思だというなら、おれは尊重するよ」

			　気にした様子もなく、中嶋さんは応じた。

			「いろいろ意見はあるだろうが、おれは真島の味方のつもりだ」

			　ということは、御手洗さんの告発があっても、中嶋さんは対応を変えるつもりはないらしい。おれとしても、岡崎がいる探索隊に合流はできないにしろ、逆に、彼ひとりのために探索隊の全員を敵視するつもりもないので、冷静な対応はありがたかった。

			「なにか困ったことがあったら言ってくれ」

			「ありがとうございます」

			　こうして、探索隊との初めての接触は終わりを告げたのだった。

		

	
		
			　

			22　彼女への想い

			　

			　用意された部屋のリビングで、おれはソファに身を沈めていた。

			「……寝たか」

			　つぶやき、視線を落とす。その先には、おれの太腿もものあたりに崩れ込むようにして寝息を立てる、ロビビアの姿があった。

			　眠る彼女は口元に手をやって、指の第二関節あたりを食はんでいた。逆側に座ったリリィが、その顔を覗き込んだ。

			「今日はいろいろあったもんね」

			「そうだな」

			　ロビビアの横顔は、実年齢より幼く見えた。

			　ストレスがやや彼女の振る舞いを幼くしているのかもしれない。

			　今日の探索隊との接触の際にあった出来事を思い出す――まさか、あんな爆弾が探索隊にあるとは思わなかった。

			　危なかったとも思う。

			　いまは非常に微妙な情勢だ。大きな影響力を持つ探索隊と仲なか違たがいをすることは、良い方向には働かない。亀裂が決定的なものにならなかったのはさいわいだった。

			　中嶋さんが思いのほか好意的だったのもあるが、ロビビアの理性的な対応にも助けられた。

			　赤い髪を撫なでてやると、寝入ったロビビアの表情が少し緩んだ。

			　別室の扉を開けてローズが姿を現したのは、そうして時間を過ごしているときだった。

			「ご主人様。その、少しよろしいでしょうか」

			「どうした」

			　どこか迷うような口ぶりを不審に思いつつ言葉を返すと、ローズは意を決したように切り出してきた。

			「その、真菜のことなのですが。ずいぶんと落ち込んでしまっているようなのです」

			「……ああ。御手洗さんの件か」

			　当然、最初に思い当たるのはそれだった。

			　御手洗さんは加藤さんのために行動を起こした。加藤さんがなにかやったわけではないし、彼女に責任はないことだとしても、原因となった当人としては思うところはあるだろう。

			「そうですね。それもあります」

			　ローズは頷うなずいた。ただ、少し含みのある様子でもあった。

			「それだけでもないのでしょうが……」

			「なに？」

			「……いえ。なんでもありません」

			　その返答にはどことなく腑ふに落ちないものを感じはしたものの、続けられた言葉のほうにおれは気を取られた。

			「とにかく、真菜は落ち込んでおりまして、正直、見ていられません。ご主人様から話をしてやってはいただけないでしょうか」

			「……おれが？」

			「それが一番いいと思いますので」

			　そんなものだろうか。

			　疑問には思ったが、加藤さんの親友であるローズが言うことだ。

			　探索隊との接触のあとすぐ、御手洗さんの件について加藤さんからは謝罪されたので、気にする必要はないと伝えはしたのだが、それでは足りていなかったのかもしれない。

			「わかった。話をしてみよう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食のあと、加藤さんはローズと別室で過ごしていた。

			　お茶を準備すると言って、ローズは部屋を出てきたらしい。

			　彼女が準備したお茶をお盆ぼんに載せて、おれは別室に移動した。

			「どうぞ、ご主人様」

			　手の空いていないおれの代わりに、ローズが扉を開けてくれる。

			　そして、ふたりで部屋に足を踏み入れる――と思ったところで、ローズが足をとめた。

			「それでは、ご主人様。どうかよろしくお願いいたします」

			　おれが「え？」と思ったところで、背後で扉が閉まった。

			　てっきりローズも一緒だと思っていたのだが、どうやら彼女はおれひとりで加藤さんと話すように頼んだつもりだったらしい。ちょっとした行き違いだった。

			　普段ならそう気にすることではない。だが、いまこのときに限っては、少し困った気持ちになった。

			　もちろん、嫌なわけではない。ただ、ちょっとだけ気まずい思いがあったのだ。

			　その理由については――少々、情けないものなので考えないようにして、ついでに気持ちも切り替える。思い切って、部屋のほうに振り返った。

			「……あれ？」

			　そして、疑問の声が漏れた。部屋のなかに加藤さんの姿が見付からなかったからだ。

			　もっとも、その疑問はすぐに晴れた。

			　部屋に入ってすぐだと死角になっている備え付けの机の前に、加藤さんは座っていたのだ。それも机に突っ伏していたために、余計に視界に入りづらかった。

			「……寝てるのか」

			　机に上半身を預けて、彼女は静かな寝息を立てていた。どうやらローズが部屋を出てきてからの短い間に、眠ってしまったらしい。

			　腕を枕にした加藤さんの寝顔が、こちらを向いていた。

			「……」

			　眠りに落ちた彼女の姿は、とても無防備だった。

			　見ていると、なんだか妙な罪悪感を感じてしまうくらいに。

			　加藤さんの印象には、どこか危あやうさや儚はかなさが付きまとう。そうした面を見るたびに、守りたいという想いが湧く。とはいえ、自分のなかにある思いがただそれだけではないことも、いまは正しく認識していた。

			　そうした感情の揺れのために、少し手元がおろそかになったのかもしれない。

			　お盆の上に載のせたカップが、高い音を立てた。

			「……あ。先輩」

			　眠りは浅かったらしい。物音を聞いた加藤さんは、すぐに目を覚ました。

			「悪い。起こしたな」

			　こちらを認識して身を起こす彼女に、声をかけた。

			「だけど、眠るなら、ちゃんとベッドで寝たほうがいいぞ」

			「いえ。ちょっと、うたた寝をしてしまっただけですので……」

			　そう答える加藤さんの表情は、一見、いつも通りのようではあった。

			　とはいえ、彼女の性格を考えると安心してしまうわけにもいかない。

			「あれ？　ローズさんは？」

			　加藤さんは一拍遅れて、ふと気付いた様子で尋ねてきた。

			　おれは手にしたお盆を示しながら答えた。

			「ちょっと用事があったみたいだ。それで、これを持って行ってくれって言われてな」

			「……」

			　なにか考えるような間があった。

			　加藤さんのことだ。ローズの気遣いに気付いたのかもしれない。

			　もっとも、口に出してそれを指摘するようなことはしなかった。

			「ありがとうございます。それじゃあ、いただきましょうか」

			　加藤さんは立ち上がって、おれからお盆を受け取った。

			「わたしが淹いれますから、先輩は座っていてください」

			「ああ」

			　と答えたものの、この部屋は狭くて、加藤さんの座っていた椅子以外に座る場所はない。

			　少し迷ったが、おれはベッドに腰を下ろした。

			　そう待たされることなく、良い香りが鼻をくすぐる。加藤さんはふたりぶんのコップを持って、こちらにやってきた。

			「どうぞ」

			「ありがとう」

			　お礼を言って受け取る。

			「失礼しますね」

			　そのまま椅子に戻るかと思ったのだが、加藤さんはベッドの隣に腰を下ろした。

			　隙すき間まは拳ひとつぶんもない。腕が触れ合う距離で、寄り添うように座っている。

			　そんなことがなんとなく気になったのは、別にそれが珍しいことだからではない。

			　これくらいの距離は、いまのおれたちにとって普通のことだった。

			　あえて意識しないくらいに――本当にいつの間にか、これが当たり前になっていた。

			　出会ったばかりの頃、疑いに塗まみれた視線を向けてしまっていたことを思えば、なんとも不思議な心持ちになるが、これがいまのふたりにとっての自然だった。

			　もっとも、それはおれたちの間でのことだ。

			「……」

			　まったくの他人の目には、この距離感はどのように映るのだろうか。そんなことを、ふと思った。

			　普通には見えないだろう。特別なものに見えてもおかしくない。

			　無論、それは『男女の特別』ではなくて『信頼し合った仲間としての特別』だ。

			　けれど、そんなことが仲間以外にわかるはずもない。男女の仲に見えてしまっても、決しておかしいことではないのだ。

			　御手洗さんも、そうだったのかもしれない。だとすれば、ああした行動に出たのも頷うなずけた。

			　これはごく一般的な、高校に通う女の子の感性としての話だが、複数人と交際しているような男性と、親しい友人が良い仲になろうとしていたら、それはとめるだろう。

			　もっとも、今回は誤解だったわけだが。

			　そう。誤解。

			　……そのはずだ。

			　おれはコップを一度傾けて、喉のどを湿らせてから口を開いた。

			「ローズから聞いたよ。御手洗さんのこと、まだ気にしてるのか」

			　こちらから話を切り出すと、加藤さんは素直に頷いた。

			「……そうですね。気にしていないと言えば嘘うそになります」

			　みるみるうちに、表情が翳かげった。

			「わたしは、自分の葵ちゃんとの関係が、先輩と探索隊との関係の助けになればいいなって思っていました。探索隊で交流があるのは、島津さんや飯野さんくらいのものでしたから」

			「……そうだったのか」

			「はい。馬鹿な話です。実際には、それどころではありませんでした」

			　そんな想いがあったのであれば、あの展開は余計に衝撃が大きかっただろう。

			　加藤さんは悄しよう然ぜんと溜め息をついた。

			「探索隊との合流はあれで流れてしまいました。それどころか、関係自体も悪くなってしまったかもしれません」

			　ローズの言っていた通り、ひどく落ち込んでいるようだった。

			　これは、確かに話をしに来て正解だ。フォローが必要だった。

			「別に。気にしてないよ」

			　おれが声をかけると、加藤さんはこちらを見上げてきた。

			「ですけど、先輩……」

			「どっちにしろ、竜淵の里と岡崎の一件があったから、合流はできなかっただろうしな」

			「結果としては、そうですけれど」

			「それに、合流は断ることになるだろうと思ってもいたからな」

			　そう告げると、加藤さんは短く息を呑んだ。

			「……そうなんですか？」

			「なんとなくだけどな。頭のどこかでそう思ってた」

			　だから、ああなったことにさほど驚きはない。

			　思うとしたら『やっぱり』だ。

			「今日の探索隊との接触には、そのあたりをはっきりさせようというのもあったんだ」

			　無論のこと、最初から選択肢を切り捨てるのは、可能性を狭めることに繋つながる。それに、ひょっとしたらという思いもあった。だから真剣に検討はしていた。もっとも、竜淵の里の一件と、リリィに対する認識を知った以上、その可能性は断たれてしまったが。

			「考えようによっては、御手洗さんのお陰で探索隊の考えがわかった面もある。リリィを死者蘇生の道具として使おうって話が出てるあたりは、教えてもらえて助かったくらいだ。だから、加藤さんが気に病やむようなことはなにもないよ」

			「……そう、ですか」

			　言葉に嘘うそはないとわかったのだろう。加藤さんは頷うなずいて、ほっとした顔をした。

			　しかし、その視線はすぐに、手にしたカップのなかの液面に落とされてしまった。表情は冴さえないものに戻ってしまう。おれは内心で首を傾げた。

			　さっきの言葉には納得していたように見えた。なのに、また落ち込んだ様子を見せている。

			　ひょっとして、他にもまだ気持ちを塞ふさがせていることがあるのだろうか。

			　そう察したところで、今度は加藤さんから口を開いた。

			「あの、先輩。もうひとつ、謝りたいことがあるんです」

			「謝りたいこと？」

			「はい」

			　カップに注がれていた視線が、こちらを向いた。

			　おずおずと。

			　それはまるで、こちらの反応に怯おびえるような仕草だった。

			「葵ちゃんに、言ったことです。先輩を、その……好きじゃないって」

			「……」

			　瞬間、おれは体が硬くなるのを自覚した。

			　――わたしは先輩のことを好きなんかじゃありません。

			　――勘違いをされるのは迷惑です。

			　あの言葉は、耳の奥にこびりつくように残っていた。

			「あれは、違うんです」

			　加藤さんは、慌てた様子で言葉を継いだ。

			「なんだかあれじゃあ、先輩のことを嫌いみたいな感じで。でもそうじゃなくて。葵ちゃんがああだったから、そう言っただけのことで。わたしは先輩のこと……尊敬、してますし。大事、というか。嫌いなんてことは、絶対になくて」

			　紡つむがれる言葉はたどたどしかった。

			　うまく言葉が出てこない。それでも、どうにかして伝えたい。そんな気持ちが感じられた。

			「……」

			　大丈夫だ、わかっている――と、すぐに返すべき場面ではあっただろう。大事な仲間だとお互いに思っていることは確信しているし、そもそも、そんなこと疑ってなんていない。

			　けれど、おれは即座に言葉を返すことができなかった。あのときのことを話題にされたために、ひとつ気付いてしまったことがあったからだ。いや。気付いたというよりは、改めて自覚せずにはいられなくなったというべきかもしれない。

			　その話を切り出された途端に硬直してしまったこと。

			　そもそも、ふたりきりになることを少し気まずく感じた理由。

			　それは、加藤さんのあの発言を気にしていたからだったのだ。

			　もちろん、あれが御手洗さんのせいで口にされた言葉であることなんて、百も承知だった。それでも、どうしても気になってしまっていた。

			　馬鹿な話だ。自分でもそう思うのだ。けれど、くだらないとは感じなかった。

			　理性では御ぎよし切れない。

			　理屈なんて通用しない。

			　目の前にいる少女に向けた感情は、そうした類たぐいのものだと自覚できたからだ。

			　その感情は、いつの間にか、こんなにも大きくなっていた。押さえ付けておくことなんて、不可能なくらいに。

			「……先輩？」

			　手を回せば抱き締められる距離で、加藤さんは不思議そうな声をあげた。

			　耳じ朶だに触れるその声が、近い距離で感じる体温が、小柄で華きや奢しやでどこか危うい彼女の存在そのものが、どうしようもなく大切なものに感じられてならない。

			　その感情は炎に似ていた。

			　おれはこれまで加藤さんに対して一線を引こうとしてきた。けれど、胸に燃え広がった感情の炎は、この瞬間、これまで自分を押さえつけてきたものをあまさず燃やし尽くしていた。

			　こうなった切っ掛けを思えば、御手洗さんにとっては皮肉な結果だったかもしれない。

			　だけど、もうとまれなかった。

			「加藤さん」

			　呼び掛けて、その肩に触れて向き直った。

			　少しでも嫌がる素そ振ぶりがあれば、すぐに手を離すつもりだった。けれど、彼女はびくりと硬直こそしたものの、嫌がることはなかった。

			「せ、先輩……？」

			　あっという間に、その頬ほおが紅こう潮ちようした。

			　濡ぬれたような瞳ひとみがこちらを見上げてきた。

			「加藤さん。おれは……」

			　決定的な言葉を口にする――しようとした、そのときだった。

			　

			　なにかが砕け、穿うがたれ、破壊される凄すさまじい音が、ふたりきりの時間を打ち破った。

			　

			「なっ!?」

			「きゃっ」

			　咄とつ嗟さに加藤さんを引き寄せたのは、反射的な行動だった。

		

	
		
			[image: p381.jpg]
		

	
		
			　手にしていたカップが、床に落ちて割れた。

			「いまのは……!?」

			　加藤さんを抱き寄せたまま周囲を警戒する。音は近かった。近くの部屋のどこかだ。

			　なにが起きたのかはわからない。ただ、少なくとも、なにかをうっかり落としたとか、倒したとか、そういった次元の物音ではなかった。

			　緊急事態……それも、リリィたちとすぐさま合流する必要がある類の。

			　けれど、そう思ったときには、もう遅かったのだ。

			「う、お……!?」

			　間かん髪ぱつ入いれずに、感じ取れたのは濃密な魔力の気配だった。

			　そのときには、体を異様な感覚が襲っていた。

			「これは……!?」

			　浮遊感。ずれる感覚。世界が移り変わる。その感覚に覚えがあった。

			「これは『妖精の――」

			　――そうして口にした言葉が、一瞬で遠く置き去りにされる。

			　誰も、なにも、できないままに。

			　

			　警戒を怠っていたわけでもなければ、警護を疎おろそかにしていたわけでもなかった。

			　けれど、異変はそれらをすべて呑み込んだ。

			　あまりにも唐突過ぎて、まともに対応することすらできなかった。

			　だから、できることはひとつだけ。

			　おれはただ、腕のなかの加藤さんを手放さないように強く抱き締めていた。
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